




LS500_J

1

8

7

6

5

4

3

2

イラスト目次 イラストから検索

安全・安心のために
お客様に必ずお読みいただきたいこと
（主な項目：チャイルドシートの取扱い、盗難防止装置）

走行に関する情報表示
走行に関する情報を表示する計器類の見方
（主な項目：メーター・マルチインフォメーションディスプレイ）

運転する前に
ドア・ドアガラスの開閉や、運転操作前の調整
（主な項目：キー、ドア、シート）

運転
運転に必要な操作やアドバイス
（主な項目：エンジン始動のしかた、給油のしかた）

室内装備・機能
室内装備の使い方など
（主な項目：エアコン・収納装備の使い方）

お手入れのしかた
車のお手入れ・メンテナンスの方法
（主な項目：内装・外装の手入れ、電球の交換）

万一の場合には
故障したときや、緊急時などの対処
（主な項目：バッテリーあがりやタイヤがパンクしたときの対処）

車両情報
車の仕様やお好みに合わせて選べる機能の情報
（主な項目：指定燃料、各オイル量、タイヤ空気圧）

さくいん

症状から検索

音から検索

アルファベットで検索

五十音で検索



2 目次

知っておいていただきたいこと ............. 5

本書の見方...................................... 11

検索のしかた................................... 12

イラスト目次................................... 13

1-1. 安全にお使いいただくために
運転する前に .......................... 26

安全なドライブのために............ 27

シートベルト .......................... 29

SRS エアバッグ....................... 33

ポップアップフード.................. 39

排気ガスに対する注意............... 41

1-2. お子さまの安全
お子さまを乗せるときは............ 43

チャイルドシート..................... 44

1-3. 盗難防止装置
エンジンイモビライザーシステム
.......................................... 59

オートアラーム........................ 60

2-1. 計器の見方
警告灯／表示灯........................ 66

計器類 ................................... 70

マルチインフォメーションディスプレ
イ....................................... 77

ヘッドアップディスプレイ......... 79

ディスプレイの表示内容............ 82

3-1. キー
キー...................................... 90

デジタルキー .......................... 94

3-2. ドアの開閉、ロックのしかた
ドア...................................... 97

トランク...............................103

スマートエントリー＆スタートシステ
ム......................................111

3-3. シートの調整
フロントシート ......................117

パワーリヤシート ...................123

パワーイージーアクセスシステム／ポ
ジションメモリー／メモリーコール
機能...................................129

リヤシートポジションメモリー..133

ヘッドレスト .........................135

3-4. ハンドル位置・ミラー
ハンドル...............................138

デジタルインナーミラー...........139

ドアミラー ............................147

3-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉
パワーウインドウ ...................150

ムーンルーフ .........................153

4-1. 運転にあたって
運転にあたって ......................159

荷物を積むときの注意..............166

4-2. 運転のしかた
エンジン（イグニッション）スイッチ
.........................................167

オートマチックトランスミッション
.........................................171

方向指示レバー ......................177

パーキングブレーキ.................178

ブレーキホールド ...................181

4-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い
方
ランプスイッチ ......................183

マルチウェザーライト..............186

リヤフォグランプ ...................187

ワイパー＆ウォッシャー...........188

4-4. 給油のしかた
給油口の開け方 ......................193

1 安全・安心のために

2 走行に関する情報表示

3 運転する前に

4 運転



3目次

1

8

7

6

5

4

3

2

4-5. 運転支援装置について
ソフトウェアアップデートを確認する
（Lexus Safety System + ／アドバ
ンスト ドライブ [ 渋滞時支援 ]）
........................................ 195

Lexus Safety System + .......... 197

ドライバーモニター................ 205

AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）................................... 206

AHB（オートマチックハイビーム）
........................................ 209

PCS（プリクラッシュセーフティ）
........................................ 211

LTA（レーントレーシングアシスト）
........................................ 221

LCA（レーンチェンジアシスト）
........................................ 225

LDA（レーンディパーチャーアラー
ト）................................... 229

PDA（プロアクティブドライビングア
シスト）.............................. 234

FCTA（フロントクロストラフィック
アラート）........................... 239

発進遅れ告知機能 .................. 241

RSA ( ロードサインアシスト ) . 243

レーダークルーズコントロール 
........................................ 246

クルーズコントロール............. 256

ドライバー異常時対応システム . 260

アドバンスト ドライブ（渋滞時支援）
........................................ 263

BSM（ブラインドスポットモニター）
........................................ 267

後方車両接近告知................... 272

周辺車両接近時サポート (録画機能、
通報提案機能 )..................... 274

後方車両への接近警報............. 277

セカンダリーコリジョンブレーキ（停
車中後突対応）..................... 279

安心降車アシスト................... 281

クリアランスソナー................ 285

RCTA（リヤクロストラフィックア
ラート）.............................. 293

RCD（リヤカメラディテクション）
........................................ 297

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
.........................................301

パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物／周囲静止物）.............305

パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）..............................308

パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）.................................310

プラスサポート（販売店装着オプショ
ン）....................................312

4-6. その他の運転支援装置について
ITS Connect..........................317

Stop & Start システム..............323

Lexus Teammate Advanced Park
.........................................329

ドライブモードセレクトスイッチ
.........................................352

電子制御エアサスペンション.....354

運転を補助する装置.................357

4-7. 運転のアドバイス
寒冷時の運転 .........................364

5-1. リヤマルチオペレーションパネル
リヤマルチオペレーションパネル
.........................................368

5-2. レクサスクライメイトコンシェル
ジュ
レクサスクライメイトコンシェルジュ
.........................................371

5-3. エアコン・デフォッガーの使い方
フロントオートエアコン...........372

リヤオートエアコン.................380

ステアリングヒーター／シートヒー
ター／シートベンチレーター...383

5-4. 室内灯のつけ方
室内灯一覧 ............................387

5-5. 収納装備
収納装備一覧 .........................391

トランク内装備 ......................397

5 室内装備・機能



4 目次

5-6. その他の室内装備の使い方
その他の室内装備................... 400

6-1. お手入れのしかた
外装の手入れ ........................ 418

内装の手入れ ........................ 421

6-2. 簡単な点検・部品交換
ボンネット ........................... 424

ガレージジャッキ................... 425

エンジンルームカバー............. 426

ウォッシャー液の補充............. 429

タイヤについて...................... 429

タイヤの交換 ........................ 440

タイヤ空気圧について............. 444

エアコンフィルターの交換....... 445

電子キーの電池交換................ 447

ヒューズの点検・交換............. 449

電球（バルブ）の交換............. 452

7-1. まず初めに
故障したときは...................... 454

非常点滅灯（ハザードランプ）... 455

発炎筒 ................................. 455

車両を緊急停止するには.......... 456

水没・冠水したときは............. 457

車中泊が必要なときは............. 458

7-2. 緊急時の対処法
けん引について...................... 459

フューエルポンプシャットオフシステ
ム..................................... 464

警告灯がついたときは............. 465

警告メッセージが表示されたときは
........................................ 473

パンクしたときは（タイヤパンク応急
修理キット装着車）............... 479

パンクしたときは（ランフラットタイ
ヤ装着車）........................... 488

エンジンがかからないときは.....489

キーをなくしたときは..............491

給油扉が開かないときは...........491

電子キーが正常に働かないときは
.........................................492

バッテリーがあがったときは.....494

オーバーヒートしたときは........501

スタックしたときは.................504

8-1. 仕様一覧
メンテナンスデータ（指定燃料・オイ
ル量など）............................506

8-2. カスタマイズ機能
ユーザーカスタマイズ機能一覧..511

8-3. 初期設定
初期設定が必要な項目..............531

8-4. フリー／オープンソースソフト
ウェア
フリー／オープンソースソフトウェア
情報...................................532

こんなときは（症状別さくいん）
.........................................534

車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）....................................536

アルファベット順さくいん........538

五十音順さくいん ...................540

6 お手入れのしかた

7 万一の場合には

8 車両情報

さくいん



5

本書はオプションを含むすべての装
備の説明をしています。

そのため、お客様の車にはない装備
の説明が記載されている場合があり
ます。また、車の仕様変更により、
内容がお車と一致しない場合があり
ますのでご了承ください。

レクサス販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱い
については、その商品に付属の取扱
説明書をお読みください。

イラストは、記載している仕様など
の違いにより、お客様の車の装備と
一致しない場合があります。

l レクサスが国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着する
と、不正改造になることがありま
す。

l 車高を下げたり、ワイドタイヤを
装着するなど、車の性能や機能に
適さない部品を装着すると、故障
の原因となったり、事故を起こ
し、重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。

また、このような改造は Lexus 
Safety System + のような先進安全
装備にも影響を与え、正しく作動し
ない危険や作動すべきでない場面で
の作動をする恐れがあり危険です。

l ハンドルの改造は絶対にしないで

ください。ハンドルには SRSエ
アバッグが内蔵されているため、
不適切に扱うと、正常に作動しな
くなったり、誤ってふくらみ、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがありま
す。

l 次の場合はレクサス販売店にご相
談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール
取り付けボルトの交換

異なった種類や指定以外のものを使用す
ると、走行に悪影響をおよぼしたり、不
正改造になることがあります。

･ 電装品・無線機の取り付け・取りはず
し

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、
故障や車両火災など事故につながるおそ
れがあり危険です。

RF送信機の取り付けについては、P.8も
参照してください。

l フロントウインドウガラス、およ
び運転席・助手席のドアガラスに
着色フィルム（含む透明フィル
ム）などを貼り付けないでくださ
い。視界をさまたげるばかりでな
く、不正改造につながるおそれが
あります。

電子機器や無線機を取り付けると、
装着された部品を通じてサイバー攻
撃のリスクを高め、思わぬ事故や個
人情報の流出などにつながるおそれ
があります。

レクサス純正品以外を取り付けたこ
とに起因する問題に関してレクサス
は保証いたしません。

知っておいていただきたい
こと

本書の内容について

不正改造について

サイバー攻撃のリスクについて
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故障診断コネクター などに、点検
整備用の故障診断装置以外の電装品
を取り付けないでください。

電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあり
ます。

本車両には、車両の制御や操作に関
するデータなどを記録するコン
ピューターが装着されています。

n コンピュータに記録されるデータ
※1

※1グレード／オプション装備により記録
されるデータ項目は異なります。

各機能の作動時や操作状況により、
主に次のようなデータを記録します。

l車両の挙動に関する基本的なデータ
（エンジン回転数・アクセルペダルの操
作状況・ブレーキペダルの操作状況、
車速など）

l運転支援システムの作動状況（システ
ムの作動に付随して記録される車両の
挙動に関する基本的なデータも含みま
す）

l運転支援システムのセンサーのデータ

l画像データ（前方・後方・周辺・ドラ

イバーモニターのカメラ画像）※2

※2車両には複数のカメラが付いていま
す。どのカメラが画像を記録している
かはレクサス販売店にお問い合わせく
ださい。

l位置情報

コンピューターは会話などの音声や車内
の映像は記録しません。

また、お客様個人を特定できる種類の
データ（氏名・性別・年齢など）は車両
に記録されません。

n Lexus Safety System + による
データの記録・個人情報の取り扱
いについて

トヨタ自動車は Lexus Safety 
System + により車両に記録された
各システムの作動状況・各センサー
のデータ・画像データ（前方・後方
カメラの画像）・位置情報を次の場合
に該当するときに限り、お客様が販
売店に入庫されたときに取得するほ
か、トヨタ自動車のサーバーに送信
する形で取得します。

l一定の衝突や衝突に近い状態などが発
生した場合

l渋滞や悪路、悪天候などの特定の交通
環境にある道路を走行している場合

l新規開通道路、拡張された道路などの
特定の道路を走行している場合

lエンジン始動後の一定のタイミング

Lexus Safety System + によって記
録され、トヨタ自動車が取得した
データの取り扱いについての詳細は、
G-Link ご契約時にご署名いただいた
留意事項説明をご覧ください。

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

車両データの記録

A
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n データの利用目的と第三者提供に
ついて

コンピューターに記録されたデータ
は、事故解析・故障診断、自動運
転・先進安全・地図関連技術のため
の研究開発（技術・商品開発、品質
向上など）、データを利用した商品・
サービス（自動運転・先進安全技術
用の地図の提供、走行状況の分析・
道路インフラなど走行環境の分析・
交通状況の配信などがあります。以
下、これらを「個別サービス」とい
います）および事故に関するお客様
対応、事故の解決のための協議を目
的に利用することがあります。

なお、次の場合に、トヨタ自動車は、
取得したデータを第三者へ開示また
は提供することがあります。

lお車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

l警察／裁判所／政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

lトヨタ自動車が訴訟で使用する場合

･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や
車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合

Lexus Safety System + によって記録さ
れ、トヨタ自動車が取得したデータにつ
いては、上記に加え、次の場合に第三者
に提供することがあります。

lお車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合。レクサス以外の
第三者が提供する車両記録データを利
用する個別サービスに申し込みされた
場合などであって、第三者がレクサス
に代わり、レクサスから第三者への
データの提供についてお客様の同意を
取得した場合も含みます。

l自動運転・先進安全・地図関連技術の
ための研究開発（技術／商品開発／品

質向上など）の目的で、自動運転ソフ
トウェア関連の会社などの第三者に提
供する場合

l地図関連技術のための研究開発の目的
で、地図作成会社などの第三者に画像
データと位置情報を提供する場合

l道路整備などの目的で、地方自治体な
どの第三者に画像データと位置情報を
提供する場合

l交通状況配信などの個別サービスの申
込者に対して、画像データと位置情報
を加工した情報を提供する場合

lレクサスと別途契約を締結した各自治
体の消防組織に対して、火災発生時ま
たは救急出動時に、現場付近の画像
データを提供する場合

知識

車両に記録されている画像情報は、レク
サス販売店にて、消去することが可能で
す。

また、画像情報を記録する機能を停止す
ることも可能です。ただし、機能を停止
するとシステム作動時のデータは残りま
せん。

Lexus Safety System + によって研究開
発、および個別サービスの提供を目的と
してトヨタのサーバーに送信する形で取
得しているデータの取得と利用を停止し
たい場合は、My LEXUS より停止いただ
けます。詳細は、My LEXUS のマイペー
ジをご覧ください。

お客様がG-Link をご利用の場合、
記録データとその使用について、
G-Link 利用規約をご覧ください。

G-Link によるデータの取り扱
いについて
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お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR）が装備されています。
EDRは、一定の衝突や衝突に近い状
態（SRSエアバッグの作動および路
上障害物との接触など）が発生した
時に車両システムの作動状況に関す
るデータを記録します。EDRは車両
の動きや安全システムに関するデー
タを短時間記録するように作られて
います。ただし、衝突の程度と形態
によっては、データが記録されない
場合があります。

EDRは次のようなデータを記録しま
す。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキペ
ダルの操作状況

･ 車速

これらのデータは、衝突や傷害が発
生した状況を把握するのに役立ちま
す。

注意：EDRは衝突が発生したときに
データを記録します。通常走行時に
はデータは記録されません。また、
個人情報（例：氏名・性別・年齢・
衝突場所）は記録されません。ただ
し、事故調査の際に法執行機関など
の第三者が、通常の手続きとして収
集した個人を特定できる種類のデー
タとEDRデータを組み合わせて使
用することがあります。EDRで記録
されたデータを読み出すには、特別
な装置を車両または EDRへ接続す
る必要があります。レクサスにくわ
え、法執行機関などの特別な装置を
所有する第三者が車両またはEDR
に接続した場合でも情報を読み出す
ことができます。

l EDRデータの情報開示

次の場合を除き、レクサスは EDR
で記録されたデータを第三者へ開示
することはありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ レクサスが訴訟で使用する場合

ただし、レクサスは

･ データを車両安全性能の研究に使用す
ることがあります。

･ 使用者・車両が特定されないデータを
調査目的で第三者に開示することがあ
ります。

お車へRF送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよぼ
す可能性があります。

l EFI コンピュータ

l Lexus Safety System +

l ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

l VDIM（ビークルダイナミクスイ
ンテグレイテッドマネージメン
ト）

l SRSエアバッグ

l シートベルトプリテンショナー

悪影響を防ぐための措置や取り付け
方法については、必ずレクサス販売
店にお問い合わせください。

ご希望により、RF送信機の取り付け
に関する詳しい情報（周波数帯域・
電力レベル・アンテナ位置・取り付
け条件）をレクサス販売店にてご提

イベントデータレコーダー

RF送信機の取り付けについて
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供します。

保証および点検整備については、別
冊「メンテナンスノート」に記載し
ていますので、併せてお読みくださ
い。

日常点検整備や定期点検整備は、お
客様の責任において実施してくださ
い。（法律で義務付けられています）

レクサス販売店で専用の電子キーを
ご購入し、ご使用いただくことで、
プラスサポート（P.312）の機能
が利用可能になります。詳細につい
ては、レクサス販売店にお問い合わ
せください。

パワーコントロールユニットなどの
高電圧部位には、取り扱いに注意す
ることを示すラベルが貼付されてい
る場合があります。

記号の示す意味は次のとおりです。

下記サイトより取扱説明書（デジタ
ル配信）をご確認いただけます。
ご購入いただきましたアクセサリー
パーツの取扱説明書をご使用前にお
読みいただき、記載された内容に
従って正しくお使いください。
商品の使用方法や安全にお使いいた
だく上での注意点を記載しておりま
す。
なお、デジタル配信により印刷や輸
送にともなうCO2 排出量の低減が
見込まれます。
持続可能な社会を構築するためにレ
クサスはこれからも取扱説明書のあ
り方を見直してまいります。

アクセサリーパーツ取扱説明書掲載
サイト：

お持ちのスマートフォンやタブレッ
ト、携帯電話等にてQR コードを読
み取りいただくか、URL より閲覧し
てください。

https://manual-accessories.
toyota/CAWeb/index.html

保証および点検について

プラスサポートについて

高電圧部位に貼り付けられてい
る記号について

記号 意味

危険であることを示して
います。

高電圧部位であることを
示しています。

手で触れてはいけない部
位であることを示してい
ます。

高温部位であることを示
しています。

アクセサリーパーツ・用品につ
いて

記号 意味
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なお、紙面で必要な場合はサイトよ
り印刷いただくか、レクサス販売店
にご相談ください｡
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本書の見方

本書で使用している、記号につい
て説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：

お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：

お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておくと便
利なことを説明していま
す。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す・まわすなど、して
いただきたい操作を示し
ています。

フタが開くなど、操作後
の作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・
場所を示しています。

してはいけません、この
ようにしないでくださ
い、このようなことを起
こさないでくださいとい
う意味です。
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n 名称から探す

l五十音順さくいん：P.540

lアルファベット順さくいん：P.538

n 取り付け位置から探す

lイラスト目次：P.13

n 症状や音から探す

lこんなときは（症状別さくいん）：
P.534

l車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）：P.536

n タイトルから探す

l目次：P.2
検索のしかた



13イラスト目次

イラスト目次

n外観

ドア.....................................................................................P.97

施錠／解錠............................................................................P.97

ドアガラスの開閉 .................................................................P.150

メカニカルキーでの施錠／解錠................................................P.492

警告メッセージ....................................................................P.473

トランク.............................................................................P.103

車内から開ける....................................................................P.106

車外から開ける....................................................................P.106

メカニカルキーで開ける ........................................................P.493

警告メッセージ....................................................................P.473

ドアミラー..........................................................................P.147

鏡面の角度調整....................................................................P.147

ミラーの格納.......................................................................P.148

調整位置の登録....................................................................P.129

曇りを取る（ミラーヒーター）.................................................P.372

A

B

C



14 イラスト目次

ワイパー.............................................................................P.188

冬季の注意..........................................................................P.364

凍結防止（フロントワイパーデアイサー）★ ...............................P.375

洗車時の注意.......................................................................P.419

給油口................................................................................P.193

給油方法.............................................................................P.193

燃料の種類・燃料タンク容量...................................................P.506

タイヤ................................................................................P.429

サイズ・空気圧............................................................P.429, 509

冬用タイヤ・タイヤチェーン...................................................P.364

点検・ローテーション・空気圧警報システム ..............................P.429

パンク時の対処............................................................P.479, 488

ボンネット..........................................................................P.424

開け方................................................................................P.424

エンジンルームカバー ...........................................................P.426

エンジンオイル....................................................................P.506

オーバーヒート時の対処 ........................................................P.501

警告メッセージ....................................................................P.473

ヘッドランプ・車幅灯・LEDデイタイムランニングランプ・コーナーリングラ
ンプP.183

方向指示灯..........................................................................P.177

尾灯...................................................................................P.183

制動灯

ヒルスタートアシストコントロール..........................................P.357

番号灯................................................................................P.183

後退灯

シフトポジションをRにする ..................................................P.172

リヤフォグランプ★...............................................................P.187

走行に関わる外装のランプバルブ
（交換要領：P.452）

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。



16 イラスト目次

nインストルメントパネル

エンジンスイッチ .................................................................P.167

エンジンの始動・モード切りかえ.............................................P.167

エンジンの緊急停止 ..............................................................P.456

エンジンが始動できないときの対処..........................................P.489

警告メッセージ....................................................................P.473

シフトレバー.......................................................................P.171

シフトポジションの切りかえ...................................................P.172

けん引時の注意....................................................................P.459

メーター...............................................................................P.70

見方・明るさの調整 ..........................................................P.70, 76

警告灯／表示灯......................................................................P.66

警告灯点灯時の対処 ..............................................................P.465

マルチインフォメーションディスプレイ ......................................P.77

表示内容...............................................................................P.77

警告メッセージ表示時の対処...................................................P.473

A

B

C

D



17イラスト目次

パーキングブレーキスイッチ...................................................P.178

かける・解除する .................................................................P.178

冬季の注意..........................................................................P.366

警告ブザー・警告メッセージ...................................................P.473

方向指示レバー....................................................................P.177

ランプスイッチ....................................................................P.183

ヘッドランプ・車幅灯・尾灯・番号灯・LEDデイタイムランニングランプ
........................................................................................P.183

AHS（アダプティブハイビームシステム）...................................P.206

AHB（オートマチックハイビーム）...........................................P.209

マルチウェザーライト ...........................................................P.186

リヤフォグランプ ★..............................................................P.187

ワイパー＆ウォッシャースイッチ.............................................P.188

使い方................................................................................P.188

ウォッシャー液の補充 ...........................................................P.429

警告メッセージ....................................................................P.473

非常点滅灯スイッチ ..............................................................P.455

ボンネット解除レバー ...........................................................P.424

ハンドル位置調整スイッチ......................................................P.138

調整方法.............................................................................P.138

調整位置の登録....................................................................P.129

オートエアコン....................................................................P.372

操作方法.............................................................................P.372

リヤウインドウの曇り取り（リヤウインドウデフォッガー）............P.372

オーディオ※

トランクオープナーメインスイッチ..........................................P.110

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

E

F

G

H

I

J

K

L

M



18 イラスト目次

nスイッチ類

ドライブモードセレクトスイッチ.............................................P.352

VSC（ビークルスタビリティコントロール）OFFスイッチ............P.358

スノーモードスイッチ ...........................................................P.174

HUD（ヘッドアップディスプレイ）スイッチ ...............................P.79

Stop & Start キャンセルスイッチ............................................P.323

車高選択スイッチ .................................................................P.354

トランクオープナースイッチ...................................................P.106

給油扉オープナースイッチ......................................................P.194

“ODO TRIP”スイッチ..........................................................P.76

インストルメントパネル照度調整スイッチ ...................................P.76

A

B

C

D

E

F

G

H

I



19イラスト目次

ポジションメモリーボタン......................................................P.129

助手席操作モードボタン ........................................................P.118

ウインドウロックスイッチ......................................................P.152

パワーウインドウスイッチ......................................................P.150

リヤドアサンシェードスイッチ★ .............................................P.412

ドアロックスイッチ ..............................................................P.100

ドアミラースイッチ ..............................................................P.147

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

メーター操作スイッチ .............................................................P.82

A

B

C

D

E

F

A



20 イラスト目次

パドルシフトスイッチ ...................................................P.175, 176

電話スイッチ※

LTA（レーントレーシングアシスト）スイッチ............................P.221

クルーズコントロールスイッチ........................................P.246, 256

オーディオ操作スイッチ※

トークスイッチ※

※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

シートスイッチ....................................................................P.118

カメラスイッチ※

Advanced Park（駐車支援システム）メインスイッチ .................P.334

ブレーキホールドスイッチ......................................................P.181

P ポジションスイッチ............................................................P.172

シートヒータースイッチ ........................................................P.385

シートベンチレータースイッチ................................................P.386

ステアリングヒータースイッチ................................................P.385

リヤサンシェードスイッチ......................................................P.414

※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

H

I



21イラスト目次

n室内

SRSエアバッグ .....................................................................P.33

フロアマット.........................................................................P.26

フロントシート....................................................................P.117

ヘッドレスト.......................................................................P.135

シートベルト.........................................................................P.29

ドアロックボタン .................................................................P.100

コンソールボックス ..............................................................P.394

カップホルダー....................................................................P.393

アシストグリップ .................................................................P.409

コートフック.......................................................................P.409

リヤマルチオペレーションパネル★...........................................P.368

リヤシートエンターテインメントシステム★※

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L



22 イラスト目次

n天井

ムーンルーフスイッチ★ .........................................................P.153

パーソナルランプ .................................................................P.388

ヘルプネットスイッチパネル※1

小物入れ.............................................................................P.395

インテリアランプドア連動スイッチ..........................................P.388

デジタルインナーミラー ........................................................P.139

インテリアランプ .................................................................P.388

バニティミラー....................................................................P.412

サンバイザー※2 ..................................................................P.411

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※1別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
※2やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシートを
うしろ向きに取り付けないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。（P.47）

A

B

C

D

E

F

G

H
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1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、お
客様の責任において実施していただ
くことが法律で義務付けられていま
す。適切な時期に点検整備を実施し、
車に異常がないことを確認してくだ
さい。

日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、別冊「メンテナンスノート」を
参照してください。
異常が見つかった場合は、レクサス販売
店で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロアカー
ペットの上にしっかりと固定してお
使いください。

1 固定フック（クリップ）にフロア
マット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部のレ
バーをまわして、フロアマットを
固定する

マーク を必ず合わせてください。

固定フック（クリップ）の形状はイラス
トと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただくた
めに、運転する前は必ず次のこと
を確認してください。

点検整備

フロアマットを固定するには

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマット
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、
思わぬスピードが出たり車を停止しに
くくなるなど、事故の原因になり重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

n運転席にフロアマットを敷くとき

lレクサス純正品であっても、他車種
および異なる年式のフロアマットは
使用しない

l運転席専用のフロアマットを使用す
る

l固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

l他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

lフロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない

A
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1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

まっすぐ座り、運転操作時に体が
背もたれから離れないよう、背も
たれの角度を調整する
（P.117）

ペダルがしっかりと踏み込め、ハ
ンドルを握ったときにひじが少し
曲がるようなシート位置にする
（P.117）

ヘッドレストの中央が耳のいちば
ん上のあたりになるようにする
（P.135）

シートベルトを正しく着用する
（P.29）

警告

n運転する前に

lフロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

lエンジン停止およびシフトポジショ
ンが Pの状態で、各ペダルを奥まで
踏み込み、フロアマットと干渉しな
いことを確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前に
シートやミラーなどを適切に調整
してください。

正しい運転姿勢をとるには

警告

n安全な運転のために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

A

B

C

D
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すべての乗員は、走行前に必ずシー
トベルトを正しく着用してください。
（P.29）

シートベルトを正しく着用できない
小さなお子さまを乗せるときは、適
切な子供専用シートをご用意くださ
い。（P.44）

後方が確実に確認できるように、イ
ンナーミラー・ドアミラーを正しく
調整してください。（P.139, 
147）

警告

l走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

l背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッ
ドレストなどの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

lフロントシートの下にものを置かな
いでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

l公道を走行するときは、法定速度や
制限速度を遵守してください。

l他の車や歩行者など、周囲の状況に
常に注意を払い、安全運転を心がけ
てください。

l飲酒運転は絶対にしないでください。
お酒を飲むと注意力と判断力がにぶ
り、思いがけない事故を引き起こす
おそれがあります。また、眠気をも
よおす薬を飲んだときも運転を控え
てください。

l運転中に携帯電話を使用したり、装
置の調節などをしないでください。
周囲の状況などへの注意が不十分に
なり、大変危険です。ハンズフリー
以外の自動車電話や携帯電話を運転
中に使用することは法律で禁止され
ています。

l長距離ドライブの際は、疲れを感じ
る前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じ
たときは、無理に運転せず、すみや
かに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する
には

ミラーを調整するには
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1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

シートベルト

走行前にすべての乗員は必ずシー
トベルトを正しく着用してくださ
い。

警告

急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nシートベルトの着用について

l全員がシートベルトを着用する

lシートベルトを正しく着用する

lシートベルトは一組につき一人で使
用する
お子さまでも一組のベルトを複数の
人で使用しない

lお子さまはリヤ席に座らせてシート
ベルトを着用させる

l背もたれは必要以上に倒さず、上体
を起こし、シートに深く座る

l肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

l腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

n妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。（P.30）
通常の着用のしかたと同じように、腰
部ベルトが腰骨のできるだけ低い位置
にかかるようにお腹のふくらみの下に、
肩部ベルトは確実に肩を通し、お腹の
ふくらみを避けて胸部にかかるように
着用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝
突したときなどに、母体だけでなく胎
児までが重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

n疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。

nお子さまをのせるとき

P.55
nシートベルトの損傷・故障について

lベルトやプレート・バックルなどは、
シートやドアに挟むなどして損傷し
ないようにしてください。

lシートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。



30 1-1. 安全にお使いいただくために

l 肩部ベルトを肩に十分かける

首にかかったり、肩からはずれないよう
にしてください。

l 腰部ベルトを必ず腰骨のできるだ
け低い位置に密着させる

l 背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

l ねじれがないようにする

知識

nお子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルト
を装着するのに十分な、大人の体格を
持った人用に設計されています。

lシートベルトが正しい位置で着用でき
ない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合った子供専用シートを使用
してください。（P.44）

lシートベルトが正しい位置で着用でき
るお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレート
をバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボタ
ン を押す

はずれないときは、ベルトをひき上げな

がら解除ボタン を押してください。

知識

nシートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロッ
クされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出しても
ロックする場合があります。一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動か

警告

lプレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじ
れていないかを確認してください。
うまく挿し込めない場合はただちに
レクサス販売店に連絡してください。

lもし重大な事故にあったときは、明
らかな損傷が見られない場合でも、
シート・シートベルトを交換してく
ださい。

lプリテンショナー付きシートベルト
の取り付けや取りはずし・分解・廃
棄などは、レクサス販売店以外でし
ないでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなく
なるおそれがあります。

正しく着用するには

着け方・はずし方

A

A
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せば、ベルトを引き出すことができます。

ベルトを固定・解除しやすいよう、
バックルが自動で動きます。

 乗車時

運転席または助手席のドアを開ける
と、それぞれのバックルが上に動き
ます。プレートをバックルに挿し込
むと、もとの位置にもどります。

 降車時（運転席のみ）

ベルトを締めたままエンジンスイッ
チをOFFにすると、バックルが上に
動きます。ベルトをはずすと、もと
の位置にもどります。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

nイージーアクセスバックルの作動につ
いて

lバックルが上がった状態でプレートを
挿し込まなかった場合でも、助手席に
乗員がいない状態で走行すると、バッ
クルはもとの位置にもどります。

l降車後、ドアを開けたまま再度乗り込
んでもバックルは作動しません。もう
一度ドアを開閉することでバックルが
作動します。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

1 解除ボタン を押しながら、ア
ジャスターを下げる

2 解除ボタン を押しながら、ア
ジャスターを上げる

“カチッ”と音がして固定されるとこ
ろまで動かしてください。

前方・側方から強い衝撃を受けたと
き、フロント席・リヤ外側席のシー
トベルトを引き込むことで適切な乗
員拘束効果を確保します。

前方・側方からの衝撃が弱いときや、う
しろからの衝撃、横転のときは通常は作
動しません。

知識

nシートベルトプリテンショナーについ
て

シートベルトプリテンショナーは一度し
か作動しません。玉突き衝突などで連続
して衝撃を受けた場合でも、一度作動し
たあとは、その後の衝突では作動しませ
ん。

イージーアクセスバックル（フ
ロント席）★

シートベルトの高さ調節（フロ
ント席）

シートベルトプリテンショナー

A

A
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警告

nプリテンショナー付きシートベルト
について

シートベルトプリテンショナーが作動
すると、SRS エアバッグ／プリテン
ショナー警告灯が点灯します。その場
合は、シートベルトを再使用すること
ができないため、必ずレクサス販売店
で交換してください。お守りいただか
ないと、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。
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フロント SRS エアバッグ（運転席 SRSエアバッグ／助手席SRSエア
バッグ）

運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和

SRS ニーエアバッグ

運転者と助手席乗員の衝撃緩和を補助

SRS シートクッションエアバッグ★

･ リヤ外側席乗員の拘束に寄与

SRS サイドエアバッグ
･ フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和
･ リヤ外側席乗員の胸などへの衝撃を緩和

SRS カーテンシールドエアバッグ

フロント席とリヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩和
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

SRSエアバッグ

SRSエアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けたとき
にふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝撃を緩和
させます。

SRSエアバッグシステム

A

B

C

D

E
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知識

nSRSエアバッグが作動すると

lSRSエアバッグは高温のガスにより非
常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがあり
ます。

l作動音と共に白いガスが発生します。

lエアバッグ近辺の部品の一部分などだ
けでなくエアバッグ構成部品（ハンド
ルのハブ・エアバッグカバー・インフ
レーター）も数分間熱くなることがあ
ります。エアバッグそのものも熱くな
ります。

lフロントウインドウガラスが破損する
ことがあります。

lすべてのドアが解錠されます。
（P.98）

l自動的にブレーキと制動灯を制御しま
す。（P.357）

l室内灯が自動で点灯します。
（P.389）

l非常点滅灯が自動で点滅します。
（P.455）

l燃料供給を停止します。（P.464）

lG-Link の契約期間内は、次の場合、自
動的に緊急通報がヘルプネットセン
ターに送信されます。オペレーターか
らの呼びかけに応答がない場合は、緊
急車両などを手配します。詳しくは
「ナビゲーションシステム取扱書」を参
照してください。

･ SRSエアバッグが作動した
･ シートベルトプリテンショナーが作動
した

･ 後方から強い衝撃を受けた

n予防連携機能について

プリクラッシュセーフティによって側面
衝突の可能性が高いと判断されたとき、
SRS サイド＆カーテンシールドエアバッ

グの作動準備を整えます。

n正面からの衝撃で SRS エアバッグが作
動するとき

l次のエアバッグは、衝撃の強さが設定
値（移動も変形もしない固定された壁
に、車速約 20～ 30km/h で正面衝突
した場合の衝撃の強さに相当する値）
以上の場合に作動します。
･ フロント SRS エアバッグ

l次の場合はエアバッグが作動する車速
は設定値より高くなります。
･ 駐車している車や標識のような衝撃に
よって移動や変形するものに衝突した
場合
･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、
車両前部がもぐり込む、下に入り込む、
トラックの下敷きになるなど）

l衝突条件によっては次の部品のみが作
動する場合があります。
･ シートベルトプリテンショナー

l後席の SRSシートクッションエアバッ

グ★は、シートベルトを着用していない
ときは作動しません。

l前面衝突時でも、特に衝撃が大きい場
合は左右の SRS カーテンシールドエア
バッグが作動する場合があります。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

n側面からの衝撃で SRS エアバッグが作
動するとき

l次の SRS エアバッグは、衝撃の強さが
設定値（約 1.5t の車両が、約 20～
30km/h の速度で客室へ直角に衝突し
た場合の衝撃の強さに相当する値）以
上の場合に作動します。
･ SRS サイドエアバッグ
･ SRS カーテンシールドエアバッグ

n車両下部からの衝撃で SRSエアバッグ
が作動するとき

l次の SRS エアバッグは、車両下部が固
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いものにぶつかったときなどの状況で
作動する場合があります。

･ フロント SRSエアバッグ
･ SRSニーエアバッグ

･ SRSシートクッションエアバッグ★

･ SRSサイドエアバッグ
･ SRSカーテンシールドエアバッグ

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

nSRSエアバッグが作動しないとき

l次のSRS エアバッグは、側面や後方か
らの衝撃・横転・または低速での前方
からの衝撃では、通常は作動しません。
ただし、それらの衝撃が前方への減速
を十分に引き起こす場合には、作動す
ることがあります。

･ フロント SRSエアバッグ
･ SRSニーエアバッグ

･ SRSシートクッションエアバッグ★

l次のSRS エアバッグは、斜めから衝撃
を受けた場合や、客室部分以外の側面
に衝撃を受けたときに作動しない場合
があります。

･ SRSサイドエアバッグ
･ SRSカーテンシールドエアバッグ

l次のエアバッグは、前方や後方からの
衝撃・横転・または低速での側面から
の衝撃では、通常は作動しません。
･ SRS サイドエアバッグ

l次のエアバッグは、後方からの衝撃・
横転・または低速での前方や側面から
の衝撃では、通常は作動しません。
･ SRS カーテンシールドエアバッグ

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

nレクサス販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要
になります。できるだけ早くレクサス販
売店へご連絡ください。

lいずれかの SRS エアバッグがふくらん
だとき

l次のエアバッグはふくらまなかったが、
事故で車両の前部を衝突したとき、ま
たは破損・変形などがあるとき
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･ フロント SRSエアバッグ
･ SRSニーエアバッグ

･ SRSシートクッションエアバッグ★

l次のエアバッグはふくらまなかったが、
事故でドアおよびその周辺部分を衝突
したとき、または破損・変形・穴あき
などがあるとき

･ SRSサイドエアバッグ
･ SRSカーテンシールドエアバッグ

lハンドルのパッド部分・ダッシュボー
ドの助手席 SRSエアバッグ付近・イン
ストルメントパネル下部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

lシートクッション★の表面が傷付いた

り、ひび割れたり、その他の損傷を受
けたとき

lSRSサイドエアバッグが内蔵されてい
るシート表面が傷付いたり、ひび割れ
たり、その他の損傷を受けたとき

lSRSカーテンシールドエアバッグが内
蔵されているフロントピラー・リヤピ
ラー部・ルーフサイド部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

★：グレード、オプションなどにより、装

備の有無があります。

警告

nSRSエアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l運転者と乗員すべてがシートベルト
を正しく着用してください。
SRSエアバッグはシートベルトを補
助するためのものです。

l助手席 SRSエアバッグは強い力でふ
くらむため、特に乗員がエアバッグ
に近付きすぎると、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。乗員が SRS エア
バッグのふくらむ場所に近い場合は
特に危険です。シートの背もたれを
調整して、シートをできるだけSRS
エアバッグから離し、まっすぐに
座ってください。

lお子さまがシートにしっかり座って
いないと、SRS エアバッグのふくら
む衝撃で重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。お子さまが小さくてシート
ベルトを使用できないときは、チャ
イルドシートでしっかり固定してく
ださい。お子さまはリヤ席に乗せ、
チャイルドシートまたはシートベル
トを着用させることをおすすめしま
す。（P.44）
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警告

lシートの縁に座ったり、ダッシュ
ボードにもたれかかったりしない

lお子さまを助手席 SRSエアバッグの
前に立たせたり、ひざの上に抱いた
りしない

l運転者および助手席乗員は、ひざの
上に何も持たない

lドアやフロントピラー・センターピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レールへ寄りかからない

lドアに向かってひざをついたり、窓
から顔や手を出したりしない

lダッシュボード・ハンドルのパッド
部分・インストルメントパネル下部
などには何も取り付けたり、置いた
りしない

lドア・フロントウインドウガラス・
ドアガラス・フロントピラーおよび
リヤピラー、ルーフサイドレール・
アシストグリップなどには何も取り
付けない（速度制限ラベルを除
く：P.480）

lコートフックにハンガーなどの硬い
ものをかけないでください。
SRSカーテンシールドエアバッグが
作動したときに投げ出されて重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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警告

lSRS ニーエアバッグがふくらむ場所
にビニールカバーが付いている場合
は、取り除いてください。

lエアバッグがふくらむ場所を覆うよ
うなアクセサリーを使用しないでく
ださい。エアバッグが作動する際、
アクセサリーが干渉するおそれがあ
ります。そのようなアクセサリーが
エアバッグが正常に作動するのをさ
またげ、システムを不能にしたり、
またはエアバッグが誤って作動した
りして、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

lSRS エアバッグシステム構成部品の
周辺およびフロントドアの周辺は、
強くたたくなど過度の力を加えない
でください。
SRSエアバッグが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

lSRSエアバッグがふくらんだ直後は、
構成部品が熱くなっているため、ふ
れないでください。

lSRSエアバッグがふくらんだあとに、
もし呼吸が苦しく感じたら、ドアや
ドアガラスを開けて空気を入れるか、
安全を確認して車外に出てください。
皮膚の炎症を防ぐため、残留物はで
きるだけ早く洗い流してください。

lSRS エアバッグが収納されている部
分に傷が付いていたり、ひび割れが
あるときは、そのまま使用せずレク
サス販売店で交換してください。

n改造・廃棄について

レクサス販売店への相談なしに、次の
改造・廃棄をしないでください。
SRSエアバッグが正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらむなどして、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

lSRS エアバッグの取りはずし・取り
付け・分解・修理

l次の部品周辺の修理・取りはずし・
改造

･ ハンドル

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

･ シート

･ シート表皮

･ フロントピラー

･ センターピラー

･ リヤピラー

･ ルーフサイドレール

･ フロントドアパネル

･ フロントドアトリム

･ フロントドアスピーカー

lフロントドアパネルの穴あけなどの
改造

l次の部品やその周辺の修理・改造

･ フロントフェンダー

･ フロントバンパー

･ 車内側面部

l次の部品、または装置の取り付け

･ グリルガード

･ 除雪装置

･ ウインチ

lサスペンションの改造
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センサー

ボンネット

リフター

知識

nポップアップフードについて

l廃車するときは、必ずレクサス販売店
にご相談ください。

lポップアップフードは、一度作動する
と再使用できません。レクサス販売店
で交換してください。

n予防連携機能について

プリクラッシュセーフティによって歩行
者・自転車運転者との衝突の可能性が高

警告

lCDプレーヤー・無線機などの電化製
品の取り付け

ポップアップフード

ポップアップフードは前方向から
の衝突時にボンネットを持ち上げ、
エンジンルーム内の空間を確保し、
歩行者の頭部への衝撃を緩和させ
ます。

作動速度範囲での走行時に、歩行
者やその他の物体と前方向から衝
突したとき、フロントバンパー裏
にあるセンサーが衝突を感知し作
動します。

システムの構成部品

A

B

C
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いと判断されたとき、ポップアップフー
ドの作動準備を整えます。

nポップアップフードが作動するとき

次のような衝撃を受けたときに作動しま
す。

l作動速度範囲（約 25～ 55km/h）での
走行時、フロントバンパーに歩行者と
同等、もしくはそれ以上の衝撃を正面
から受けたとき（衝突したときにフロ
ントバンパーに痕跡が残らないような
場合でも、一定以上の衝撃が加われば
作動します。また、軽いもの・小さな
動物や他の小さな物体でも衝突の状況、
速度によっては作動することがありま
す）

lその他に、次のような車両下部やフロ
ントバンパーに衝撃を受けたときも作
動することがあります。

･ 縁石に衝突したとき
･ 深い溝や穴に落ち込んだとき
･ ジャンプして地面にぶつけたとき
･ 駐車場のスロープ・うねりのある道路・
突起物や落下物などにぶつけたとき

nポップアップフードが作動しにくいと
き

l走行中、フロントバンパーの左右の角
や側面に歩行者がぶつかったときは、
衝撃を検知しにくいため、作動しない
ことがあります。また、歩行者の衝撃
によっては作動しにくい場合がありま
す。

l車両が横すべりするなどして、車速が
正しく検知できないときは正常に作動
しないことがあります。

nポップアップフードが作動しないとき

次のようなときは作動しません。

l横たわっている人に衝突したとき

l作動速度範囲外での走行時にフロント
バンパーが衝撃を受けたとき

l横方向や後部から衝撃を受けたとき

l横転、転覆したとき（事故の状況、形
態によっては、ポップアップフードが
作動することがあります）

警告

nポップアップフードが作動したとき

lボンネット解除レバーを引かないで
ください。ポップアップフードが作
動したあとにボンネット解除レバー
を引くと、さらにボンネットが上が
り、思わぬけがをするおそれがあり
危険です。また、ボンネットが上
がったまま走行すると視界がさまた
げられ、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

lボンネットを無理に押しもどさない
でください。作動したボンネットは
手動では下げることができないため、
ボンネットが変形したり、思わぬ傷
害につながるおそれがあり危険です。

lポップアップフードが作動したあと
はレクサス販売店で交換してくださ
い。なお、車両の移動は安全な場所
までにとどめ、販売店に連絡してく
ださい。

lポップアップフードが作動した直後
は、リフターにふれないでください。
作動直後はリフターが熱くなってい
るため、やけどをするおそれがあり
ます。

注意

nポップアップフードについて

lボンネットが完全に閉まっていない
と、正常に作動しないおそれがあり
ます。走行前にボンネットが閉まっ
ていることを必ず確認してください。
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注意

l4輪とも指定されたサイズのタイヤを
指定空気圧で使用してください。異
なるサイズのタイヤを使用すると、
システムが正常に作動しなくなるお
それがあります。

lフロントバンパー周辺に何かがぶつ
かったときは、ポップアップフード
が作動していなくても、センサーが
損傷しているおそれがあります。必
ずレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

lポップアップフードの部品や配線な
どを取りはずしたり修理しないでく
ださい。誤って作動したり、正常に
作動しなくなるおそれがあります。
修理や交換作業が必要なときは、レ
クサス販売店にご相談ください。

lフロントバンパー・ボンネット・サ
スペンションなどを純正品以外のも
のに交換しないでください。また、
取りはずしたりしないでください。
システムが正常に作動しなくなるお
それがあります。

lフロントバンパーやボンネットにも
のを取り付けないでください。衝撃
を正しく検知できず、システムが正
常に作動しなくなるおそれがありま
す。

lボンネットを強く閉めたり、リフ
ターに荷重を加えないでください。
リフターが損傷し、システムが正常
に作動しなくなるおそれがあります。

lサスペンションを改造しないでくだ
さい。車高がかわると、システムが
正常に作動しなくなるおそれがあり
ます。

排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に有
害な物質が含まれています。

警告

排気ガスには無色・無臭で有害な一酸
化炭素（CO）が含まれているため、次
のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車
内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を
招き事故の原因となるほか、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

n走行中の留意事項

トランクを閉じてください。
トランクが閉じているのに車内で排気
ガス臭がするときは、ドアガラスを開
けて空気を入れかえ、すみやかにレク
サス販売店で点検整備を受けてくださ
い。

n駐車するとき

l車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所では、エンジンを停止してく
ださい。

l長時間エンジンをかけたままにしな
いでください。
やむを得ないときは、開かれた場所
に車を停め、排気ガスが車内に入っ
てこないことを確認してください。

l降雪時や雪が積もった場所では、エ
ンジンをかけたままにしないでくだ
さい。まわりに積もった雪で排気ガ
スが滞留して、車内に侵入するおそ
れがあります。
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警告

n排気管について

排気管は定期的に点検する必要があり
ます。排気管等の腐食などによる穴や
亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、
排気音の異常などに気付いた場合は、
必ずレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。
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1-2. お子さまの安全

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次のこ
とをお守りください。

l お子さまにも必ずシートベルト
を着用させてください。シート
ベルトを正しく着用できない小
さなお子さまを乗せるときは、
適切なチャイルドシートをご用
意ください。（P.44）

l 運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに乗
せることをおすすめします。

l 走行中にドアを開けたり、パ
ワーウインドウを誤操作したり
しないように、チャイルドプロ
テクター（P.102）・ウイン
ドウロックスイッチ
（P.152）をご使用ください。

l 小さなお子さまには、パワーウ
インドウ・ボンネット・トラン
クやシートなど、体を挟まれる
おそれがある装備類を操作させ
ないでください。

警告

nお子さまを乗せるときは

lお子さまを車の中に残したままにし
ないでください。車内が高温になっ
て熱射病や脱水症状になり、重大な
健康障害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作
し、ドアガラスなどに挟まれたり、
発炎筒などでやけどしたり、運転装
置を動かして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

l車にお子さまを乗せる場合は、お子
さまの安全を確保するための注意事
項やチャイルドシートの取り付け方
などをまとめた「チャイルドシート」
を参照してください。（P.44）
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知っておいていただきたいこと：
P.44

チャイルドシートを使用するとき
は：P.45

シート位置別チャイルドシートの適
合性について：P.48

チャイルドシートの取り付け方法：
P.53
･ シートベルトで固定する：P.54

･ ISOFIX ロアアンカレッジで固定
する：P.56

･ トップテザーアンカレッジを使用
する：P.57

l チャイルドシートに関する注意事
項および法規について、優先して
お守りください。

l お子さまが成長し、適切にシート
ベルトが着用できるようになるま
ではチャイルドシートを使用して
ください。

l お子さまの年齢・体格に合わせ
て、適切なチャイルドシートをお
選びください。

l すべてのチャイルドシートがすべ
ての車両に適合するわけではあり
ません。チャイルドシートの使
用・購入の際は、あらかじめ取り
付けるシート位置との適合性を確
認してください。

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルドシー
トを取り付ける前にお守りいただ
きたいことや、チャイルドシート
の種類および取り付け方法などを
記載しています。

l シートベルトを正しく着用でき
ない小さなお子さまを乗せると
きは、チャイルドシートをお使
いください。お子さまの安全の
ために、チャイルドシートはリ
ヤシートに取り付けてくださ
い。
取り付け方法は、商品に付属の
取扱説明書に必ず従ってくださ
い。

l レクサスでは、より安全にお使
いいただくために、レクサス純
正チャイルドシートの使用を推
奨しています。
レクサス純正チャイルドシート
は、レクサス車のために作られ
たチャイルドシートです。レク
サス販売店で購入することがで
きます。

目次

知っておいていただきたいこと

警告

nお子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l事故や急停止の際、効果的にお子さ
まを保護するために、必ず正しく取
り付けられたチャイルドシートを使
用して、しっかり体を固定してくだ
さい。お子さまに最適なチャイルド
シートについては、チャイルドシー
ト製造業者、または販売業者にご相
談ください。
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n 助手席にチャイルドシートを取り
付けるとき

お子さまの安全のために、チャイル
ドシートはリヤシートに取り付けて
ください。

やむを得ず助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、助手席
シートを次のように調整し、チャイ
ルドシートを取り付けてください。

l シートをいちばんうしろに下げる

l 背もたれを可能な限り起こす

l クッション前端をいちばん下に下
げる

l シートの高さをいちばん高い位置
まで上げる

l ランバーサポートをいちばんうし
ろに下げる

l ショルダーサポート★をいちばん

うしろに下げる

l ペルビックサポートをいちばんう
しろに下げる

l バックサイドサポート★をいちば

ん開く

l クッションサイドサポート★をい

ちばん開く

l ヒップサポート★をいちばん下に

下げる

警告

lレクサスでは、お子さまの年齢や体
の大きさに合った適切なチャイルド
シートをリヤシートに取り付けるこ
とを推奨します。事故統計によると、
フロントシートよりリヤシートに適
切に取り付けるほうがより安全です。

lお子さまを腕の中に抱くのはチャイ
ルドシートのかわりにはなりません。
事故の際、お子さまがフロントウイ
ンドウガラスや乗員、車内の装備に
ぶつかるおそれがあります。

nチャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急
ブレーキをかけたときや衝突したとき
などに飛ばされるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

l事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見
えない破損があるおそれが強いため、
再使用しないでください。

lチャイルドシートによっては、取り
付けができない、または取り付けが
困難な場合があります。その場合は、
車への取り付けに適したチャイルド
シートであるか確認してください
（P.48）。本書のチャイルドシー
ト固定方法およびチャイルドシート
に付属の取扱説明書をよくお読みの
上、確実に取り付け、使用方法をお
守りください。

lチャイルドシートを使用しないとき
であっても、シートに適切にしっか
りと取り付けた状態にしてください。
ゆるめた状態で客室内に置くことは
避けてください。

lチャイルドシートの取りはずしが必
要な場合は、車両からはずして保管
するか、トランク内に容易に動かな
いように収納してください。

チャイルドシートを使用すると
きは
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l ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合
は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n パワーリヤシート★にチャイルド
シートを取り付けるとき

パワーリヤシートにチャイルドシー
トを取り付ける場合には、パワーリ
ヤシートを次のように調整し、チャ
イルドシートを取り付けてください。

l シートをいちばんうしろに下げる

l 背もたれを可能な限り起こす

l クッション前端をいちばん下に下
げる

l ヘッドレストをいちばん低くし、
いちばんうしろにする

l ショルダーサポートをいちばんう
しろに下げる

l ランバーサポートをいちばんうし
ろに下げる

l ペルビックサポートをいちばんう
しろに下げる

l 自動シート作動をOFFにする

（P.128）

l オットマン付きシート★：背もた

れをいちばん上まで起こし、オッ
トマン（フットレスト）を格納す
る

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告

nチャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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警告

lやむを得ず 助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、チャイル
ドシートをうしろ向きに取り付けな
いでください。
うしろ向きに取り付けていると、事
故などで助手席 SRS エアバッグがふ
くらんだとき、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
助手席側のサンバイザーに、同内容
のラベルが貼られています。併せて
参照してください。

警告
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n シート位置別チャイルドシートの
適合性一覧表について

シート位置別チャイルドシートの適
合性（P.49）は、使用可能なチャ
イルドシートの種類や取り付け可能
な座席位置を記号で表しています。
また、お子さまに合った推奨チャイ
ルドシートについても選択すること
ができます。
推奨チャイルドシートについては、
「推奨チャイルドシートと適合性一覧
表」を確認してください。（P.52）
次に記載されている、「シート位置別
チャイルドシートの適合性を確認す
る前に」も併せて確認してください。

警告

lやむを得ず助手席に前向きにチャイ
ルドシートを取り付ける場合には、
助手席シートをいちばんうしろに下
げて取り付けてください。
助手席SRS エアバッグはかなりの速
度と力でふくらむので、お守りいた
だかないと、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

lチャイルドシートに座らせている場
合でも、ドア・シート・フロントピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール付近にお子さまの頭や体のど
の部分も、もたれかけないようにし
てください。SRS エアバッグがふく
らんだ場合、大変危険であり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

lジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

lお子さまの年齢や体の大きさに合っ
たチャイルドシートを使用して、リ
ヤシートに取り付けてください。

l運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付け
られない場合は、助手席側のリヤ席
に取り付けてください。

l助手席シートとチャイルドシートが
干渉しないように、助手席シートを
調整してください。

シート位置別チャイルドシート
の適合性について
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n シート位置別チャイルドシートの
適合性を確認する前に

1 チャイルドシートの規格を確認す
る

UN(ECE) R44※1 または、

UN(ECE) R129※1 に適合した
チャイルドシートを使用してくだ
さい。
適合したチャイルドシートには、
次の認可マークが表示されていま
す。
チャイルドシートに付いている認
可マークを確認してください。

法規番号の表示例

UN(ECE) R44 認可マーク※2対
象となるお子さまの体重の範囲が
記載されています。

UN(ECE) R129 認可マーク※2

対象となるお子さまの身長の範囲
および使用可能な体重が記載され
ています。

2 チャイルドシートのカテゴリーを
確認する
チャイルドシートのカテゴリーが
次のどのカテゴリーに該当するの
か、チャイルドシートの認可マー

クを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイルド
シートに付属の取扱説明書を確認
頂くか、または販売業者へ確認し
てください。

･ ユニバーサル「universal（汎用）」
･ セミユニバーサル
「semi-universal（準汎用）」
･ リストリクティッド「restricted
（限定）」
･ ビークルスペシフィック
「vehiclespecific（特定車両）」

※1UN(ECE) R44、UN(ECE) R129は、
チャイルドシートに関する国連法規で
す。

※2表示されているマークは、商品により
異なります。

n シート位置別チャイルドシートの
適合性

A

B
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※1シートをいちばんうしろに下げた状態
で取り付けてください。シートの高さ

調整ができる場合は、いちばん高い位
置に調整してください。

※2背もたれを可能な限り起こしてくださ
い。 
前向きにチャイルドシートを取り付け
るときに、背もたれとチャイルドシー
トの間にすき間がある場合は、背もた
れとチャイルドシートのすき間が少な
くなるように背もたれを調整してくだ
さい。

※3ヘッドレストとチャイルドシートが干
渉してチャイルドシートが正しく取り
付けられない場合、ヘッドレストの取
りはずしが可能なときは、ヘッドレス
トを取りはずしてください。
取りはずしができない場合は、ヘッド
レストをいちばん上まで上げてくださ
い。

※4チャイルドシートを必ず、前向きで使
用してください。

※1, 2, 3
※4

※2, 3

※2, 3

車両のシートベルトで固定する
タイプのユニバーサル（汎用）
カテゴリーのチャイルドシート
に適しています。
車両のシートベルトで固定する
タイプの前向きに取付けるユニ
バーサル（汎用）カテゴリーの
チャイルドシートに適していま
す。
推奨チャイルドシートと適合性
一覧表（P.52）に記載された
チャイルドシートに適していま
す。
i-Size チャイルドシートおよび
ISOFIX チャイルドシートに適し
ています。

トップテザーアンカレッジが装
備されています。

チャイルドシートの取り付けに
適していません。

やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、
チャイルドシートをうしろ向き
に取り付けないでください。
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n チャイルドシート取り付けに関する詳細情報 

ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記の表
に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができます。
「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシートに
付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに「治
具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャイルド
シートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合わせの上、
適合性を確認してください。

着座位置

シート位置の番号

ユニバーサル（汎用）ベルト式が
搭載可能な着座位置 (有 / 無 )

有

前向きのみ
有 有

アイサイズ着座位置（有 /無 ) 無 有 有

搭載可能な横向きチャイルドシー
トの治具 (L1/L2) 

  

搭載可能なうしろ向きチャイルド
シートの治具 (R1/R2X/R2/R3)


R1, R2X, R2, 

R3
R1, R2X, R2, 

R3

搭載可能な前向きチャイルドシー
トの治具 (F2X/F2/F3)

 F2X, F2, F3 F2X, F2, F3

搭載可能なジュニアシートの治具
(B2/B3) 

B2, B3

シートベルト固
定のみ

B2, B3 B2, B3

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型うしろ向きチャイルドシート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート
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n 推奨チャイルドシートと適合性一覧表

 パワーリヤシート非装着車

 パワーリヤシート装着車

チャイルドシートの隣の席を使用す
るときは、肩部ベルトが確実に肩を

通り、腰部ベルトが腰骨のできるだ
け低い位置に密着することを確認し

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート

治具 使用の向き・形状・大きさ

推奨チャイルドシート 適応範囲 搭載する向き

着座位置

レクサス純正 NEO 
G-Child i-Size

身長：～ 83cm

（体重：～ 13kg）
うしろ向き  ○ ○

月齢15か月以上か
つ、身長：76～

100cm

（体重：～ 18kg）

前向き  ○ ○

レクサス純正 NEO 
G-Child Junior

身長：100 ～
150cm

（体重：15～
36kg）

前向きのみ  ○ ○

推奨チャイルドシート 適応範囲 搭載する向き

着座位置

レクサス純正 NEO 
G-Child i-Size

身長：～ 83cm

（体重：～ 13kg）
うしろ向き  ○ ○

月齢15か月以上か
つ、身長：76～

100cm

（体重：～ 18kg）

前向き  ○ ○

レクサス純正 NEO 
G-Child Junior

身長：100 ～
150cm

（体重：15～
36kg）

前向きのみ   



53

1

1-2. お子さまの安全
安
全
・
安
心
の
た
め
に

てください。チャイルドシートの隣
の席に座ったときに、チャイルド
シートの種類によっては、乗員の体
またはシートベルトがチャイルド
シートと干渉するためシートベルト
が正しく着用できず、十分な効果を
発揮できない場合があります。その
場合は、他の席を使用してください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

l リヤシートにチャイルドシートを
取り付けるときは、お子様やチャ
イルドシートがフロントシートと
干渉しないようにフロントシート
を調整してください。

l サポートベース付きのチャイルド
シートを取り付けるときに、チャ
イルドシートをサポートベースへ
固定する際にチャイルドシートが
背もたれと干渉する場合は、チャ
イルドシートが干渉しなくなるま

で背もたれを調整してださい。

l シートベルトのショルダーアン
カーがチャイルドシートベルトガ
イドより前にある場合は、シート
を前方に動かします。

l ジュニアシートを取り付けるとき
に、お子様がかなり直立した姿勢
になる場合は、背もたれの角度を
最も快適な位置に調整します。 ま
た、シートベルトのショルダーア
ンカーがチャイルドシートベルト
ガイドより前にある場合は、シー
トを前方に移動します。

チャイルドシートのご使用については、チャイルドシートに付属の取扱説明
書を確認してください。

チャイルドシートの取り付け方法
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n シートベルトで固定する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが「ユ
ニバーサル」カテゴリーでない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場
合は、チャイルドシートメーカーが

提供する「車種別適合リスト」を参
照するか、販売業者へお問い合わせ
の上、適合性を確認してください。
（P.49, 49）

1 助手席：
やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助手
席シートを正しく調整してくださ
い。（P.45）

パワーリヤシート★：
背もたれとチャイルドシートの間

固定方法 ページ

シートベルトで固定する P.54

ISOFIX ロアアンカレッジ
で固定する

P.56

テザーベルトを固定する P.57

チャイルドシートをシートベル
トで固定する
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にすき間がある場合は、背もたれ
とチャイルドシートのすき間が少
なくなるように背もたれを調整し
てください。（P.46）

2 チャイルドシートにシートベルト
を取り付け、プレートをバックル
に“カチッ”と音がするまで挿
し込む。ベルトがねじれていない
ようにする

チャイルドシートに付属の取扱説明書に
従い、シートベルトをチャイルドシート
にしっかりと固定させてください。

3 チャイルドシートにシートベルト
の固定装置が備わっていない場合
は、ロッキングクリップ（別売）
を使用して固定する

ロッキングクリップの購入にあたっては、
レクサス販売店にご相談ください。（ロッ
キングクリップ品番：73119-22010）

4 取り付け後はチャイルドシートを
前後左右にゆすり、しっかりと固

定されていることを確認してくだ
さい。（P.55）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n チャイルドシートの取りはずし

バックルの解除ボタンを押し、シー
トベルトをチャイルドシートから取
りはずす

バックル解除時に、シートクッションの
反発により、チャイルドシートが跳ね上
がることがあります。
チャイルドシートを抑えながらバックル
の解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られます
ので、ゆっくりもどしてください。

警告

nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lお子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。万一ベルトが首に巻
き付いた場合、窒息など重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
誤ってそのような状態になってしま
い、バックルもはずせない場合は、
ハサミなどでシートベルトを切断し
てください。

lシートベルトのプレートとバックル
がしっかり固定されて、ベルトがね
じれていないか確認してください。

lチャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されているか
確認してください。

lチャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。
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n ISOFIX ロアアンカレッジについ
て

この車はリヤ外側席に ISOFIX ロア
アンカレッジが装備されています。
（ロアアンカレッジが装備されている
ことを示すタグがシートに付いてい
ます）

n ISOFIX ロアアンカレッジで固定
する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが「ユ
ニバーサル」カテゴリーでない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場
合は、チャイルドシートメーカーが
提供する「車種別適合リスト」を参

照するか、販売業者へお問い合わせ
の上、適合性を確認してください。
（P.49, 49）

1 パワーリヤシート★：背もたれを
可能な限り起こす

前向きにチャイルドシートを取り付ける
ときに、背もたれとチャイルドシートの
間にすき間がある場合は、背もたれと
チャイルドシートのすき間が少なくなる
ように背もたれを調整してください。

2 カバーを開ける

3 カバー裏面のスリット にプ

レート を挿し込む

警告

lジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

l必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

チャイルドシートを ISOFIX ロ
アアンカレッジで固定する

A

B
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カバーが開いた状態で保持されます。

4 チャイルドシートをシートに取り
付ける

チャイルドシートのコネクタ（取り付け
金具）をロアアンカレッジに取り付けま
す。
取り付け方法は、それぞれのチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従ってくだ
さい。

5 取り付けたチャイルドシートを前
後左右にゆすり、固定されている
ことを確認する（P.55）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n トップテザーアンカレッジについ
て

この車はリヤ外側席にトップテザー
アンカレッジが装備されています。

テザーベルトを固定するときに使い
ます。

警告

nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lチャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

l ISOFIX ロアアンカレッジを使用する
ときは、周辺に障害物がないか、
シートベルトが挟まっていないかな
どを確認してください。

l必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

トップテザーアンカレッジを使
用する
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トップテザーアンカレッジ

テザーベルト

n テザーベルトをトップテザーアン
カレッジに固定する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。

フタを開けてトップテザーアンカ
レッジにフックを固定し、テザーベ
ルトを締める

テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されていることを確認しま
す。（P.55）

フック

テザーベルト

警告

nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lテザーベルトがしっかり固定されて、
ベルトがねじれていないか確認して
ください。

lテザーベルトはトップテザーアンカ
レッジ以外に掛けないでください

lチャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

A

B

A

B

l必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

注意

nトップテザーアンカレッジについて

使用しないときはフタを確実に閉めて
ください。開けたままにしておくとフ
タが破損するおそれがあります。
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1-3. 盗難防止装置

エンジンスイッチをOFFにすると、
システムの作動を知らせるためにイ
ンジケーターが点滅します。

登録されたキーを携帯し、エンジンス
イッチをアクセサリーモードまたはイグ
ニッションONモードにするとシステム
が解除され、インジケーターが消灯しま
す。

知識

nメンテナンスについて

エンジンイモビライザーシステムのメン
テナンスは不要です。

nシステムが正常に作動しないとき

lキーが金属製のものに接したり、覆わ
れているとき

lキーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

エンジンイモビライザーシ
ステム

キーに信号発信機が内蔵してあり、
あらかじめ登録されたキー以外で
はエンジンを始動できません。

車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止に
寄与する機能であり、すべての車
両盗難に対する完全なセキュリ
ティを保証するものではありませ
ん。

システムを作動させるには

注意

nエンジンイモビライザーシステムを
正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。



60 1-3. 盗難防止装置

n ドアを施錠する前の確認

オートアラームの思わぬ作動、およ
び盗難を防ぐため、次のことを必ず
確認してください。

l 車内に人が乗っていないか

l ドアガラスとムーンルーフ★が閉

じているか

l 車内に貴重品などを放置していな

いか
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n オートアラームを設定するには

ドア・トランク・ボンネットを閉め、
スマートエントリー＆スタートシス
テム・ワイヤレスリモコンを使って
施錠します。
30秒以上経過すると、自動的に設
定されます。

オートアラームがセットされるとインジ
ケーターは点灯から点滅にかわります。

n オートアラームを解除／停止する
には

次のいずれかを行ってください。

l スマートエントリー＆スタートシ
ステム・ワイヤレスリモコンを
使ってドアまたはトランクを解錠
する

l エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはイグニッションON
モードにするか、エンジンを始動
する（数秒後に解除・停止しま
す）

知識

nオートアラームの設定について

トランク・ボンネットを開けていても、
すべてのドアが閉じていれば、オートア

オートアラーム

オートアラームとは、侵入を検知
した場合に音と光で警報する機能
です。オートアラームを設定する
と、次のような状況でオートア
ラームが作動します。

l 施錠されたドアまたはトランク
が、スマートエントリー＆ス
タートシステム・ワイヤレスリ
モコンを使わずに解錠された
り、開けられたとき

l ボンネットが開けられたとき

l 侵入センサーが車内で動く物体
を検知したとき（侵入者がガラ
スを割るなどして車内に乗り込
んだとき）

l 傾斜センサーが車両の傾きを検
知したとき

※G-Link サービスをご利用のお客様へ
は、オートアラームが作動した場合
Eメール、スマートフォンアプリへ
お知らせすることができます。
詳しくは、別冊「マルチメディア取
扱説明書」を参照してください。

オートアラームを設定／解除／
停止する



61

1

1-3. 盗難防止装置
安
全
・
安
心
の
た
め
に

ラームは設定できます。

nメンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンス
は不要です。

nG-Link（ご契約のお客様のみ）

lうっかり通知機能によって、施錠のし

忘れや非常点滅灯の消し忘れ、ドアガ

ラスの閉め忘れ、ムーンルーフ★の閉め
忘れなどを、Eメールやスマートフォ
ンアプリへお知らせすることができま
す。
うっかり通知機能は車内の電子キー検
知を使用しているため、スマートエン
トリー＆スタートシステムが正しく作
動しない場合は、うっかり通知機能が
正しく働かないことがあります。

lリモート確認機能によって、ドアの開
閉や施錠の状態、非常点滅灯の点滅状
態、電子キーの車内への置き忘れなど
をスマートフォンアプリで確認できま
す。

詳しくは、別冊「マルチメディア取扱説
明書」を参照してください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

nオートアラームの作動について

次のような場合、オートアラームが作動
することがあります。オートアラームを
解除・作動を停止する操作を行ってくだ
さい。

lメカニカルキーを使ってドアを解錠し
たとき

lメカニカルキーを使ってトランクを解
錠したとき

l車内に残った人が、ドア・トランク・
ボンネットを開けたり、解錠したとき

l施錠後、バッテリーあがりなどでバッ
テリーの充電や交換をしたとき
（P.498）

nオートアラーム作動によるドアロック
機能

次のような場合、車内への不正な侵入を
防止するため自動的にドアが施錠される
ことがあります。

l車内に残った人がドアを解錠し、オー
トアラームが作動したとき

lオートアラーム作動中に車内に残った
人がドアを解錠したとき

lバッテリーあがりなどで充電・交換し
たとき
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n 侵入・傾斜センサーの検知につい
て

l 侵入センサーは、車内に不正に入
り込んだ侵入者の動きを超音波で
検知するセンサーです。侵入者の
動きで検知するため、ドアを開け
ずガラスを割って入り込んだ侵入
者なども検知できます。

l 傾斜センサーは、車両の傾きの変
化を検知するセンサーです。けん
引などで車が盗難される場合など
を検知します。

このシステムは、車両盗難を防止ま
たは抑止する機能であり、すべての
侵入に対する完全なセキュリティを
保証するものではありません。

n 侵入・傾斜センサーを設定する

オートアラームを設定すると、自動
でセットされます。（P.60）

n 侵入・傾斜センサーを停止する

車内で動くものに反応するため、
ペットや動くものを車内に残すとき
は、必ず侵入・傾斜センサーを停止
してからオートアラームを設定して
ください。

1 センターディスプレイの を選

択する

2 “車両カスタマイズ”を選択す
る

3 “その他”を選択する
4 “セキュリティセンサー”の

（ON）を選択する

侵入 /傾斜センサーが停止します。

もう一度選択すると、侵入・傾斜セン
サーは再びセットされます。

知識

n侵入・傾斜センサーの作動・停止につ
いて

l侵入・傾斜センサーの作動を停止して
も、オートアラームは作動します。

l侵入・傾斜センサーを停止したあとに
エンジンスイッチを押すか、スマート
エントリー＆スタートシステム・ワイ
ヤレスリモコンによる解錠操作を行う
と、侵入・傾斜センサーは復帰します。

lオートアラームの設定を解除するたび
に侵入・傾斜センサーは復帰します。

n侵入センサーについての留意事項

次のような場合、侵入センサーの検知に
よりオートアラームが作動することがあ
ります。状況に応じ、侵入センサーを停
止してからアラームを設定してください。

l車内に乗員やペットなどを残して車両
から離れる場合

lドアガラスやムーンルーフ★などが開い

ている場合、次のものを検知すること
があります。

注意

nオートアラームを正常に作動させる
ために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。

侵入・傾斜センサー
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全
・
安
心
の
た
め
に

･ 室内に入った落ち葉・虫・風など
･ 他車の侵入センサーなどが発する超音
波

･ 室外の歩行者の動き

l蛾やハエなど小さな虫が車内にいる場
合

lマスコットやアクセサリーをぶら下げ
た状態で取り付けたり、コートフック
に衣類をかけているときなど、動きや
すいものが車内にある場合

l立体駐車場のような振動や騒音の激し
い場所に駐車したとき

l雪かきやガラスに付着した氷を削り落
とす際に、連続的な衝撃や振動が車両
に伝わったとき

l高圧洗車機や自動洗車機などを使うと
き

lひょうや落雷などにより、連続的な衝
撃や振動が車両に伝わったとき

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

n傾斜センサーについての留意事項

次のような場合、傾斜センサーの検知に
よりオートアラームが作動することがあ
ります。状況に応じ、傾斜センサーを停
止してからアラームを設定してください。

lフェリー・トレーラー・列車などで運
搬するとき

l立体駐車場に駐車したとき

l車両移動をともなう洗車機を使用する
とき

lタイヤ空気圧が少ないとき

lジャッキアップするとき

l地震や路面陥没が起きたとき

lルーフキャリアにスキー板やスノー
ボード等を積んだり、荷降ろしすると
き
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注意

n侵入センサーを正しく作動させるた
めに

lセンサーの穴はふさがないようにし
てください。

lセンサーの穴に向かって、直接消臭
スプレーなどを噴霧しないでくださ
い。

l運転席と助手席のシートのあいだに、
レクサス純正品以外のアクセサリー
を装着したりものを放置したりする
と、検知性能が低下することがあり
ます。
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2-1. 計器の見方

次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。

メーターの表示状態によって、一部の警告灯／表示灯の位置が異なります。

システム異常などを警告します。

警告灯／表示灯

メーター・センターパネル・ドアミラーの警告灯／表示灯でお車の状況をお
知らせします。

メーターの警告灯／表示灯

警告灯一覧

（黄色）

AHB表示灯（P.209）

AHS表示灯（P.206）

（赤色）

ブレーキ警告灯※1

（P.465）

（黄色）

ブレーキ警告灯※1

（P.465）

高水温警告灯※2（P.465）

充電警告灯※2（P.465）

油圧警告灯※2（P.466）

エンジン警告灯※1

（P.466）
SRS エアバッグ／プリテン

ショナー警告灯※1

（P.466）

ポップアップフード警告灯※1

（P.466）
ABS ＆ブレーキアシスト警告

灯※1（P.466）

ペダル誤操作警告灯※2

（P.467）

（赤色）

パワーステアリング警告灯※1

（P.467）
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※1作動確認のためにエンジンスイッチを
イグニッションONモードにすると点
灯し、数秒後またはエンジンをかける
と消灯します。点灯しない場合や点灯
したままのときはシステム異常のおそ
れがあります。レクサス販売店で点検
を受けてください。

※2マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。

システムの作動状況を表示します。

（黄色）

パワーステアリング警告灯※1

（P.467）

燃料残量警告灯（P.467）

運転席・助手席シートベルト
非着用警告灯（P.467）

リヤ席シートベルト非着
用警告灯（P.468）

タイヤ空気圧警告灯※1

（P.468）

（点滅）

Stop & Start キャンセル表示

灯※1（P.468）

スリップ表示灯※1

（P.468）

（点滅）

パーキングブレーキ表示灯
（P.469）

（点滅）

ブレーキホールド作動表示灯
※1（P.469）

クリアランスソナーOFF 表示

灯※1（P.469）

PCS警告灯※1（P.469）

（黄色）

LTA 表示灯（P.469）

（黄色）

LDA表示灯（P.470）

（黄色）

PDA表示灯（P.470）

（黄色）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（P.470）

（黄色）

クルーズコントロール表示灯
（P.470）

運転支援情報表示灯※1

（P.471）

警告

n安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABS や SRS エアバッグなど安全装置
の警告灯がエンジンスイッチをイグ
ニッションONモードにしても点灯し
ない場合や点灯したままの場合は、事
故にあったときに正しく作動せず、重
大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。ただち
にレクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

表示灯一覧

方向指示表示灯（P.177）

尾灯表示灯（P.183）

ハイビーム表示灯（P.185）

（緑色）

AHB 表示灯（P.209）

AHS 表示灯（P.206）
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マルチウェザーライト表示灯
（P.186）

リヤフォグランプ表示灯★

（P.187）

Stop & Start 表示灯※1

（P.323）
Stop & Start キャンセル表示

灯※1, 2（P.323）

（点滅）

スリップ表示灯※1

（P.358）

VSC OFF 表示灯※1, 2

（P.358）

エアサスペンションHIGH
モード表示灯（P.355）

パーキングブレーキ表示灯
（P.178）

ブレーキホールドスタンバイ

表示灯※1（P.181）
ブレーキホールド作動表示灯
※1（P.181）
エコドライブインジケーター

ランプ※1（P.83）

低温表示灯※3（P.70）

セキュリティ表示灯※4

（P.59, 60）

ITS Connect アイコン
（P.318）

ITS Connect アイコン
（P.318）

ITS Connect アイコン
（P.318）

プラスサポート表示灯★

（P.312）

PCS警告灯※1, 2（P.220）

（緑色）

LTA 表示灯（P.224）

（白色）

LTA 表示灯（P.224）

（緑色）

LDA 表示灯（P.232）

（白色）

LDA 表示灯（P.232）

（黄色
[ 点滅 ]）

LDA OFF 表示灯※2

（P.232）

（緑色）

PDA 表示灯（P.237）

（白色）

PDA 表示灯（P.237）

（緑色）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（P.248）

（白色）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（P.248）

（緑色）

クルーズコントロール表示灯
（P.256）

（白色）

クルーズコントロール表示灯
（P.256）

ドアミラーインジケーター※5

（P.267, 281, 293）
クリアランスソナーOFF表示

灯※1, 2, 6（P.286）
クリアランスソナー検知表示

灯★（P.286）

運転支援情報表示灯※1, 2

（P.267, 281, 293, 297, 

301）
スノーモード表示灯
（P.174）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチを
イグニッションONモードにすると点
灯し、数秒後またはエンジンをかける
と消灯します。点灯しない場合や点灯
したままのときはシステム異常のおそ
れがあります。レクサス販売店で点検
を受けてください。

※2システムがOFFのときに点灯します。
※3路面凍結のおそれがあるほど外気温が
低いとき、数秒間点滅したあと点灯し
ます。

※4センターパネルに表示されます。
※5ドアミラーに表示されます。
※6クリアランスソナー検知表示灯がある
車両（P.285）は、クリアランスソ
ナー機能のON／ OFFの状態に関わ
らずシフトポジションを Rにすると
消灯します。

カスタムモード表示灯
（P.352）

コンフォートモード表示灯
（P.352）

エコドライブモード表示灯
（P.352）

スポーツ Sモード表示灯
（P.352）

スポーツ S+モード表示灯
（P.352）
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n 計器類の位置

シフトポジションや走行モード、設定などに応じて、メーターの表示や一部
の計器類の配置が切りかわります。設定はセンターディスプレイで変更する
ことはできます。（P.511）

 1ダイヤル表示状態※1

マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.77）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.473）

外気温

外気温度を -40°C～ 60°Cのあいだで表示します。

アナログスピードメーター／タコメーター※2

タコメーター：毎分のエンジン回転数を示します。

･ REVインジケーター※3

･ REV ピーク※3

時計

表示される時刻は、センターパネルのアナログ時計と連動しています。（P.410）

水温計

エンジン冷却水の温度を示します。

オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.76）

計器類

メーターの表示について

A

B

C

D

E

F
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デジタルスピードメーター

シフトポジション／シフトレンジ／ギヤ段表示（P.171）

燃料計

燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

航続可能距離

現在の燃料残量で走行可能なおよその距離を表示します。

 2ダイヤル表示状態※4

タコメーター※2

毎分のエンジン回転数を示します。

･ REVインジケーター※3

･ REV ピーク※3

外気温

外気温度を -40°C～ 60°Cのあいだで表示します。

デジタルスピードメーター

時計

表示される時刻は、センターパネルのアナログ時計と連動しています。（P.410）

アナログスピードメーター※2

水温計

エンジン冷却水の温度を示します。

G

H

I

J

A

B

C

D

E

F
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オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.76）

マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.77）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.473）

シフトポジション／シフトレンジ／ギヤ段表示（P.171）

燃料計

燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

航続可能距離

現在の燃料残量で走行可能なおよその距離を表示します。

 ダイヤルなし表示状態※5, 6

マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.77）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.473）

外気温

外気温度を -40°C～ 60°Cのあいだで表示します。

デジタルスピードメーター

時計

表示される時刻は、センターパネルのアナログ時計と連動しています。（P.410）

水温計

G

H

I

J

K

A

B

C

D

E
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エンジン冷却水の温度を示します。

オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.76）

シフトポジション／シフトレンジ／ギヤ段表示（P.171）

燃料計

燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

航続可能距離

現在の燃料残量で走行可能なおよその距離を表示します。

 バー表示状態※3, 6, 7

マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.77）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.473）

外気温

外気温度を -40°C～ 60°Cのあいだで表示します。

タコメーター※2

タコメーター：毎分のエンジン回転数を示します。
･ REVインジケーター
･ REVピーク

時計

表示される時刻は、センターパネルのアナログ時計と連動しています。（P.410）

水温計

F

G

H

I

A

B

C

D

E
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エンジン冷却水の温度を示します。

オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.76）

デジタルスピードメーター

シフトポジション／シフトレンジ／ギヤ段表示（P.171）

燃料計

燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

航続可能距離

現在の燃料残量で走行可能なおよその距離を表示します。
※1F SPORT：メーター表示タイプの設
定がタイプ 1で走行モードがスポー
ツモード以外のとき

F SPORT 以外：メーター表示タイプ
の設定がタイプ 1のとき

※2マルチインフォメーションディスプレ
イの表示項目や運転支援システムの作
動状態によっては表示されません。

※3F SPORT
※4メーター表示タイプの設定がタイプ 2
のとき

※5F SPORT 以外
※6メーター表示タイプの設定がタイプ 3
のとき

※7メーター表示タイプの設定がタイプ 1
で走行モードがスポーツモードのとき

n REVインジケーター（F SPORT）

設定したエンジン回転数またはレッ
ドゾーンに到達すると、タコメー
ターを強調表示します。

設定したエンジン回転数に到達したとき
は橙色、レッドゾーンに到達したときは
赤色で表示されます。

センターディスプレイで、表示を開始す
るエンジン回転数を設定できます。

（P.511）

 ダイヤル表示状態

 バー表示状態

n REVピーク（F SPORT）

5000r/min 以上の回転域で、エンジ
ン回転数の最高値にタコメーターの
残像を約1秒間表示します。

センターディスプレイで、表示を開始す

F

G

H

I

J
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るエンジン回転数を設定できます。
（P.511）

 ダイヤル表示状態

 バー表示状態

知識

n航続可能距離について

l運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるため、
実際に走行できる距離とは異なります。

l燃料給油量が少量（約 5L以下）のとき、
表示が更新されないことがあります。
この場合、燃料計の表示と共に更新す
ることができます。（P.75）

n燃料計と航続可能距離について

燃料計と航続可能距離は連動しています。
少量給油後に燃料計と航続可能距離の表
示が更新されない場合、次の操作を行う
ことで表示を更新することができます。

1 車両を平坦な場所に停車させる

2 表示切りかえボタンを押してオドメー
ター／トリップメーターディスプレイ
をオドメーター表示に切りかえる

3 エンジンスイッチをOFF にする

4 表示切りかえボタンを押したまま、エ
ンジンスイッチをイグニッションON
モードにする

5 そのまま約 5秒間表示切りかえボタ
ンを押し続け、オドメーターが点滅を
開始したら手をはなす

オドメーターが約5秒間点滅したあと通
常の表示にもどれば、更新は終了です。

n外気温表示について

l次の場合は、正しい外気温が表示され
なかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。
･ 停車しているときや、低速走行（約
20km/h 以下）のとき
･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

l“--”または“E”が表示されたとき
は、システム故障のおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

n液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

nカスタマイズ機能

センターディスプレイで計器類の表示を
変更できます。（P.511）
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n 表示項目

l オドメーター

走行した総距離を表示します。

l トリップメーターA／トリップ
メーターB

リセットしてからの走行距離を表示しま
す。トリップ A・トリップ Bの 2種類で
使い分けることができます。

n 表示の切りかえ

スイッチを押すごとに表示が切りか
わります。また、トリップメーター
表示中にスイッチを押し続けると、
走行距離を0にすることができま
す。

知識

n音声対話サービスでの操作★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、オドメー
ター・トリップメーターの表示を切りか
えることができます。

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

インストルメントパネル照明の明る
さを調整できます。

警告

n低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。

例えばギヤ段表示を使用した場合、シ
フト操作をしてもすぐにギヤ段の表示
が切りかわらないことで運転者がダウ
ンシフトしなかったと誤解し、再度ダ
ウンシフトすることによって急激に過
度のエンジンブレーキがかかり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意

nエンジンや構成部品への損傷を防ぐ
ために

lタコメーターの針がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえている
範囲）に入らないようにしてくださ
い。

l水温計の表示がHのレッドゾーンに
入ったときや、“エンジン冷却水高
温 安全な場所に停車して 取扱書を 
確認してください”が表示されたと
きは、オーバーヒートのおそれがあ
るため、ただちに安全な場所に停車
してください。完全に冷えたあと、
エンジンを確認してください。
（P.501）

オドメーター／トリップメー
ターディスプレイ

インストルメントパネル照明の
明るさを調整するには
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1 暗くする
2 明るくする

知識

nメーターの照度について（昼照度と夜
照度）

メーターの照度には昼照度と夜照度があ
り、次のときに照度が切りかわります。

l昼照度：周囲が明るいときに車幅灯が
点灯しているとき、または車幅灯が消
灯しているとき

l夜照度：周囲が暗いときに車幅灯が点
灯しているとき

n 表示エリア

走行に関するさまざまな情報を表示
できます。また、状況に応じて注意
喚起やアドバイスなどを割り込み表
示します。

コンテンツ表示エリア ( 中央 )

コンテンツ表示エリア ( サイド )

走行支援システム表示エリア※

コンテンツ表示エリアで運転支援システ
ム情報を表示していないときに運転支援
システムが作動していると、システムの
作動状況を表示します。
※設定や運転支援システムの作動状態に
よっては表示位置が変わることがあり
ます。

n コンテンツ表示エリアの表示項目

l コンテンツ表示エリア ( 中央 )

･ 運転支援システム情報 (P.86)

･ ナビゲーションシステム連携表示
(P.86)

･ 警告メッセージ (P.473)

･ ブランク（非表示）(P.85)

l コンテンツ表示エリア ( サイド )

マルチインフォメーション
ディスプレイ

ディスプレイの表示

A

B

C
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･ ブランク（非表示）(P.85)

･ 燃費グラフ (P.83)

･ エコドライブインジケーター (P.83)

･ 運転支援システム情報 (P.86)

･ ナビゲーションシステム連携表示
(P.86)

･ オーディオシステム連携表示 (P.86)

･ ドライブインフォメーション (P.83)

･ ブーストメーター (P.84)

･ G モニター (P.84)

･ Gear Position(P.85)

知識

n液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

警告

n運転中の使用について

lマルチインフォメーションディスプ
レイを操作する時は、周囲の安全に
十分注意してください。

lマルチインフォメーションディスプ
レイを見続けないでください。前方
の歩行者、障害物などを見落とすお
それがあり危険です。

n低温時の画面表示について

P.76

nディスプレイの設定を変更するとき

エンジンがかかった状態で操作を行う
場合、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

nディスプレイの設定を変更するとき

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。
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ヘッドアップディスプレイ表示の設
定を次のモードに設定できます。

設定はセンターディスプレイから変更す
ることができます。（P.511）

l フル

イラストは説明のための例であり、実際
の表示状況とは異なります。

メイン表示エリア

次の内容を表示します。
･ 運転支援システム情報（P.86）
･ タコメーター／エコドライブインジ
ケーター（P.70）

運転支援システム表示エリア
（P.86）

スピードメーター

シフトポジション／シフトレンジ
／ギヤ段表示（P.171）

RSA（ロードサインアシスト）表
示エリア（P.243）

l スタンダード

イラストは説明のための例であり、実際
の表示状況とは異なります。

運転支援システム表示エリア
（P.86）

スピードメーター

シフトポジション／シフトレンジ
／ギヤ段表示（P.171）

RSA（ロードサインアシスト）表
示エリア（P.243）

l ミニマム

ヘッドアップディスプレイ

ヘッドアップディスプレイは、フ
ロントウインドウガラスに運転支
援システムの作動状況や走行に関
するさまざまな情報を表示するこ
とができます。表示内容は走行状
況・走行モードやヘッドアップ
ディスプレイの表示モードによっ
て異なります。また、状況に応じ
て割り込み表示されます。

ディスプレイの表示

A

B

C

D

E

A

B

C

D



80 2-1. 計器の見方

イラストは説明のための例であり、実際
の表示状況とは異なります。

スピードメーター

知識

nヘッドアップディスプレイを使用する
ときは

サングラス（特に偏光サングラス）を着
用していると、ヘッドアップディスプレ
イの表示が見づらくなる場合があります。
表示が見づらい場合は、輝度を調整する
か、サングラスをはずしてください。

nタコメーター／エコドライブインジ
ケーターの表示条件

次の条件を満たしたとき、ヘッドアップ

ディスプレイにタコメーター※1またはエ

コドライブインジケーター※2が表示され
ます。

lヘッドアップディスプレイの表示をフ
ルに設定している（P.79）

lLTA（レーントレーシングアシスト）
をOFFにしている（P.223）

lLDA（レーンディパーチャーアラート）
をOFFにしている（P.231）

l走行支援モード選択スイッチを押して
クルーズコントロールを選択した状態
で制御を解除している（P.256）

lF SPORT：メーター表示タイプの設定
がタイプ 1またはタイプ3でシフトポ
ジションがM以外、またはメーター表

示タイプの設定がタイプ 2のとき
※1走行モードがエコドライブモード以外
のとき

※2走行モードがエコドライブモードのと
き

A

警告

nヘッドアップディスプレイを使用す
るときは

l映像の明るさ、および表示位置は、
安全運転に支障がないよう適切な状
態に調整してください。
調整が不適切だと運転者の視界のさ
またげとなり、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

lヘッドアップディスプレイを見続け
ないでください。前方の歩行者、障
害物などを見落とすおそれがあり危
険です。

注意

nヘッドアップディスプレイ映写部に
ついて

l映写部の付近に飲み物を置かないで
ください。水やその他の液体が映写
部にかかると、装置が故障する原因
になります。

l映写部の上にものを置いたり、シー
ルなどを貼り付けたりしないでくだ
さい。
ヘッドアップディスプレイの表示の
さまたげとなります。
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n ヘッドアップディスプレイの表示
／非表示切りかえ

HUD スイッチを押すと表示／非表
示が切りかわります。

知識

nヘッドアップディスプレイの表示／非
表示について

ヘッドアップディスプレイを非表示にし
たときは、エンジンスイッチをOFFにし
たあとで再度イグニッションONモード
にしても、非表示のままです。

n表示の明るさについて

l明るさの設定に加えて、周囲の明るさ
に応じて表示の明るさが自動で調整さ
れます。

lヘッドアップディスプレイ周辺の温度
が高温になると、ヘッドアップディス
プレイの保護のため、表示の明るさが
徐々に暗くなります。周辺の温度が下
がると徐々に元に戻ります。

nヘッドアップディスプレイ表示位置の
自動調整

お好みのヘッドアップディスプレイ表示
位置をポジションメモリーに登録すると、
自動で調整されます。（P.129）

n音声対話サービスでの操作★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、ヘッド
アップディスプレイの表示／非表示を切
りかえることができます。

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

nカスタマイズ機能

ヘッドアップディスプレイの設定を変更
できます。（P.511）

注意

l映写部の内部にふれたり、とがった
ものを押し付けたりしないでくださ
い。
装置が故障する原因となります。

ヘッドアップディスプレイの切
りかえ

警告

nヘッドアップディスプレイの設定を
変更するときは

エンジンがかかった状態で操作を行う
場合、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

nヘッドアップディスプレイの設定を
変更するときは

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。
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／ ：ページの切りかえ・カーソル移動

／ ：表示項目の切りかえ・ページ送り

ひとつ前の画面にもどる

電話の発着信

ハンズフリーシステムと連携して、発着信の表示や操作を行うことができます。ハンズ
フリーシステムについて詳しくは、別冊“マルチメディア取扱説明書”を参照してく
ださい。

短押し：決定
長押し：リセット・詳細項目表示・カーソル表示

マルチインフォメーションディスプレイ

ヘッドアップディスプレイ

センターディスプレイ

n ページの切りかえ

3 エリアのコンテンツ表示を、3
ページ分の組み合わせから選択する

ことができます。

メーター操作スイッチの または

 を押してページを切りかえます。

ディスプレイの表示内容

構成部品／操作について

A

B

C

D

E

F

G

マルチインフォメーションディ
スプレイの表示を切りかえるに
は
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n コンテンツ表示エリア項目の切り
かえ

コンテンツ表示エリア（左／中央／
右）の項目を切りかえることができ
ます。

1 メーター操作スイッチの また

は  を押してページを選択する

2 メーター操作スイッチの“OK”
を長押しして、コンテンツ表示エ
リア（中央）にカーソルを表示さ
せる

3 または を押してカーソル

を移動し、コンテンツ表示エリア
を選択する

4 または を押して表示項目

を選択する

マルチインフォメーションディスプ
レイに次の項目を表示できます。

表示される数値は参考として利用し
てください。

l 瞬間燃費

現在の瞬間燃費を表示します。

l 通算平均燃費※

※センターディスプレイの燃費履歴画面
で燃費データをリセットできます。 
(P.85)

マルチインフォメーションディスプ
レイに次の項目を表示できます。

l 通算平均車速※

l 通算走行時間※

※センターディスプレイの燃費履歴画面
で燃費データをリセットできます。 
(P.85)

エコドライブインジケーターはヘッ
ドアップディスプレイやマルチイン
フォメーションディスプレイに表示
できます。

イラストは説明のための例であり、
仕様によって表示は異なります。

エコドライブインジケーターラン

燃費グラフ

ドライブインフォメーション

エコドライブインジケーター

A
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プ
環境に配慮した運転をしているとき､エコ
ドライブインジケーターランプが点灯し
ます｡必要以上にアクセルペダルを踏んだ
ときや停車中は消灯します。

エコドライブインジケーターゾー
ン表示

エコ運転の範囲と現状のアクセル開度を
表示します。

現状のアクセル開度

現状のアクセル開度がエコ運転の範囲を
こえたとき、エコドライブインジケー
ターゾーン表示の右側が点灯します。

このとき、エコドライブインジケーター
ランプは消灯します。

エコ運転の範囲

知識

nエコドライブインジケーターについて

次の場合、エコドライブインジケーター
は作動しません。

lシフトポジションがD以外にあるとき

lパドルシフトスイッチを操作している
とき

l走行モードがスポーツモードのとき

l走行モードがカスタムモードで、パ
ワートレーンの制御を POWERにして
いるとき（P.511）

lスノーモードを選択しているとき

l車速が約 100km/h 以上のとき

過給圧を表示します。一定圧以上に
なると表示色がかわります。

路面状況・気温・車速などによって実際
の車両状態と異なる場合があります。表
示画面は参考として利用してください。

マルチインフォメーションディスプ
レイに車両にかかる前後左右のG
（加速度）を表示します。

また、Gモニターの周囲にはステア
リング操作量・アクセル開度量・ブ
レーキ液圧が表示されます。

車両にかかるG

現在のG値（前後左右に分解し
た値）

最大Gの軌跡

アクセル開度量

ブレーキ液圧

左側ステアリング操作量

右側ステアリング操作量

表示画面については路面状況、気温、車
速などによって実際の車両状態と異なる
場合があります。表示画面は参考として
利用してください。

l 最大Gの軌跡のリセット

エンジンを始動するたびに、表示が
リセットされます。

メーター操作スイッチの“OK”を長押
しすると表示がリセットされます。

l ピークホールド機能

一定以上の力が発生した場合、G値

ブーストメーター

B

C

D

Gモニター

A

B

C

D

E

F

G
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表示が数秒間保持されます。

知識

nGモニターの表示について

l傾斜のある場所など、路面の状況に
よっては停車中でもG値が 0にならな
い場合があります。

l車両や使用環境によって、ブレーキペ
ダルを一杯に踏み込んでもブレーキ液
圧の表示が最大にならない場合があり
ます。

lバッテリー端子の脱着をしたときは、
一時的にステアリング操作量が表示さ
れなくなることがありますが、しばら
く走行することで表示されます。

シフトポジションがDまたはMの
とき、現在選択されているシフトレ
ンジ・ギヤ段をマルチインフォメー
ションディスプレイに表示すること
ができます。

マルチインフォメーションディスプ
レイにブランク画面を表示します。

燃費に関する情報をセンターディス
プレイに表示します。

n センターディスプレイに瞬間燃費
／燃費履歴画面を表示させるには

1 メインメニューの を選択する

2 “トリップインフォメーション
”を選択する

3 “瞬間”または“履歴”を選
択する

n 瞬間燃費画面

履歴消去

過去15分間の 1分ごとの燃費
（平均燃費）

瞬間燃費

エンジン始動後平均車速

航続可能距離

エンジン始動後経過時間

表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

n 燃費履歴画面

最新値表示

過去最高値表示

過去平均燃費表示

履歴削除

最新値更新

Gear Position

ブランク（非表示）

瞬間燃費／燃費履歴画面

A

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E
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表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

知識

n過去の区間平均燃費の記録を更新する
には

燃費履歴画面で“更新”を選択すると、
平均燃費の値とグラフが更新され、新た
に平均燃費の記録を開始します。

n燃費データをリセットするには

“履歴削除”を選択すると、燃費データ
がリセットされます。

n航続可能距離について

現在の燃料残量で走行できるおよその距
離を示します。表示される距離は、過去
の平均燃費をもとに算出されるため、表
示される距離を実際に走行できるとは限
りません。

タイヤ空気圧警報システムが検知し
た空気圧をセンターディスプレイに
表示できます。

n センターディスプレイにタイヤ空
気圧を表示させるには

1 メインメニューの を選択する

2 “タイヤ空気圧”を選択する

知識

nタイヤ空気圧表示について

P.432

オーディオシステムの作動状況をマ
ルチインフォメーションディスプレ
イに表示できます。

マルチインフォメーションディスプ
レイに次の情報を表示します。

l 目的地案内

l レーン（車線）案内

交差点にさしかかったとき、車線・進行
方向などのレーン情報が表示されます。

l コンパス

知識

nレーン表示について

地図データに情報のない交差点では、
レーン表示は行われません。また交差点
によっては、レーン表示と実際の交差点
形状が異なる場合があります。現場の道
路標識・表示や道路状況に従って走行し
てください。

マルチインフォメーションディスプ
レイやヘッドアップディスプレイに
次のシステムの作動状況を表示しま
す。

l レーダークルーズコントロール
（P.246）

l クルーズコントロール
（P.256）

l LTA（レーントレーシングアシス
ト）（P.221）

タイヤ空気圧

オーディオシステム連携表示に
ついて

ナビゲーションシステム連携表
示について

運転支援システム情報について
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l LDA（レーンディパーチャーア
ラート）（P.229）

l LCA（レーンチェンジアシスト）
（P.225）

l RSA（ロードサインアシスト）
（P.243）

l PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）（P.234）

l PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）（P.211）

状況に応じて、マルチインフォメー
ションディスプレイやヘッドアップ
ディスプレイに割り込み表示されま
す。

割り込み表示される項目によっては、一
部の表示エリアが非表示になります。割
り込み表示終了後、もとの表示にもどり
ます。

n 運転支援システム

状況に応じて、次のシステムの警
告・注意喚起・通知・作動状況を割
り込み表示します。

l レーダークルーズコントロール

l クルーズコントロール

l LTA（レーントレーシングアシス
ト）

l LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

l LCA（レーンチェンジアシスト）

l RSA（ロードサインアシスト）

l PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

l PCS（プリクラッシュセーフ

ティ）

l SEA（安心降車アシスト）

l FCTA（フロントクロストラ
フィックアラート）

l 発進遅れ告知機能

l 後方車両接近告知

l 後方車両への接近警報

l 周辺車両接近時サポート

l ITS Connect

n 警告メッセージ

状況に応じて、警告メッセージが割
り込み表示されます。

n ハンズフリー作動表示

ハンズフリーの作動中に表示されま
す。

n 提案サービス機能

状況に応じて運転者に提案メッセー
ジを表示する機能です。提案メッ
セージが表示されたときにメーター
操作スイッチを操作することで、提
案された内容を直接操作することが
できます。

l 窓閉め提案（ワイパー連動）

雨が車内に入ることを防ぐために、
ドアガラスが開いている状態でワイ
パーが動き始めるとドアガラスを閉
める提案メッセージを表示します。

このとき“はい”を選択すると、
開いているすべてのドアガラスが閉
まります。

n ステアリングスイッチ操作表示

ハンドル上のオーディオ操作スイッ
チやトークスイッチを使用したとき
に、オーディオ操作表示や音声操作
画面が表示されます。

優先的に表示される情報
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n ナビゲーションシステム連携情報

状況に応じて、ナビゲーションシス
テムと連携した次の項目を表示しま
す。

l 目的地案内

l レーン（車線）案内

交差点にさしかかったとき、車線・進行
方向などのレーン情報が表示されます。

知識

nレーン表示

地図データに情報のない交差点では、
レーン表示は行われません。また交差点
によっては、レーン表示と実際の交差点
形状が異なる場合があります。現場の道
路標識／表示や道路状況に従って走行し
てください。

エンジンスイッチをOFFにしたとき
に、マルチインフォメーションディ
スプレイに次の項目を表示します。

l 始動後平均燃費※

l 始動後走行距離※

l 始動後走行時間※

※エンジンを始動するたびに、表示がリ
セットされます。

エンジンスイッチをOFFにし
たときに表示される項目
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3-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムの作動　（P.111）

･ ワイヤレス機能の作動（P.93）

メカニカルキー

キーナンバープレート

カードキー★

スマートエントリー＆スタートシステム
の作動　（P.111）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

nカードキーについて★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

lカードキーは非防水です。

lカードキーに内蔵されているメカニカ
ルキーは、カードキーが正常に作動し
ないなどの緊急時にのみ使用してくだ
さい。

lメカニカルキーが取り出しにくいとき
は、ボールペンの先などでロック解除
ボタンを押してください。引き出しに
くいときは、コインなどで引っかけて
ください。

lメカニカルキーをカードキーへ入れる
ときは、ロック解除ボタンを押しなが
ら奥まで入れてください。

l電池カバーがはずれたときやぬれたと
きに電池をはずした場合は、電池の＋
極をレクサスエンブレム面側にして取
り付けてください。

n航空機に乗るとき

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航
空機内で電子キーのスイッチを押さない
でください。また、かばんなどに保管す
る場合でも、簡単にスイッチが押されな
いように保管してください。スイッチが
押されると電波が発信され、航空機の運
行に支障をおよぼすおそれがあります。

キー

キーの種類

A

B

C

D
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n電池の消耗について

l電池の標準的な寿命は 1～ 2年です。
（カードキーは 1 年半程度で消耗しま
す）

l電池残量が少なくなると、エンジンを
停止した際に車内から警告音が鳴り、
マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。

l電子キーを長時間使用しないときは、
節電モードに設定することで、電池の
消耗を抑えることができます。
（P.112）

l電子キーは常に電波を受信しているた
め、使用していないあいだでも電池が
消耗します。次のような状態になった
ときは、電池が消耗している可能性が
あります。新しい電池に交換してくだ
さい。

･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが作動しない

･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

l電池の著しい消耗を防ぐため、次のよ
うな磁気を発生する電化製品の 1m以

内に電子キーを保管しないでください。
･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および
充電器
･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

lスマートエントリー＆スタートシステ
ムによる操作をしなくても、車両周辺
に長時間いると、電池の消耗は早くな
ります。操作をしない場合は、車両周
辺に長時間いないことをおすすめしま
す。

l電池の消耗を抑えるため、車両周辺に
長時間いるときは、降車オートロック
機能を非作動にすることをおすすめし
ます。（P.97）

n電池の交換方法

P.447

nキー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認する
ことができます。詳しくはレクサス販売
店へご相談ください。

n電子キーの取り扱いについて
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nマルチインフォメーションディスプレ
イに“新しいキーが登録されました 詳
しくは販売店に問い合わせください”
と表示されたときは

追加で新しく電子キーが登録された場合、
車外から解錠して運転席ドアを開けたと
きにメッセージが表示されることが10
日ほど続きます。電子キーの登録をした
覚えがないにも関わらずメッセージが表
示されたときは、お持ちの電子キー以外
に登録されている電子キーがないかをレ
クサス販売店で確認してください。

注意

nキーの故障を防ぐために

l落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

l温度の高いところに長時間放置しな
い

lぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

lキーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしな
い

l分解しない

l電子キー表面にシールなどを貼らな
い

lテレビやオーディオ・電磁調理器な
どの磁気を帯びた製品や、低周波治
療器などの電気医療機器の近くに置
かない

nキーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは
10cm以上離して携帯してください。
10cm以内にあると電化製品の電波と
干渉し正常に機能しない場合がありま
す。

nスマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

P.492
n電子キーを紛失したとき

P.491

nカードキーの取り扱いについて★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

lメカニカルキーをカードキーに挿し
込むときは、無理な力を与えないで
ください。カードキーが破損するお
それがあります。

l電池やカードキーの電極がぬれた場
合は、電池が腐食するおそれがあり
ます。
水の中に落としたときや飲料水など
をこぼしたときは、ただちに電池カ
バーをはずして電池および電極部分
をふき取ってください（電池カバー
をはずすには、軽く持って引き抜い
てください）。電池が腐食した場合
は、レクサス販売店で電池を交換し
てください。
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キーには次のワイヤレス機能が搭載
されています。

ドアを施錠する（P.97）

ドアガラスとムーンルーフ★を閉

める※（P.97）

ドアを解錠する（P.97）

ドアガラスとムーンルーフ★を開

く※（P.97）

トランクを開ける（P.106）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

メカニカルキーを取り出すには、解
除ボタンを押してキーを取り出して
ください。

メカニカルキーは挿し込み方向に指定の
ある片溝キーです。キーシリンダーに挿
し込めないときは、キー溝面の向きをか
えて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一緒
に携帯してください。電子キーの電池が
切れたときやスマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しないとき、
メカニカルキーが必要になります。
（P.492）

注意

l電池カバーを取りはずす場合は、押
しつぶしたりドライバーなどを使用
したりしないでください。
無理にこじ開けようとすると、曲
がったり傷を付けたりするおそれが
あります。

l電池カバーをひんぱんに取りはずす
と、電池カバーが抜けやすくなるこ
とがあります。

l電池を取り付けるときは、必ず電池
の向きを確認してください。電池の
向きを間違えると、電池が急激に消
耗する原因になります。

l次のような使い方をした場合は、
カードキーの表面に傷を付けたり塗
装がはがれたりするおそれがありま
す。

･ 小銭や鍵などの硬いものと同時に携
帯したとき

･ シャープペンシルの先端などの鋭利
なものでこすったとき

･ シンナーやベンジンでカードキーの
表面をふいたとき

ワイヤレス機能について

A

メカニカルキーを使うには

B

C

D

E



94 3-1. キー

知識

n駐車場などでキーを預けるとき

必要に応じてトランクオープナーメイン
スイッチをOFF（P.110）にして、グ
ローブボックスを施錠（P.393）しま
す。
メカニカルキーを取り出し、電子キーの
みを渡してください。

nメカニカルキーを紛失したとき

P.491

n不正キーの使用について

指定のメカニカルキー以外のキーを使用
すると、キーシリンダーが空まわりして
解錠できません。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

nQRコード

QRコードは（株）デンソーウェーブの登
録商標です。

デジタルキー★

スマートフォンに専用のデジタル
キーアプリをインストールするこ
とで、スマートフォンを車両の電
子キーの代わりとして利用できま
す。また、デジタルキーアプリを
使って、家族や友人などとのあい
だで、デジタルキーを共有するこ
ともできます。

本書では、デジタルキーについて
の基本的な情報のみを記載してい
ます。システム全体の説明や、デ
ジタルキーをお使いいただく上で
の注意事項やアプリのインストー
ル方法などについては、デジタル
キーのWeb サイトの説明を必ず
ご覧の上、正しくご使用ください。

URL：
https://toyota.jp/digital_key/

QR コード：
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nデジタルキーの取り扱い

デジタルキーを使用するためには、
G-Link に契約したうえで、デジタル
キー契約が必要となります。デジタ
ルキー契約はレクサス販売店でのみ
行うことができます。

契約は有償（無料期間有）です。詳細は
販売店にお問い合わせください。

ダウンロードやご利用時にかかるパケッ
ト通信料はお客さまのご負担となります。

すべてのスマートフォンでの動作を保証
している訳ではありません。対応機種・
OSバージョンについては、デジタル
キーのWeb サイトをご覧ください。

l デジタルキーは本書に記載された
使用方法および注意事項を守って
ご利用ください。

デジタルキーは以下の場合などでは
使用できなくなることがあります (
詳細は、
https://toyota.jp/digital_key/ をご
確認ください )。そのため、電子
キーを常に携行することを推奨いた
します。

･ スマートフォンが故障した場合

･ スマートフォンとサーバーが通信でき
ない場合

･ スマートフォンのバッテリー残量が無
くなった場合

･ システムメンテナンス等により一時的
にサービスが停止している場合

l スマートフォンのバッテリー残量
がなくなると、デジタルキーとし
ての使用もできなくなります。ス
マートフォンのバッテリー残量が
少ない場合はお出かけ前に必ず充
電してください。

l デジタルキーは、スマートエント
リー＆スタートシステムに関連す
るシステムです。そのため、車両
のカスタマイズ機能でスマートエ
ントリー＆スタートシステムを無
効にしているときは、デジタル
キーも使用できなくなります。

l 電波環境によりデジタルキーが不
作動になる場合があります。（デ
ジタルキーのWeb サイト参照）

l お客様が車両を売却するときはデ
ジタルキーを必ず削除してくださ
い。

削除方法はデジタルキーのWeb サ
イトを参照ください。

l 14日間以上、車両の操作が無い
場合はデジタルキーが自動では接
続されません。その際は一度、運
転席のドアハンドルに触れて下さ
い。

デジタルキーの使用条件

デジタルキーの注意事項
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l サーバーメンテナンス期間はサー
ビスを一部停止させて頂く場合が
あります。ただし、登録済みのデ
ジタルキーは一定期間ご利用いた
だけます。

l デジタルキーアプリで車両に登録
したスマートフォンは、車両の電
子キーと同様にドアの施錠／解錠
やエンジンの始動などが可能にな
るため、スマートフォンの車内へ
の置き忘れや盗難などには特にご
注意ください。

万一、スマートフォンを紛失した、
または盗難にあった場合は、クルマ
のディスプレイでデジタルキーを削
除またはデジタルキーの設定を無効
にしてください。または、ただちに
レクサスオーナーズデスク、レクサ
ス販売店にご相談ください。

l 点検や修理などでレクサス販売店
にお越しの際は、電子キーを必ず
ご持参ください。

l デジタルキーのみでは車両への接
近時の照明の点灯、スマートエン
トリー＆スタートシステムの降車
オートロック機能・接近時オート
アンロック機能など一部の機能を
使用できません。
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3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

n スマートエントリー＆スタートシ
ステムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 ハンドルを握って解錠する※

ハンドル裏面のセンサー部に確実にふれ
てください。

施錠操作後 3秒間は解錠できません。
※解錠の設定を変更することができます。

2 ドアハンドル上側のロックセン
サー部（ハンドルのくぼみ部）に
ふれ施錠する

必ず施錠されたことを確認してください。

n ワイヤレス機能を使用する

1 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

押し続けるとドアガラスとムーンルーフ

★が閉まります。※

2 全ドアを解錠する
押し続けるとドアガラスとムーンルーフ
★が開きます。※

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※レクサス販売店での設定が必要です。

知識

n降車オートロック機能※

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

次の手順で車から離れることで、自動で
施錠することができます。

1 電子キーを携帯して降車し、全てのド
アを閉める

車内に電子キーがあると施錠できません。
車内にある全ての電子キーを携帯してく
ださい。

2 電子キーの作動範囲内（P.111）で
ブザーが“ピピッ”と 2回鳴るま
で待機する

降車オートロック待機状態になります。

3 ブザーが“ピピッ”と 2回鳴った
ら、電子キーの作動範囲から離れる

すべてのドアが施錠され、作動の合図で
お知らせします。（P.98）

約 1分間電子キーの作動範囲から離れな
かったときは、警告ブザーが鳴り、降車
オートロック待機状態が解除されます。
この場合は、ドアを開閉することで降車
オートロック待機状態にもどります。

n降車オートロック機能を一時的に非作
動にするには

降車オートロック待機状態のときに電子
キーを携帯し、ブザーが“ピッピー”
と 2回鳴るまでドアハンドルを握り続け
ることで、降車オートロック機能を非作

ドア

車外から解錠／施錠するには
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動にすることができます。

降車オートロック機能を非作動にした場
合、次の操作のあとドアを開閉すること
で作動可能状態にもどります。

lドアを施錠・解錠する

lエンジンを始動する

n接近時オートアンロック機能※

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

次の条件を満たしているときに、電子
キーの作動範囲内に電子キーがあるとド
アを解錠することができます。

lすべてのドアが閉まっている

lすべてのドアが施錠されている

n解錠するドアを切りかえるには

ワイヤレスリモコンを使用して、スマー
トエントリー＆スタートシステムで解錠
できるドアの設定を切りかえることがで
きます。

1 エンジンスイッチをOFF にする

2 オートアラームの侵入・傾斜センサー
を停止する
（操作中のオートアラーム誤作動防
止：P.62）

3 キー表面のインジケーターが消灯して

いるときに ボタンと同時に、 ま

たは のいずれかを約 5秒間押

し続ける

操作を行うごとに次のように設定が切り
かわります。（続けて切りかえ操作を行う
場合は、ボタンから手を離したあと5秒
以上間隔をあけてから手順 3を行ってく
ださい）

オートアラームの誤作動防止のため、登
録後はいったんワイヤレスリモコンで解

錠し、ドアを開閉してください。（ ボ

タンを押して 30秒以内にドアを開けな
かった場合は、ドアが再び施錠されオー
トアラームが設定されます）
オートアラームが作動し警報が鳴ってし
まったときは、作動を停止する操作を
行ってください。（P.60）

n衝撃感知ドアロック解除システム

車両が前後左右から強い衝撃を受けると、
すべてのドアが解錠されます。
衝撃の度合いや事故の状況によっては作
動しないことがあります。

n作動の合図

ドアの施錠・解錠を、ブザーと非常点滅
灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解
錠は2回）

マルチインフォ
メーションディス
プレイ表示／ブ

ザー音

解錠できるドア

車外：“ピピッ”
（3 回）

車内：“ポーン”
（1 回）

運転席のドアハン
ドルを握ると運転
席のみ解錠

運転席以外のドア
ハンドルを握ると
全席解錠

車外：“ピピッ”
（2 回）

車内：“ポーン”
（1 回）

いずれかのドアハ
ンドルを握ると全
席解錠
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ドアガラスとムーンルーフの開閉をブ
ザーで知らせます。

n解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 30秒以内にドアを開け
なかったときは、盗難防止のため自動的
に施錠されます。

nドアハンドル上部のロックセンサーで
施錠できないとき

ドアハンドル上部のロックセンサーに指
でふれても施錠できないときは、手のひ
らでロックセンサーにふれてください。

手袋を着用しているときは、手袋をはず
してください。

n半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態でドア
を施錠しようとすると、ブザーが鳴りま
す。
ドアを完全に閉めてから、もう一度施錠
してください。

nオートアラームの設定制御

施錠するとオートアラームが設定されま
す。（P.60）

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に働か
ないおそれのあるとき

P.113

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解
錠ができます。（P.492）
電子キーの電池が消耗しているときは、

電池を交換してください。（P.447）

nバッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
やワイヤレスリモコンでドアを施錠・解
錠することはできません。

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解
錠をしてください。（P.492）

nリヤシートリマインダー機能

リヤシートへの荷物の置き忘れなどを防
止するため、次の操作を行ってからエン
ジンスイッチをOFFにするとブザーが鳴
り、約 6秒間マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。

また、ドアを施錠したときにマルチイン
フォメーションディスプレイにメッセー
ジが表示され、ブザーと非常点滅灯が数
秒作動します。

エンジンスイッチをOFF にしてからリヤ
ドアを開けた場合は、ドアを施錠しても
リヤシートリマインダー機能は作動しま
せん。

lリヤドアを開閉したあと約10分以内に
エンジンを始動した

lエンジンがかかっている状態でリヤド
アを開閉した

ただし、リヤドアを開けてから約 2秒以
内にリヤドアを閉めたときは、リヤシー
トリマインダー機能は作動しません。

リヤシートリマインダー機能は、リヤド
アの開閉によりリヤシートに荷物などを
載せたと判断します。そのため、使い方
によってはリヤシートに荷物を置き忘れ
ていてもリヤシートリマインダー機能が
作動しないなど、実際の状況とは異なる
作動をする場合があります。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）
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n ドアロックスイッチを使用する

1 全ドアを施錠する
2 全ドアを解錠する

n ドアロックボタンを使って施錠す
る

ドアロックボタンを押し下げて、ド
アを施錠する

警告

n事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、不意にドアが
開き車外に放り出されるなど、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

lすべてのドアを確実に閉め、施錠す
る

l走行中はドア内側のドアハンドルを
引かない
特に、運転席はドアロックボタンが
施錠側になっていてもドアが開くた
め、注意してください。

lお子さまをリヤ席に乗せるときは、
チャイルドプロテクターを使用して
車内からドアが開かないようにする

nドアを開閉するときの留意事項

傾斜地・ドアと壁などのあいだが狭い
場所・強風など、周囲の状況を確認し、
予期せぬ動きにも対処できるよう、ド
アハンドルを確実に保持してドアを開
閉してください。

nワイヤレスリモコンを使ってドアガ
ラスやムーンルーフを操作するとき

ドアガラスやムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してから
操作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンによる操作をさせ
ないでください。お子さまや他の人が
ドアガラスやムーンルーフに挟まれた
り巻き込まれたりするおそれがありま
す。

n車高制御について

次の操作をすると車高が変わる場合が
ありますので、十分に周囲の安全を確
かめてから操作してください。車高が
変わったときに、車両に体が挟まれた
りして思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

lドアを開閉する

lドアを施錠する

車内から解錠／施錠するには
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n ドアハンドルを使って解錠する

 運転席ドア

ドアハンドルを引くとドアが解錠さ
れ、ドアが開きます。

ドアが解錠されると、ドアロックボタン
が上がります。

 運転席以外のドア

ドアハンドルを引くとドアが解錠さ
れ、再度ドアハンドルを引くとドア
が開きます。

ドアが解錠されると、ドアロックボタン
が上がります。

知識

nキーを使わずに外側からフロント席を
施錠するには

1 ドアロックボタンを押し下げる

2 ドアハンドルを引いたままドアを閉め
る

エンジンスイッチがアクセサリーモード
またはイグニッションONモードのとき
や車内に電子キーが放置されているとき
は施錠されません。ただし、キーが正し
く検知されずに施錠される場合がありま
す。

nイージークローザー

ドアが半ドア状態になったとき、イー
ジークローザーが作動し自動で完全に閉
まります。

lエンジンスイッチがOFFになっていて

も、イージークローザーは作動します。

l車内のドアハンドルや車外のドアハン
ドルを引いたままドアを閉めたときは、
イージークローザーは作動しません。

lイージークローザーが作動中でも、車
内のドアハンドルや車外のドアハンド
ルを引いてドアを開けることができま
す。（ドアロックボタンやチャイルドプ
ロテクターが施錠側のときを除く。）

lイージークローザーでドアが閉まった
あと数秒間モーター音が聞こえますが、
異常ではありません。

n半ドア走行時警告ブザー

いずれかのドア・トランクまたはボン
ネットが確実に閉まっていない状態のま
ま、車速が約 5km/h をこえるとマスター
ウォーニングが点滅し、警告ブザーが鳴
ります。
開いているドア・トランクまたはボン
ネットがマルチインフォメーションディ
スプレイに表示されます。
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施錠側にすると、リヤ席ドアが車内
から開かなくなります。

1 解錠
2 施錠
お子さまが車内からリヤ席ドアを開けら
れないようにできます。両側のリヤ席ド
アを施錠側にしてください。

知識

nチャイルドプロテクター使用時のドア
の開け方

ドアを解錠して車外のドアハンドルを引
くと開きます。万一、車内から開ける場
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車
外のドアハンドルを引いてください。

次の機能を設定・解除することがで
きます。

設定変更のしかたについては、P.511 を
参照してください。

警告

nイージークローザーについて

ドアが半ドア状態になったとき、イー
ジークローザーが働き完全に自動で閉
まります。また、作動し始めるまでに
数秒かかります。指などをドアのあい
だに挟まないように注意してください。
骨折など重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。
チャイルドプロテクターが施錠側に
なっているドアは、車内のドアハンド
ルを引いてもイージークローザーの作
動を停止できないため、特にご注意く
ださい。

注意

nイージークローザーの故障を防ぐた
めに

ひんぱんにドアの開閉を繰り返したり、
イージークローザーの作動中にドアに
無理な力をかけたりしないでください。

チャイルドプロテクター

オートドアロック・アンロック
機能

機能 作動内容

車速感応オー
トドアロック

速度が約 20km/h 以上
になると全ドアが施錠さ
れます。

シフト操作連
動ドアロック

エンジン回転中にシフト
ポジションを P以外に
したとき全ドアが施錠さ
れます。
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シフト操作連
動アンロック

シフトポジションをP
にしたとき全ドアが解錠
されます。

運転席ドア開
連動アンロッ
ク

エンジンスイッチを
OFFにしてから 45秒
以内に運転席ドアを開け
ると全ドアが解錠されま
す。

機能 作動内容 トランク

トランクオープナースイッチやス
マートエントリー＆スタートシス
テム、ワイヤレスリモコンを使っ
て開けることができます。

トランククローザーで閉めること
もできます。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

n走行する前に

l走行前にトランクが閉まっているこ
とを確認してください。
完全に閉まっていないと走行中に突
然開き、車外のものにあたったり、
荷物が投げ出されたりして思わぬ事
故につながるおそれがあります。

lトランクの中でお子さまを遊ばせな
いでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病
や窒息などを引き起こすおそれがあ
ります。

lお子さまにはトランクの開閉操作を
させないでください。
不意にトランクリッドが開いたり、
閉めるときに手・頭・首などを挟ん
だりするおそれがあります。

n走行中の留意事項

トランク内には絶対に人を乗せないで
ください。
急ブレーキ・急旋回をかけたときや衝
突したときなどに、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
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警告

nトランクの使用にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害につながるおそれがあ
り危険です。

lトランクを開ける前に、トランク
リッド上の雪や氷などの重量物を取
り除いてください。開いたあとに重
みでトランクリッドが突然閉じるお
それがあります。

lトランクを開閉するときは、十分に
周囲の安全を確かめてください。

l人がいるときは、安全を確認し動か
すことを知らせる「声かけ」をして
ください。

l強風時の開閉には十分注意してくだ
さい。
トランクリッドが風にあおられ、勢
いよく開いたり閉じたりするおそれ
があります。

l半開状態で使用すると、トランク
リッドが突然閉じて重大な傷害を受
けるおそれがあります。特に傾斜地
では、平坦な場所よりもトランクの
開閉がしにくく、急にトランクが開
いたり閉じたりするおそれがありま
す。必ずトランクが全開で静止して
いることを確認して使用してくださ
い。

lトランクを閉めるときは、トランク
リッドで指などを挟まないよう十分
注意してください。

lトランクは必ず外からトランクリッ
ド上面を軽く押して閉めてください。
トランクグリップで直接トランクを
閉めると、手や腕を挟むおそれがあ
ります。

lトランクリッドにレクサス純正品以
外のアクセサリー用品を取り付けな
いでください。トランクリッドの重
量が重くなると、開いたあとに突然
閉じるおそれがあります。

nイージークローザーについて

トランクが半ドア状態になったとき、
イージークローザーが働き完全に自動
で閉まります。また、作動し始めるま
でに数秒かかります。指などをトラン
クのあいだに挟まないように注意して
ください。骨折など重大な傷害を受け
るおそれがあり危険です。
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警告

nパワートランクリッドについて

パワートランクリッドの操作時は、次
のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
つながるおそれがあり危険です。

l周囲の安全を確かめ、障害物がない
か、身のまわりの品が挟み込まれる
危険がないか確認してください。

l人がいるときは、作動させる前に安
全を確認し、動かすことを知らせる
「声かけ」をしてください。

lトランクリッドが自動で開いている
途中でパワートランクリッドスイッ
チを押すと、作動が停止します。坂
道などの傾斜地では、停止させたと
き急に開いたり閉じたりするおそれ
があるため、十分注意してください。

l傾斜した場所では、自動で開いたあ
とにトランクリッドが突然閉じる場
合があります。トランクは必ず全開
で静止していることを確認して使用
してください。

l次のような場合、システムが異常と
判断し自動作動が停止することがあ
ります。手動作動に切りかわり、急
にトランクリッドが閉じるなどして
思わぬ事故につながるおそれがある
ため、十分に注意してください。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき

･ エンジン停止時でパワートランク
リッドが自動作動しているときに、
エンジンスイッチをイグニッション
ONモードにしたりエンジンを始動
したりして、バッテリー電圧が急に
低下したとき

lトランクリッドにレクサス純正品以
外のアクセサリー用品を取り付けな
いでください。自動で作動できずに
パワートランクリッドが故障したり、
開いたあとに突然閉じるおそれがあ
ります。

nハンズフリーパワートランクリッド
★について

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
つながるおそれがあり危険です。

l排気管は排気ガスにより高温になり
ます。操作するときは排気管にふれ
ないでください。

lリヤバンパーの下のスペースが狭い
場合は、操作しないでください。

n挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
つながるおそれがあり危険です。

l挟み込み防止機能を故意に作動させ
ようとして、体の一部を挟んだりし
ないでください。

l挟み込み防止機能は、トランクが完
全に閉まる直前に異物を挟むと作動
しない場合があります。指などを挟
まないように注意してください。

l挟み込み防止機能は、挟まれるもの
の形状や挟まれかたによっては作動
しない場合があります。指などを挟
まないように注意してください。
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n トランクオープナースイッチを使
用して開く

スイッチを押す

自動で全開します。

n スマートエントリー＆スタートシ
ステムを使用して開く

電子キーを携帯し、スイッチを押す

自動で全開します。

トランクが開く途中でスイッチを押すと、

作動を停止します。

次のいずれかの方法ですべてのドア
を解錠したときは、電子キーを携帯
しなくてもトランクを開けることが
できます。

l スマートエントリー＆スタートシ
ステム

l ワイヤレス機能

l ドアロックスイッチ

l オートドアアンロック機能

l メカニカルキー

n ワイヤレス機能を使用して開く

スイッチを押し続ける

ブザーが鳴り、自動で全開します。

トランクが開く途中でスイッチを押すと、
作動を停止します。

n ハンズフリーパワートランクリッ

ド★を使用して開閉する
★：グレード、オプションなどにより、

注意

nイージークローザーの故障を防ぐた
めに

イージークローザーの作動中は、トラ
ンクに無理な力をかけないでください。

nパワートランクリッドの故障を防ぐ
ために

lパワートランクリッドを作動させる
前に、トランクリッドの上に雪や荷
物などが乗っていないことを確認し
てください。また、凍結によるトラ
ンクの貼り付きがないことを確認し
てください。トランクリッドに無理
な力がかかっている状態で作動させ
ると、故障の原因になります。

lパワートランクリッドの作動中は、
トランクリッドに無理な力をかけな
いでください。

トランクを開閉するには
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装備の有無があります。

1 電子キーを携帯し、スマートエン
トリー＆スタートシステムの作動
範囲内でリヤバンパーから約30
～ 50cm離れた位置に立つ

キックセンサー

ハンズフリーパワートランクリッ
ド作動検知エリア

スマートエントリー＆スタートシ
ステム作動検知エリア
（P.111）

2 足をリヤバンパーから約 10cm
の距離になるまで近づけて、ブ
ザーが 1回鳴ったあと足を引く

･ 足を近づけて引く動作を1秒以内
に行ってください。

･ 足先をリヤバンパーの下に入れた
ままでは作動しません。

･ リヤバンパーに足先をあてずに非
接触で操作してください。

･ 車室内またはトランク内に他の電
子キーがあると、作動までの時間

が少し長くなることがあります。
･ ブザーが 2回鳴った場合は、再度
足を近付けて引く動作を行ってく
ださい。

キックセンサー

ハンズフリーパワートランクリッ
ド作動検知エリア

3 足を引く動作をキックセンサーが
検知するとブザーが鳴り、その後
トランクが自動で全開・全閉しま
す。

トランクが開く途中で再度操作をすると、
作動を停止します。

トランクが閉まる途中で再度操作をする
と、トランクは再び開きます。

n トランククローザースイッチを使
用して閉じる

スイッチを押す

ブザーが鳴り、自動で閉まります。

トランクが閉まる途中でスイッチを押す
と、トランクは再び開きます。

A

B

C

A

B
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n トランクグリップを使用して閉じ
る

トランクグリップを持って、横方向
に力をかけないようにトランクを引
き下げ、外から押して閉める。

知識

nトランクリッドランプ／トランクラン
プ

lトランクを開けたとき、トランクリッ
ドランプ／トランクランプが点灯しま
す。

lエンジンスイッチがOFF の場合、トラ
ンクリッドランプ／トランクランプが
点灯したままのときは、約 20分後に
自動消灯します。

nイージークローザー

トランクが半ドア状態になったとき、
イージークローザーが働き自動で閉まり
ます。

lエンジンスイッチがOFFになっていて
も、イージークローザーは作動します。

lイージークローザーが作動しないとき
には、いったんトランクを半分以上開
けてから、再度閉めてください。

nトランク内キー閉じ込み防止機能につ
いて

lすべてのドアが施錠されている場合、
トランク内に電子キーを置いたままト
ランクを閉めると、警告音が鳴ります。
この場合、車外にあるトランクオープ
ンスイッチで開けられます。

lすべてのドアが施錠されている状態で、
予備のキーをトランクに入れたときも、
キー閉じ込み防止機能が働き、トラン
クを開けることができます。盗難防止
のため、車から離れるときは必ずすべ
ての電子キーを携帯してください。

lすべてのドアが施錠されている状態で
トランク内に電子キーを置いても、電
子キーが置かれた場所や、周囲の電波
状況によっては、トランク内の電子
キーを検知できないことがあります。
この場合は、キー閉じ込み防止機能が
働かず、トランクを閉めたときに施錠
されてしまいます。トランクを閉める
ときには、必ず電子キーの所在を確認
してください。

lドアがひとつでも解錠されている場合
は、キー閉じ込み防止機能は働きませ
ん。この場合は、車内のトランクオー
プナースイッチでトランクを開けてく
ださい。

n過負荷防止機構

トランクリッドの上に無理な力がかかっ
ているとパワートランクリッドは作動し
ません。

n落下防止機構

トランクリッドが自動で開くときに無理
な力がかかると、トランクリッドが急激
に落下しないようにブレーキをかけます。
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n挟み込み防止機構

トランクリッドが自動で閉まる途中で異
物を挟むと、作動が停止して開きます。

nメカニカルキーについて

トランクはメカニカルキーを使用して開
けることもできます。（P.493）

トランクをメカニカルキーで開けたとき
は、パワートランクリッドとイージーク
ローザーは作動しません。作動させるに
は、手動でトランクを全閉にしてから操
作してください。

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

メカニカルキーを使ってトランクを開け
ることができます。（P.493）
電子キーの電池が消耗しているときは、
電池を交換してください。（P.447）

nハンズフリーパワートランクリッド★の

作動条件
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

lハンズフリーパワートランクリッド
（キックセンサー）の作動の設定がON
で、エンジンスイッチがOFFのとき

l電子キーを携帯して作動範囲内にある
とき

nハンズフリーパワートランクリッド★が

正常に作動しない状況
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

ハンズフリーパワートランクリッドは、
次のような状況では作動しないことがあ
ります。

l足先をリヤバンパーの下に入れたまま
のとき

lリヤバンパーに足先が強くあたったと
きや、一定時間触れたとき

リヤバンパーに一定時間触れた場合は、
少し時間をおいてから再度操作してく
ださい。

l人がリヤバンパーに近すぎる位置で操
作したとき

l電子キーと車両間の通信をさまたげる
電波があるとき（P.113）

lコインパーキング・ガソリンスタンド・
ロードヒーター・蛍光灯などハンズフ
リーパワートランクリッドの感度をさ
またげる電波やノイズがある場所に駐
車したとき

l近くにテレビ塔や発電所・ラジオ放送
局・大型ディスプレイ・空港があるな
ど、強い電波やノイズの発生する場所
にいるとき

l洗車や大雨などでリヤバンパーに大量
の水がかかっているとき

lリヤバンパーの表面に泥・雪・氷など
が付着したとき

lリヤバンパーに草木などの動くものが
ふれる状態が長時間続いたとき

lリヤバンパーにアクセサリー用品を付
けたとき
アクセサリー用品を取り付けた場合は、
ハンズフリーパワートランクリッド
（キックセンサー）の作動の設定をOFF
にしてください。

nハンズフリーパワートランクリッド★の

誤作動を防ぐために
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

ハンズフリーパワートランクリッドは、
電子キーが作動範囲内にあるときに誤作
動するおそれがありますので、以下のこ
とにご注意ください。

l洗車や大雨などでリヤバンパーに大量
の水がかかっているとき

lリヤバンパーの汚れを拭き取る動作を
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したとき

l小動物やボールなどがリヤバンパーの
下を横切ったとき

lリヤバンパーの下のものを取る動作を
したとき

lリヤバンパーに腰かけて、足を動かし
たとき

lリヤバンパーに足や体を触れながら車
両を横切ったとき

lコインパーキング・ガソリンスタンド・
ロードヒーター・蛍光灯などハンズフ
リーパワートランクリッドの感度をさ
またげる電波やノイズがある場所に駐
車したとき

l近くにテレビ塔や発電所・ラジオ放送
局・大型ディスプレイ・空港があるな
ど、強い電波やノイズの発生する場所
にいるとき

lリヤバンパーの近くに草木などがある
場所に駐車したとき

lリヤバンパーの近くで荷物などの積み
降ろしをしたとき

lリヤバンパーの近くでアクセサリー用
品やカーカバーの脱着作業したとき

lけん引されるとき

誤作動を防ぐときは、ハンズフリーパ
ワートランクリッド（キックセンサー）
の作動の設定をOFF にしてください。

n半ドア走行時警告ブザー

P.101

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

トランクに積んだ荷物の盗難防止な
どのために、トランクオープナース

イッチを一時的に無効にすることが
できます。

グローブボックス内のメインスイッ
チをOFFにする

ON

OFF

ワイヤレスリモコン・スマートエント
リー＆スタートシステム・ハンズフリー
パワートランクリッドでもトランクを開
けられなくなります。

知識

n駐車場などでキーを預けるときは

P.94

荷物の盗難防止などのために

A

B
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知識

nアンテナの位置

車外アンテナ

車室内アンテナ

トランク内アンテナ

トランク外アンテナ

n作動範囲（電子キーの検知エリア）

ドアの施錠・解錠時

ドアハンドルから周囲約70cm以内で電
子キーを携帯している場合に作動します。
（電子キーを検知しているドアハンドルの
み作動します）

トランクの解錠時

トランクオープンスイッチから周囲約
70cm以内で電子キーを携帯している場
合に作動します。

エンジン始動時またはエンジンスイッ

チ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。

n警告音が鳴ったり警告表示が出たりし
たとき

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、警告音が鳴ったり、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告が
表示されることがあります。警告が表示
されたときは、ディスプレイの表示をも
とに適切に対処してください。
（P.473）

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次の通りです。

l車外から警告音が“ピー”と5秒鳴る
とき

スマートエントリー＆ス
タートシステム

電子キー（カードキー含む）をポ
ケットなどに携帯すると、次の操
作が行えます。必ず運転者がキー
を携帯してください。

l ドアを解錠・施錠する
（P.97）

l トランクを開ける（P.106）

l エンジンを始動する
（P.167）

A

B

C

D

A

B

C
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l車内から警告音が“ポーン、ポーン”
と鳴り続けるとき

nマルチインフォメーションディスプレ
イに“車室内にキーがあります”と
表示されたとき

車内に電子キーを置いたまま、スマート
エントリー＆スタートシステムでドアを
施錠しようとすると、警告メッセージが
表示されます。車内から電子キーを取り
出したあと、再度施錠してください。

n節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の
バッテリーあがりを防止するため、節電
機能が働きます。

l次の状況では、スマートエントリー＆
スタートシステムによる解錠に時間が
かかる場合があります。またイルミ

ネーテッドエントリーシステムが作動
しない、接近時オートアンロック機能
による解錠が作動しない場合がありま
す。
･ 車の外約 3.5m 以内に電子キーを 40
秒以上放置した
･ 5 日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった

l14日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場合、
運転席以外での解錠ができなくなりま
す。この場合は、運転席のドアハンド
ルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、
メカニカルキーで解錠してください。

n電子キーを節電モードにするには

節電モードに設定すると、電子キーによ
る電波の受信待機を停止し、電子キーの
電池の消耗を抑えることができます。

電子キーの を押しながら、 を 2回

押し、電子キーのインジケータが 4回光
ることを確認してください。

節電モード中は、スマートエントリー＆
スタートシステムを使用できません。節
電モードを解除するには、電子キーのい
ずれかのスイッチを押してください。

n電子キーの機能が停止するとき

電子キーを置いたままにするなど、一定
時間電子キーの位置に変化がなかった場
合、電池の消耗を抑えるために電子キー
の機能が停止します。

この場合は、電子キーを持ち上げるなど
して位置を動かすことで、自動的に復帰
します。

状況 対処方法

いずれかのドアが開いて
いるときにスマートエン
トリー＆スタートシステ
ムもしくは、ワイヤレス
機能で施錠しようとした

全ドアを閉め
たあと、再度
施錠する

全ドアが施錠されている
状態で電子キーをトラン
ク内に置いたままトラン

クを閉じた

トランク内か
ら電子キーを
取り出した後、
トランクを閉

じる

状況 対処方法

運転席ドアが開いている
状態でエンジンスイッチ
をアクセサリーモードに
した（エンジンスイッチ
がアクセサリーモードの
とき運転席ドアを開い

た）

エンジンス
イッチをOFF
にしたあと、
運転席ドアを
閉める

運転席ドアが開いている
状態でエンジンスイッチ

をOFF にした

運転席ドアを
閉める
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n機能が正常に働かないおそれのある状
況

スマートエントリー＆スタートシステム
は微弱な電波を使用しています。次のよ
うな場合は電子キーと車両間の通信をさ
またげ、スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコン、エンジ
ンイモビライザーシステムが正常に作動
しない場合があります。（対処方
法：P.492）

l電子キーの電池が消耗しているとき

l近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

l電子キーが、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVDなどのメディア

l近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

l電子キーを、次のような電波を発信す
る製品と同時に携帯しているとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器

･ 他の車の電子キー、自車のもう一つの
電子キーや電波式ワイヤレスリモコン

･ パソコンや携帯情報端末（PDAなど）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

lリヤウインドウガラスに金属を含む
フィルムなどが貼ってあるとき

l充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いたとき

lコインパーキングなど通信をさまたげ
る電波がある場所に駐車したとき

スマートエントリー＆スタートシステム
でドアを施錠・解錠できない場合は、次
の方法を試してください。

lドアハンドルに電子キーを近付けて操
作する

lワイヤレス機能を使用する

上記の方法でも施錠・解錠できない場合
は、メカニカルキーを使用してください。
（P.492）

また、スマートエントリー＆スタートシ
ステムでエンジンが始動できない場合
は、493を参照してください。

nご留意いただきたいこと

l電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のような場合は正しく
作動しないことがあります。
･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがドア
ガラスやドアハンドルに近付きすぎて
いる、または地面の近くや高い場所に
ある
･ トランクを開けるとき、電子キーが地
面の近くや高い場所にある、またはリ
ヤバンパー中央に近付きすぎている
･ エンジン始動時やエンジンスイッチの
切りかえ時、電子キーがインストルメ
ントパネルやフロア上・リヤ席後方の
パッケージトレイ上・ドアポケット、
またはグローブボックス内などに置か
れている

lインストルメントパネル上面やドアポ
ケット付近に電子キーを置いたまま車
外に出ると、電波の状況によっては車
外アンテナに検知され車外から施錠で
き、電子キーが車内に閉じ込められる
おそれがあります。

l電子キーが作動範囲内にあれば、電子
キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。ただし、電子キーを検
知しているドア以外は解錠しません。

l車外でも電子キーがドアガラスに近付
いていると、エンジンを始動できるこ
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とがあります。

l電子キーが作動範囲内にあるとき、洗
車や大雨などでドアハンドルに大量の
水がかかると、ドアが施錠・解錠する
ことがあります。（ドアの開閉操作がな
ければ、解錠されても約 30秒後に自
動で施錠します）

lワイヤレスリモコンなどでの施錠時に
キーが車両の近くにあると、スマート
エントリー＆スタートシステムでの解
錠ができないことがあります。（ワイヤ
レスリモコンを使用すると解錠できま
す）

l手袋を着用していると施錠・解錠しな
いことがあります。

lロック操作は、連続で 2回まで有効で
す。3回目以降はロック動作しません。

l電子キーを携帯したまま洗車をすると、
水がドアハンドルにかかったときに施
錠・解錠をくり返すことがあります。
その場合は次のような処置をしてくだ
さい。

･ キーを車両から 2m以上離れた場所に
おく（盗難に注意し保管してください）

･ キーを節電モードに設定してスマート
エントリー＆スタートシステムの作動
を停止する（P.112）

l洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
に、マルチインフォメーションディス
プレイに警報が表示され車外のブザー
が吹鳴することがあります。全てのド
アを施錠すると警報は止まります。

lロックセンサーの表面に氷や雪、泥が
付着すると、センサーが反応しないこ
とがあります。その場合は氷や雪、泥
を取り除いて再度操作してください。

lすばやいドアハンドル操作や、車外ア
ンテナの作動範囲内へ入ってすぐのド
アハンドル操作では、解錠しないこと
があります。センサーにふれ解錠した

ことを確認してからドアハンドルを引
いてください。

l作動範囲内に他の電子キーがあると、
解錠に時間がかかることがあります。

n降車オートロック機能※についてご留意

いただきたいこと
※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

l車内に人が乗っている場合でも、車内
に電子キーがないときは降車オート
ロック機能が作動します。施錠したく
ないときは、降車オートロック機能を
非作動にしてください。（P.97）
乗員を残して施錠するとオートアラー
ムが作動することがあります。

l洗車機などの大きな金属物が動くよう
な場所では、電子キーの位置が正しく
検知されないおそれがあります。降車
オートロック機能の誤作動を防ぐため
に、車から離れるときは車内に電子
キーを残さないでください。

l全てのドアを閉めたあとに次の操作を
すると、降車オートロック機能が解除
されます。
･ ブレーキペダルを踏んだとき
･ エンジンスイッチを押したとき
･ 降車オートロック機能以外で施錠・解
錠したとき

降車オートロック機能を作動させるには、
いずれかのドアを開閉してください。

l電子キーのスイッチを押し続けている
場合、降車オートロック機能が正常に
作動しないおそれがあります。

l降車オートロック待機状態のときにい
ずれかのドアを開けると、降車オート
ロック機能が解除されます。

lすべてのドアが閉じたときに電子キー
が作動範囲内にない場合でも、一定時
間内に電子キーが作動範囲内に入ると
降車オートロック機能が作動します。
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l電池残量が少ないときは、降車オート
ロック機能が正常に作動しないおそれ
があります。

l降車オートロック機能を非作動にする
（P.97）とき、ブザーが 2回鳴る前
に次の操作をすると、降車オートロッ
ク機能は非作動になりません。

･ いずれかのドアを開けたとき
･ ブレーキペダルを踏んだとき
･ エンジンスイッチを押したとき

降車オートロック機能は非作動にするに
は、いずれかのドアを開閉したあと、操
作をやり直してください。

l降車オートロック機能を非作動にする
（P.97）ときは、施錠されていないド
アのドアハンドルを握ってください。

l降車オートロック機能を非作動にする
（P.97）ときにブザーが鳴らない場合
は、電子キーの位置を確認してから再
度ドアハンドルを握ってください。

n長期間運転しないとき

l盗難防止のため、電子キーを車両から
2m以上離しておいてください。

lあらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすることが
できます。

l電子キーを節電モードに設定すると、
電池の消耗を抑えることができます。
（P.112）

nシステムを正しく作動させるために

l電子キーを必ず携帯した上で作動させ
てください。また、車外から操作する
場合は電子キーを車両に近付けすぎな
いようにしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方に
よっては、電子キーが正しく検知され
ず、システムが正しく作動しないこと
があります。（誤って警報が鳴ったり、
キー閉じ込み防止機能が働かないこと
もあります。）

lトランク内に電子キーを置かないでく
ださい。
電子キーの場所（トランク内側の端）、
状況（金属製のかばんの中、金属製の
ものの付近など）、または周囲の電波環
境によっては、キー閉じ込み防止機能
が作動しない場合があります。
（P.108）

n電子キーが正常に働かないときは

lドア・トランクの施錠・解
錠：P.492

lエンジンの始動：P.493

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

nカスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムを非作動にし
たとき

lドア・トランクの施錠・解錠：ワイヤ
レス機能、またはメカニカルキーを
使ってドア・トランクの施錠・解錠が
できます。（P.97, 106, 492）

lエンジンの始動・エンジンスイッチの
モード切りかえ：P.493

lエンジンの停止：P.168
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警告

n電波がおよぼす影響について（ス
マートエントリー＆スタートシステ
ムアンテナ）

l植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器を装
着されている方は、アンテナ
（P.111）から約 22cm以内に近
付かないようにしてください。電波
により植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータおよび植込み型除細動
器の作動に影響を与えるおそれがあ
ります。

l植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器以外
の医療用電気機器をお使いの方は、
電波による影響について医療用電気
機器製造業者などに事前に確認して
ください。電波が医療用電気機器の
動作に影響を与えるおそれがありま
す。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムを非作動にすることもできます。
詳しくはレクサス販売店にお問い合わ
せください。
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3-3. シートの調整

n シート調整スイッチでの調整

前後位置調整

リクライニング調整

ヘッドレストの上下調整★

（P.135）

クッション前端の上下調整

シート全体の上下調整

腰部調整（ランバーサポート）

クッションの長さ調整
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フロントシート

警告

nシートを調整するとき

l同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。

lシートの下や動いている部分に手を
近づけないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

l足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

nリクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでくだ
さい。
必要以上に倒しすぎると、事故のとき
に体がシートベルトの下にもぐり、腹
部などに強い圧迫を受けたり肩部ベル
トが首にかかるなどして、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

n運転席またはリヤ席からの助手席操
作について

助手席に乗員がいるときは操作をしな
いでください。また、操作中やヘッド
レストが前倒しになっているときは、
助手席に座らないでください。
足や頭を挟むなどして助手席乗員がけ
がをするおそれがあります。

n助手席を前倒しにしたとき

運転席からドアミラーが見えにくい場
合は、助手席の位置を調整してくださ
い。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

注意

n運転席またはリヤ席からの助手席操
作について

操作するときは助手席の上や足元に作
動をさまたげるものがないことを確認
してください。シートに無理な力がか
かり故障するおそれがあります。

調整するには

A

B

C

D

E

F

G
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n センターディスプレイでの調整

1 シートスイッチを押す

2 センターディスプレイで“調整
”を選択する

3 “運転席”または“助手席”
を選択する

4 調整したい部位を選択する

l ヘッドレスト（P.135）

l ショルダーサポート（肩部）★

l ランバーサポート（腰部）

l ペルビックサポート（骨盤部）

l ヒップサポート（臀部）★

l バックサイド／クッションサイド

サポート（背もたれ／クッション

の側面）★

5 表示された調整ボタンを選択して
調整する

調整ボタンを押しているあいだ、シート
が作動します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

nシートの調整について

天井やインストルメントパネル、後席と
の干渉を回避するために、シートの作動
を制限することや、調整している部位以

外が作動することがあります。

nエンジンスイッチOFF 後の作動

エンジンスイッチOFF 後、一定時間が経
過すると、次の部位が中立位置に戻りま
す。

lショルダーサポート（肩部）★

lランバーサポート（腰部）

lペルビックサポート（骨盤部）

lヒップサポート（臀部）★

lバックサイド／クッションサイドサ

ポート（背もたれ／クッションの側面）
★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

n後席ディスプレイ★の角度自動調整機能

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

シートを調整すると、リヤ席から画面が
見やすい角度にディスプレイが自動で調
整されます。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

n 運転席側シート調整スイッチでの
操作（助手席操作モード）

助手席操作モードにすることで、運
転席のシート調整スイッチで助手席
を操作できます。

1 助手席操作モードボタンを押す

運転席から助手席を操作するに
は
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インジケーター が点灯します。

2 運転席のシート調整スイッチを押
して、助手席を操作する

助手席操作モードボタンをもう一度押す
と、助手席操作モードが解除されます。

運転席のシート調整スイッチを約30秒
間操作しなかった場合は、助手席操作
モードが自動的に解除されます。

n センターディスプレイでの操作
（可倒式ヘッドレスト装着車）

1 シートスイッチを押す

2 センターディスプレイで“アレ
ンジ”を選択する

3 “助手席”を選択する
4 操作ボタンを選択する

“シートを倒す”：助手席を前方に移動
し、背もたれとヘッドレストを前倒しに
する

“シートを戻す”：助手席を後方に移動
し、背もたれとヘッドレストを中立位置
に戻す

リヤ席が中立位置でないときは、リヤ席
が中立位置まで作動したあと、助手席が
中立位置に戻ります。

リヤシートエンターテインメントシステ
ム装着車：助手席が中立位置に戻ったあ
と再度“シートを戻す”を選択すると、
助手席がさらに後方に移動します。

途中で停止するときは、“シートを
倒す”または“シートを戻す”を
選択するか、またはシートスイッチ
を押してください。

知識

n助手席操作モードでの可倒式ヘッドレ

スト★の操作について

l助手席操作モードのとき、シートリク
ライニングスイッチの操作にあわせて
助手席のヘッドレストが次のように作
動します。
･ リクライニングを中立位置より前方に
調整すると、スイッチを離したあと、
ヘッドレストが下降し、前倒しになり
ます。
･ リクライニングを中立位置より後方に
調整すると、スイッチを離したあと、
ヘッドレストが中立位置まで戻ります。

l次のときは、シートリクライニングス
イッチを操作してもヘッドレストは前
倒しになりません。
･ エンジンスイッチがアクセサリーモー
ドまたはOFF のとき
･ 助手席に乗員がいるときや重い荷物を
載せているときなど、シートが重量を
検知しているとき

一度シートが重量を検知すると、助手席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにするまで、検知状態が継続します。
･ リヤシートエンターテインメントシス
テム非装着車：助手席のシートが後方
にあるとき
･ 助手席シートベルトがバックルに留め

A
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られているとき
･ 助手席ドアが開いているときの前方へ
の作動

･ シート全体の位置がいちばん下にない
とき

･ クッション前端がいちばん下にないと
き

･ クッションの長さを伸ばしているとき

l次のときは、シートリクライニングス
イッチを操作してもヘッドレストは中
立位置に戻りません。

･ エンジンスイッチがアクセサリーモー
ドまたはOFFのとき

･ 助手席の前後位置が中立位置より前の
とき

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

n助手席側シート調整スイッチでの可倒

式ヘッドレスト★の操作について
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

助手席のヘッドレストが前倒しのとき、
助手席側のドアを開けて、助手席側シー
ト調整スイッチで助手席位置を後方に調
整、またはリクライニングを後方に倒す
と、スイッチを離したあと、ヘッドレス
トが中立位置まで戻ります。

ヘッドレスト作動中に次のいずれかの操
作をすることで、ヘッドレストの作動を
停止することができます。

l助手席側シート調整スイッチのいずれ
かを操作する

前後調整スイッチの後方側、またはリク
ライニングスイッチの後方側を操作した
場合は、スイッチ操作中のみヘッドレス
トの作動が停止し、スイッチを離すと再
びヘッドレストが作動します。

lドライビングポジションメモリーの
SETボタンを押す

lドライビングポジションメモリーの1～

3のボタンを押す

lシートスイッチを押す

nセンターディスプレイでの助手席操作
について（可倒式ヘッドレスト装着車）

次のときは、助手席を操作できません。

lエンジンスイッチがアクセサリーモー
ドまたはOFF のとき

l助手席に乗員がいるときや重い荷物を
載せているときなど、シートが重量を
検知したとき

一度シートが重量を検知すると、助手席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにするまで、検知状態が継続します。

l助手席シートベルトがバックルに留め
られているとき

l助手席ドアが開いているときの前方へ
の作動

n助手席を前倒しにしたとき

助手席のリクライニングを後方に倒すこ
とで、リヤ席からの車両前方視界をより
広くすることができます。

1 スイッチを押しているあいだ、助
手席を前方に移動し、背もたれを
前倒しにする

2 スイッチを押しているあいだ、助

リヤ席から助手席を操作するに
は（パワーリヤシート非装着
車）
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手席を後方に移動し、背もたれを
中立位置に戻す

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
タッチする（P.368）

2 “助手席”をタッチする
3 操作ボタンをタッチする

作動条件を満たしていないときは、操作
ボタンがグレー表示になります。

助手席を前方に移動し、背もたれ
を前倒しにする

可倒式ヘッドレスト装着車はヘッドレス
トも前倒しになります。

途中で停止するときは、“停止”を
タッチします。

助手席を後方に移動し、背もたれ
を中立位置に戻す

リヤ席が中立位置でないときは、リヤ席
が中立位置まで作動したあと、助手席が
中立位置に戻ります。

可倒式ヘッドレスト装着車はヘッドレス
トも中立位置に戻ります。

リヤシートエンターテインメントシステ
ム装着車：助手席が中立位置に戻ったあ

と再度 を選択すると、助手席がさらに

後方に移動します。

途中で停止するときは、“停止”を
タッチします。

助手席の前後位置を調整する

ボタンをタッチしているあいだ、助手席
が動きます。

可倒式ヘッドレスト非装着車はリクライ
ニングの調整もできます。

助手席のリクライニングを調整す

る※

ボタンをタッチしているあいだ、背もた
れが動きます。
※可倒式ヘッドレスト装着車のみ

知識

nリヤ席からの助手席操作について

l次のときは、助手席を操作できません。
･ エンジンスイッチがアクセサリーモー

ドまたはOFF のとき※

･ リヤ席シートベルトがバックルに留め
られておらず、リヤ席が重量を検知し
ていないとき

一度シートが重量を検知すると、リヤ席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにしたあとドアを施錠するまで、検
知状態が継続します。
･ 助手席に乗員がいるときや重い荷物を
載せているときなど、シートが重量を
検知したとき

一度シートが重量を検知すると、助手席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにするまで、検知状態が継続します。
･ 助手席シートベルトがバックルに留め
られているとき
･ 助手席ドアが開いているときの前方へ
の作動

※可倒式ヘッドレスト装着車のみ、エン
ジンスイッチがアクセサリーモードま
たはOFF のときでも、助手席の前後位
置やリクライニングを調整することが

リヤ席から助手席を操作するに
は（パワーリヤシート装着車）

A

B

B

C

D
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できます。

l作動中にリヤアームレストを格納する
と、作動が停止します。

n作動を途中で止めたいときは

リヤマルチオペレーションパネルの

ボタンを長押し、または3回連

続で押すと作動を停止させることができ
ます。

n助手席を前倒しにしたとき

P.120

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

エアーの作動による押圧機能を備え
たリフレッシュシステムが装備され
ています。コースと作動の強さをお
好みにより調整することができます。

1 シートスイッチを押す

2 センターディスプレイで“リフ
レッシュ”を選択する

3 “運転席”または“助手席”
を選択する

4 コースを選択する

l 全身1

シートクッションの前部から背もたれの

上部へ作動します。

l 全身2

背もたれの上部からシートクッションの
前部へ作動します。

l 上半身

背もたれの下部から上部へ作動します。

l 下半身

シートクッションの前部から後部へ作動
します。

l 腰

背もたれ腰部の下部から上部へ作動しま
す。

5 作動の強さを調整し、 （作

動）に切りかえる

5段階で調整することができます。

作動を停止するには、 （非作動）

に切りかえてください。

シートに乗員がいないときは、リフレッ
シュシステムを使用しないでください。

知識

nフロントシートリフレッシュシステム
について

l作動条件
･ エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき
･ 車室内の温度が高温でないとき
･ 助手席：シートが乗員の重量を検知し
ているとき、またはシートベルトが
バックルに留められているとき

一度シートが重量を検知すると、助手席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにするまで、検知状態が継続します。

l自動停止機能
･ 作動開始から約 15分で自動的に停止
します。
･ パワーイージーアクセスシステムが作

フロントシートリフレッシュシ
ステム★
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動したときは、作動を終了します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告

n走行中の留意事項

走行中は運転席リフレッシュシステム
の調整をしないでください。
運転を誤り、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

nフロントシートリフレッシュシステ
ムのご使用について

l妊娠中のかた、出産直後のかた、静
養を要する疾患（心臓疾患）のある
かたは、使用する前に必ず医師に相
談してください。

lお子さまは使用しないでください。

l食後や飲酒後、または長時間の使用
は避けてください。

l使用中に気分が悪くなった場合は、
ただちに使用を止めてください。

パワーリヤシート★

警告

nシートを調整するとき

lシートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

lオットマン装着車：前後調整やオッ
トマンの操作をするときは、足元の
スペースを確保し、足をフロント席
に挟まないように注意してください。

lリヤシートエンターテインメントシ
ステム装着車：シートをエンターテ
インモードにするときは、ディスプ
レイに手を近付けないでください。
指や手が挟まれて、けがをするおそ
れがあります。

nリクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでくだ
さい。
必要以上に倒しすぎると、事故のとき
に体がシートベルトの下にもぐり、腹
部などに強い圧迫を受けたり肩部ベル
トが首にかかるなどして、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。
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n オート作動での操作

シートをあらかじめ登録されたモー
ドにすることができます。

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
タッチする（P.368）

2 “左席”または“右席”を
タッチする

3 モードボタンをタッチする

作動条件を満たしていないときは、モー
ドボタンがグレー表示になります。

／ ：中立位置にする

（ビジネスモード）

／ ：オットマン付き

シートを背もたれが少し倒れる位置

にする（エンターテインモード）★

リヤシートエンターテインメントシステ

警告

nオットマン★の使用について

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

lオットマン部分には座らないでくだ
さい。

シートベルトが適切に着用できないた
め、急ブレーキや事故のときに体が
シートから投げ出され、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lつまずいてけがをするのを防ぐため、
車を乗り降りする際はオットマンを
格納してください。

l走行中は角度調整をしないでくださ
い。

l格納するときにシートの下に手や足
を入れないでください。挟まれてけ
がをするおそれがあります。

注意

nオットマン★の故障を防ぐために

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

l足元のスペースを確保し、オットマ
ンの作動をさまたげないようにして
ください。

lオットマン部分に重いものを載せな
いでください。

lオットマンを上げているときに下に
ものを置かないでください。格納時
にものを挟み破損するおそれがあり
ます。

n後席ディスプレイ★の故障を防ぐた

めに
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

後席ディスプレイを手で動かさないで
ください。ディスプレイが損傷するお
それがあります。

調整するには
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ム非装着車：助手席が前方に移動します。

リヤシートエンターテインメントシステ
ム装着車：後席ディスプレイが見やすい
位置まで、後席ディスプレイと助手席が
移動します。

：オットマン付きシートを背

もたれが大きく倒れる位置にする

（リラックスモード）★

助手席を前方に移動し、背もたれとヘッ
ドレストを前倒しにします。

途中で停止するときは、“停止”を
タッチします。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n マニュアル作動での操作

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
タッチする（P.368）

2 “左席”または“右席”を
タッチする

3 ボタンをタッチして調整する

調整したい部位の選択

位置の調整

ボタンをタッチしているあいだ、シート
が作動します。

知識

nシートの調整について

lフロントシートとの距離が近い場合、
リヤシートの作動が制限されることが
あります。

l作動中にリヤアームレストを格納する
と、作動が停止します。

nビジネスモードの作動条件

リヤ席シートベルトがバックルに留めら
れておらず、リヤ席が重量を検知してい
ないときは、ビジネスモードを選択でき
ません。

一度シートが重量を検知すると、リヤ席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにしたあとドアを施錠するまで、検
知状態が継続します。

nエンターテインモード・リラックス
モードの作動条件（オットマン装着車）

次のときは、エンターテインモード・リ
ラックスモードを選択できません。

lエンジンスイッチがアクセサリーモー
ドまたはOFF のとき

lリヤ席シートベルトがバックルに留め
られておらず、リヤ席が重量を検知し
ていないとき

一度シートが重量を検知すると、リヤ席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにしたあとドアを施錠するまで、検
知状態が継続します。

l助手席に乗員がいるときや重い荷物を
載せているときなど、シートが重量を
検知したとき

一度シートが重量を検知すると、助手席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにするまで、検知状態が継続します。

l助手席シートベルトがバックルに留め
られているとき

l助手席ドアが開いているとき

A

B
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n助手席を前倒しにしたとき

P.120

n後席ディスプレイ★の角度自動調整機能

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

シートを調整すると、リヤ席から画面が
見やすい角度に後席ディスプレイが自動
で調整されます。

nエンジンスイッチOFF後の作動

エンジンスイッチOFF後、一定時間が経
過すると、次の部位が中立位置に戻りま
す。

l肩部（ショルダーサポート）

l腰部（ランバー／ペルビックサポート）

n作動を途中で止めたいときは

リヤマルチオペレーションパネルの

ボタンを長押し、または3回連

続で押すと作動を停止させることができ
ます。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

1 シートスイッチを押す

2 センターディスプレイで“アレ
ンジ”を選択する

3 “リヤ席”を選択する
4 “戻す”を選択する

リヤ席が中立位置に戻ります。

作動中に“停止”を選択すると、シー
ト作動が停止します。

知識

nフロント席からのリヤ席操作について

次のときは、リヤ席を操作できません。

lリヤアームレストが格納状態で、リヤ
席に乗員がいるときや重い荷物を載せ
ているときなど、シートが重量を検知
したとき

一度シートが重量を検知すると、リヤ席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにしたあとドアを施錠するまで、検
知状態が継続します。

lリヤアームレストが格納状態で、リヤ
席シートベルトがバックルに留められ
ているとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

エアーの作動による押圧機能と、専
用ヒータによる温感機能を備えたリ
ラクゼーションシステムが装備され
ています。リラクゼーションシステ
ム操作画面でコースや作動の強さな
どをお好みにより調整することがで

フロント席からリヤ席を戻すに
は

警告

nフロント席からリヤ席を戻すとき

リヤ席の乗員が車を降りてから操作し
てください。

リヤシートリラクゼーションシ
ステム★
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きます。

リラクゼーションシステム操作画面
を表示するには、リヤマルチオペ
レーションパネルのHOME画面で
“リラクゼーション”をタッチし
ます。（P.368）

操作するシートの選択

コースの選択

コースをタッチすると作動が開始します。

作動の強さ調整

5段階で調整することができます。

温感機能のON／OFF

作動の停止

シートに乗員がいないときは、リラク
ゼーションシステムを使用しないでくだ
さい。

知識

nリヤシートリラクゼーションシステム
について

l作動条件
･ エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

･ 車室内の温度が高温でないとき
･ リヤシートが乗員の重量を検知してい
るとき、またはリヤ席シートベルトが
バックルに留められているとき

一度シートが重量を検知すると、リヤ席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを

OFFにしたあとドアを施錠するまで、検
知状態が継続します。

l自動停止機能
･ 作動開始から約 15分で自動的に停止
します。
･ 作動している側のリヤ席ドアを開ける
と、作動を終了します。

次の機能によって、リヤ席が自動で
作動します。

n ドア連動シートリターン機能

リヤ席ドアを開けると自動的にリヤ
席が中立位置に戻り、乗り降りしや
すくなります。

降車時、オットマン付きシート★は
中立位置より背もたれがさらに起き
た位置になります。降車後にドアを
閉めると中立位置に戻ります。

ただし、降車時にリヤアームレスト
が格納されている場合は、リヤ席は
作動しません。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

A

B

C

D

E

警告

nリヤシートリラクゼーションシステ
ムのご使用について

l妊娠中のかた、出産直後のかた、静
養を要する疾患（心臓疾患）のある
かたは、使用する前に必ず医師に相
談してください。

lお子さまは使用しないでください。

l食後や飲酒後、または長時間の使用
は避けてください。

l使用中に気分が悪くなった場合は、
ただちに使用を止めてください。

自動シート作動（ドア＆シフ
ト）
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n シフト連動リクライニング機能

シフトポジションを Pから P以外へ
切りかえると、後方の視界を確保す
るため、自動的にリヤ席が作動しま
す。

ただし、次のときリヤ席は作動しま
せん。

l リヤ席に乗員がいるときや重い荷
物を載せているときなど、シート
が重量を検知したとき

一度シートが重量を検知すると、リヤ席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにしたあとドアを施錠するまで、検
知状態が継続します。

l リヤ席シートベルトがバックルに
留められているとき

l リヤ席ドアが開いているとき

l アームレストが格納されていると
き

また、フロント席の位置が後方にあ
るときは、リヤ席の作動が制限され
たり、作動しない場合があります。

n 自動シート作動（ドア＆シフト）
の設定変更

リヤマルチオペレーションパネルを
使って設定を変更することができま
す。

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
タッチする（P.368）

2 “左席”または“右席”を
タッチする

3 をタッチする

4 ボタンをタッチして設定を変更す
る

右後席の自動シート作動

左後席の自動シート作動

ドア連動シートリターン機能作動

時の左後席シート起こし量※

※オットマン付きシート装着車のみ

A

B

C
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乗降時に運転者・助手席乗員が乗り
降りしやすいよう、シートやハンド
ルが自動で動きます。

 運転席

次のすべての操作を行ったとき、
シートとハンドルが乗り降りしやす
い位置に自動で調整されます。
･ シフトポジションを Pにする
･ エンジンスイッチをOFF にする
･ シートベルトをはずす

助手席操作モード中は作動しません。
（P.118）

エンジンスイッチがOFFで、クッ
ションの側面（クッションサイドサ

ポート）★が中立位置にあるときに
運転席ドアを開けると、クッション
の側面が開きます。

次のいずれかの操作を行ったとき、
シートとハンドルがもとの位置にも
どります。
･ エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはイグニッションON
モードにする

･ シートベルトを着用する

 助手席

停車中に次のすべての操作を行った
とき、腰部位置（ランバーサポート）
や骨盤部位置（ペルビックサポー
ト）、肩部位置（ショルダーサポー

ト）★、背もたれの側面（バックサ

イドサポート）★、臀部位置（ヒッ

プサポート）★が調整前の状態にも
どり、クッションの側面（クッショ

ンサイドサポート）★が開きます。
･ シートベルトをはずす
･ 助手席ドアを開ける
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

パワーイージーアクセスシ
ステム／ポジションメモ
リー／メモリーコール機能

自動でフロントシート・ハンド
ル・ドアミラー・ヘッドアップ
ディスプレイを動かし、乗り降り
しやすい位置に調整したり、お好
みのドライビングポジションに調
整します。

ドライビングポジションは、3パ
ターンまで登録できます。

ドライビングポジションを電子
キー（カードキーを含む）に登録
することで、電子キーごとにドラ
イビングポジションを自動で呼び
出すことができます。

パワーイージーアクセスシステ
ム
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知識

nパワーイージーアクセスシステムの作
動について

l降車時に、シートの位置が最後方また
は最上方にあるときやリヤ席に近いと
きは、パワーイージーアクセスシステ
ムが作動しない場合があります。

lパワーイージーアクセスシステム作動
中にシート位置を調整すると、オート
作動が停止しマニュアル調整になりま
す。

l降車時、パワーイージーアクセスシス
テム作動中または作動後にシート位置
を調整すると、乗車時にパワーイー
ジーアクセスシステムは作動しません。

nクッションの側面（クッションサイド

サポート）★の作動について

クッションの側面が開いた状態でドアを
閉めると、中立位置まで戻ります。

クッションの側面が中立位置まで作動し
ている途中でシートを操作した場合、
クッションの側面の作動が一時停止しま
す。一定時間経過後に、再び中立位置ま
で作動します。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

1 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにする

2 シフトポジションが Pにあるこ
とを確認する

3 運転席・ハンドル・ドアミラー角
度・ヘッドアップディスプレイ表

示★をお好みの位置に調整する

4 SET ボタンを押しながら、また
は SET ボタンを押したあと 3秒
以内に1～ 3のうち登録したい
ボタンをブザーが鳴るまで押す

すでに同じボタンに登録されている場合
は、上書きされます。

助手席操作モード中は登録できません。
（P.118）

助手席側を登録するときは、助手席
をお好みの位置に調整し、助手席側
のボタンで手順 4の操作を行うと、
助手席のシート位置が登録できます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

nポジションメモリーを正しくお使いい
ただくために

登録位置がシート各調整位置の最端部に
ある状態で、さらに同じ方向に操作をす
ると、呼び出し位置にずれが生じること
があります。

ドライビングポジションを登録
するには
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1 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにする

2 シフトポジションが Pにあるこ
とを確認する

3 1～ 3のうち呼び出したいポジ
ションのボタンをブザーが鳴るま
で押す

助手席操作モード中は呼び出しできませ
ん。（P.118）

知識

nポジションの呼び出し作動を途中で止
めたいとき

次のいずれかの操作をします。

lSET ボタンを押す

l1～ 3のボタンを押す

l助手席操作モードボタンを押す

lシート調整スイッチのいずれかを操作
する（シートのみ作動停止）

lハンドル位置調整スイッチを操作する
（ハンドルのみ作動停止）

nポジションの呼び出し作動について

呼び出し作動中にシートがリヤ席に近づ
くと、シートの作動が停止し、登録した
ポジションまで作動しないことがありま
す。

リヤ席に乗員がいると判定されていると
きは、リヤ席との距離を大きめに確保し
て停止します。

n助手席ポジションの呼び出し作動につ
いて（オットマン装着車）

リヤ席のオットマンを使用しているとき
は、助手席ポジションの呼び出しができ
ません。

nエンジンスイッチOFF 後の作動

運転席側：
運転席ドアを開けて 180 秒以内、または
運転席ドアを閉めて 60秒以内に呼び出
したいポジションのボタンを押すと、
シートの位置が調整されます。

助手席側：
助手席ドアを開けて 180 秒以内に呼び出
したいポジションのボタンを押すと、
シートの位置が調整されます。

n音声対話サービスでの操作について

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

lドライビングポジションの登録

lドライビングポジションの呼び出し

（シフトレバーが P の位置にあるときのみ
操作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

n登録したシート位置が呼び出せないと
き

シート位置を特定の範囲内に登録した場

警告

nシート調整時の警告

シート調整中は、シートがリヤ席乗員
にあたったり、運転者の体がハンドル
に圧迫されたりしないよう注意してく
ださい。

ドライビングポジションを呼び
出すには
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合、状況によってはシート位置を呼び出
せないことがあります。詳しくはレクサ
ス販売店にご相談ください。

n 登録方法

お好みのドライビングポジションを
あらかじめ1～ 3のいずれかのボタ
ンに登録しておきます。

登録させたいキーのみ携帯して、運
転席ドアを閉めてください。
車内にキーが2 つ以上あると、正確
に登録できません。

1 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにする

2 シフトポジションが Pにあるこ
とを確認する

3 登録させたいドライビングポジ
ション（1～ 3）を呼び出す

4 呼び出したドライビングポジショ
ンのボタンを押しながら、ドア
ロックスイッチの施錠側または解
錠側を“ピー”とブザーが鳴る
まで押す

登録できなかった場合は、約 3秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

n 解除方法

解除させたいキーのみ携帯して、運
転席ドアを閉めてください。
車内にキーが2 つ以上あると、正確
に解除できません。

1 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにする

2 シフトポジションがPにあるこ
とを確認する

3 SET ボタンを押しながら、ドア
ロックスイッチの施錠側または解
錠側を“ピッピッ”とブザーが
鳴るまで押す

登録できなかった場合は、約 3秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

n 呼び出し方法

1 ドライビングポジションを登録し
た電子キーを携帯し、運転席ドア
をスマートエントリー＆スタート
システムまたはワイヤレスリモコ
ンで解錠してドアを開ける

ハンドルおよびヘッドアップディスプレ

イ表示★を除くドライビングポジション
が登録された位置へ動きますが、シート
位置は乗り込みやすくするために、登録
された位置より少し後方に動きます。

ドライビングポジションがすでに登録さ
れた位置にある場合は、シートやミラー
は動きません。

2 エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはイグニッションON
モードにするか、シートベルトを
着用する

シート・ハンドルおよびヘッドアップ

ディスプレイ表示★が登録したドライビ
ングポジションに動きます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

電子キー（カードキーを含む）
にドライビングポジションを登
録／解除／呼び出しをするには
（メモリーコール機能）
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知識

nメモリーコール機能によるドライビン
グポジションの呼び出しについて

l電子キーごとにドライビングポジショ
ンを登録できるため、携帯する電子
キーによっては呼び出されるドライビ
ングポジションが異なる場合がありま
す。

l運転席ドア以外のドアをスマートエン
トリー＆スタートシステムで解錠した
場合は、ドライビングポジションの呼
び出しは行われません。その場合は、
登録したドライビングポジションのボ
タンを押してください。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにする

2 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
タッチする（P.368）

3 “左席”または“右席”を
タッチする

4 リヤ席を好みの位置に調整し、“
登録”をタッチする

5 “1”または“2”をタッチす
る

すでに登録されている場合は、上書きさ
れます。

知識

nポジションメモリーを正しくお使いい
ただくために

登録位置がシート各調整位置の最端部に
ある状態で、さらに同じ方向に操作をす
ると、呼び出し位置にずれが生じること
があります。

リヤシートポジションメモ
リー★

お好みのリヤ席の位置を登録して、
ワンタッチで呼び出すことができ
ます。

ポジションを登録するには

警告

nシート調整時の警告

シート調整中は、リヤ席乗員がフロン
トシートにあたらないよう注意してく
ださい。
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1 エンジンスイッチをイグニッショ
ンONモードにする

2 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
タッチする（P.368）

3 “左席”または“右席”を
タッチする

4 “1”または“2”をタッチす
る

作動条件を満たしていないときは、操作
ボタンがグレー表示になります。

途中で停止するときは、“停止”を
タッチします。

作動中にシートを調整すると、オート作
動が停止しマニュアル調整になります。

知識

n作動条件

リヤシートが乗員の重量を検知している
とき、またはリヤ席シートベルトがバッ
クルに留められているとき

一度シートが重量を検知すると、リヤ席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFFにするまで、検知状態が継続します。

nポジション呼び出し作動について

リヤ席乗員のスペースが保たれていない
場合、シートの作動が停止し、登録した
ポジションまで作動しないことがありま
す。

nオットマン★のポジション呼び出し作動

について
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

オットマンは、上方向・伸びる方向には
作動しません。呼び出すときの位置より
も下または縮んだ位置に登録されている

場合のみ作動します。ポジションを呼び出すには
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n フロント席

 センターディスプレイでの調整

1 シートスイッチを押す

2 センターディスプレイで“調整
”を選択する

3 “運転席”または“助手席”
を選択する

4 “ヘッドレスト”を選択し、調
整ボタン ～ で調整する

上げる

後方に移動

下げる

前方に移動

調整ボタンを押しているあいだ、ヘッド
レストが作動します。

ヘッドレスト

ヘッドレストはすべてのシートに
装備されています。

パワーリヤシート装着車：リヤ中
央席に装備されているヘッドレス
トはシート一体式のため、調整で
きません。

警告

nヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lヘッドレストは、それぞれのシート
専用のものを使用する

lヘッドレストを必ず正しい位置に調
整する

l手動式ヘッドレスト：ヘッドレスト
を調整したあとは、ヘッドレストを
押し下げて固定されていることを確
認する

lヘッドレストをはずしたまま走行し
ない

上下前後調整するには（電動式
ヘッドレスト）

A D

A

B

C

D
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 シート調整スイッチでの調整★

1 上げる
2 下げる
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n リヤ席

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
タッチする（P.368）

2 “左席”または“右席”を
タッチする

3 をタッチし、調整ボタン ～

で調整する

上げる

後方に移動

下げる

前方に移動

調整ボタンをタッチしているあいだ、
ヘッドレストが作動します。

1 上げる
2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しなが

ら操作します。

知識

nフロント席について（電動式ヘッドレ
スト）

フロント席のヘッドレストが天井に近い
場合は、ヘッドレストの上方への作動が
制限されます。

nヘッドレストの高さについて

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上のあたりになるよう調整してくださ
い。

nリヤ席について（手動式ヘッドレスト）

使用するときは、常に格納位置から一段
上げた位置にしてください。

A B

E

B

C

D

E

上下調整するには（手動式ヘッ
ドレスト）

A
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ヘッドレストの側面を操作する

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

解除ボタン を押しながらヘッドレ
ストを引き上げます。

知識

nヘッドレストの取りはずしについて
（電動式ヘッドレスト）

ヘッドレストの取りはずし・取り付けに
ついてはレクサス販売店へご相談くださ
い。

ヘッドレストを取り付け穴に合わせ
て、ロック位置まで押し下げてくだ
さい。

さらに下げるときは、解除ボタン
を押しながら操作してください。

サイドサポートを調整するには
★

ヘッドレストを取りはずすには
（手動式ヘッドレスト）

A

ヘッドレストを取り付けるには
（手動式ヘッドレスト）

A
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3-4. ハンドル位置・ミラー

スイッチを操作すると、ハンドルを
次の方向に動かします。

1 上方へ
2 下方へ
3 手前へ
4 前方へ

知識

nハンドル位置調整の作動条件

エンジンスイッチがアクセサリーモード
またはイグニッションONモードのとき
※

※運転席シートベルトを装着していれば、
エンジンスイッチのモードにかかわら
ず、ハンドルの調整ができます。

nハンドル位置の自動調整

お好みのハンドル位置をポジションメモ
リーに登録すると、自動で調整されます。
（P.129）

nパワーイージーアクセスシステム

エンジンスイッチのモード切りかえ・運
転席シートベルトの脱着に連動して、ハ
ンドルとシートが動きます。（P.129）

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで

きます。（P.511）

ハンドルの 周辺部を押すと

ホーンが鳴ります

ハンドル

調整のしかた
警告

n走行中の留意事項

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

ホーン（警音器）を使うには
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カメラインジケーター

カメラが正常に作動していることを示し
ます。

アイコン表示エリア

調整アイコン（P.141）・調整ゲージが
表示されます。

選択／調整スイッチ

調整項目の設定を変更します。

メニュースイッチ

調整アイコンの表示や、調整項目の移動
を行います。

切りかえレバー

デジタルミラーモードと光学ミラーモー
ドの切りかえを行います。

デジタル防眩モードインジケー
ター

デジタルミラーモード時、防眩機能が
ONに設定されていることを示します。
（P.141）

切りかえレバーを操作することで、
デジタルミラーモードと光学ミラー
モードを切りかえることができます。

デジタルインナーミラー

車両後方カメラの映像をミラー内
のディスプレイに表示する装置で
す。

切りかえレバーを操作することで、
光学ミラーモードからデジタルミ
ラーモードに切りかえることがで
きます。

ヘッドレストや荷物などで視界を
さえぎられずに後方を確認するこ
とができます。また、リヤ席を映
さないことで乗員のプライバシー
を保護することができます。

車両後方カメラの映像をドライブ
レコーダーに録画します。詳しく
は別冊「マルチメディア取扱説明
書」を参照してください。

警告

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

nデジタルインナーミラーをお使いに
なる前に

l走行前に必ずミラーの調整を行って
ください。（P.140）

･ 光学ミラーモードに切りかえて、鏡
面を後方が正しく映る位置に調整す
る

･ デジタルミラーモードに切りかえて、
ディスプレイに表示される映像を調
整する

lディスプレイに表示される映像と鏡
面ミラーに映る範囲は異なりますの
で、あらかじめ違いを確認してくだ
さい。

各部の名称

モードを切りかえるには

A

B

C

D

E

F
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1 デジタルミラーモード
車両後方の映像を表示します。

ディスプレイに が表示されます。

2 光学ミラーモード
映像が消え、鏡面ミラーとして使用でき
ます。

知識

nデジタルミラーモードの作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

エンジンスイッチをイグニッションON
モードからOFFまたはアクセサリーモー
ドにすると、数秒後に表示が消えます。

nデジタルミラーモードについて

lカメラに水滴やホコリが付いているな
どで、ディスプレイに表示される車両
後方の状態が見えにくい場合は、リヤ
ウォッシャー（P.188）を作動させ
てください。それでも見えにくい場合
は、光学ミラーモードに切りかえてく
ださい。

lトランクが開いているときは、デジタ
ルインナーミラーの映像が正しく表示
されません。走行前に必ずトランクが
閉まっていることを確認してください。

lディスプレイが反射して見えにくい場
合は、サンシェード（ムーンルーフ装
着車）を閉めてください。

l夜間など暗いところでは、次のような

現象が発生することがありますが、異
常ではありません。
･ 映像の色と実際の色が異なって見える
･ 後続車のライトの高さなどによっては、
後続車の周囲が白くぼやけて見える
･ 周辺を明るく見せるために映像が自動
的に調整されることにより、特有のち
らつきが発生する
映像が見えにくい場合や、ちらつきが気
になる場合は、光学ミラーモードに切り
かえてください。

lデジタルインナーミラー本体が発熱す
ることがありますが、異常ではありま
せん。

l体調・年齢などにより、ディスプレイ
に表示される映像に焦点が合うまで時
間がかかる場合があります。焦点が合
わせづらいと感じたときは、光学ミ
ラーモードに切りかえてください。

l主に同乗者がディスプレイを凝視する
と、車酔いを起こすおそれがあります。

nシステムに異常が発生したとき

デジタルミラーモード時に、図で示すシ
ンボルが表示されます。シンボルの表示
は数秒後に消えます。ディスプレイス
イッチを操作し、光学ミラーモードに切
りかえて、レクサス販売店で点検を受け
てください。

n ミラー本体の上下調整

運転姿勢に合わせてインナーミラー
の高さを調整することができます。

調整するには



141

3

3-4. ハンドル位置・ミラー
運
転
す
る
前
に

鏡面ミラーモードに切りかえて、イ
ンナーミラー本体を持って、上下方
向に調整する

n ディスプレイの調整について（デ
ジタルミラーモード）

デジタルミラーモードの調整や機能
のON／OFF ができます。

1 メニュースイッチを押す

調整アイコンが表示されます。

2 メニュースイッチをくり返し押し
て、調整したい項目（調整アイコ
ン）を選択する

3 または を押して、

設定を変更する

約5秒以上スイッチ操作をしないと、調
整アイコンと各調整画面の表示が消えま
す。

※光学ミラーモード使用時の機能ですが、
デジタルミラーモード使用時にも設定
できます。

調整アイコン 設定内容

ディスプレイの明るさを
調整することができます。

ディスプレイの表示映像
を上下に調整することが
できます。

ディスプレイの表示映像
を左右に調整することが
できます。

ディスプレイの表示映像
の傾きを調整することが
できます。

ディスプレイの表示映像
を拡大／縮小することが
できます。

自動防眩機能のON／
OFFを切りかえることが

できます。※

ONにすることで、後続
車のヘッドランプのまぶ
しさに応じて反射光を自
動的に調整します。

エンジンスイッチをイグ
ニッションONモードに
したときは、常に自動防
眩機能がONになってい
ます。

デジタル防眩モードの
ON／ OFFを切りかえる
ことができます。

ONにすることで、夜間
にディスプレイの表示映
像の明るさを抑えて表示
し、後続車のヘッドラン
プのまぶしさを抑えます。
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n 自動防眩機能のON／OFF切りか
え（光学ミラーモード）

光学ミラーモードの自動防眩機能の
自動防眩機能のON／OFF を変更で
きます。変更はデジタルミラーモー
ド使用時、光学ミラーモード使用時
のいずれからでも行えます。

 デジタルミラーモード使用時

P.141

 光学ミラーモード使用時

1 メニュースイッチを押す

設定画面が表示されます。

2 または を押して

自動防眩機能のON／OFFを切
りかえる

約5秒以上スイッチを操作しない状態が
続くと、設定画面の表示が消えます。

知識

nディスプレイの調整について（デジタ
ルミラーモード）

l約 5秒以上スイッチ操作をしないと、調
整アイコンと各調整画面の表示が消え
ます。

lディスプレイ表示の調整を限界値まで
行うと、映像がゆがむ場合があります
が故障ではありません。

lディスプレイ表示が明るすぎると、目
が疲れることがあります。適度な明る

さに調整してください。目が疲れた場
合には、光学ミラーモードに切りかえ
てご使用ください。

lディスプレイ表示の明るさは、車両前
方の明るさに合わせて自動でかわりま
す。

lデジタル防眩モードは周囲が暗い場所
でのみ働き、周囲の照度環境によって
は映像の明るさが抑えられず、後続車
のヘッドランプのまぶしさが低減でき
ない場合があります。

lデジタル防眩モードをONにすると、夜
間のドライブレコーダーへの録画映像
も暗くなります。

nセンサーの誤作動防止

センサーの誤作動を防ぐため、センサー
にふれたりセンサーを覆ったりしないで
ください。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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n デジタルインナーミラーのお手入
れについて

ミラー表面が汚れていると、映像が
見えにくくなることがあります。あ
らかじめ、乾いたやわらかい布など
で汚れをそっとふき取ってください。

n カメラのお手入れについて

カメラレンズに水滴、雪、泥などの
異物や汚れが付着していると、鮮明
な画像を見ることができません。こ

の場合、リヤウォッシャーでカメラ
レンズの汚れを流してください。
（P.188）

知識

nカメラについて

デジタルインナーミラーのカメラは、図
の位置にあります。

nウォッシャー液によるカメラ洗浄につ
いて

lカメラ洗浄中は、噴射されるウォッ
シャー液により、車両後方の状態が見
えにくくなることがありますので、周
囲の状況に注意して運転してください。

lカメラ洗浄後にウォッシャー液がカメ
ラレンズ面に残った場合、夜間に後方
車両のヘッドランプの高さや傾きによ
り、車両後方の状態が見えにくくなる
ことがあります。この場合、光学ミ
ラーモードに切りかえてください。

lカメラ洗浄をしても、汚れによっては
完全にきれいにならない場合がありま
す。この場合、大量の水でカメラの汚
れを流し、水で湿らせた柔らかい布で
カメラレンズの水滴をふき取ってくだ
さい。

lカメラ洗浄は、カメラレンズ面に
ウォッシャー液を噴射するため、カメ
ラ周辺に付着した氷や雪などの映り込
むものについては、洗浄することがで
きません。

警告

n走行中の留意事項

l走行中は、デジタルインナーミラー
の位置やディスプレイに表示される
映像を調整しないでください。
デジタルインナーミラーの操作ス
イッチは、安全な場所に停車して操
作してください。走行中に操作する
と、ハンドル操作を誤るなど、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

l必ず車両周辺の状況を直接確認して
ください。

デジタルミラーモード使用時は、ディ
スプレイ上に映る車両や障害物が実際
の大きさと異なる場合があります。後
退時は、必ず後方や周囲の安全を直接
確認しながら運転してください。また、
夜間など暗いところで後続車が接近し
たときは、周囲が暗く映る場合があり
ます。

n安全にお使いいただくために

煙が出る、異臭がするなど異常な状態
で使用すると、発火の原因になります。
ただちに使用を中止してレクサス販売
店にご相談ください。

お手入れについて
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デジタルミラーモード使用時に次のような症状で気になったときやお困りに
なったときは、考えられる原因と処置を参考に、もう一度確認してください。

処置をしても直らないときは、レクサス販売店で点検を受けてください。

注意

nカメラの故障や誤作動を防ぐために

lデジタルインナーミラーが正常に作
動しなくなるおそれがありますので、
次のことにご注意ください。

･ カメラ部を強くたたいたり、ものを
ぶつけるなど、強い衝撃を与えない
でください。カメラの位置・取り付
け角度がずれるおそれがあります。

･ カメラ部は防水構造となっています
ので、取りはずし・分解・改造をし
ないでください。

･ カメラレンズを洗うときは、大量の
水でカメラの汚れを流したあと、水
で湿らせたやわらかい布でカメラレ
ンズの水滴をふき取ってください。
カメラレンズを強くこするとカメラ
レンズが傷付いて、車両後方の状態
を鮮明に見ることができなくなるお
それがあります。

･ カメラのカバーは樹脂ですので、有
機溶剤・ボデーワックス・油膜取り
剤・ガラスコート剤などを付着させ
ないでください。付着したときは、
すぐにふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急
激な温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水をあてないでくださ
い。強い水圧により衝撃が加わり、
装置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

lカメラ部をぶつけたときは、カメラ
の故障などのおそれがあります。早
めにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

lミラーの通風口をふさがないでくだ
さい。ミラー内部に熱がこもり、故
障や車両火災につながるおそれがあ
り危険です。

故障とお考えになる前に
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症状 考えられる原因 処置

ディスプレイ
に表示される
映像が見にく

い

ミラー表面が汚れている
乾いたやわらかい布などで汚れをそっ

とふき取ってください。

強い光（太陽やヘッドランプ
の光など）がデジタルイン
ナーミラーにあたった

光学ミラーモードに切りかえてくださ
い。

（ムーンルーフ★からの光があたってい
るときは、サンシェードを閉めてくだ

さい）

l夜間など暗いところで使用
した

lテレビ塔・放送局・発電所
など、強い電波やノイズが
発生する場所の近くで使用
した

lカメラ付近の温度が高い、
または低い

l外気温が低い

l雨天時など湿度が高い

l太陽やヘッドランプの光が
直接カメラのレンズにあ
たった

l蛍光灯・ナトリウム灯・水
銀灯などの照明の下で使用
した

l排気ガスが映り込んでいる

光学ミラーモードに切りかえてくださ
い。（カメラおよびその周辺環境が改善
されてから、再びデジタルミラーモー

ドをご使用ください）

カメラのレンズに水滴、ほこ
りなどの異物や汚れが付着し
ている

lリヤウォッシャーを作動させ、カ
メラレンズの汚れを洗浄してくださ

い。（P.188）

l光学ミラーモードに切りかえてく
ださい。

ディスプレイ
に表示される
映像がずれて

いる

トランクが完全に閉まってい
ない

トランクを閉めてください。

カメラ部に強い衝撃が与えら
れた

光学ミラーモードに切りかえて、レク
サス販売店で点検を受けてください。
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ディスプレイ

上に が表

示され、ディ
スプレイに表
示される映像
が暗くなった

システムに異常が発生した
光学ミラーモードに切りかえて、レク
サス販売店で点検を受けてください。

ディスプレイ

上の が消

灯した

ディスプレイ

上に が表

示された

デジタルインナーミラーの温
度が非常に高い（徐々にディ
スプレイが暗くなり、その後
も温度が上がり続けると映像
が消えます）

ミラーの温度を下げるために、車室内
の温度を下げることを推奨します。（ミ

ラーの温度が下がると が消えます）

ミラーの温度が下がっても が消え

ない場合は、光学ミラーモードに切り
かえて、レクサス販売店で点検を受け

てください。

切りかえレ
バーが正常に
作動しない

切りかえレバーに異常が発生
した

光学ミラーモードに切りかえて、レク
サス販売店で点検を受けてください。

（メニュー／決定スイッチを約 10 秒間
押し続けることで、光学ミラーモード
に切りかえることができます）

症状 考えられる原因 処置



147

3

3-4. ハンドル位置・ミラー
運
転
す
る
前
に

知識

n寒冷時にドアミラーを使用するとき

寒冷時にドアミラーが凍結していると、
ドアミラーの格納・復帰や鏡面の調整が
できない場合があります。ドアミラーに
付着している氷や雪などを取り除いてく
ださい。

1 調整するミラーを選ぶには、ス
イッチを押す

インジケーターが点灯します。

右

左

もう一度押すと、選択が解除されます。

2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを押す

上

左

下

右

知識

n鏡面調整の作動条件

エンジンスイッチがアクセサリーモード
またはイグニッションONモードのとき

nミラーの曇りを取りたいときは

リヤウインドウデフォッガーを作動させ
ると、ミラーヒーターが同時に作動し、
曇りを取ることができます。（P.373）

ドアミラー

安全に運転していただくためには、
運転する前に視界が確保できるよ
うミラーの角度を調整してくださ
い。

警告

n走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

lミラーの調整をしない

lドアミラーを格納したまま走行しな
い

l走行前に必ず、運転席側および助手
席側のミラーをもとの位置にもどし
て、正しく調整する

調整するには

A

B

A

B

C

D
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n自動防眩機能

インナーミラーの自動防眩機能をONに
しておくと、ドアミラーも連動して防眩
機能が作動します。（P.139）

nミラー角度の自動調整

お好みのミラー角度をポジションメモ
リーに登録すると、自動で調整されます。
（P.129）

nリバース連動機能

ミラー選択スイッチの Lまたは Rどちら
かが選択されているときは、後退時に鏡
面が下向きになり、下方が見やすくなり
ます。

この機能を使用しないときは、ミラー選
択スイッチの選択が解除された状態にし
てください。

後退時に下向きになる角度を調整すると
きは、シフトポジションをRにした状態
で鏡面位置を調整することで、下向きに
動く角度を調整できます。

次回からシフトポジションをRにするた
びに、その角度で作動します。

通常時（シフトポジションがR以外のと
き）の鏡面位置を基準に下向きに動く角
度を記憶するため、調整後に通常時の鏡
面位置を変更すると、それに伴って後退
時の鏡面位置も変化します。

通常時の鏡面位置を変更したときは、後
退時に下向きになる角度も調整してくだ
さい。

n マニュアル作動での格納・復帰

ボタンを押す

もう一度押すと、もとの位置にもどりま
す。

n オート作動での格納・復帰

スマートエントリー＆スタートシス
テムやワイヤレスリモコンによるド
アの施錠・解錠に連動して、ドアミ
ラーを自動的に格納・復帰させるこ
とができます。

ボタンを押す

ボタンを押すと、インジケーター が点

灯します。

もう一度ボタンを押すとマニュアル作動
にもどります。

知識

nバッテリー端子の脱着をしたとき

オート電動格納機能の設定がリセットさ

警告

nミラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

ドアミラーを格納するには

A
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れ、OFF の状態にもどります。機能を
ONにするときは、再度、オート電動格納
機能のON・OFF切りかえを行ってくだ
さい。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

警告

nミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがや、ミラーの故障など
の原因になるおそれがあります。
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3-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉

スイッチでドアガラスを開閉できま
す。

スイッチを操作すると、ドアガラス
を次のように動かします。

1 閉める

2 自動全閉※

3 開ける

4 自動全開※

※途中で停止するときは、スイッチを反
対側へ操作します。

知識

n作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

n運転席のパワーウインドウスイッチで
リヤドアガラスを開くとき（リヤドア
サンシェード装着車）

リヤドアサンシェード展開時または展開
作動中に、リヤドアガラスの操作スイッ
チを押すと、リヤドアサンシェードが格
納作動します。リヤドアガラスを開くに
は、もう一度操作スイッチを押してくだ
さい。

nエンジン停止後の作動

エンジンスイッチをアクセサリーモード
またはOFFにしたあとでも、約 45秒間
はドアガラスを開閉できます。ただし、
そのあいだに運転席ドアを開閉すると作
動しなくなります。

n挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠と
ドアガラスのあいだに異物が挟まると、
作動が停止し、少し開きます。

n巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物が
ドアガラスとドアのすき間に巻き込まれ
ると、作動が停止します。

nドアガラスを開閉することができない
とき

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能が
異常に作動してしまい、ドアガラスを開
閉することができないときは、開閉する
ことができないドアのパワーウインドウ
スイッチで、次の操作を行ってください。

l車を停止し、エンジンスイッチをイグ
ニッションONモードの状態で、挟み
込み防止機能や、巻き込み防止機能が
作動したあと約 4秒以内に、パワーウ
インドウスイッチを自動全閉の位置で
引き続ける。または自動全開の位置で
押し続けることでドアガラスを開閉す
ることができます。

l上記の操作を行ってもドアガラスが開
閉できない場合、機能の初期化を次の
手順で実施してください。

1 エンジンスイッチをイグニッション
ONモードにする

2 パワーウインドウスイッチを自動全閉
の位置で引き続け、ドアガラスを全閉
にする

3 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには
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スイッチを自動全閉の位置で約 6秒
以上引き続ける

4 パワーウインドウスイッチを自動全開
の位置で押し続け、ドアガラスを全開
にしたあと、さらにスイッチを約 1
秒以上押し続ける

5 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを自動全開の位置で約 4秒
以上押し続ける

6 再度、パワーウインドウスイッチを自
動全閉の位置で引き続け、ドアガラス
を閉めたあと、さらにスイッチを約1
秒以上引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手を
離すと、最初からやり直しとなります。

以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない、または全開にならない場合は、レ
クサス販売店で点検を受けてください。

nドアロック連動ドアガラス開閉機能

lメカニカルキーでドアガラスを開閉で

きます。※（P.493）

lワイヤレスリモコンでドアガラスを開

閉できます。※（P.97）

lオートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ドアガラス開閉
機能でドアガラスを閉めると、オート
アラームが作動することがあります。
（P.60）
※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

n窓開警告ブザー

エンジンスイッチがOFF でドアガラスが
開いていると、運転席ドアを開けたとき
にブザーが鳴り、メーター内のマルチイ
ンフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

n音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

lすべての席の窓の開閉

l各席の窓の開閉

（ウィンドウロックスイッチがOFFのと
きのみ操作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nドアガラスを開閉するとき

l運転者は、乗員の操作を含むすべて
のドアガラス開閉操作について責任
があります。特にお子さまの誤った
操作による事故を防ぐため、お子さ
まにはドアガラスの操作をさせない
でください。お子さまや他の人がド
アガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。
また、お子さまが同乗するときはウ
インドウロックスイッチを使用する
ことをおすすめします。（P.152）
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お子さまが誤ってドアガラスを開閉
することを防止できます。

スイッチを押すと、インジケーター
が点灯し、運転席以外のドアガラ

スが非作動になります。

知識

n作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

nバッテリーをはずしたとき

ウインドウロックスイッチがOFFになる
ため、バッテリーを接続したあと、再度
ウインドウロックスイッチをONにする
必要があります。

警告

lドアガラスを開閉するときは、乗員
の手・腕・頭・首などを挟んだり巻
き込んだりしないようにしてくださ
い。特にお子さまへは手などを出さ
ないよう声かけをしてください。

lワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってドアガラスを操作する
ときは、ドアガラスに人が挟まれる
おそれがないことを確認してから操
作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーによる操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がドアガラス
に挟まれたり巻き込まれたりするお
それがあります。

l車から離れるときはエンジンスイッ
チをOFFにし、キーを携帯してお子
さまも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

n挟み込み防止機能

l挟み込み防止機能を故意に作動させ
ようとして、乗員の手・腕・頭・首
などを挟んだりしないでください。

l挟み込み防止機能は、ドアガラスが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。指などを
挟まないように注意してください。

n巻き込み防止機能

l巻き込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・服などを巻
き込ませたりしないでください。

l巻き込み防止機能は、ドアガラスが
完全に開く直前に異物を巻き込むと
作動しない場合があります。手・
腕・服などを巻き込まないように注
意してください。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）

A
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n ムーンルーフを開閉するには

1 ムーンルーフを開く※

チルトアップしてから開きます。

2 ムーンルーフを閉める※

※途中で停止するときは、ムーンルーフ
スイッチを軽く押します。

n チルトアップ／ダウンするには

1 チルトアップ※

2 チルトダウン※

※途中で停止するときは、ムーンルーフ

スイッチを軽く押します。

知識

n作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

nエンジン停止後の作動

エンジンスイッチをアクセサリーモード
またはOFFにしたあとでも、約 45秒間
は操作できます。ただし、そのあいだに
運転席ドアを開閉すると作動しなくなり
ます。

n挟み込み防止機能

ムーンルーフを閉めるとき、またはチル
トダウンするときに、ムーンルーフが異
物の挟み込みを感知すると、作動が停止
し少し開きます。

nサンシェード

手動で開閉できます。また、ムーンルー
フが開くと連動して開きます。

nドアロック連動ムーンルーフ開閉機能

lメカニカルキーでムーンルーフを開閉

できます。※（P.493）

lワイヤレスリモコンでムーンルーフを

開閉できます。※（P.97）

lオートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ムーンルーフ開
閉機能でムーンルーフを閉めると、
オートアラームが作動することがあり
ます。（P.60）

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

nムーンルーフが正常に閉まらないとき

次の操作を行ってください。

1 車を停止する

2 スイッチの“CLOSE”側を押し続け

る※

ムーンルーフ★

頭上のスイッチでムーンルーフを
開閉・チルトアップ／ダウンでき
ます。

ムーンルーフを操作するには



154 3-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉

ムーンルーフが閉じ、再び開き、10秒間
停止します。その後再び閉じ、全閉位置
で停止します。

3 ムーンルーフが完全に閉まったことを
確認し、スイッチから手を離す

※途中でスイッチから手を離すと、最初
からやり直しとなります。

以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない場合は、レクサス販売店で点検を受
けてください。

nムーンルーフが正常に働かないとき

ムーンルーフの開閉操作や自動全開機能
が正常に働かないときは、次の手順で初
期化を行ってください。

1 車を停止する

2 スイッチの“DOWN”側を押し続け

る※

ムーンルーフがチルトアップ位置で停止
します。その後開いて閉じ、チルトアッ
プしたあとチルトダウンして全閉位置で
停止します。

3 ムーンルーフが完全に閉まったことを
確認し、スイッチから手を離す

※途中でスイッチから手を離すと、最初
からやり直しとなります。

以上の操作を行っても開閉操作や自動全
開機能が正常に働かない場合は、レクサ
ス販売店で点検を受けてください。

nムーンルーフ開警告ブザー

エンジンスイッチがOFF でムーンルーフ
が開いていると、運転席ドアを開けたと
きにブザーが鳴り、メーター内のマルチ
インフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

n音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用してムーンルー
フを開閉することができます。

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nムーンルーフを開けているとき

l走行中はルーフから手や顔を出さな
い

l開口部に腰かけない

nムーンルーフを開閉するとき

l運転者は、ムーンルーフの開閉操作
について責任があります。特にお子
さまの誤った操作による事故を防ぐ
ため、お子さまにはムーンルーフの
操作をさせないでください。お子さ
まや他の人がムーンルーフに挟まれ
たり巻き込まれたりするおそれがあ
ります。
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警告

lムーンルーフを開閉や、チルトダウ
ンするときは、乗員の手・腕・頭・
首を挟んだり巻き込んだりしないよ
うに注意してください。

lワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってムーンルーフを操作す
るときは、ムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してか
ら操作してください。またお子さま
には、ワイヤレスリモコンやメカニ
カルキーによる操作をさせないでく
ださい。お子さまや他の人がムーン
ルーフに挟まれたり巻き込まれたり
するおそれがあります。

l車から離れるときはエンジンスイッ
チをOFFにし、キーを携帯してお子
さまも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

n挟み込み防止機能

l挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

l挟み込み防止機能は、ムーンルーフ
が完全に閉まる直前に異物を挟むと
作動しない場合があります。また、
挟み込み防止機能は、スイッチを押
し続けた状態では作動しません。指
などを挟まないように注意してくだ
さい。
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4-1. 運転にあたって
運
転

4-1. 運転にあたって

n エンジンをかける

P.167

n 発進する

1 ブレーキペダルを踏んだまま、シ
フトポジションをDにする
（P.171）

シフトポジション表示灯がDであること
をメーターで確認します。

2 パーキングブレーキがかかってい
るときは、パーキングブレーキを
解除する（P.178）

3 ブレーキペダルから徐々に足を離
し、アクセルペダルをゆっくり踏
み発進する

n 停車する

1 ブレーキペダルを踏む
2 必要に応じて、パーキングブレー
キをかける

n 駐車する

1 ブレーキペダルを踏み、車を完全
に停止させる

Stop & Start システムが作動可能状態の
ときは、ブレーキを踏み車両が停止する
と、エンジンが自動的に停止します。

2 パーキングブレーキが解除されて
いるときは、パーキングブレーキ
をかける（P.178）

3 シフトポジションを Pにする
（P.172）

シフトポジション表示灯がPであること

と、パーキングブレーキ表示灯が点灯し
ていることを確認します。

4 エンジンスイッチを押してエンジ
ンを停止する

5 ブレーキペダルからゆっくり足を
離す

6 電子キーを携帯していることを確
認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車する場合は、必要に応

じて輪止め※を使用してください。
※輪止めはレクサス販売店で購入するこ
とができます。

n 上り坂で発進する

1 ブレーキペダルをしっかり踏み、
シフトポジションをDにする

ヒルスタートアシストコントロールが作
動します。

2 パーキングブレーキをかける
（P.178）

3 ブレーキペダルから足を離し、ア
クセルペダルをゆっくり踏み車を
発進する

4 車が動き出す感触を確認したら、
パーキングブレーキを解除する
（P.178）

知識

n雨の日の運転について

l雨の日は視界が悪くなり、またガラス
が曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してくださ
い。

l雨の降りはじめは路面がよりすべりや
すいため、慎重に走行してください。

l雨の日の高速走行などでは、タイヤと
路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれが
あるので、スピードは控えめにしてく

運転にあたって

安全運転を心がけて、次の手順で
走行してください。

安全に走行するには
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ださい。

n走行中のエンジン回転数について

次の場合、走行中にエンジン回転数が高
くなることがあります。これは走行状況
に合わせてシフトアップの制限、または
シフトダウンの実施を自動的に行うため
で、急加速を示すものではありません。

l車両が上り坂、または下り坂を走行し
ていると判断したとき

lアクセルペダルを離したとき

lブレーキペダルを踏んだとき

nエンジン出力の抑制について（ブレー
キオーバーライドシステム）

lアクセルペダルとブレーキペダルが同
時に踏まれたとき、エンジン出力を抑
制する場合があります。

lブレーキオーバーライドシステム作動
中は、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。

n運転標識の取り付け

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標
識などを樹脂バンパーやアルミ部分に取
り付けることはできません。

nオーバーヒートについて

次のようなきびしい走行状況ではオー
バーヒートになるおそれがあります。

l暑い日に長い上り坂を走行する

l高速走行直後に急減速や急停止をする

nエンジン停止前のアイドル運転につい
て

ターボ装置などの損傷を防ぐため、高速
走行・登坂走行直後は、アイドル運転を
行ってからエンジンを停止してください。
車両停止時はStop & Start システムが働
きエンジンが停止するため、アイドル運
転を行うときは Stop & Start キャンセル
スイッチを押してシステムを非作動にし
てください。（P.323）

走行状況
アイドル運
転時間

市街地、郊外等の一般走行 不要

高速走行（約 100km/h 定
速）

不要

山岳ドライブウェイなどの
急な登坂路走行およびレー
ス場などの100km/h 以上

の連続走行

約 1分

警告

次の警告をお守りください。お守りい
ただかないと重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

n発進するとき

エンジンがかかったまま停車している
ときは、常にブレーキペダルを踏んで
ください。クリープ現象で車が動き出
すのを防ぎます。

n運転するとき

l踏み間違いを避けるため、ブレーキ
ペダルとアクセルペダルの位置を十
分把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくく
なります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとア
クセルペダルが確実に踏めるように
してください。
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警告

･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊
急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

l燃えやすいものの上を走行したり、
可燃物付近に車を停めたりしないで
ください。
排気管や排気ガスは高温になり、可
燃物が近くにあると火災になるおそ
れがあり危険です。

l通常走行時は、走行中にエンジンを
停止しないでください。走行中にエ
ンジンを停止してもハンドルやブ
レーキの操作は可能ですが、操作力
補助がなくなり、ハンドルとブレー
キの操作が困難になります。安全を
確認した上で、すみやかに道路わき
に停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止する
ことができないような緊急時は、
P.456 を参照してください。

l急な下り坂では、エンジンブレーキ
を使用してスピードをおとしてくだ
さい。フットブレーキを連続して使
いすぎると、ブレーキが過熱して正
常に機能しなくなります。
（P.171）

l走行中はハンドル・シート・ドアミ
ラー・インナーミラーの調整をしな
いでください。
運転を誤るおそれがあります。

lすべての乗員は頭や手、その他の体
の一部を車から出さないようにして
ください。

nすべりやすい路面を運転するとき

l急ブレーキ・急加速・急ハンドルは
タイヤがスリップし、車両の制御が
できなくなるおそれがあります。

l急激なアクセル操作、シフト操作に
よるエンジンブレーキやエンジン回
転数の変化は、車が横すべりするな
どして、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

l水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキ
パッドがぬれるとブレーキの効きが
悪くなったり、ぬれていない片方だ
けが効いたりしてハンドルをとられ
るおそれがあります。

nシフトポジションを変更するとき

l前進側のシフトポジションのまま惰
性で後退したり、Rのまま惰性で前
進することは絶対にやめてください。
エンジンが停止し、ブレーキの効き
が悪くなったりハンドル操作が重た
くなったりして、思わぬ事故や故障
の原因となるおそれがあります。

l車両が動いているあいだは、Pポジ
ションスイッチを押さないでくださ
い。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

l車両が前進しているあいだは、シフ
トポジションをRにしないでくださ
い。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

l車両が後退しているあいだは、シフ
トポジションを前進側のシフトポジ
ションにしないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。
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警告

l走行中にシフトポジションをNにす
ると、トランスミッションとエンジ
ンの動力伝達が解除され、エンジン
ブレーキが効かなくなります。

lアクセルペダルを踏み込んだままシ
フト操作をしないでください。
シフトポジションがPまたは N以外
にあると、車が急発進して思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。
シフトポジションの変更後は、メー
ター内のシフトポジション表示灯で
現在のシフトポジションを必ず確認
してください。

nブレーキパッドの摩耗について

次のいずれかのときは、できるだけ早
くレクサス販売店で点検を受け、ブ
レーキパッドを交換してください。

lブレーキパッドの厚さを4輪とも目視
で点検し、どれか 1つでも使用限度
をこえている場合（使用限度につい
ては P.509 を参照してください）

lマルチインフォメーションディスプ
レイに警告メッセージが表示された
場合（右輪のみ検知）

必要なときにパッドの交換が行われな
いと、ディスクローターの損傷につな
がる場合があります。

パッドやローターなどの部品は、役割
を果たすと共に摩耗していきます。摩
耗の限度をこえて走行すると故障を引
き起こすばかりでなく、事故につなが
るおそれがあります。

n停車するとき

l空ぶかしをしないでください。
シフトポジションがPまたは N以外
にあると、車が急発進して思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

l車が動き出すことによる事故を防ぐ
ため、エンジン回転中は常にブレー
キペダルを踏み、必要に応じてパー
キングブレーキをかけてください。

l坂道で停車するときは、前後に動き
出して事故につながることを防ぐた
め、常にブレーキペダルを踏み、必
要に応じてパーキングブレーキをか
けてください。

l停車中に空ぶかしをしないでくださ
い。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあ
ると火災につながるおそれがあり危
険です。

n駐車するとき

l炎天下では、メガネ・ライター・ス
プレー缶や炭酸飲料の缶などを車内
に放置しないでください。
放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火する

･ プラスチックレンズ・プラスチック
素材のメガネが、変形またはひび割
れを起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートする原因
になる

lライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターをグロー
ブボックスなどに入れておいたり、
車内に落としたままにしておくと、
荷物を押し込んだりシートを動かし
たときにライターの操作部が誤作動
し、火災につながるおそれがあり危
険です。
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警告

lウインドウガラスなどには吸盤を取
り付けないでください。また、イン
ストルメントパネルやダッシュボー
ドの上に芳香剤などの容器を置かな
いでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり危
険です。

lシルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドア
やウインドウを開けたまま放置しな
いでください。
直射日光が曲面ガラスの内側に反射
し、レンズの働きをして火災につな
がるおそれがあり危険です。

l車から離れるときは、必ずパーキン
グブレーキをかけ、シフトポジショ
ンを Pにし、エンジンを停止し、施
錠してください。
エンジンがかかっているあいだは、
車から離れないでください。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トポジションを Pにした状態では、
車が動き思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

lエンジン回転中またはエンジン停止
直後は排気管にふれないでください。
やけどをするおそれがあります。

n仮眠するとき

必ずエンジンを停止してください。
エンジンをかけたまま仮眠すると、無
意識にシフトレバーを動かしたり、ア
クセルペダルを踏み込んだりして、事
故やエンジンの異常過熱による火災が
発生するおそれがあります。さらに、
風通しの悪い場所に停めると、排気ガ
スが車内に侵入し、重大な健康障害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nブレーキをかけるとき

lブレーキがぬれているときは、普段
よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離
が長くなり、ブレーキのかかりに、
左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっか
りとかからないおそれもあります。

lブレーキ倍力装置が機能しないとき
は、他の車に近付いたりしないでく
ださい。また、下り坂や急カーブを
避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりも強く踏む必要があります。
また制動距離も長くなります。ただ
ちにブレーキの修理を受けてくださ
い。

l万一エンジンが停止したときは、ブ
レーキペダルをくり返し踏まないで
ください。ペダルを踏むたびに、ブ
レーキのアシスト力の蓄えを使い
切ってしまいます。

lブレーキシステムは２つの独立した
システムで構成されており、一方の
油圧システムが故障しても、もう一
方は作動します。この場合、ブレー
キペダルを通常より強く踏む必要が
あり、制動距離が長くなります。た
だちにブレーキの修理を受けてくだ
さい。

n万一脱輪したとき

駆動輪が宙に浮いているときは、むや
みに空転させないでください。駆動系
部品の損傷や、車両の飛び出しによる
思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。
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注意

n運転しているとき

l運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、エンジン出力を抑制
する場合があります。

l坂道で停車するために、アクセルペ
ダルを使ったり、アクセルペダルと
ブレーキペダルを同時に踏んだりし
ないでください。

n駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけ、シフ
トポジションを Pにしてください。
パーキングブレーキをかけ、シフトポ
ジションを Pにしておかないと、車が
動き出したり、誤ってアクセルペダル
を踏みこんだときに急発進するおそれ
があります。

n部品の損傷を防ぐために

lパワーステアリングの損傷を防ぐた
め、ハンドルをいっぱいにまわした
状態を長く続けないでください。

lディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、
できるだけゆっくり走行してくださ
い。

nターボ装置の故障を防ぐために

l高負荷走行直後は、エンジンを停止
しないでください。必ずアイドル運
転を行い、ターボ装置などを冷却し
てからエンジンを停止してください。
（P.160）

l排気管・エアクリーナ・スパークプ
ラグなどには純正部品または同等品
をお使いください。

l排気管の改造は絶対にしないでくだ
さい。

lエンジンが冷えているときは、空ぶ
かしや急加速は絶対に行わないでく
ださい。

l定期的なオイル交換を必ず行ってく
ださい。

n走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、ス
ピードを落としてください。

lハンドルがとられる

l異常な音や振動がある

l車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.479, 488 を参照してください。

n冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重大な損傷を与えるおそれがある
ため、走行しないでください。

lエンストする

l電装品がショートする

l水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に
浸かってしまったときは必ずレクサス
販売店で次の点検をしてください。

lブレーキの効き具合

lエンジン・オートマチックトランス
ミッション・トランスファー（AWD
車）・ディファレンシャルなどのオイ
ルやフルードの量および質の変化

lプロペラシャフト・各ベアリング・
各ジョイント部などの潤滑不良
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n 急発進の抑制制御

アクセルペダルを踏み込んだまま、
次のようにシフトポジションを切り
かえたとき、エンジン出力を抑制す
ることがあります。

l Rに切りかえたとき※

l PまたはRから、Dなどの前進シフ

トポジションに切りかえたとき※

この場合、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。表示された画面の指示に従ってくだ
さい。
※状況によっては操作できない場合があ
ります。

n 後退速度の抑制制御

後退時の速度が所定以下となるよう

にエンジン出力を抑制※します。

後退速度の抑制制御が作動している
ときは、マルチインフォメーション
ディスプレイに“速度抑制中”が
表示されます。
※状況によっては所定の速度以下に抑制
できない場合があります。

知識

nドライブスタートコントロールについ
て

lTRC の作動を停止（P.358）すると、
急発進の抑制制御も停止します。急発
進の抑制制御により、ぬかるみや新雪
などからの脱出が困難な場合は、TRC
の作動を停止してください。
（P.358）

lタイヤがスリップ（空転）していると、
後退速度の抑制制御が作動することが
あります。

l後退速度の抑制制御のON（作動）／
OFF（非作動）を切りかえることがで
きます。（P.511)

･ エンジンスイッチをイグニッションON
モードにしたときは、後退速度の抑制
制御は常にON（作動）になっていま
す。
･ 後退速度の抑制制御をOFF（非作動）
にしても、急発進の抑制制御は作動し
ます。

注意

冠水によりシフト制御システムが損傷
すると、シフトポジションがPに切り
かえられない、またはPから他のシフ
トポジションに切りかえられなくなる
可能性があります。その場合はレクサ
ス販売店へご連絡ください。

急発進および後退速度の抑制
（ドライブスタートコントロー
ル）
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荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするため
に、荷物を積むときは次のことを
お守りください。

警告

n積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

l燃料が入った容器

lスプレー缶

n荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作でき
なかったり、荷物が視界をさえぎった
り、荷物が乗員に衝突したりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

lできるだけ荷物はトランクに積んで
ください。

l次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転席足元

･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ねる
場合）

･ パッケージトレイ

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

･ センターディスプレイの前

l室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。

n荷物の重量・荷重のかけ方について

l荷物を積み過ぎないでください。

l荷重を不均等にかけないようにして
ください。

これはタイヤに負担をかけるだけでな
く、ハンドル操作性やブレーキ制御の
低下により思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
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4-2. 運転のしかた

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認するため、パーキン
グブレーキスイッチを押す
（P.178）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 ブレーキペダルをしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイ

に とメッセージが表示されます。

表示されないと、エンジンは始動しませ
ん。

3 エンジンスイッチを短く確実に押
す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあ
りません。

エンジンが始動するまで最大30秒間ス
ターターが回転します。

完全にエンジンが始動するまでブレーキ
ペダルを踏み続けてください。

エンジンスイッチのどのモードからでも

エンジンを始動できます。

知識

nエンジンスイッチ照明

状況に応じて、次のようにエンジンス
イッチ照明が切りかわります。

l運転席または助手席ドアが開いている
とき、もしくはエンジンスイッチをア
クセサリーモードまたはイグニッショ
ンONモードからOFF にしたときは、
エンジンスイッチ照明が暗く点灯しま
す。

l電子キーを携帯したままブレーキペダ
ルを踏むと、エンジンスイッチ照明が
明るく点灯します。

lエンジンスイッチがアクセサリーモー
ド、またはイグニッションONモード
のときは、エンジンスイッチ照明が点
灯します。

nエンジンが始動しないとき

lエンジンイモビライザーシステムが解
除されていない可能性があります。
（P.59）
レクサス販売店へご連絡ください。

l始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表
示されている場合は、画面の指示に
従ってください。

lメカニカルキーを使ってドアを解錠し
た場合は、スマートエントリー＆ス
タートシステムでエンジンを始動する

エンジン（イグニッショ
ン）スイッチ

電子キーを携帯して次の操作を行
うことで、エンジンの始動または
エンジンスイッチのモードを切り
かえることができます。

エンジンをかけるには
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ことができません。エンジンを始動す
るには、P.492 を参照してください。
または、乗車中に電子キーを携帯し、
施錠した場合（P.100）はエンジン
を始動できます。

nバッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
でエンジンを始動することができません。
エンジンを始動するには、P.494 を参照
してください。

n電子キーの電池の消耗について

P.91

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないおそれのある状況

P.113

nご留意いただきたいこと

P.113

n電子キーの電池交換

P.447

nエンジンスイッチの操作について

lスイッチを短く確実に押せていない場
合は、モードの切りかえやエンジンの
始動ができない場合があります。

lエンジンスイッチOFF後、すぐに再始
動した場合は、エンジンが始動しない
場合があります。エンジンスイッチ
OFF後の再始動は、数秒待ってから操
作してください。

nカスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、P.492 を参照してください。

1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキがマニュアル
モードのときは、パーキングブ
レーキをかける（P.178）

3 Pポジションスイッチを押す
（P.172）

シフトポジション表示灯が Pであること
と、パーキングブレーキ表示灯が点灯し
ていることを確認します。

4 エンジンスイッチを押す

エンジンが停止し、メーター表示が消え
ます。（シフトポジション表示灯は、メー
ター表示が消えたあとも数秒間表示され
ています）

警告

nエンジンを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

注意

nエンジンを始動するとき

lエンジンが冷えた状態で空ぶかしし
ないでください。

lもしエンジンが始動しにくかったり、
ひんぱんにエンストする場合は、た
だちにレクサス販売店で点検を受け
てください。

nエンジンスイッチの操作について

エンジンスイッチ操作時に引っかかり
などの違和感があるときは、故障のお
それがあります。すみやかにレクサス
販売店にご連絡ください。

エンジンを停止するには
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5 ブレーキペダルから足を離して
メーターの“アクセサリー”や
“イグニッションON”の表示
が消灯していることを確認する

知識

n自動Pポジション切りかえ機能について

P.173

ブレーキペダルを踏まずにエンジン
スイッチを押すと、モードを切りか
えることができます。（スイッチを押
すごとにモードが切りかわります）

1 OFF
非常点滅灯が使用できます。

2 アクセサリーモード※

オーディオなどの電装品が使用できます。
メーターに“アクセサリー”が表示さ
れます。

3 イグニッションONモード
すべての電装品が使用できます。
メーターに“イグニッションON”が
表示されます。
※カスタマイズメニューでON／OFFを
切りかえることができます。
（P.511）

知識

nアクセサリーモードカスタマイズが
“OFF”のとき

lエンジンスイッチOFF の状態でも、節
電機能が働くまでの一定時間はセン
ターディスプレイが使用できます。

l安心降車アシスト作動時、ブザー吹鳴
に加え音声でも案内します。
（P.282）

警告

n緊急時のエンジン停止方法

l走行中にエンジンを緊急停止したい
場合には、エンジンスイッチを 2秒
以上押し続けるか、素早く3回以上
連続で押してください。（P.456）
ただし、緊急時以外は走行中にエン
ジンスイッチにふれないでください。
走行中にエンジンを停止してもハン
ドルやブレーキの操作は可能ですが、
ハンドルの操作力補助がなくなり、
ハンドル操作が困難になります。安
全を確認した上で、すみやかに道路
脇に停車してください。

l走行中にエンジンスイッチを操作す
ると、マルチインフォメーション
ディスプレイに警告メッセージが表
示され、警告ブザーが鳴ります。

l走行中にエンジンの緊急停止したあ
と、走行中にエンジンを再始動させ
る場合は、シフトポジションをNに
し、エンジンスイッチを押してくだ
さい。

エンジンスイッチを切りかえる
には
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n自動電源OFF 機能

lシフトポジションがPにあるとき、20
分以上アクセサリーモードまたはイグ
ニッションONモード（エンジンがか
かっていない状態）にしたままにして
おくと、エンジンスイッチが自動で
OFFになります。

lシフトポジションがPおよびエンジンス
イッチがアクセサリーモードまたはイ
グニッションONモード（エンジンが
始動していない状態）のときにバッテ
リーの残量が少なくなると、ブザーが
鳴りマルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます。
そのままの状態を続けると、エンジン
スイッチが自動でOFFになります。

ただし、自動電源OFF機能は、バッテ
リーあがりを完全に防ぐものではありま
せん。エンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチをアクセサリーモード、
またはイグニッションONモードにした
まま長時間放置しないでください。

nシフト制御システムについて

シフト制御システムが故障すると、エン
ジンスイッチを操作してOFFにしようと
してもOFF にならないことがあります。
その場合は、パーキングブレーキをかけ
てからエンジンスイッチを操作すると
OFFにすることができる場合があります。

システムが故障した場合は、すみやかに
お近くのレクサス販売店で点検を受けて
ください。

注意

nバッテリーあがりを防止するために

lエンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはイグニッションON
モードにしたまま長時間放置しない
でください。

lエンジンがかかっていないときに、
メーターの“アクセサリー”また
は“イグニッションON”の表示が
消灯していない場合、エンジンス
イッチがOFFになっていません。エ
ンジンスイッチをOFF にしてから車
両を離れてください。



171

4

4-2. 運転のしかた
運
転

※1燃費向上や騒音の低減のために、通常
はDを使用してください。パドルス
イッチの操作で、走行に適したレンジ
を選択することができます。

※2Mモードは任意のギヤ段に固定して走
行することができます。

知識

nオートマチックトランスミッションの
保護制御

トランスミッションフルードの温度が高
くなると、マルチインフォメーション
ディスプレイに“ATオイル高温 取扱書
を確認してください”が表示され、自動
的に保護モードに入ります。レクサス販
売店で点検を受けてください。

nレーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）を使って走行してい
るとき

エンジンブレーキを目的に次の操作を

行っても、レーダークルーズコントロー
ル（全車速追従機能付き）が解除されな
いためエンジンブレーキは効きません。

lDポジションでのレンジ選択走行中に
9・8・7・6・5または 4にレンジダ
ウンしたとき（P.175）

lDポジションで走行中に走行モードをス
ポーツモードにしたとき（P.352）

n急発進および後退速度の抑制（ドライ
ブスタートコントロール）

P.165

nAI-SHIFT

AI-SHIFT は、運転者の運転操作と走行状
況により、自動的に適切なギヤ段に切り
かえます。
AI-SHIFT は、シフトポジションをDにし
ているとき自動的に作動します。（シフト
ポジションをMにすると機能が解除され
ます）

nシフト操作に関するメッセージがマル
チインフォメーションディスプレイに
表示されたとき

誤操作やシステムの状況等によりシフト
ポジションが切りかわらない、またはシ
フト操作が無効にされたときには、切り
かえができない原因や、正しい操作方法
などに関するメッセージが、マルチイン
フォメーションディスプレイに表示され
ます。その場合は、メッセージに従って
操作し直してください。

nバッテリーを脱着したとき

P.498

オートマチックトランス
ミッション

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P 駐車またはエンジンの始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

M
Mモード走行※2

（P.176）

警告

nすべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行
わないでください。エンジンブレーキ
力の急激な変化が横すべりやスピンの
原因になりますので注意してください。
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シフトレバー

シフトレバーは、シフトポジション表示
灯の矢印に従って、ゆっくり確実に操作
してください。

Nに切りかえるときは、矢印に沿って操
作したあと、しばらく保持します。

シフトレバーを操作したあとは、シフト
レバーから手を離してください。シフト

レバーが定位置（ ）にもどります。

Mへの切りかえは、シフトポジションが
Dのときのみ可能です。

PからN・D・R、およびN・D・M・R
から Pへ、またはD・Mから R、および
RからDへ切りかえるときは、ブレーキ
ペダルを踏み、車が完全に停止している
状態で行ってください。

シフトポジション表示灯

メーター表示：

現在のシフトポジションが表示されます。

シフトレバー表示：

現在のシフトポジションが点灯表示され
ます。

シフトレバーを操作したあとは、シフト
ポジション表示灯で、目的のシフトポジ
ションに切りかわったことを必ず確認し
てください。

Pポジションスイッチ

Pポジションに切りかえるには、車を完
全に停止させ、パーキングブレーキをか
け、Pポジションスイッチを押してくだ
さい。

シフトポジションを P にすると、スイッ
チが点灯します。

シフトポジション表示灯が Pであること
を必ず確認してください。

知識

nエンジンスイッチの各モードにおける
シフトポジション切りかえ

lエンジンスイッチがOFFまたはアクセ
サリーモードのときはシフトポジショ
ンの切りかえはできません。

lエンジンスイッチがイグニッションON

注意

nシフト制御システムの異常が考えら
れるとき

次のような状態になったときは、シフ
ト制御システムの異常が考えられます。
安全で平坦な場所に停車し、パーキン
グブレーキをかけて、レクサス販売店
にご連絡ください。

lマルチインフォメーションディスプ
レイにシフト制御システムに関する
警告メッセージが表示されたとき
（P.473）

lシフトポジションが選択されていな
い表示状態が、数秒以上続いている
とき

シフトポジションの切りかえ方
法と表示について

A

B

C
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モードのときは、Ｎのみに切りかえが
可能です。

lエンジンがかかっているときは、Pか
ら、D・N・Rを選択できます。

nPから他のシフトポジションに切りかえ
る

lブレーキペダルをしっかり踏みながら、
シフトレバーを操作します。(ブレーキ
ペダルを踏まずにシフトレバーを操作
すると、ブザーが鳴りシフトポジショ
ンの切りかえができません )

l操作後は、シフトポジション表示灯で、
目的のシフトポジションに切りかわっ
たことを必ず確認してください。

lP から直接、シフトポジションをMに切
りかえることはできません。

nシフトポジションを切りかえられな
かった場合

次の操作を行うとブザーが鳴り、シフト
ポジションが切りかえられなかったこと
をお知らせします。適切な操作で、再度
シフトポジションを切りかえてください。

lブレーキペダルを踏まずに、Pからシフ
トレバーを操作したとき

lアクセルペダルを踏んだまま、Pからシ
フトレバーを操作したとき

lブレーキペダルを踏まずに、停車中ま
たは極低速走行中にNからシフトレ
バーを操作したとき

lアクセルペダルを踏んだまま、停車中
または極低速走行中にNからシフトレ
バーを操作したとき

lP またはNから、Mを選択した

l走行中に、Pポジションスイッチを押し
た

極低速走行時は、Pに切りかわることが
あります

nシフトポジションが自動的にNに切りか
わった場合

次の操作を行うとブザーが鳴り、シフト
ポジションがNに切りかわったことをお
知らせします。適切な操作で、再度シフ
トポジションを切りかえてください。

l車両が前進しているときにRを選択した

低速走行時は Rに切りかわることがあり
ます。

l車両が後退しているときにDを選択した

低速走行時はDに切りかわることがあり
ます。

lRからMを選択した

n走行中にNを選択した場合

一定以上の速度で走行中にNを選択した
場合、シフトレバーをNの位置で保持し
なくてもNに切りかわります。この場合
はブザーが鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイに確認メッセージが
表示され、Nにかわったことを運転者に
知らせます。

nリバース警告ブザー

シフトポジションをRにするとブザーが
鳴り、Rにあることを運転者に知らせま
す。

n自動Pポジション切りかえ機能について

次のときは、自動的にシフトポジション
が Pに切りかわります。

lエンジンスイッチがイグニッションON

モード、かつシフトポジションが P以
外の状態で、車両を停止させエンジン
スイッチを押したとき（シフトポジ
ションが Pに切りかわったあと、エン

ジンスイッチがOFF になります）※

lシフトポジションが P以外の状態で、万
が一、運転席ドアを開け、次の条件を
すべて満たしているとき
･ エンジンスイッチがイグニッションON
モード
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･ 運転席シートベルトを着用していない
･ ブレーキペダルを踏んでいない

シフトポジションがPに切りかわったあ
と、車両を発進させるときは、シフトレ
バーを操作してください。

l走行中にエンジンを緊急停止したあと、
停車したとき

lシフトポジションがP以外の状態で、
バッテリーの電圧が低下したとき

※停車直前など、極低速走行時にエンジ
ンスイッチを押すと、自動的にシフト
ポジションがPに切りかわる場合があ
ります。必ず車両が完全に停止してい
る状態でエンジンスイッチを押してく
ださい。

nシフトポジションがPから切りかわらな
い場合は

バッテリーあがりの可能性があります。
バッテリーがあがってしまった場合の対
処法は、P.495を参照してください。

n ドライブモード

P.352

n スノーモード

雪道など、すべりやすい路面での発
進・走行に適した制御に切りかえる
ことができます。

スノーモードスイッチを手前側へ回
す

警告

nシフトレバーについて

lシフトレバーのノブを取りはずした
り、純正品以外のノブを取り付けた
りしないでください。また、ものを
ぶら下げたりしないでください。シ
フトレバーが定位置にもどらなく
なって、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

l意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外は
シフトレバーにふれないでください。

nPポジションスイッチについて

l車が動いているときは、Pポジション
スイッチにふれないでください。

停車直前など、極低速走行中に Pポジ
ションスイッチを押すと、シフトポジ
ションが Pに切りかわることがあるた
め、車が急停止して思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

l意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外は
Pポジションスイッチにふれないで
ください。

注意

nシフトポジションの切りかえ操作に
ついて

P から P以外、およびP以外からPへ
の切りかえ操作を短時間にくり返し行
わないでください。そのような操作を
行うと、システム保護のため、一定時
間 Pからの切りかえができなくなるこ
とがあります。その場合は、時間をお
いてから操作し直してください。

n車を降りるとき（運転席のみ）

シフトポジション表示灯がPであるこ
とと、パーキングブレーキ表示灯が点
灯していることを確認してから、ドア
を開け、降車してください。

走行モードの選択
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スノーモード表示灯が点灯します。

通常走行モードにもどすときはスノー
モードスイッチをもう一度手前側へ回し
ます。

知識

nスノーモードの自動解除

スノーモードを選択して走行後、エンジ
ンを停止すると、自動的に通常走行モー
ドに切りかわります。

パドルシフトスイッチの“－”ま
たは“＋”側を操作すると、一時
的にレンジを選択する走行へ切りか
わります。
パドルシフトスイッチの“－”側
を操作したとき、走行状態に適した
エンジンブレーキ力を得られるレン
ジに切りかえます。パドルシフトス
イッチの“＋”側を操作したとき
は、現在のレンジより1つ上のレン
ジに切りかえます。
レンジを選択することで、使用する
ギヤ段の上限を制限し、不要なシフ
トアップを抑えたり、エンジンブ
レーキ力を切りかえることができま
す。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
D1からD10レンジのあいだで選択され
ているレンジがメーターに表示されます。

通常走行にもどすときは、パドルシフト
スイッチの“＋”側を一定時間以上保
持します。

レンジの数字が小さい方がエンジンブ
レーキ力は大きくなります。

知識

nDポジションでのレンジ選択の自動解除

次のとき、自動的にDポジションでのレ
ンジ選択が解除されます。

l停車したとき

lアクセルペダルを一定時間以上踏み続
けたとき

lシフトポジションをD以外にしたとき

lパドルシフトスイッチの“+”側を長押
ししたとき

Dポジションでレンジ選択する
には

メーター表
示

機能

D2～ D10

スピードや走行条件に応じ
て、D1 レンジから選択し
たシフトレンジまで自動的

にかわります。

D1
シフトレンジがD1 レンジ

に固定されます。
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nシフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフト
ダウン操作には制限があり、パドルシフ
トスイッチを操作してもシフトダウンで
きない場合があります。（このときブザー
が 2回鳴ります）

シフトポジションをMにすると、M
モードに切りかわります。パドルシ
フトスイッチの操作で思い通りのギ
ヤ段を選択し、運転することができ
ます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
パドルシフトスイッチを操作するごとに
1速ずつ変速します。
M1からM10の中で選択したギヤ段に
固定され、ギヤ段がメーターに表示され
ます。

Mポジションでは、次の場合を除い
てパドルシフトスイッチを操作しな
い限り、変速しません。

l 車速が低下した場合（シフトダウ
ンのみ）

l エンジン冷却水が低温のときや、
オートマチックトランスミッショ
ンフルードが高温または低温のと
きなど、エンジンやオートマチッ
クトランスミッションの保護が必

要な場合

また、車速が低い場合はシフトアッ
プ操作をしても変速しません。

知識

nシフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフト
ダウン操作には制限があり、パドルシフ
トスイッチを操作してもシフトダウンで
きない場合があります。（このときブザー
が 2回鳴ります）

l 次の操作を行うと、シフトポジ
ションが Pに切りかわるまでの
間、自動 Pポジション切り替え機
能を作動させずに、シフトポジ
ションをNに保持することができ
ます。

1 エンジンが始動しているときにシ
フトレバーを操作し、シフトポジ
ションをNに切りかえる

2 シフトレバーを定位置（ ）に

もどす

3 シフトレバーをNの位置に操作
しブザーが鳴るまで保持する

4 ブザーが鳴ったあと、5秒以内に
エンジンスイッチを押す

シフトポジションがNのままエンジンが

停止します。※

ブザーが鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイに“N保持中 解
除するには Pスイッチを押してくだ
さい”が表示されたことを必ず確認

Mモードでギヤ段選択するには

自動Pポジション切り替え機能
を作動させずに、シフトポジ
ションをNに保持したいとき
は
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してください。

l シフトポジションをN 以外にする
には、Pポジションスイッチを押
して、一旦シフトポジションをP
に切りかえてください

l 必ずエンジンが始動している状態
で操作してください。エンジン停
止状態では、シフトポジションを
Nに保持できない場合がありま
す。

※この状態を維持したい場合は、エンジ
ンスイッチを操作しないでください。
エンジンスイッチを繰り返し操作する
と、自動的にシフトポジションが Pに
切りかわったあと、エンジンスイッチ
がOFFになります。

レバー操作により、次のように運転
者の意思を表示することができます。

1 左折
2 左側へ車線変更
（レバーを途中まで動かして離す）

左側方向指示灯が5回点滅します。

3 右側へ車線変更
（レバーを途中まで動かして離す）

右側方向指示灯が5回点滅します。

4 右折

知識

n作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

n方向指示灯の点滅を中止させたいとき

レバーを逆方向の 2または 3の位置に操

注意

n自動Pポジション切り替え機能を作動
させずに、シフトポジションをNに
保持したいときは

必ずエンジンが始動状態であることを
確認してください。エンジン始動状態
以外で操作を行うと、Pポジションに
切り替わるおそれがあります。

方向指示レバー

操作のしかた
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作してください。

n表示灯の点滅が異常に速くなったとき

方向指示灯の電球が切れていないか確認
してください。

n マニュアルモード

手動でパーキングブレーキをかけ
る・解除することができます。

1 スイッチを押し、パーキングブ
レーキをかける

作動後、パーキングブレーキ表示灯が点
灯します。

緊急時、走行中にパーキングブレーキを
かける必要があるときは、スイッチを押
し続けてください。

2 スイッチを引き、パーキングブ
レーキを解除する

パーキングブレーキ

自動または手動でパーキングブ
レーキをかける・解除することが
できます。

オートモードのときは、シフトレ
バーの操作に応じてパーキングブ
レーキが自動で作動します。また、
オートモードのときでも手動で
パーキングブレーキをかける・解
除することができます。

操作のしかた
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･ ブレーキペダルを踏みながら操作して
ください。

･ パーキングブレーキ自動解除機能によ
り、アクセルペダルを踏むことでパー
キングブレーキを解除することができ
ます。アクセルペダルを踏むときは
ゆっくり踏んでください。

解除後、パーキングブレーキ表示灯が消
灯します。

n オートモードをONにする

停車中に、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが出る
までスイッチを押し続ける

オートモードをONにすると、パー
キングブレーキが次のように作動し
ます。

l シフトポジションをP からP以外 
にすると、パーキングブレーキが
解除され、パーキングブレーキ表
示灯が消灯します。

l シフトポジションをP 以外からP 
にすると、パーキングブレーキが
かかり、パーキングブレーキ表示
灯が点灯します。

シフトレバーおよびPポジションスイッ
チは、停車した状態でブレーキペダルを
踏みながら操作してください。

n オートモードをOFFにする

停車中に、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが出る

までスイッチを引き続ける

知識

nパーキングブレーキの作動

lエンジンスイッチがイグニッションON
モード以外では、パーキングブレーキ
スイッチによる解除はできません。

lエンジンスイッチがイグニッションON
モード以外では、オートモードによる
作動（かける・解除する）はできませ
ん。

nパーキングブレーキ自動解除について

オートモード：シフトポジションを Pか
ら P以外 にすると、パーキングブレーキ
が自動的に解除されます。

マニュアルモード：

次の条件をすべて満たしたとき、アクセ
ルペダルを踏むことによりパーキングブ
レーキを解除することができます。

l運転席ドアが閉まっているとき

l運転席シートベルトを着用していると
き

lシフトポジションがD、Mまたは Rのと
き

nマルチインフォメーションディスプレ
イに“EPBが連続で操作されました　
しばらくお待ちください”と表示され
たときは 

短時間に作動をくり返すと、システム過
熱防止のために作動制限することがあり
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ます。その場合は、操作を控えてくださ
い。1分程度でもとの状態にもどります。

nマルチインフォメーションディスプレ
イに“EPB動作が途中で停止しました
”または“EPB現在使用できません
”と表示されたときは

パーキングブレーキスイッチを操作して
ください。何度か操作しても表示が消え
ない場合は、システムに異常があるおそ
れがあります。レクサス販売店で点検を
受けてください。

nパーキングブレーキの作動音

パーキングブレーキが作動するとき、
モーターの音（“ウィーン”という音）
が聞こえることがありますが、異常では
ありません。

nパーキングブレーキ表示灯について

lパーキングブレーキをかけたとき、エ
ンジンスイッチのモードによって、次
のようにパーキングブレーキ表示灯が
点灯します。
イグニッションONモード：パーキン
グブレーキを解除するまで点灯します。
イグニッションONモード以外：約 15
秒間点灯します。

lパーキングブレーキをかけた状態でエ
ンジンスイッチをOFFにしたとき、
パーキングブレーキ表示灯が約 15秒
間点灯したままになりますが、異常で
はありません。

nパーキングブレーキスイッチが故障し
たとき

自動的にオートモードがONになります。

n駐車するとき

P.159

nパーキングブレーキ未解除警告ブザー

パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、警告ブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに“EPBが

ロックされています”と表示されます
（車速が 5km/h をこえたとき）

nブレーキ警告灯が点灯したとき

P.465

n冬季のパーキングブレーキの使用につ
いて

P.364

警告

n駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したままに
しないでください。お子さまが誤って
パーキングブレーキを解除し、車が動
き出して思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意

n駐車するとき

車から離れるときは、パーキングブ
レーキをかけ、シフトポジションを P
にし、車が動かないことを確認してく
ださい。

nシステムに異常が発生したら

安全な場所に車を停め、警告メッセー
ジを確認してください。

n故障などでパーキングブレーキが解
除できないとき

パーキングブレーキがかかったまま走
行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩
耗したりするおそれがあります。この
場合は、ただちにレクサス販売店で点
検を受けてください。
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スイッチを押して、ブレーキホール
ドシステムをON にする

ブレーキホールドスタンバイ表示灯（緑）

が点灯します。ブレーキ保持中はブ

レーキホールド作動表示灯（黄） が点

灯します。

知識

nシステムの作動条件

次のときはブレーキホールドシステムを
ONにできません。

l運転席ドアが閉まっていない

l運転席シートベルトを着用していない

lパーキングブレーキがかかっている

ブレーキホールドシステムがONのとき
に上記いずれかを検出したときは、シス

テムがOFFになり、ブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が消灯します。ブ
レーキ保持中に検出した場合は、さらに
警告音と共にマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され、
自動的にパーキングブレーキがかかりま
す。

nブレーキ保持について

lブレーキ保持中にブレーキペダルが踏
まれていない状態が約 3分継続すると、
自動的にパーキングブレーキがかかり
ます。このときはブザーが鳴り、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

l急坂路ではブレーキ保持できないこと
があり、その場合運転者が、ブレーキ
をかける必要があります。このときブ
ザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。表示された画面の指示に従っ
てください。

lブレーキ保持中にシステムをOFFにす
るときは、ブレーキペダルをしっかり
踏み、もう一度スイッチを押してくだ
さい。

lパーキングブレーキを自動的に作動さ
せたくない場合は、ブレーキホールド
スイッチを押してスタンバイ表示灯
（緑）が消灯したのを確認してからエン
ジンスイッチをOFF にしてください。

nブレーキ保持中にパーキングブレーキ
が自動的にかかったとき

発進時は次のいずれかの操作でパーキン
グブレーキを解除してください。

l運転席シートベルトを着用した状態で
アクセルペダルを踏む

lブレーキペダルを踏みながら、パーキ
ングブレーキスイッチを操作して手動
で解除する

操作したあとパーキングブレーキ表示灯

ブレーキホールド

シフトポジションがD・Mまたは
Nでブレーキホールドシステムが
ONのとき、ブレーキペダルを踏
んで停車するとブレーキがかかっ
たまま保持されます。シフトポジ
ションがDまたはMのとき、ア
クセルペダルを踏むと同時に解除
され、スムーズに発進できます。

システムを作動させるには

A

B
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が消灯したことを確認してください。
（P.178）

nレクサス販売店で点検が必要なとき

ブレーキホールドシステムの作動条件を
満たしているときに、ブレーキホールド
スイッチを押してもブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が点灯しないとき
はシステムの異常が考えられます。ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

nマルチインフォメーションディスプレ
イに“BrakeHold 故障 ブレーキを踏
み解除ください 販売店で点検してくだ
さい”または“BrakeHold 故障 販売
店で 点検してください”が表示された
ときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

n警告メッセージ・警告ブザーについて

操作に関して注意が必要な場合や、シス
テムに異常が発生したときには、警告
メッセージ・警告ブザーで注意をうなが
します。マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示された
ときは、表示された画面の指示に従って
ください。

nブレーキホールド作動表示灯（黄）が
点滅したときは

P.469

警告

n急坂路では

急坂路でブレーキホールドシステムを
使用するときは注意してください。急
坂路ではブレーキホールドシステムに
てブレーキを保持できないことがあり
ます。
また、勾配によってはシステム自体が
作動しないことがあります。

nすべりやすい路面では

タイヤのグリップ限界をこえて停車さ
せることはできません。すべりやすい
路面での使用は控えてください。

注意

n駐車するとき

ブレーキホールドは長時間駐車するた
めの機能ではありません。ブレーキ保
持中にエンジンスイッチをOFF にする
と、保持が解除されて車が動き出す場
合があります。エンジンスイッチを操
作するときは、ブレーキペダルを踏み、
シフトポジションをPにして、パーキ
ングブレーキをかけてください。
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4-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い方

次のように スイッチを操作すると、ランプが点灯します。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へ戻りま

す。

上記の表のスモールランプは、車幅灯・尾灯・インストルメントパネルラン
プを意味します。

※1操作するたびに、2 による点灯状態と 3 による点灯状態が切りかわり

ます。

※2停車中のみ点灯可能。車両を発進させると 2 による点灯状態に切りかわります。

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプなどを点灯・消灯できます。

点灯のしかた

点灯状態

ポジション 周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

1 ヘッドランプ・スモールランプが点灯

2 ※1 LEDデイタイムランニング
ランプ（P.184）が点灯

ヘッドランプ・スモールラ
ンプが点灯

3 ※1 スモールランプが点灯 スモールランプが点灯※2
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スイッチを 3 の位置で1秒以上保持すると、次のように作動

します。

消灯中に 1 か 3 の位置へ操作すると消灯状態が解除されます。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へ戻りま

す。

※停車中のみ消灯可能。車両を発進させると消灯状態が解除されます。

知識

nAUTOモードの作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

nLEDデイタイムランニングランプ

日中での走行時、自車が他の運転者から
見やすくなるように、エンジン始動後、
パーキングブレーキを解除して、ランプ

スイッチを にすると、LEDデイタイ

ムランニングランプが自動で点灯します。

（車幅灯より明るく点灯します。）
LEDデイタイムランニングランプは夜間
の使用を意図したものではありません。

n自動で点灯／消灯する明るさについて

周囲の明るさに応じて自動的にランプが
点灯／消灯します。日中走行中でも周囲
の環境や明るさによって、ヘッドランプ
が自動点灯する場合があります。

nライトセンサー

センサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをウインドウガ
ラスに貼らないでください。周囲からの

消灯のしかた

点灯状態

ポジション 周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

3

ヘッドランプ・スモールラ
ンプ・LEDデイタイムラン
ニングランプ（P.184）

が消灯

ヘッドランプ・スモールラ

ンプが消灯※
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光がさえぎられると、自動点灯・消灯機
能が正常に働かなくなります。

nランプ消し忘れ防止機能

エンジンスイッチをアクセサリーモード
またはOFF にして運転席ドアを開けると
すべてのランプが自動的に消灯します。

再びランプを点灯する場合は、エンジン
スイッチをイグニッションONモードに

するか、一度ランプスイッチを にし

てから または の位置にしま

す。

nランプ消し忘れ警告ブザー

ヘッドランプ・尾灯が点灯している状態
で運転席ドアを開けると、ランプ類の消
し忘れを警告するブザーが鳴ります。

nオートレベリングシステム

通行人や対向車がまぶしくないように、
乗車人数・荷物の量などによる車の姿勢
の変化に合わせて、ヘッドランプの光軸
を自動で調整します。

nワイパー連動ヘッドランプ点灯機能

日中での走行時、ランプスイッチが

でワイパーを作動してしばらくする

と、自車が他車から見やすくなるように
ヘッドランプが自動点灯します。

n節電機能

車両のバッテリーあがりを防止するため、
エンジンスイッチがアクセサリーモード
またはOFF の状態でヘッドランプまたは
尾灯が点灯している場合、節電機能が働

き約20分後にすべてのランプが自動消
灯します。エンジンスイッチをイグニッ
ションONモードにすると、節電機能は
解除されます。次のいずれかを行った場
合、節電機能はいったん解除され、再度
節電機能が働き、約 20分後すべてのラ
ンプが自動消灯します。

lランプスイッチを操作したとき

lドアまたはトランクを開閉したとき

nおもてなし照明

ランプスイッチが の位置で車両周辺

が暗いとき、スマートエントリー＆ス
タートシステムまたはワイヤレスリモコ
ンでドアを解錠すると、車幅灯が自動で
点灯します。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

1 ヘッドランプ点灯時ハイビームに
切りかえ

レバーをもとの位置へもどすとロービー
ムにもどります。

注意

nバッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でランプ類を
長時間点灯しないでください。

ハイビームにするには
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2 レバーを引いているあいだ、ハイ
ビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビームが
点灯します。レバーを離すと、ロービー
ムにもどる、または消灯します。

l ヘッドランプ（ロービーム）点灯
時にハンドルまたは方向指示レ
バーを操作すると、交差点での視
認性確保のため、車両進行方向側
のコーナリングランプが点灯しま
す。

ただし、車速が約 35km/h より高い場合
は、コーナリングランプは点灯しません。

l ヘッドランプ（ロービーム）点灯
時にシフトポジションをRにする
と、駐車時の視認性向上のため、
両側のコーナリングランプが点灯
します。

知識

nコーナリングランプ制御について

コーナリングランプは、点灯したまま約
30分経過すると、自動で消灯します。

1 ランプスイッチを または

の位置にする

2 リングを または の位置に

する

手を離すと の位置までもどります。

マルチウェザーライトがONになり、
メーター内のマルチウェザーライト表示
灯が点灯します。

再度操作するとOFFになります。

知識

n作動条件

次の条件をすべて満たすとマルチウェ
ザーライトが作動し、両側のコーナリン
グランプが点灯します。

lヘッドランプが点灯しているとき

l車速が 45km/h 未満のとき

コーナリングランプ

マルチウェザーライト

マルチウェザーライトはコーナリ
ングランプを点灯させることによ
り、雨や霧などの悪天候下での視
界を確保するシステムです。

マルチウェザーライトのON／
OFF切りかえ
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車速が 45km/h 以上になると一時的に消
灯しますが、35km/h 未満になると再点
灯します。

nリヤフォグランプ★の点灯

マルチウェザーライトがONのときは、
リヤフォグランプも点灯することがあり
ます。（P.187）
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

nカスタマイズ機能

リヤフォグランプ★点灯時のマルチウェ
ザーライトの作動・非作動を変更できま
す。（P.511）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 ランプスイッチを または

の位置にする

2 リングを の位置にする

手を離すと の位置までもどります。

リヤフォグランプが点灯し、メーター内
のリヤフォグランプ表示灯が点灯します。

再度操作すると消灯します。

知識

n点灯条件

lヘッドランプが点灯しているとリヤ
フォグランプも点灯します。

lヘッドランプが消灯しても尾灯が点灯
していれば、リヤフォグランプは消灯
しません。

リヤフォグランプ★

雨や霧などの悪天候下で後続車両
に自車の存在を知らせることがで
きます。

操作のしかた
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nリヤフォグランプの使用

必要なときのみ使用してください。視界
が悪いとき以外に使用すると後続車の迷
惑になる場合があります。

nマルチウェザーライトの作動

リヤフォグランプが点灯時は、マルチ
ウェザーライトも作動することがありま
す。（P.186）

nカスタマイズ機能

リヤフォグランプ点灯時のマルチウェ
ザーライトの作動・非作動を変更できま
す。（P.511）

次のように レバーを操作する

と、ワイパーまたはウォッシャーが

作動します。 を選択したときは、

雨滴量や車速に応じてワイパーが自
動で作動します。

1 停止

ワイパー＆ウォッシャー

レバー操作で、ワイパーの作動を
自動／手動に切りかえたり、
ウォッシャーを作動させたりする
ことができます。

注意

nフロントウインドウガラスが乾いて
いるとき

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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2 雨滴感知オート作動

（AUTO）
雨滴量や車速に応じてワイパーが作動し
ます。

3 低速作動（LO）

4 高速作動（HI）

5 一時作動（MIST）

が選択されているときは、次の

ようにツマミをまわして、雨滴セン
サーの感度を調整することができま
す。

6 雨滴センサーの感度調整（高）
7 雨滴センサーの感度調整（低）

8 ウォッシャー液を出す（フ

ロントウインドウガラス）
レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。
（数回作動したあと、液だれ防止としてさ

らに1回作動します。ただし、走行中は
液だれ防止作動は行いません。）

エンジンスイッチがイグニッションON 
モードの状態でヘッドランプが点灯して
いるとき、5 回手前に引くごとにヘッド
ランプクリーナーが作動します。

9 ウォッシャー液を出す（リ

ヤカメラ）
レバーを前方へ押すとウォッシャーが作
動して、リヤカメラとデジタルインナー
ミラーのカメラを洗浄します。

知識

n作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

n音声対話サービスでの操作★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

lワイパーを 1回のみ作動

lウォッシャー液を出す（停車中のみ操
作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

n車速による作動への影響

選択時以外でも、車速によって

ウォッシャー連動時のワイパー作動（液
だれ防止作動が働くまでの時間）への影
響があります。

低速作動選択時は停車時のみ間欠作動へ
切りかわります。
（雨滴センサーの感度調整が最高に調整さ
れているときは、低速作動を続けます）
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n雨滴感知センサー

l雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。
光学センサーを使用しているため、フ
ロントウインドウガラスに朝日や夕日
が断続的にあたるときや、虫などで汚
れたときに、正しく作動しないことが
あります。

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのときに AUTOモードにすると、
動作確認のためワイパーが1回作動し
ます。

l雨滴感知センサーの温度が85℃以上ま

たは－15℃以下のときは、AUTO作
動しないことがあります。その場合は、

以外を選択してワイパーを使用し

てください。

nウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

nドア開連動ワイパー停止機能

選択中、シフトポジションがPの状

態でワイパーが作動しているときにフロ
ントドアを開けると、ワイパーの水しぶ

きが車両の近くにいる人にかかるのを防
ぐためにワイパーの作動が停止します。
フロントドアを閉めると作動を再開しま
す。

n走行中にエンジンを緊急停止したとき
は

エンジンを停止したときにワイパーが作
動していた場合は、高速作動でワイパー
の作動が継続します。車両停止後にエン
ジンスイッチをイグニッションONモー
ドにすると通常作動を再開し、運転席ド
アを開けるとワイパーの作動を停止しま
す。

nワイパー連動機能

ワイパーを作動させると、ミラーヒー
ターが作動します。
ミラーヒーターは、ワイパー停止後約15
分で自動的にOFF になります。
ミラーヒーターについて：P.373

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

警告

n 選択時のワイパー作動について

を選択しているときは、センサー

にふれたり、フロントウインドウガラ
スに振動があるなどの要因で不意にワ
イパーが動くおそれがあります。ワイ
パーで指などを挟まないように注意し
てください。

nウォッシャー使用時の警告

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロ
ントウインドウガラスに凍りつき、視
界不良を起こして思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。
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ワイパーは使用していないとき、ボ
ンネット下に格納されています。
寒冷時やワイパーゴムを交換すると
きは、ワイパーの停止位置を格納位
置からサービスポジションに切りか
えた上でワイパーを立ててください。

n サービスポジションへ切りかえる

エンジンスイッチをOFF にしたあ
と、約45秒以内にワイパースイッ

チを の位置で約2秒以上保持す

る

ワイパーがサービスポジションに移動し
ます。

n ワイパーを立てる

ワイパーアームのフック部 を持っ
てガラス面から引き上げる

知識

nワイパーを格納位置にもどすには

ワイパーを倒した状態でエンジンスイッ
チをイグニッションONモードにし、い
ずれかのワイパー操作をしてください。
作動後は格納位置で停止します。エンジ
ンスイッチがOFF のときにワイパーがず
れてしまっていても、作動後は正常な位
置にもどります。

注意

nウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

nノズルがつまったとき

ノズルがつまったときはレクサス販売
店へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。

ワイパーの停止位置切りかえ／
ワイパーの立て方

A
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n音声対話サービスでの操作★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、サービス
ポジションへ切りかえることができます。

（停車中およびワイパースイッチが の

位置のみ操作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

注意

nワイパーを立てるときは

lワイパーがボンネット下の格納位置
にあるときは、ワイパーを立てない
でください。格納位置でワイパーを
立てるとボンネットに干渉し、傷が
付くおそれがあります。

lワイパーブレードのみを持ってワイ
パーを立てないでください。ブレー
ドが変形するおそれがあります。

lワイパーを立てた状態でワイパーを
作動させないでください。ワイパー
がボンネットに干渉し、傷が付くお
それがあります。
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4-4. 給油のしかた

l ドアとドアガラスを閉め、エンジ
ンスイッチをOFFにしてくださ
い。

l 燃料の種類を確認してください。

知識

n燃料の種類について

l無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオ
ク）

lバイオ混合ガソリン（プレミアム）

nバイオ混合ガソリンについて

エタノールの混合率10%以下、または
ETBE の混合率 22％以下のガソリン（酸
素含有率 3.7%以下）を使用することが
できます。

給油口の開け方

給油する前に

警告

n給油するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起こ
すなど、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

l給油前にボデーなどの金属部分にふ
れて体の静電気を除去してください。
除去したあとは給油が完了するまで、
車内にもどったり、他の人やものに
ふれないでください。
また、給油口に静電気を除去してい
ない人を近付けないでください。静
電気を帯電した人が給油口に近付く
と、放電による火花で燃料に引火す
るおそれがあります。

lキャップはツマミ部分を持ち、ゆっ
くりと開けてください。また、
キャップをゆるめたときに、“
シュー”という音がする場合は、そ
の音が止まるまでキャップを保持し
てください。
すぐに開けると、気温が高いときな
どに、給油口から燃料が噴き出るお
それがあります。

l気化した燃料を吸わないようにして
ください。
燃料の成分には、有害物質を含んで
いるものもあります。

l喫煙しないでください。

l給油口にノズルを確実に挿入してく
ださい。

l継ぎ足し給油をしないでください。

l正常に給油できない場合は、スタン
ドの係員を呼んで指示に従ってくだ
さい。

注意

n給油するとき

指定のガソリンを使用してください。
指定以外のガソリン（無鉛レギュラー
ガソリン）や他の燃料（粗悪ガソリ
ン・軽油・灯油・高濃度バイオ混合ガ

ソリン※）を使用したり、燃料をこぼ
したりしないでください。
次のような状態になるおそれがありま
す。

lエンジンの始動性が悪くなる

lエンジンからの異音や振動など
（ノッキング）が発生する

lエンジン出力が低下する

l排気制御システムが正常に機能しな
い

l燃料系部品が損傷する
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1 給油扉オープナースイッチを押し
て、給油扉を開ける

2 キャップをゆっくりまわして開
け、ホルダーにはめ込む

知識

n給油扉が開かないとき

P.491

キャップを“カチッ”と音がする
までまわして閉める

手を離すと、キャップが逆方向に少しも
どります。

注意

l塗装が損傷する

※エタノール混合率 10%をこえるも
の、または ETBE混合率 22％をこ
えるもの

給油口を開けるには

給油口の閉め方

警告

nキャップが正常に閉まらないとき

必ずレクサス販売店へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのまま
使用したり、純正品以外のキャップを
使用すると、火災などを引き起こし、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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転

4-5. 運転支援装置について

本取扱説明書では、Ver.3 までの情
報を記載しています。Lexus Safety 
System + ／アドバンスト ドライブ
（渋滞時支援）各機能の制御内容・取
り扱い・警告／注意事項などの最新
情報については、レクサス公式Web
サイトにあるデジタル取扱説明書で
確認することができます。

ご使用前に必ずシステムのソフト
ウェアバージョンに合った取扱説明
書をお読みください。

知識

nご使用にあたっての留意事項

lお客様の安全に関わる問題や法規上の
問題が発生したときは、一時的に一部
の機能を作動不可にすることがありま
す。あらかじめご了承ください。

lG-Link 利用契約が未契約／未更新の場
合、無線通信によるソフトウェアアッ
プデートは行われません。

システムのソフトウェアバージョン
を確認した上で、レクサス公式Web
サイトにアクセスする必要がありま
す。

運転支援機能の更新に関するお知ら
せ、または運転支援アップデート
アップリケーションから現在のソフ
トウェアバージョンを確認すること
ができます。

1 メインメニューの にタッチし

ます。

2 “運転支援アップデート”に
タッチします。

ソフトウェアアップデート
を確認する（Lexus 
Safety System + ／アド
バンスト ドライブ [渋滞時
支援 ]）

G-Link ご利用契約中のお客様は通
信モジュール（DCM）を使ってソ
フトウェアアップデートを実施す
ることで、システムのアップデー
ト・機能の変更／追加ができます。

警告

n安全にお使いいただくために

Lexus Safety System + ／アドバンス
ト ドライブ（渋滞時支援）は、ソフト
ウェアを更新することで各機能の取り
扱い方法が変わることがあります。正
しい取り扱い方法を知らずにシステム
を使用すると、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

lレクサス公式Web サイトにある、シ
ステムのソフトウェアバージョンに
合ったデジタル取扱説明書をお読み
いただいた上でご使用ください。

Lexus Safety System + ／ア
ドバンスト ドライブ（渋滞時
支援）の取扱説明書での記載内
容について

自車の Lexus Safety System 
+ ／アドバンスト ドライブ
（渋滞時支援）のバージョンに
合った取扱方法をお読みいただ
くには

センターディスプレイ／ス
マートフォンでバージョンを
確認する
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1 パソコンやスマートフォンから、以下URLにアクセスする

2 事前に確認したバージョンが含まれたファイルを選択する

知識

nデジタル取扱説明書について

ご希望の場合、印刷した冊子を購入する
こともできます。詳しくはレクサス販売
店にお問い合わせください。

ソフトウェアアップデートがある場
合、センターディスプレイに通知画
面が表示されます。画面の指示に
従ってください。

ソフトウェアを更新することで、各
機能の取り扱い方法が変わったり、
機能が追加されたりすることがあり
ます。

変更・追加された内容は、レクサス
公式Web サイトにあるデジタル取
扱説明書で確認することができます。

知識

nソフトウェアアップデートについて留
意事項

l一度ソフトウェアアップデートを実施
すると、前のバージョンにもどすこと
はできません。

l通信環境や更新内容によって、ソフト

ウェアアップデートに数時間かかるこ
とがあります。エンジンスイッチを
OFF にすると更新は中断されますが、
再度イグニッションONモードにする
と前回の続きから再開します。

lソフトウェアアップデートの実施中で
も Lexus Safety System + ／アドバン
スト ドライブ（渋滞時支援）を使用す
ることができます。

l次のようなときは自動でソフトウェア
アップデートを実施することがありま
す。
･ システムの不具合など、お客様の安全

に関わる問題が発生したとき※

･ 法規上の問題が発生したとき※

･ 取り扱い方法や性能に影響がない、軽
微な修正を行うとき

※すべての更新内容がインストールされ、
ソフトウェアが最新の状態になること
があります。

n運転支援機能の更新通知で確認できる
こと

次の項目を確認、または実行できます。

lソフトウェアのバージョン、更新内容、
注意事項、使い方などの表示

lソフトウェアの更新履歴表示へのリン
ク

lソフトウェアの更新

自車の Lexus Safety System + ／アドバンスト ドライブ（渋滞
時支援）のバージョンに合った取扱方法をお読みいただくには

URL QR コード

https://manual.lexus.jp/safetysu/

ソフトウェアを更新する
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Lexus Safety System +

Lexus Safety System + は、運転
支援装置によって運転者を補助し、
安全で快適なドライブを支援しま
す。

警告

nLexus Safety System + について

Lexus Safety System + は運転者の安
全運転を前提としたシステムであり、
事故被害や運転負荷の軽減に寄与する
ことを目的としています。

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

n安全にお使いいただくために

lシステムを過信しないでください。
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、安全運転を心がけてく
ださい。本システムはあらゆる状況
で動作するものではなく、支援には
限界があります。システムに頼った
り、安全を委ねる運転をしたりする
と思わぬ事故につながり、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

lお客様ご自身で作動テストを行わな
いでください。対象や状況によって
はシステムが正常に作動せず、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

l走行操作に関して注意が必要な場合
や、システムに異常が発生したとき
には、警告メッセージ・警告ブザー
で注意をうながします。ディスプレ
イに警告メッセージが表示されたと
きは、表示された画面の指示に従っ
てください。

l外部の騒音やオーディオの音などに
より、警報ブザーが聞きとりにくい
場合があります。また、路面状況な
どにより、システムの作動を感じに
くい場合があります。

nシステムをOFF にする必要があると
き

次のときは、システムをOFFにしてく
ださい。

システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

l過積載やパンクで車両が傾いている
とき

l過度な高速走行をしているとき

lけん引時

lトラック／船舶／列車などに積載す
るとき

l車両をリフトで上げ、タイヤを空転
させるとき

l点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

lオフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

l洗車機を使用するとき

lセンサーやセンサー周辺への衝撃な
どによりセンサーの向きがずれてい
るとき、変形しているとき

lセンサーやライトをさえぎるような
装備品を装着しているとき

l応急用タイヤ・タイヤチェーンなど
を装着しているとき、タイヤパンク
応急修理キットで修理したとき

lタイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき
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n AHS（アダプティブハイビームシ
ステム）

P.206

n AHB（オートマチックハイビー
ム）

P.209

n PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

P.211

n LTA（レーントレーシングアシス
ト）

P.221

n LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

P.229

n LCA（レーンチェンジアシスト）

P.225

n FCTA（フロントクロストラ
フィックアラート）

P.239

n PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

P.234

n 発進遅れ告知機能

P.241

n RSA ( ロードサインアシスト )

P.243

n レーダークルーズコントロール

P.246

n クルーズコントロール

P.256

n ドライバー異常時対応システム

P.260

n ドライバーモニター

P.205

複数のセンサーにより、システムの
作動に必要な情報を認識します。

n 周囲の状況を検出するセンサー

前方レーダー

前方カメラ

前側方レーダー

後側方レーダー

警告

lメーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

l事故や故障などにより走行不安定な
とき

運転支援装置

Lexus Safety System + で使
用するセンサー

A

B

C

D
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n 運転者の状態を検出するセンサー

ドライバーモニターカメラ

警告

nレーダーの故障や誤作動を防ぐため
に

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、レーダーが正
常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

lレーダーとレーダー専用カバーは常
にきれいにしておく

レーダー前面やレーダー専用カバー前
後面に汚れ・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

お手入れをする際は、レーダーやレー
ダー専用カバーを傷付けないよう、や
わらかい布で汚れをふき取ってくださ
い。

レーダー

レーダー専用カバー

A

A

B

l前側方レーダー周辺のフロントバン
パーは常にきれいにしておく。

lレーダーやレーダー専用カバー周辺
にアクセサリーを付けたり、ステッ
カー（透明なものを含む）などを
貼ったりしない

lレーダー周辺への衝撃を避ける

レーダー／フロントグリル／フロント
バンパーに衝撃を受けた際は、必ずレ
クサス販売店で点検を受けてください。

lレーダーを分解しない

lレーダーやレーダー専用カバーを改
造、塗装したりしない。純正部品以
外に交換しない。

l次のようなときは、レーダーの再調
整が必要です。詳しくはレクサス販
売店にご相談ください。

･ レーダーを脱着や交換したとき

･ フロントバンパー／フロントグリル
を交換したとき

n前方カメラの故障や誤作動を防ぐた
めに

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、前方カメラが
正常に作動せず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。
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警告

lフロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚
れ／油膜／水滴／雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラス
コーティング剤を使用していても、
前方カメラ前部に水滴などが付着し
た場合は、ワイパーでふき取ってく
ださい。

･ フロントウインドウガラス内側の前
方カメラ取り付け部が汚れた場合は、
レクサス販売店にご相談ください。

lフロントウインドウガラスの前方カ
メラ前部（図に示す範囲内）にス
テッカー（透明なものを含む）など
を貼り付けない

約 4cm

約 4cm

l前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスが曇ったり、結露したり、
凍結したりした場合は、エアコンの
機能を使用する

l前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスの水滴をワイパーが正しく
ふき取れないときは、ワイパーゴム
またはワイパーブレードを交換する

lフロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない

A

B

lフロントウインドウガラスに傷・ひ
びなどが生じた場合は、そのまま放
置せずに交換する

フロントウインドウガラスの交換後は、
前方カメラの再調整が必要です。詳し
くはレクサス販売店にご相談ください。

l前方カメラに液体をかけない

l前方カメラに強い光を照射しない

l前方カメラのレンズを汚したり、傷
を付けたりしない

フロントウインドウガラス内側を掃除
するときは、ガラスクリーナーがレン
ズに付着しないようにしてください。
また、レンズにはふれないでください。

レンズに汚れ・傷がある場合は、レク
サス販売店にご相談ください。

l前方カメラに強い衝撃を加えない

l前方カメラの取り付け位置や向きを
変更したり、取りはずしたりしない

l前方カメラを分解しない

lインナーミラーなどの前方カメラ周
辺部品や天井を改造しない

lボンネット・フロントグリル・フロ
ントバンパーに、前方カメラの視界
をさえぎる可能性のあるアクセサ
リーを取り付けない

詳しくはレクサス販売店にご相談くだ
さい。

lルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、前方カ
メラの視界をさえぎらないようにす
る

lヘッドランプなどのランプ類を改造
しない
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知識

nセンサーやシステムが正しく作動しな
いおそれがあるとき

l車両の高さや傾きが変わるような改造
をしているとき

lフロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき、ひび割れ
や破損があるとき

l外気温が高温または低温のとき

lセンサー前面に泥、雨滴、雪、虫、ゴ
ミなどが付着したとき

l悪天候時（雨・霧・雪・砂嵐など）

l前方に水／雪／土ぼこりなどの巻き上
げや水蒸気・煙があるとき

l夜間やトンネル内など暗い場所でヘッ
ドランプを点灯していないとき

lヘッドランプのレンズが汚れて照射が
弱いとき

lヘッドランプの光軸がずれているとき

lヘッドランプが故障しているとき

l対向車のヘッドランプ光／太陽光／反
射光などが前方カメラに入射している
とき

l急激な明るさの変化があるとき

lテレビ塔／放送局／発電所／レーダー
搭載車両など、強い電波やノイズが発

警告

nフロントウィンドウガラスの前方カ
メラ取り付け部について

フロントウインドウガラスが曇る可能
性があるとシステムが判断した場合、
ヒーターにより前方カメラ周辺のフロ
ントウインドウガラスの曇り取りが自
動的に作動します。お手入れなどで前
方カメラ周辺にふれるときは、十分に
フロントガラスが冷めてからにしてく
ださい。やけどをするおそれがありま
す。

nドライバーモニターカメラの取り扱
いについて

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、ドライバーモ
ニターカメラの故障や誤作動によりシ
ステムが正常に作動せず、思わぬ事故
につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

lドライバーモニターカメラおよびそ
の周辺に強い衝撃を与えない

強い衝撃を受けると、ドライバーモニ
ターカメラの位置や向きがずれ、運転
者を正しく検知できなくなるおそれが
あります。必ずレクサス販売店で点検
を受けてください。

lドライバーモニターカメラを分解・
改造しない

lドライバーモニターカメラおよびそ
の周辺にアクセサリーを付けたり、
ステッカー（透明なものを含む）な
どを貼ったりしない

lドライバーモニターカメラおよびそ
の周辺に液体をかけない

lドライバーモニターカメラの前にも
のを置いたり、覆ったりしない

lドライバーモニターカメラのレンズ
を傷付けない

lドライバーモニターカメラのレンズ
をさわったり、汚したりしない

レンズに指紋や汚れが付着した場合は、
レンズを傷付けないよう乾いたやわら
かい布でふき取ってください。

lお手入れする際は、樹脂を腐食させ
るような洗剤・有機溶剤を使用しな
い
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生する場所の近くを走行するとき

lワイパーブレードがセンサーの視界を
さえぎっているとき

l周囲に次のようなレーダーの電波を反
射するものがあるとき

･ トンネル
･ トラス橋
･ 砂利道
･ 轍のある雪道
･ 壁
･ 大型トラック
･ マンホール
･ ガードレール
･ 鉄板

l周囲に段差や突起物があるとき

l超小型モビリティなどのように対象車
両の全幅が狭いとき

l空荷のトラックなど対象車両の前端・
後端面積が小さいとき

l低床トレーラーなど対象車両の前端・
後端が低い位置にあるとき

l対象車両の最低地上高が極端に高いと
き

l対象車両の荷台から荷物がはみ出して
いるとき

l対象車両の一部が布で覆われているな

ど金属の露出が少ない車両のとき

lトラクター・サイドカーなど対象車両
が特殊な形状のとき

l対象車両との車間距離が極端に短く
なったとき

l対象車両の位置がずれている場合

l対象車両に雪や泥などが付着している
場合

l次のような道路を走行しているとき
･ 急なカーブや曲がりくねった道
･ 急な上り坂や下り坂など、路面勾配が
変化する道
･ 左右に傾きのある道
･ 路面に深いわだちがある道
･ 整備されていない荒れた道
･ 起伏や段差が多い道路

lハンドル操作が不安定な場合

l車線内での自車の位置が一定でない場
合

l本システム部品もしくはブレーキ等の
関連部品が冷えている・過熱している・
ぬれているなど

lホイールアライメントがずれていると
き

l凍結路・積雪路・砂利道などのすべり
やすい路面を走行するとき

lカーブの形状とは異なる経路で走行す
るとき

lカーブに対して進入速度が過度に高い
とき

l駐車場や車庫、カーエレベータなどに
出入りするとき

l駐車場内を走行するとき

l生い茂った草・垂れ下がった枝・垂れ
幕など自車に覆い被さるような障害物
がある場所を走行するとき

l風が強いとき
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n車線を検知できないおそれがあるとき

l車線の幅が極端に狭い、または広いと
き

l車線変更をした直後、または交差点を
通過した直後

l工事によって規制された車線、または
仮設の車線を走行しているとき

l周囲に車線もしくは類似の構造物、模
様、影があるとき

l同一車線上に複数の白線があるとき

l車線が明瞭でないとき、濡れた路面を
走行しているとき

l車線が縁石等の上に引かれているとき

lコンクリート路のような照り返しなど
で明るい路面を走行しているとき

nシステムの一部もしくは全てが作動し
ないとき

l本システムもしくはブレーキ、ステア
リング等関連システムに異常検出時

lVSC、TRC等の安全システムが作動時

lVSC、TRC等の安全システムがOFFの
時

nブレーキの作動音や踏み応えの変化に
ついて

lブレーキが作動したときにブレーキの
作動音が聞こえたり、ブレーキペダル
の踏み応えがかわったりすることがあ
りますが異常ではありません。

lシステムの制御によるブレーキ作動中
はブレーキペダルがお客様の想定より
も固く感じられたり、ブレーキペダル
が沈みこんだりすることがあります。
どちらの場合もブレーキの踏み増しは
可能です。必要に応じてブレーキを踏
み増ししてください。

nドライバーモニターが正常に作動しな
いおそれがある状況

次のような状況のとき、ドライバーモニ
ターカメラは運転者の顔を検知できず、
機能が正常に作動しないおそれがありま
す。

l炎天下での駐車後など、車内が高温の
とき

l強い光（太陽光や後続車のヘッドラン
プ光など）がドライバーモニターカメ
ラにあたっているとき

l周囲の構造物の影響などで、車内の明
るさがひんぱんに変化するとき

l強い光（太陽光や対向車のヘッドラン
プ光など）が運転者の顔にあたってい
るとき

l眼鏡・サングラスのレンズに車内や車
外からの光が映り込んでいるとき

l助手席や後席の乗員が身を乗り出すな
ど、ドライバーモニターカメラの検知
範囲に複数の顔があるとき

l前に身を乗り出したり、窓から顔を出
したりするなど、顔がドライバーモニ
ターカメラの検知範囲から外れている
とき

lハンドルやハンドルを握る手・腕など
でドライバーモニターカメラが隠れた
とき

l帽子を被っているとき

l眼帯を着用しているとき

l赤外線を通しにくい眼鏡やサングラス
をかけているとき

lコンタクトレンズをつけているとき

lマスクを着用しているとき

l笑ったり、眼を細めたりしているとき

l眼・鼻・口や、顔の輪郭が隠れている
とき

l眼・鼻・口・顔の輪郭が判定できなく
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なるような化粧をしているとき

l眼鏡・サングラスのフレームや髪など
で眼が隠れているとき

l車内に近赤外線光源を搭載した機器
（市販のドライバーモニタリングシステ
ムなど）があるとき

nレーダーの取り扱い
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ドライバーモニターカメラで運転者
の顔の位置・向きや眼の開閉状態を
検知し、運転者が周囲の状況を確認
し運転操作できる状態であるかシス
テムが判断します。

ドライバーモニターが正常に作動す
るためには、ドライバーモニターカ
メラで運転者の顔全体を撮影する必
要があります。

ハンドルやシートの位置が高すぎた
り、低すぎたりするとドライバーモ
ニターカメラが運転者の顔を一部撮
影できず、運転支援システムが一部
作動できなかったり、ブザーとディ
スプレイ表示で注意喚起を行ったり
することがあります。

n 注意喚起

次のようなとき、ブザーとディスプ
レイ表示で注意喚起を行うことがあ
ります。

l 運転者が脇見している／眼を閉じ
ているとシステムが判断したとき

l 運転者の顔が検知できない／姿勢
が崩れているとシステムが判断し
たとき

ハンドル／シートの位置が高すぎた
り低すぎたりする場合、ドライバー
モニターカメラが運転者の顔全体を
認識できず、注意喚起を行うことが
あります。メーター全体が見える運
転姿勢になるようにハンドル／シー
トの位置を調整してください。運転
姿勢を調整しても注意喚起が継続す
るときは、レクサス販売店にご相談
ください。

知識

n注意喚起

車速が低いときは作動しないことがあり
ます。

nドライバーモニターが正常に作動しな
いおそれがある状況

P.203

ドライバーモニターの設定は、カス
タマイズ設定から変更することがで
きます。（P.511）

ドライバーモニター

基本機能

警告

n安全にお使いいただくために

lドライバーモニターは運転者の不注
意行動や姿勢崩れを未然に防ぐもの
ではありません。常に周囲の状況を
把握し、安全運転に努めてください。

lドライバーモニターは運転者の眠気
を解消するものではありません。集
中力の低下や眠気を感じたら、適度
に休憩や仮眠を取り、安全運転に努
めてください。

ドライバーモニターの設定を変
更する
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l 車速に応じて、ハイビームの明る
さと照らす範囲を調整します。

l カーブを走行しているとき、進行
方向側をハイビームでより明るく
照らします。

l 前方車両の周辺を遮光したハイ
ビームを点灯します。（遮光ハイ
ビーム）

前方車両へのまぶしさを緩和しつつ、前
方視界の確保を補助します。

ハイビームで照らす範囲

ロービームで照らす範囲

l 先行車との距離に応じて、ロー
ビームの照らす範囲を調整しま
す。

1 アダプティブハイビームシステム
スイッチを押す

2 ランプスイッチを または

にする

レバーがロービームの位置にあるとき、
アダプティブハイビームシステムが作動

AHS（アダプティブハイ
ビームシステム）

アダプティブハイビームシステム
は、フロントウインドウガラス上
部に設置された前方カメラにより
前方車両のランプや街路灯などの
明るさを判定し、ヘッドランプの
配光を制御します。

警告

n安全にお使いいただくために

アダプティブハイビームシステムを過
信しないでください。運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけ、必要に応じて手動でハ
イビームとロービームを切りかえてく
ださい。

nアダプティブハイビームシステムの
誤作動を防ぐために

システムをOFFにする必要があると
き：P.197

システムの制御

アダプティブハイビームシステ
ムを使うには

A

B
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し、AHS表示灯が点灯します。

知識

nシステムの作動条件

l次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムが点灯し、システムが作動します。

･ 車速が約 15km/h 以上※

･ 車両前方が暗い
※車速が約 30km/h 以上になると、カー
ブ走行時に進行方向側を明るく照らし
ます。

l次の条件をすべて満たすと、前方車両
の位置に応じて遮光ハイビームに切り
かわります。

･ 車速が約 15km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいる
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が少
ない

l次の条件のいずれかのとき、ロービー
ムに切りかわります。

･ 車速が約 12km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両の台数が多い
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が多
い

n前方カメラの検知について

l次のような状況では、ハイビームが自
動で遮光ハイビームに切りかわらない
場合があります。

･ 車両が割り込んできたとき
･ 他車が前方を横切ったとき

･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき
･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき
･ 前方車両が遠方を走行しているとき
･ 前方車両が無灯火のとき
･ 前方車両のランプ類の照度が低いとき
･ 前方車両が自車のヘッドランプなどの
強い光を反射しているとき
･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.201

l前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームが遮光ハイビームに切りかわる
場合があります。

l街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板・反射板（リフレクター）
などの反射物によりハイビームが遮光
ハイビームに切りかわる場合や切りか
わらない場合、または遮光範囲が変化
する場合があります。

l次の原因により、遮光範囲の追従速度
やロービームへの切りかえのタイミン
グが変化する場合があります。
･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両との車間距離
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき
･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）
･ 乗車人数や荷物の量

lヘッドランプの配光制御が運転者の感
覚に合わない場合があります。

l自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

l次のような状況では、周囲の明るさが
正確に検知されず、ハイビームが歩行
者や前方車両などの迷惑になる場合や、
ロービームが継続する場合があります。
このような場合は、手動でハイビーム
とロービームを切りかえてください。



208 4-5. 運転支援装置について

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの点灯が不適切と思われる
とき、またはほかの運転者・付近の歩
行者の迷惑になると思われるとき

･ システムをOFFにする必要があると
き：P.197

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.201

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

n ハイビームへの切りかえ

レバーを前方へ押す

アダプティブハイビームシステム表示灯
が消灯し、ハイビーム表示灯が点灯しま
す。

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度レバーをもとの位置にもど
します。

n ロービームへの切りかえ

アダプティブハイビームシステムス
イッチを押す

アダプティブハイビームシステム表示灯
が消灯します。

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度スイッチを押します。

ハイビームの使用に問題がある、ま
たは他の運転者・付近の歩行者の迷
惑になると思われるときに使用しま
す。

レバーを手前に引き、もとの位置に
もどす

レバーを引いているあいだはハイビーム
が点灯しますが、レバーがもとの位置に
もどるとしばらくのあいだロービームが
点灯します。その後、再度アダプティブ
ハイビームシステムが作動します。

手動制御に切りかえるには

一時的なロービームへの切りか
え
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1 オートマチックハイビームスイッ
チを押す

2 ランプスイッチを または

にする

レバーがロービームの位置にあるとき、
オートマチックハイビームシステムが作
動し、AHB表示灯が点灯します。

知識

nハイビームとロービームの自動切りか
え条件

l次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムを点灯します。
･ 車速が約 30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が少
ない 

l次の条件のいずれかのときはロービー
ムが点灯します。
･ 車速が約 25km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が多
い

n前方カメラの検知について

l次の状況では、ハイビームが自動で
ロービームに切りかわらない場合があ
ります。
･ 車両が割り込んできたとき
･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき
･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき
･ 前方車両が遠方を走行しているとき
･ 前方車両が無灯火のとき

AHB（オートマチックハイ
ビーム）

オートマチックハイビームは、フ
ロントウインドウガラス上部に設
置された前方カメラにより前方車
両のランプや街路灯などの明るさ
を判定し、自動的にハイビームと
ロービームを切りかえます。

警告

n安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しな
いでください。運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、安全運転を
心がけ、必要に応じて手動でハイビー
ムとロービームを切りかえてください。

nオートマチックハイビームの誤作動
を防ぐために

システムをOFFにする必要があると
き：P.197

オートマチックハイビームを使
うには
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･ 前方車両のランプ類の照度が低いとき
･ 前方車両が自車のヘッドランプなどの
強い光を反射しているとき

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.201

l前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
があります。

l街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
や、ロービームが継続する場合があり
ます。

l次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変化
する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両との車間距離
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

lハイビームとロービームが運転者の感
覚に合わず切りかわる場合があります。

l自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

l次の状況では、周囲の明るさが正確に
検知されず、ハイビームが歩行者や前
方車両などの迷惑になる場合や、ロー
ビームが継続する場合があります。こ
のような場合は、手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの点灯が不適切と思われる
とき、またはほかの運転者・付近の歩
行者の迷惑になると思われるとき
･ システムをOFF にする必要があると
き：P.197
･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.201

n ハイビームへの切りかえ

レバーを前方へ押す

AHB表示灯が消灯し、ハイビーム表示灯
が点灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度レバーをもとの位置にもどします。

n ロービームへの切りかえ

オートマチックハイビームスイッチ
を押す

AHB表示灯が消灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度オートマチックハイビームスイッチ
を押します。

手動制御に切りかえるには
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ハイビームの使用に問題がある、ま
たは他の運転者・付近の歩行者の迷
惑になると思われるときに使用しま
す。

レバーを手前に引き、もとの位置に
もどす

レバーを引いているあいだはハイビーム
が点灯しますが、レバーがもとの位置に
もどるとしばらくのあいだロービームが
点灯します。その後、再度オートマチッ
クハイビームが作動します。

一時的なロービームへの切りか
え

PCS（プリクラッシュセー
フティ）

進路上の作動対象（P.212）を
センサーで検出し、衝突の可能性
が高いとシステムが判断したとき
に、警報やブレーキ力制御により
運転者の衝突回避操作を補助しま
す。また、衝突の可能性がさらに
高まったと判断したときは、自動
的にブレーキを作動させることで、
衝突回避を支援、あるいは衝突被
害の軽減に寄与します。

必要に応じて、プリクラッシュ
セーフティのON／OFFや、警
報タイミングを切りかえることが
できます。（P.220）

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

プリクラッシュセーフティを日常のブ
レーキ操作のかわりには絶対に使用し
ないでください。本システムはあらゆ
る状況で衝突を回避または衝突の被害
を軽減するものではありません。シス
テムに頼ったり、安全を委ねる運転を
したりすると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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システムは次のものを作動対象とし
て検出しています。（機能によって、
作動対象が異なります）

l 車両

l 自転車※

l 歩行者

l 自動二輪車※

l 壁
※人が乗車している場合のみを作動対象
としています。

n 衝突警報

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、“ピピピ・・・”とブ
ザー音が鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイにアイコンと

メッセージを表示し、回避操作をう
ながします。

作動対象が車両の場合、緩ブレーキ
による警告を行う場合もあります。

アクセルが強く踏み込まれていると
システムが判断した場合は、図で示
すアイコンとメッセージがマルチイ
ンフォメーションディスプレイに表
示されます。

n プリクラッシュブレーキアシスト

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、運転者のブレーキ操作
で不足しているブレーキ力を増強し
ます。

n プリクラッシュブレーキ

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したときは、ブレーキが自動でか
かり、衝突回避を支援、あるいは衝
突被害の低減に寄与します。

警告

lプリクラッシュセーフティは衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ 安全にお使いいただくため
に：P.197

nプリクラッシュセーフティをOFF に
するとき

lシステムをOFFにする必要があると
き：P.197

システムの作動対象

機能一覧
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n 緊急時操舵支援

システムが次の条件を全て満たした
と判断した場合、操舵支援を行い、
車両の安定性確保と車線逸脱の抑制
に寄与します。

作動時には衝突警報に加え、図で示
すシンボルがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示されます。

l 衝突する可能性が高い

l 自車線内に回避するための十分な
スペースがある

l 運転者の回避操舵があった

l 運転者の回避操舵にかかわらず、
ブレーキとハンドルの制御を行
い、衝突回避の支援や衝突被害の
軽減に寄与します。

作動時には衝突警報とディスプレイ
表示で注意喚起を行います。

n 交差点衝突回避支援（右左折）

次のような状況において衝突の可能
性が高いとシステムが判断したとき、
衝突警報およびプリクラッシュブ
レーキによる支援を行います。

交差点の形状によっては正しく支援
できない場合があります。

l 交差点で右折して対向車 /対向自
動二輪車の進路を横切るとき

l 右左折中に、横断歩行者や、自転
車を検出したとき

n 交差点衝突回避支援（出合頭車
両）

交差点など、側方から接近する車両
や自動二輪車との衝突の可能性が高
いとシステムが判断したとき、衝突
警報およびプリクラッシュブレーキ
による支援を行います。

交差点の形状によっては正しく支援
できない場合があります。

n 低速時加速抑制

低速走行時にアクセルペダルが強く
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踏み込まれ、衝突の可能性があると
システムが判断したとき、エンジン
出力を抑制または弱いブレーキをか
けることで加速を抑制します。作動
時には、ブザー音が鳴り、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警
告灯とメッセージを表示します。

n サスペンションコントロール

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、AVS（P.357）に
よってショックアブソーバーの減衰
力を制御することで、安定した車両
姿勢の維持に寄与します。

警告

nプリクラッシュブレーキについて

lプリクラッシュブレーキが作動した
ときは、強いブレーキがかかります。

lプリクラッシュブレーキは停止状態
を保持する機能ではありません。プ
リクラッシュブレーキの作動により
車両が停止したときは、必要に応じ
て速やかに運転者自らブレーキをか
けてください。

lプリクラッシュブレーキは運転者の
操作状態によっては作動しません。
運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを操作したりし
ていると、運転者の回避操作とシス
テムが判断し、プリクラッシュブ
レーキが作動しない、または作動が
解除される場合があります。

lブレーキペダルを踏んでいるときは、
運転者の回避操作とシステムが判断
し、プリクラッシュブレーキの作動
開始タイミングが遅れる場合があり
ます。

n低速時加速抑制について

運転者がハンドルを操作していると、
回避操作とシステムが判断し、低速時
加速抑制が作動しない、または作動が
解除される場合があります。

n緊急時操舵支援について

l緊急時操舵支援は車線逸脱抑制制御
が完了したとシステムが判断した段
階で作動を解除します。

l緊急時操舵支援は運転者の操作状態
によっては作動しない、または作動
中に解除される場合があります。

･ 運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを大きく操作し
たり、ブレーキを踏んでいたり、方
向指示レバーを操作すると、運転者
の回避操作とシステムが判断し、緊
急時操舵支援が作動しない場合があ
ります。

･ 緊急時操舵支援作動中に、アクセル
ペダルを強く踏んだり、ハンドルを
大きく操作したり、ブレーキを踏ん
でいると、運転者の回避操作とシス
テムが判断し、緊急時操舵支援の作
動が解除される場合があります。
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知識

nプリクラッシュセーフティ各機能の作動条件

プリクラッシュセーフティがONで、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシステム
が判断したときに作動します。

ただし、次のときシステムは作動しません。

lバッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ

lシフトポジションがRのとき

lVSC OFF 表示灯が点灯しているとき（衝突警報のみ作動可能状態になります）

各機能の作動速度、作動解除は次のとおりです。

l衝突警報

衝突警報が作動中にハンドルを大きく操作するか、すばやく操作すると、衝突警報が解
除される場合があります。

lプリクラッシュブレーキアシスト

警告

･ 緊急時操舵支援作動中に、ハンドル
を保持したりシステムと逆方向にハ
ンドル操作した場合には、緊急時操
舵支援の作動が解除されます。

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約5～ 180km/h 約 5～ 180km/h

対向車両 約 30～ 180km/h 約 80～ 220km/h

自転車 約 5～ 80km/h 約 5～ 80km/h

歩行者 約 5～ 80km/h 約 5～ 80km/h

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約 5～ 180km/h 約 5～ 80km/h

対向自動二輪車 約 30～ 180km/h 約 30～ 180km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約 30～ 180km/h 約 10～ 180km/h

自転車 約 30～ 80km/h 約 30～ 80km/h

歩行者 約 30～ 80km/h 約 30～ 80km/h

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約 30～ 180km/h 約 10～ 80km/h
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lプリクラッシュブレーキ

プリクラッシュブレーキ作動中に次の操作をすると、プリクラッシュブレーキの作動が
解除される場合があります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

l緊急時操舵支援

方向指示灯が点滅しているときは、緊急時操舵支援が作動しません。

※下限速度：プリクラッシュブレーキでは回避が困難な速度

緊急時操舵支援作動中に次の操作をすると、緊急時操舵支援の作動が解除される場合が
あります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

･ ブレーキペダルを踏む

l交差点衝突回避支援（右左折）

方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動しませ
ん。

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約5～ 180km/h 約 5～ 180km/h

対向車両 約 30～ 180km/h 約 80～ 220km/h

自転車 約 5～ 80km/h 約 5～ 80km/h

歩行者 約 5～ 80km/h 約 5～ 80km/h

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約 5～ 180km/h 約 5～ 80km/h

対向自動二輪車 約 30～ 180km/h 約 30～ 180km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両、自転
車、歩行者、自動二輪車

約 40～ 80km/h

アクティブ操舵機能：※～
80km/h

約 40～ 80km/h

アクティブ操舵機能：※～
80km/h

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

対向車両 約 5～ 40km/h 約 5～ 75km/h 約 10～ 115km/h

歩行者 約 5～ 30km/h  約 5～ 40km/h
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l交差点衝突回避支援（出合頭車両）

相手車速度が自車速度以下の場合しか作動しません。

自車速度が約40km/h 以上のときは、相手車速度が約 40km/h 以下の場合しか作動し
ません。

l低速時加速抑制

方向指示灯が点滅しているときは、低速時加速抑制が作動しません。

低速時加速抑制の作動中に次の動作をすると、低速時加速抑制の作動が解除されます。

･ アクセルペダルを離す

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

n作動対象の検出

大きさ・輪郭・動きなどから検出します。

周囲の明るさや、作動対象の動き・姿勢・
角度などによっては、作動対象を検出で
きず、システムが正常に作動しないおそ
れがあります。

図は作動対象として検出する対象のイ
メージです。

n衝突の可能性が高くなくてもシステム
が作動するおそれがあるとき

l例えば次のような状況では、システム
が衝突の可能性が高いと判断し、作動
するおそれがあります。
･ 作動対象などのすぐそばを通過すると
き
･ 車線を変更して作動対象などを追いこ
すとき
･ 作動対象などに急接近したとき
･ 道路脇の作動対象や物体（ガードレー
ル・電柱・木・壁など）に近付いたと
き
･ カーブの道路脇に作動対象や物体など
が存在するとき

自転車 約 5～ 30km/h  約 5～ 50km/h

対向自動二輪車 約 5～ 40km/h 約 5～ 75km/h 約 10～ 115km/h

作動対象 自車速度 相手車速度 相対速度

車両、自動二輪車
（側面）

約 5～ 60km/h 約 50km/h 以下 約 5～ 60km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両、歩行
者、自転車、壁

約0～ 15km/h 約 0～ 15km/h

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度
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･ 自車の前方に作動対象との区別がつき
にくい模様・ペイントがあるとき

･ 車線変更や右左折している作動対象な
どを追い抜くとき

･ 右左折待ちの作動対象などとすれ違う
とき

･ 作動対象などが自車進路内に入る手前
で停止または進路変更したとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ ETC ゲートや駐車場のゲートなどの開
閉バーに接近したとき

･ 右左折中に、対向車 /対向自動二輪車 /
横断歩行者 /横断自転車が自車の前方
を通過したとき
･ 右左折中に、対向車 /対向自動二輪車 /
横断歩行者 /横断自転車の手前を通過
しようとしたとき
･ 右左折中に、対向車 /対向自動二輪車 /
横断歩行者 /横断自転車が自車進路に
入る手前で停止または進路変更したと
き
･ 交差点内で右折中、対向車 /対向自動
二輪車が右折しているとき、または左
折しているとき

･ 対向車の進路に接近するようにハンド
ルを操作したとき
･ 道路上方／下方を移動するものがある
とき
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nシステムが正常に作動しないおそれが
あるとき

l例えば次のような状況では、前方セン
サーが作動対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 自車に向かって作動対象が近付いてく
るとき

･ 自車や作動対象がふらついているとき
･ 作動対象が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

･ 作動対象に急接近したとき
･ 作動対象が壁やフェンス・ガードレー
ル・マンホール・路面の鉄板、他の車
両などのそばにいるとき

･ 上方に構造物がある場所の下に作動対
象がいるとき

･ 作動対象の一部が他のもので隠れてい
るとき（大きな荷物や傘、またはガー
ドレールなど）

･ 作動対象が複数重なっているとき
･ 作動対象が太陽光などの強い光を反射
しているとき

･ 作動対象の色合いが白系統で、極端に
明るく見えるとき

･ 作動対象の色合いや明るさが背景に溶
け込んでいるとき

･ 作動対象が割り込んできたり、飛び出
してきたりしたとき

･ 斜めを向いている前方車両に近付いた
とき

･ 子供用自転車、大きい荷物を載せた自
転車、2人以上乗車している自転車、
前傾姿勢で乗車している自転車、また
は特殊な形状の自転車（チャイルド
シート装着車・タンデム自転車など）

･ 歩行者・自転車の大きさが約 1m以下、
または約 2m以上のとき

･ 歩行者・自転車の全身の輪郭があいま
いなとき（レインコート・ロングス
カートを着用している場合など）

･ 歩行者が前かがみになっている、また
はしゃがんでいるとき

･ 歩行者・自転車の移動速度が速いとき

･ 歩行者がベビーカー・車いす・自転車
などを押しているとき
･ 周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、また
は周囲が暗い（夜間やトンネル内など）
など、作動対象が背景に溶け込んでい
るとき
･ エンジンを始動したあと、走行を開始
してしばらくのあいだ
･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間
･ 右折中に、対向車 /対向自動二輪車が
自車の走行する車線よりも 3つ以上離
れた車線を走行しているとき
･ 右折中に、自車の向きが対向車線に対
する正対方向から大きく外れていると
き

･ 右左折中に、歩行者や自転車が自車の
後方から追い抜くように前方にでてく
るとき

･ 交差点で出会い頭に大型トラック／牽
引トレーラーなど全長の長い車両が接
近してくるとき

l上記に加えて、例えば次のような状況
では緊急時操舵支援が作動しないおそ
れがあります。
･ 作動対象に近づきすぎたとき
･ 回避するための十分なスペースがない、
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または回避先に物があるとき
･ 対向車がいるとき

l上記に加えて、例えば次のような状況
では壁を作動対象として検知できず、
低速時加速抑制が作動しないおそれが
あります。

･ ガラス扉や網目状のフェンスなど壁の
背面が透けているとき

･ 壁が傾いていたり、高さが低いとき
･ 壁がポールなど幅の狭いもののとき
･ 壁が生垣など草木のとき
･ 壁に路面などが映りこんでいるとき
･ 自車が壁に斜めに近づくとき

l PCSの作動／非作動は、カスタマ
イズメニューから切りかえること
ができます。（P.511）

エンジンスイッチがイグニッションON
モードになるとシステムはONになりま
す。

l システムをOFFにすると、PCS警
告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

l カスタマイズ設定から、PCSの設
定を変更することができます。
（P.511）

l 衝突警報の作動タイミングを変更
すると、緊急時操舵支援のタイミ
ングも変更されます。

“遅い”を選択した場合、緊急時操舵
支援（アクティブ操舵機能を除く）はほ
とんどの場合作動しません。

l 運転者が脇見をしているとシステ
ムが判断した場合は、ユーザー設
定に関わらず、衝突警報・緊急時
操舵支援が“早い”のタイミン
グで作動します。

l レーダークルーズコントロール制
御中はユーザー設定に関わらず、
衝突警報が“早い”のタイミン
グで作動します。

l アドバンスト ドライブ制御中は
ユーザー設定に関わらず、衝突警
報が“早い”のタイミングで作
動します。

PCSの設定を変更する
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l 車線が整備された道路を走行中か
つ、レーダークルーズコントロー
ルの作動中に、車線や先行車／周
辺車を前方カメラやレーダーで認
識し、車線維持に必要なハンドル
の操作を支援します。

高速道路や自動車専用道路で使用してく
ださい。

レーダークルーズコントロールが作動し
ていないとき LTA は作動しません。

渋滞のときなど車線が見えにくい、また
は見えない場合、先行車／周辺車の軌跡
を利用して支援を行います。

ハンドル操作をしなかったり、ハンドル
をしっかり握っていない状態での運転が
続いたりしたときは注意喚起が行われ、
機能が一時的に解除されます。

機能が解除されたときはハンドルをしっ
かり握り直してください。

l 車両が車線から逸脱した場合、
ディスプレイの表示および、ブ
ザーにより注意をうながします。

ブザー吹鳴時は、道路状況を確認の上、
ハンドルを慎重に操作して、車線内の中
央付近にもどってください。

LTA（レーントレーシング
アシスト）

LTAの機能
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知識

n機能の作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。

lシステムが車線を認識しているとき、
または先行車／周辺車の軌跡を認識し
ているとき

lレーダークルーズコントロールが作動
しているとき

l車線の幅が約3～ 4mのとき

l方向指示レバーを操作していないとき

l急カーブを走行していないとき

l一定以上の加減速がないとき

l大きな操舵力でハンドルを操作してい
ないとき

l手放し運転に対する注意喚起
（P.222）が行われていないとき

l車線中央付近を走行しているとき

n機能の一時解除

l機能の作動条件（P.222）が満たさ
れなくなった場合、一時的に機能が解
除されますが、ふたたび作動条件が満
たされると、自動的に復帰します。

l機能作動中に、作動条件が満たされな
くなった場合、“ピピッ”とブザー音
で、一時的に機能が解除されたことを
お知らせする場合があります。

l機能によるステアリング制御は、運転
者のハンドル操作によって修正するこ
とができます。

nLTA 中の車線逸脱警報について

lLDA の警報手段をハンドル振動に変更
していても、LTA作動中は車線逸脱時
にブザーによる警報を実施します。

l車線変更に相当するハンドル操作を検
知した場合、システムは車線逸脱とは
判断せず、警報も作動しません。

n手放し運転に対する注意喚起について

l手放し運転をしているとシステムが判
断したとき、ハンドル保持をうながす
メッセージと図で示すシンボルがマル
チインフォメーションディスプレイに
表示され注意喚起を行います。ハンド
ルを握ったとシステムが判断すると、
注意喚起を停止します。システムを使
用する際は注意喚起にかかわらず、常
にハンドルをしっかりと握ってくださ
い。

l操作しない状態が続くと注意喚起が行
われ、機能が一時的に解除されます。
運転者のハンドル操作が小さい状態が

警告

nLTA をお使いになる前に

lLTA を過信しないでください。LTA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

l適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

lLTA を使用しないときは、LTAス
イッチでシステムをOFF にしてくだ
さい。
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続いたときも同様に注意喚起が行われ
ます。

n手放し運転に対する注意喚起が正常に
作動しないおそれがあるとき

l車両の状態やハンドル操作状態、路面
状況によっては注意喚起が行われない
おそれがあります。

l次の状況では、手放しを検知する性能
が低下または検知できなくなるおそれ
があります。

･ ハンドルにカバーを取り付けたとき
･ 運転者が手袋をしているとき
･ ハンドルに異物が付着しているとき
･ 部分ウッド部、革の継ぎ目、スポーク
部等のセンサ線が無い部分を握ってい
るとき

l次の状況では、手放しをしていても手
放し運転警告が作動せず、LTA が継続
することがあります。

･ ハンドルに手以外の物が接触している
とき

･ ハンドルに、物や腕等を広い範囲で近
づけるとき

LTAの ON／ OFFを切り替えるに
は LTAスイッチを押す

LTAが ONのときは LTA 表示灯が点灯
します。

システムのON／OFF を変更
する

警告

n機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。

l先行車／周辺車が車線変更したとき
（先行車／周辺車の動きに合わせて自
車も車線変更するおそれがあります）

l先行車／周辺車がふらついたとき
（先行車／周辺車の動きに合わせて自
車もふらついて走行しレーンをはみ
出すおそれがあります）

l先行車／周辺車が車線から逸脱した
とき（先行車／周辺車の動きに合わ
せて自車も車線から逸脱するおそれ
があります）

l先行車／周辺車がレーン内を右、ま
たは左に片寄って走行したとき（先
行車／周辺車の動きに合わせて自車
も片寄って走行しレーンをはみ出す
おそれがあります）

l周囲に移動物、構造物があるとき
（移動物、構造物と自車の位置によっ
ては自車がふらついて走行するおそ
れがあります）

l横風を受けているときなど、周辺車
両の走行によって発生する風の影響
を受けているとき
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LTAの作動状態を示しています。

警告

lセンサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.201

l車線を検知できないおそれがあると
き：P.203

lシステムをOFFにする必要があると
き：P.197

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態

白色 灰色／白色 灰色

LTA がスタンバイ中

緑色 緑色 緑色

LTA が作動中

黄色
点滅

黄色
点滅

緑色

車両が点滅している側の車線から逸脱し
ている
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LTA と連携し、車線変更に必要なハ
ンドル操作を支援します。

高速道路や自動車専用道路で使用してく
ださい。

ステアリング制御は、運転者のハンドル
操作によって修正することができます。

分岐・合流路での車線変更は作動の対象
外です。

知識

n機能の作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。

lLTA が作動しているとき

lカスタマイズメニューでレーンチェン
ジアシストをONに設定したとき

l自車速度が約 70～ 130km/h のとき

lシステムが高速道路または自動車専用
道路（一部を除く）と認識していると
き

lシステムが車線を変更する側の白線を
破線と認識しているとき

l車線を変更する先に車両が存在しない
とき

lナビゲーションシステムの地図データ
が正常に取得できているとき

l大きな操舵力でハンドルを操作してい
ないとき

l手放し運転に対する注意喚起
（P.222）が行われていないとき

LCA（レーンチェンジアシ
スト）

LCAの機能

警告

nLCAをお使いになる前に

lLCA を過信しないでください。

LCAは自動で運転する装置でも車線変
更先の並走車や急な接近車両等への注
意を軽減する装置でもないため、運転
者は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、ハンドル操作で進路を修正し、
安全運転を心がけてください。

また、車線変更してはいけない車線
（対向車線、 路肩等）に対して LCAを
使用しないでください。

l適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。
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lエンジン始動後、システムが一度でも
車両後方の移動物を検知しているとき

n機能の解除

次のような状況では、LCAが作動途中で
解除されることがあります。その際に、
ディスプレイの表示およびブザーにより、
機能が解除されたことをお知らせする場
合があります。

l作動条件が満たされなくなった場合
（P.225）

lシステムが車線を認識できなくなった
とき

l方向指示レバーを 2段目の位置
（P.226）へ操作したとき

l方向指示レバーを車線変更をする方向
とは逆方向に操作したとき

l運転者によるハンドルやブレーキ、ア
クセルなどの操作をシステムが検知し
たとき

l手放し運転に対する注意喚起
（P.226）が行われているとき

急な接近車両を検出した場合には、ブ
ザー音、ディスプレイ表示で警報を行う
とともに、小さな操舵力をハンドルに加
えることで、接近車両へ近づかないよう
支援を行う場合があります。

n手放し運転に対する注意喚起について

手放し運転をしているとシステムが判断
したとき、ハンドル保持を促すメッセー
ジと図で示すシンボルがマルチインフォ
メーションディスプレイに表示され注意
喚起を行います。ハンドルを握ったとシ
ステムが判断すると、注意喚起を停止し
ます。システムを使用する際は注意喚起
にかかわらず、常にハンドルをしっかり
と握ってください。

n手放し運転に対する注意喚起が正常に
作動しないおそれがあるとき

l車両の状態やハンドル操作状態、路面
状況によっては注意喚起が行われない
おそれがあります。

l次の状況では、手放しを検知する性能
が低下または検知できなくなるおそれ
があります。
･ ハンドルにカバーを取り付けたとき
･ 運転者が手袋をしているとき
･ ハンドルに異物が付着しているとき
･ 部分ウッド部、革の継ぎ目、スポーク
部等のセンサ線が無い部分を握ってい
るとき

l次の状況では、手放しをしていても手
放し運転警告が作動せず、LCAが継続
することがあります。
･ ハンドルに手以外の物が接触している
とき
･ ハンドルに、物や腕等を広い範囲で近
づけるとき

方向指示レバーを1段目の位置で "
ピッ "とブザーが鳴るまで保持する
と、車線変更方向の表示とともにシ
ステムが作動します。

LCAを利用せず方向指示レバーを 1段目
の位置で保持して車線変更する場合は
LCAのカスタマイズ設定をOFFとして
ください。

LCAの作動方法
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1 1段目：LCA作動位置
2 2段目：LCA非作動位置

LCAの ON／ OFF は、カスタマイ
ズメニューから切りかえることがで
きます。（P.511）

LCAの作動状態を示しています。

警告

nLCA を使用してはいけない状況

l片側1車線の道路を走行しているとき

l自車の走行車線と、車線変更先の車
線の間が白線の破線でないとき

システムのON／OFFを変更
する

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

LCA 表示
ステアリング
アイコン

状態

灰色矢印／緑色線

緑色

LCAがスタンバイ状態

青色矢印／白色線

LCAが作動中
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灰色

LCA作動中に自車に接近してくる車両を
検知した

灰色線 灰色

LCA作動中に車線を検知できなくなった

LCA表示
ステアリング
アイコン

状態
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車線または走路※からの逸脱の可能
性を警告するとともに、車線または

走路※からの逸脱を避けるためのハ
ンドル操作の一部を支援します。

車線または走路※を前方カメラで認
識します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

n 車線逸脱警報機能

車両が車線または走路※から逸脱す
る可能性がある場合にディスプレイ
の表示および、警報ブザーまたはハ
ンドルの振動により注意をうながし
ます。

道路状況を確認の上、ハンドルを慎重に

操作して、車線または走路※内の中央付
近にもどってください。

方向指示灯の点滅中であっても、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、車線
逸脱警報機能が作動します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

n 車線逸脱抑制機能

車両が車線または走路※から逸脱す
る可能性がある場合に、逸脱を避け
るために必要なハンドル操作の一部
を支援します。

ハンドル操作をしなかったり、ハンドル
をしっかり握っていない状態での運転が
続いたりしたときは、一定時間ディスプ
レイの表示と警報ブザーで注意喚起が行
われます。

方向指示灯の点滅中であっても、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、車線
逸脱抑制機能が作動します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

LDA（レーンディパー
チャーアラート）

基本機能
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n 休憩提案機能

車両がふらついて走行しているとき
に、ディスプレイの表示および警報
ブザーにより休憩をうながします。

知識

n各機能の作動条件

l車線逸脱警報／抑制機能

次の条件をすべて満たしたときに作動し
ます。
･ 車速が約 50km/h 以上のとき

車線の周囲に車両、自動二輪車、自転車、
歩行者を検知した場合は約 40km/h 以上
のときに作動することがあります。

対象が縁石、ガードレールなどの構造体
の場合は約35km/h 以上のときに作動し
ます。(カスタマイズメニューで低車速支
援を作動にしたとき）

･ システムが車線または走路※を認識し

ているとき（車線または走路※が片側
しかないとき、認識している方向のみ
作動します）
･ 車線の幅が約 3m以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき

（方向指示灯方向に車両がいる場合は除
く）
･ 急カーブを走行していないとき
･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

警告

nLDAをお使いになる前に

lLDAを過信しないでください。LDA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

l適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。
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･ VSC または TRCを OFF にしていない
とき

※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

n機能の一時解除

作動条件（P.230）が満たされなく
なった場合、一時的に機能が解除されま
すが、ふたたび作動条件が満たされると、
自動的に復帰します。

n車線逸脱警報／抑制機能の作動につい
て

l車速や路面の状況、逸脱の程度などに
より、車線逸脱抑制機能の作動を感じ
なかったり、車線逸脱抑制機能が作動
しなかったりすることがあります。

lカスタマイズで振動を選択していても
状況によって警報ブザーが吹鳴する場
合があります。

l走路※がはっきり見えない場合、または

直線的でない場合は走路逸脱に対する
警報、抑制が作動しない場合がありま
す。

l意図的に歩行者や駐車車両を避けたと
判断した場合に警報、抑制が作動しな
い場合があります。

lとなりの車線を走行中の車両と衝突す
る可能性を判断できない場合がありま
す。

l運転者の状態に応じて、走路逸脱に対
する警報、抑制のタイミングが変化し
ます。

l車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵
支援は、運転者のハンドル操作によっ
て修正することができます。

※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

n手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル操作をうながす
メッセージとアイコンのディスプレイの

表示、および警報ブザーにより注意喚起
を行います。システムを使用する際は注
意喚起にかかわらず、常にハンドルを
しっかりと握ってください。

l車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵
支援中にハンドル操作をしなかったり、
ハンドルをしっかり握っていない状態
だとシステムが判断したとき

ハンドル操舵支援の回数が増えるごとに、
警報ブザーの継続時間が長くなります。
ハンドルを操作したとシステムが判断し
ても一定時間警報ブザーが鳴り続けます。

n休憩提案機能について

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。

l車速が約 50km/h 以上のとき

l車線の幅が約 3m以上のとき

車両の状態や路面状況によっては休憩提
案が行われない場合があります。

l LDAの作動／非作動は、カスタマ
イズメニューから切りかえること
ができます。（P.511）

l カスタマイズ設定から、LDAの設

LDAの設定を変更する
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定を変更することができます。
（P.511）

車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵支援、または車線逸脱警報の作動状態
をディスプレイ表示で示します。

警告

n機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。

lアスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体が
不明瞭または直線的でないとき

l横風を受けているときなど、周辺車
両の走行によって発生する風の影響
を受けているとき

l車線を検知できないおそれがあると
き：P.203

lセンサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.201

lシステムの一部もしくは全てが作動
しないとき：P.203

lシステムをOFF にする必要があると
き：P.197

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態

黄色

点灯

消灯 消灯 システムが非作動

消灯

灰色

消灯 システムが車線を認識していない

消灯

白色

消灯 システムが車線を認識している
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黄色

点滅

黄色

点滅

消灯
点滅している側の車線に対して車線逸脱
警報機能が作動中

緑色 緑色 緑色

点灯している側の車線に対して車線逸脱
抑制機能が作動中

黄色

点滅

黄色

点滅
緑色

点滅している側の車線に対して車線逸脱
警報機能／抑制機能が作動中

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態
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プロアクティブドライビングアシストは、次のように自車が走行中の状況に

PDA（プロアクティブドラ
イビングアシスト）

プロアクティブドライビングアシ
ストは、作動対象（P.234）を
検出した場合、対象に近づきすぎ
ないように、ブレーキやハンドル
の操作を支援します。

警告

n安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。

lプロアクティブドライビングアシス
トは日常のブレーキ操作、ステアリ
ング操作の一部を支援し、作動対象
に近づきすぎないように支援するこ
とを目的としていますが、支援の範
囲には限りがあります。

必要に応じて運転者自らブレーキやス
テアリング操作を行ってください。次
の項目をお読みいただき、システムを
過信せず安全運転に努めてください。
（P.236）

lプロアクティブドライビングアシス
トは前方への注意を軽減する装置で
はありません。システムが正常に機
能していても運転者が認識している
周囲の状況とシステムが検知してい
る状況が異なる場合があります。注
意義務は運転者にあり、危険性の判
断・安全の確保は運転者が行う必要
があります。システムに頼ったり、
安全を委ねる運転をしたりすると思
わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡事故につ
ながる恐れがあります。

lわき見運転やぼんやり運転などを許
容するシステムでも、視界不良を補
助するシステムでもありません。運
転者自らが周囲の状況に注意を払う
必要があります。周囲の状況を把握
し、安全運転を心がけてください。

nプロアクティブドライビングアシス
トをOFF にするとき

lセンサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.201

lシステムをOFF にする必要があると
き：P.197

システムが作動する状況と対象



235

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

応じて、作動内容と作動対象を切りかえます。

知識

nシステムの作動車速

l道路を横断する作動対象に対する支援

約 30km/h ～ 60km/h

l道路脇の作動対象に対する支援

約 30km/h ～ 60km/h

l先行車に対する減速支援

約 20km/h 以上

lカーブに対する減速支援

約 20km/h 以上

l信号のある交差点に対する右左折時の
減速支援

約 30km/h ～ 80km/h （信号のある交差
点で方向指示レバーを操作したとき）

l車線に対する操舵支援

機能 状況 作動内容 作動対象

障害物先読みア
シスト（OAA）

道路を横断中の作動
対象を検知したとき

衝突の可能性を軽減す
るため、ブレーキ操作
の一部を支援します。

l歩行者

l自転車運転者

道路脇の作動対象を
検知したとき

作動対象に近づきすぎ
ないよう、周囲の状況
に応じてハンドル操作
やブレーキ操作の一部
を支援します。

ハンドル操作の支援は
自車線から逸脱しない
範囲で行います。

l歩行者

l自転車運転者

l駐車車両

減速アシスト 
（DA）

先行車を検出したと
き、または隣接車の
割り込みを検出した
とき

車間距離が近づきすぎ
ないようにブレーキ操
作の一部を支援します。

l先行車

l自動二輪車

自車前方にカーブを
検出したとき

前方のカーブに対して
自車の速度が速いと判
定した場合、ブレーキ
操作の一部を支援しま
す。

なし

信号のある交差点で
右左折するとき

右左折する交差点に対
して自車の速度が速い
と判定した場合、ブ
レーキ操作の一部を支
援します。

なし

操舵アシスト 
（SA）

車線を認識している
とき

運転操作を先読みして、
ハンドル操作を支援し
ます。

なし
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約 10～ 140km/h

nシステムの作動が停止するとき

l次のときシステムは作動を停止します
･ レーダークルーズコントロール、また
はクルーズコントロールをセットした
とき

･ PCSが OFF のとき
･ システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.203

･ シフトポジションがP、Rまたは Nの
とき

l次のときブレーキ操作の支援は作動を
停止します

･ 車速が約 15km/h 以下のとき
･ 周囲の状況からシステムが判断した目
標の速度に到達したとき

l次のときシステムは作動を停止する場
合があります

･ 運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき

（例：プリクラッシュセーフティ、ドライ
ブスタートコントロール）
･ 作動対象が遠ざかったとシステムが判
断した場合

･ 車線が検出できなくなった場合
･ ブレーキ操作を行った場合
･ アクセル操作を行った場合
･ 一定以上の操舵力でハンドルを操作し
た場合

･ 方向指示レバーを左折または右折の位
置へ操作したとき（信号のある交差点
に対する右左折時の減速支援を除く）

警告

nシステムが正常に作動しないおそれ
があるとき

l車線を検知できないおそれがあると
き：P.203

l作動対象などが自車進路内に入る手
前で停止したとき

lガードレールや柵などの奥にいる作
動対象のすぐそばを通過するとき

l車線を変更して作動対象などを追い
こすとき

l車線変更や右左折している作動対象
などを追い抜くとき

l物体（ガードレール・電柱・木・壁、
柵、ポール、工事用コーン、ポスト
など）が周囲に存在するとき

l自車の前方に作動対象との区別がつ
きにくい模様・ペイントがあるとき

l道路上方に構造物（天井の低いトン
ネル・道路標識・看板など）がある
場所を走行するとき

l雪道、轍のある道路や凍結路を走行
するとき

l自車に向かって作動対象が近づいて
くるとき

l自車や作動対象がふらついていると
き

l作動対象の動きが変化したとき（方
向転換、急加速、急減速など）

l作動対象に急接近したとき

l先行車・自動二輪車が自車の中心軸
からずれているとき

l上方に構造物がある場所の下に作動
対象がいるとき

l作動対象の一部が他のもので隠れて
いるとき（大きな荷物や傘、または
ガードレールなど）

l作動対象が複数重なっているとき

l作動対象が太陽光や他車両からの
ヘッドランプなどの強い光を反射し
ているとき

l作動対象の色合いが白系統で、極端
に明るく見えるとき
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ストの作動／非作動は、カスタマ
イズ設定から切りかえることがで
きます。（P.511）

l プロアクティブドライビングアシ
ストの設定は、カスタマイズ設定
から変更することができます。
（P.511）

状況に応じて、ディスプレイに次のような表示灯やアイコンを表示します。

アイコンの種類によっては、ディスプレイを運転支援機能情報に切り替えな
いと表示されません。

警告

l作動対象の色合いや明るさが背景に
溶け込んでいるとき

l作動対象が割り込んできたり、飛び
出してきたりしたとき

l横向き、斜め、または自車方向を向
いている前方車両に近付いたとき

l駐車車両が横向き、斜め向きのとき

l子供用自転車、大きい荷物を載せた
自転車、2人以上乗車している自転
車、または特殊な形状の自転車
（チャイルドシート装着車・タンデム
自転車など）

l歩行者・自転車運転者の大きさが約
1m以下、または約 2m以上のとき

l歩行者・自転車運転者の全身の輪郭
があいまいなとき（レインコート・
ロングスカートを着用している場合
など）

l歩行者・自転車運転者が前かがみに
なっている、またはしゃがんでいる
とき

l歩行者・自転車運転者の移動速度が
速いとき

l歩行者がベビーカー・車いす・自転
車などを押しているとき

l周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、お
よび周囲が暗い（夜間やトンネル内
など）ため、作動対象が周囲に溶け
込んでいるとき

l車線幅が約4m以上あるとき

l車線幅が約2.5m 以下のとき

lエンジンを始動したあと、走行を開
始してしばらくのあいだ

l右左折中および右左折後の数秒間

l進路変更中および進路変更後の数秒
間

l作動対象がカーブ進入前、カーブ走
行中およびカーブを曲がり切ってか
らの数秒間に存在するとき

l信号機の灯色が黄色のとき

l信号機が一灯式や二灯式のとき

プロアクティブドライビングア
シストの設定を変更する

システムの作動表示
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知識

n手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル保持をうながす
メッセージと図で示すシンボルがディス
プレイに表示され注意喚起を行います。
ハンドルを握ったとシステムが判断する
と、注意喚起を停止します。システムを
使用する際は注意喚起にかかわらず、常
にハンドルをしっかりと握ってください。

l道路を横断する作動対象に対する支援
または道路脇の作動対象に対する支援
が作動中に、手放し運転をしていると
システムが判断したとき

さらに操作しない状態が続くとブザーが

表示 意味

l白色：作動対象監視中

l緑色：道路を横断する作動対象に対する支援または道路脇の作動
対象に対する支援が作動中

道路を横断中、または道路脇の歩行者を検知して、ブレーキまたは
ハンドルの操作を支援している

道路脇の車両を検知して、ブレーキまたはハンドルの操作を支援し
ている

l道路脇の作動対象へ近づきすぎないように、ハンドルの操作を支
援している

l操舵支援が作動中

先行車に対する減速支援が作動中

適正な車間距離を確保するよう注意喚起している

カーブに対する減速支援が作動中

信号のある交差点に対する減速支援が作動中
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鳴り、注意喚起が行われます。運転者の
ハンドル操作が小さい状態が続いたとき
も同様に注意喚起が行われます。

n先行車への減速支援終了後の注意喚起
について

先行車への減速支援が終了後、ドライ
バーによるブレーキまたはアクセル操作
が無く、先行車へ接近したとき、ディス
プレイ表示の点滅とブザーによって注意
喚起し、減速をうながします。ドライ
バーがブレーキまたはアクセルを操作し
たとシステムが判断した場合、注意喚起
を停止します。

l 運転者へ前方を交差する車両が接
近していることを、ディスプレイ
の表示で知らせます。

･ ヘッドアップディスプレイ

l 前方を交差する車両が接近してい
るにも関わらず、運転者が発進し
ようとしている可能性があるとシ
ステムが判断した場合、さらに、
ディスプレイ表示とブザーによっ
て注意喚起し、減速をうながしま
す。

･ マルチインフォメーションディスプレ
イ

FCTA（フロントクロスト
ラフィックアラート）

自車が低速で交差点などへ進入す
るとき、交差する車両の接近を検
知して運転者へ注意喚起を行いま
す。

システムの制御
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知識

nFCTA システムの作動条件

システムは、次の条件をすべて満たして
いるときに作動します。

lシフトポジションがP・R以外にあると
き

l自車速度が約15 km/h 以下のとき

l前方を交差する接近車両の速度が約 10
～ 60km/h であるとき

l先行車がいないとき

lアクセルを強く踏み込んでいないとき

lブレーキを強く踏み込んでいないとき

n検知対象となる車両の接近が無くても
システムが作動するおそれがあるとき

例えば次のような状況では、検知対象と
なる車両が存在しない場合でもシステム
が作動するおそれがあります。

l道路脇の構造物（ガードレール・標識・
電柱・街灯・木・草・壁など）に近付
いたとき

l路上駐車している車両等の横をすり抜
けるとき

l自車から遠方で車両や歩行者が交差す
るとき

l自車線脇の駐車場等を車両や歩行者が
移動しているとき

l自転車や歩行者が歩道を通行している
とき

l車両や歩行者が自車から遠ざかるとき

l交差車両が減速し停止するとき

l交差車両が自車直前で右左折するとき

l歩行者が自車に接近するとき

l対向車が右左折するとき

l交差車両より先に自車が交差点を通過
するとき

l信号待ち時に交差車両が接近するとき

l右左折など旋回時に交差車両が存在す
るとき

l前方から車両が接近し、すれちがうと
き

l後方から車両が接近し、追い抜かれる
とき

警告

n安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。

FCTA は前方を交差する車両の存在を
運転者に知らせる補助的なシステムで
す。

システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

注意喚起の表示内容は、実際の交通状
況と異なる場合があります。

一定時間経過後に注意喚起が消えます
が、周囲に車両や歩行者がいないこと
を示すものではありません。
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l自車が車両や歩行者と並走するとき

l自車側面に車両や歩行者が接近すると
き

nシステムが正常に作動しないおそれが
あるとき

例えば次のような状況では、前側方レー
ダーが対象となる車両を検出できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

l交差車両が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

l交差車両が自車進行方向に対し斜めに
接近するとき

l交差車両が自車から遠方を交差すると
き

l自車と交差車両の間に障害物があると
き

l複数台の車両が狭い間隔で連続して接
近するとき

lセンサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.201

lシステムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.203

l FCTA の作動／非作動は、カスタ
マイズ設定から切りかえることが
できます。（P.511）

l カスタマイズ設定から、FCTA の
設定を変更することができます。
（P.511）

前の車に続いて停止中、先行車が発
進しても停止し続けた場合にお知ら
せします。

交差点の先頭で停止中、信号が青
（方向指示器と同一方向の青矢印信号
も含む）にかわっても停止し続けた
場合にお知らせします。

知識

n作動条件

次のいずれかの条件を満たしたときに作
動します。

lシフトポジションが P・R以外でブレー
キペダルを踏んで、停止している、ま
たはシフトポジションがNで停止して
いるとき

lブレーキホールドが作動中のとき

lレーダークルーズコントロールが作動
していて、制御停車中のとき

n発進遅れ告知機能が正しく作動しない
恐れがある状況

例えば次のような状況では、前方カメラ
とレーダーが対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しない場合があります。

l先行車がオートバイ・自転車などのと
き

FCTAの設定を変更する

発進遅れ告知機能 

先行車の発進または信号が青にか
わったあと、自車が停止し続けた
場合、告知音とマルチインフォ
メーションディスプレイの表示で
お知らせする機能です。

先行車発進告知機能

信号切替り告知機能
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l車両や樹木、看板などにより信号を正
しく認識できないとき

l右左折や車線変更などのために、ハン
ドルを大きくまわしたとき

lセンサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.201

n先行車が発進していなくても告知する
場合があるとき

例えば次のような状況では、先行車が発
進したと判断し、システムが作動する場
合があります。

l先行車がいない状態での停止時に、交
差点の先にいる車両や自車の正面を横
切る車両などを先行車として認識した
とき

l自車と先行車とのあいだに、ほかの車
両が割り込んだり通過したりしたとき

n信号機が青にかわっていなくても告知
する場合があるとき

例えば次のような状況では、信号が青に
かわったと判断し、システムが作動する
場合があります。

l道路標識や看板などの信号機でないも
のを信号機と認識した場合

l歩行者用、または自転車用の信号機の
形状が自動車用と似ている場合

l交差側や遠くの交差点にある信号機な
ど、自車の対象ではない信号機を認識
した場合

l日照条件などにより、正しく自車対象
の信号機を判別できないとき

発進遅れ告知機能の作動／非作動は、
カスタマイズメニューから切りかえ
ることができます。（P.511）

カスタマイズ設定から発進遅れ告知
機能の設定を切りかえることができ
ます。（P.511）

システムのON／OFF を変更
する

発進遅れ告知機能の設定を変更
する
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l 前方カメラまたはナビゲーション
システム（情報を取得した場合）
によって道路標識などを認識する
と、ディスプレイに表示します。

l 複数の道路標識を表示できます。

車の仕様によっては表示される標識
が制限される場合があります。

知識

n標識表示の作動条件

次の条件を満たしたとき、標識の表示を
行います。

lシステムが標識を認識しているとき

次の状況では、標識の表示が消えること
があります。

l一定の距離を走行中、新しい標識が認
識されないとき

l右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

l終わりを示す補助標識を認識したとき

n表示機能が正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、システムが正常に
標識を認識できず、正しい標識の表示が
されない場合があります。

l標識に汚れ・色あせ・傾きや曲がりが
あるとき

l電光標識のコントラストが低いとき

l標識の全体または一部が、木・電柱な
どで隠れているとき

l前方カメラが標識を認識する時間が短
いとき

l運転の状況（曲がる・車線変更等）が
誤って判断されたとき

l標識が高速道路の分岐した直後、また
は合流直前の隣の車線にあるとき

l先行車の後部分にステッカーが貼って
あるとき

lシステムが対応している標識と類似し
た標識が認識されたとき

l側道の速度標識が前方カメラの認識範
囲内に入ったとき

lロータリー（環状交差路）を走行して
いるとき

RSA ( ロードサインアシス
ト ) 

前方カメラまたはナビゲーション
システム（情報を取得した場合）
を使って特定の道路標識や信号な
どを認識し、ディスプレイ表示や
ブザーで運転者にお知らせします。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

lRSA は、道路標識などの情報を知ら
せることで運転の支援を行いますが、
支援の範囲には限りがあります。運
転者は常に道路標識などに従い、ご
自身で適切な運転操作をしてくださ
い。

nRSAを使用してはいけない状況

lシステムをOFFにする必要があると
き： P.197

n機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

lセンサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.201

ディスプレイ表示機能
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lトラックなどの車両を対象にした標識
を認識したとき

l補助標識（区間の終わり、曜日、時間
など）があるとき

l工事などの通行規制区間に標識がある
とき

l標識の後ろに木・電柱・建物・看板な
どがあるとき

lナビゲーションシステムの地図情報が
古いとき

lナビゲーションシステムを利用できな
いとき

マルチインフォメーションディスプレイ
とナビゲーションシステムに表示される
最高速度標識が異なる場合があります。

次の状況では、システムが運転者に
告知 (例えば、強調表示やブザー吹
鳴 )します。

l 速度超過告知：自車の車速がディ
スプレイに表示されている制限速
度より一定の速度を超過したとき
には、強調表示やブザーにより注
意をうながします。

l 車両進入禁止告知：進入禁止の標
識を認識し、自車が進入禁止区域
に進入したとシステムが判定した
ときには、強調表示やブザーによ
り注意をうながします。

l 赤信号告知：赤信号を認識してい
る場合に、信号を見落として交差
点に進入する可能性があるとシス
テムが判定したときには、強調表
示やブザーにより注意をうながし
ます。

知識

n告知機能の作動条件

l速度超過告知に対する作動条件

次の条件を満たしたとき作動します。
･ 最高速度を表示しているとき

l車両進入禁止告知に対する作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ 進入禁止標識を 2つ以上認識している
とき
･ 進入禁止標識の間を通過するとき

l赤信号告知に対する作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ システムが信号機や路面ペイントを認
識しているとき
･ 車速が約 20～ 70km/h のとき
･ 一定以上の減速がないとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 一定以上のハンドル操作をしていない
とき
･ 先行車がいないとき

n告知機能が正常に作動しないおそれの
ある状況

l表示機能の項目に加えて、次のような
状況では告知対象があるのにシステム
が作動しないおそれがあります。
･ 右左折等により標識が検知できないと
き
･ 信号機が矢印信号のとき
･ 信号機が点滅信号のとき
･ 信号機の庇で発光部の一部が隠れてい
るとき
･ ルーバー信号機で発光部が見えづらい
とき
･ 停止線などの路面ペイントが先行車な
どで隠れているとき
･ 停止線などの路面ペイントがかすれて
いるとき
･ 停止線に対し信号機が遠くにあるとき

告知機能
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･ 交差点間の距離が近いとき

l表示機能の項目に加えて、次のような
状況では告知対象がないのにシステム
が作動するおそれがあります。

･ 標識が通常とは異なる大きさのとき
･ 標識や信号機が多数あるとき
･ 自車が走行するレーンではない側道や
分岐地点などの標識や信号機を認識し
たとき

･ 作動対象の標識、信号機や路面ペイン
トとは区別がつきにくい模様・光源・
ペイントがあるとき

･ 信号機の灯色が黄色のとき
･ 信号機が矢印信号のとき
･ 予告信号があるとき

l 次の種類の道路標識を表示しま
す。

ただし、規定外の道路標識、新しく導入
された道路標識は表示されない場合があ
ります。

l 車の仕様によっては、表示される
標識が一か所に重複する場合があ
ります。

l RSAの設定は、カスタマイズ設定
から変更することができます。
(P.511)

ディスプレイ表示および告知さ
れる道路標識などの種類

最高速度

はみ出し通行禁止

車両進入禁止

転回禁止

一時停止

赤信号

RSAの設定を変更する
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レーダークルーズコント
ロール 

車両前方の先行車の有無・先行車
との車間距離を判定して、先行車
との適切な車間距離を確保する制
御をします。また、車間距離切り
かえスイッチを操作して、希望の
車間距離に設定することもできま
す。

高速道路や自動車専用道路で使用
してください。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

lレーダークルーズコントロールは運
転者の操作の一部を支援し、操作負
担を軽減するためのシステムで、支
援の範囲には限りがあります。

次の項目をお読みいただき、システム
を過信せず安全運転に努めてください。

･ システムが正しく作動しないおそれ
のある状況：P.251

l設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮して
適切に設定してください。設定速度
の確認は、運転者が行う必要があり
ます。

lシステムが正常に機能していても、
運転者が認識している先行車の状況
とシステムが検知している状況が異
なる場合があります。従って注意義
務・危険性の判断・安全の確保は運
転者が行う必要があります。システ
ムに頼ったり、安全を委ねる運転を
したりすると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

nシステムの支援内容に関する注意点

システムの支援には限界があるため、
次の点に注意してください。システム
を過信すると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

l運転者が見る過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、自
車と設定された先行車との車間距離を
検知するのみであり、わき見やぼんや
り運転を許容するシステムでも、視界
不良を補助するシステムでもありませ
ん。

走行中に限らず、運転者自らが周囲の
状況に注意を払う必要があります。

l運転者が判断する過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、自
車と設定された先行車との車間距離が
適正かどうかを判断しており、それ以
外の判断はしません。このため、危険
性があるかどうかなど運転者は自ら安
全の判断をする必要があります。

l運転者が操作する過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、先
行車への追突を防止する機能はありま
せん。このため、危険性があれば運転
者自らが安全を確保する必要がありま
す。
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定速走行：
先行車がいないとき

警告

nレーダークルーズコントロールを使
用してはいけない状況

次の状況では、レーダークルーズコン
トロールを使用しないでください。適
切な制御が行われず、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

l歩行者や自転車等が混在している道

l高速道路や自動車専用道路の出入り
口

l接近警報がひんぱんに鳴るとき

lセンサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.201

lシステムをOFFにする必要があると
き：P.197

基本機能

A
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運転者が設定した速度で定速走行します。

下り坂走行で設定車速を超えた時、設定車速が点滅し警報ブザーが吹鳴します。

減速走行ー追従走行：
設定した速度より、遅い先行車が現れたとき

先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがかかりま
す（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者の設定した
車間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先行車に接近した場
合は、接近警報を鳴らします。

加速走行：
設定した速度より、遅い先行車がいなくなったとき

設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

発進：

先行車が停止したときは、続いて停止します（制御停車）。先行車の発進後、“RES”
スイッチを押すか、アクセルペダルを踏むと追従走行にもどります（発進操作）。自車
が発進操作を行わなかった場合は、制御停車を続けます。

高速道路／自動車専用道路の一部を走行中に先行車が停止したときは、続いて停車しま
す。停車してから約 3分以内に先行車が発進したとシステムが判断すると、ブザーと
ディスプレイ表示でお知らせし、先行車に続いて発進します。( 再発進可能時間延長 )

n メーター表示

マルチインフォメーションディス
プレイ

設定速度

表示灯

n 操作スイッチ

走行支援モード選択スイッチ

走行支援スイッチ

+スイッチ、RESスイッチ

“-”スイッチ

キャンセルスイッチ

車間距離切りかえスイッチ

B

C

D

システムの構成部品

A

B

C

A

B

C

D

E

F
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1 走行支援モード選択スイッチを押
してレーダークルーズモードを選
択します。

レーダークルーズコントロール表示灯が
点灯します。

2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速／
減速し、走行支援スイッチを押し
て速度を設定する

マルチインフォメーションディスプレイ
に設定した速度が表示されます。

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

l スイッチで設定速度をかえる

設定速度をかえるには、希望の速度
が表示されるまで“+”スイッチま
たは“-”スイッチを押します。

1 速度を上げる
2 速度を下げる

短押し調整：スイッチを押す

長押し調整：スイッチを押し続けて速度
をかえ、希望の速度で手を離す

設定速度は、次のとおりに増減され
ます：

短押し調整：スイッチを操作するごとに
1km/h

長押し調整：スイッチを押し続けている
あいだ、5km/h ずつ

カスタマイズメニューから、設定速度の
変化量を変更することができます。

l アクセルペダルで設定速度を上げ
る

1 設定したい車速になるまで、アク
セルペダルを踏んで加速する

2 “+”スイッチを押す

レーダークルーズコントロール
を使用する

速度を設定する

設定速度をかえる
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1 制御を解除するには、キャンセル
スイッチまたは走行支援スイッチ
を押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。

（制御停車中は、ブレーキペダルを踏んで
も解除されません）

2 制御を復帰させるには、“RES”
スイッチを押す

スイッチを押すごとに次のように車
間距離を切りかえます。

先行車がいる場合、先行車マークも表示
されます。

車速に応じて実際の車間距離は増減しま
す。また、制御停車時は設定にかかわら
ず状況に応じた車間距離で停車します。

音声対話サービスを使用して、次の
操作を音声で行うことができます。
音声対話サービスについては、別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照
してください。

l 設定速度の変更

l 車間距離の変更

知識

n設定条件について

lシフトポジションがDのとき設定できま
す。

l車速が約 30km/h 以上のとき、希望の設
定速度に設定できます。
･ 車速が約 30km/h 未満のときに設定す
ると、約 30km/h に設定されます。
･ 車速がシステムの上限を超えていると
きに設定すると、設定速度の上限に設
定されます。

n車速設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作で
加速できます。加速後、車速が設定速度
にもどります。ただし、車間制御モード
時は先行車との距離を保持するため車速
が設定速度以下になることもあります。

制御を解除する・復帰させる

車間距離を変更する

イラスト番号
車間距
離

距離の目安（車
速 100km/h の場

合）

1 短 約 30ｍ

2 中 約 45ｍ

3 長 約 60ｍ

4 最長 約 70ｍ

音声対話サービスでの操作
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n追従走行中の停車制御について

l制御停車中に“RES”スイッチを押し
た場合、約 3秒以内に先行車が発進す
れば追従走行にもどります。

l先行車に続いて停車したあと約3秒以内
に先行車が発進した場合、追従走行に
もどります。

n車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが解
除されます。

l運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき

（例：プリクラッシュセーフティ、ドライ
ブスタートコントロール）

lパーキングブレーキが作動したとき

l走行中に運転席シートベルトを着用し
ていないとき

lプリクラッシュセーフティがOFFのと
き

l急坂路で制御停車したとき

l制御停車中に次を検出したとき
･ 運転席シートベルトを着用していない
･ 運転席ドアが開いた
･ 車両が停止したあと約 3分経過した

自動でパーキングブレーキがかかること
があります。

lシステムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.203

nレーダークルーズコントロールの警告
メッセージ・警告ブザー

安全にお使いいただくために：P.197

nセンサーが正しく検知しないおそれの
ある先行車

次のような場合にシステムによる減速が
不十分な場合はブレーキペダルを、加速
が必要な場合はアクセルペダルを、状況
に応じて操作してください。

センサーが正しく車両を検知できず、接

近警報（P.252）も作動しないおそれ
があります。

l割込み車両、離脱車両の車線変更が極
端に速い、または遅いとき

l自車が車線変更しているとき

l先行車が低速で走行中のとき

l同じ車線に停車中の車がいるとき

l同じ車線を二輪車が走行中のとき

nシステムが正しく作動しないおそれの
ある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキペ
ダルで減速（場合によってアクセルペダ
ルを操作）してください。

センサーが正常に車両を検知できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

l先行車が急ブレーキをかけた場合

l渋滞時等、低速で車線変更したとき

n再発進可能時間延長の作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

lコネクティッドサービスのご利用契約
中

l自動車専用道路など限定された道路を
走行中。

l先行車が存在し、システムが先行車を
検知できている

l先行車と自車のあいだに他車が割り込
んできていない

l先行車が入れかわっていない

lクリアランスソナーおよび前側方レー
ダが前方の物体を検知していない

l運転者が前方を向いているとドライ
バーモニターが判断している（ドライ
バーモニター装着車）

lハンドルを操作していない

lブレーキペダルを操作していない
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追従走行中の他車の割り込みなど、
十分な減速ができない状態で先行車
に接近したときは、表示の点滅とブ
ザーで運転者に注意をうながします。
その場合は、ブレーキペダルを踏む
など適切な車間距離を確保してくだ
さい。

n 警報されないとき

車間距離が短くても、次のような場
合は警報されないことがあります。

l 先行車と自車の車速が同じか先行
車の方が速いとき

l 先行車が極端な低速走行をしてい
るとき

l 速度を設定した直後

l アクセルペダルを踏んだとき

カーブを認識すると車速の抑制を開
始します。カーブが終了すると車速
の抑制が終了します。

状況に応じて設定速度まで復帰します。

先行車に割り込まれる等で、追従走行が
優先された場合も車速抑制は終了します。

知識

nカーブ速度抑制機能が作動しないおそ
れがある状況

次のような状況では、カーブ速度抑制機
能が作動しない場合があります。

l緩やかなカーブを走行しているとき

lアクセルペダルを操作しているとき

l極端に短いカーブを走行しているとき

ドライバーモニターによる注意喚起
が表示されている場合、加速を抑制
します。

ドライバーモニターによる注意喚起
の表示が消えた場合、加速抑制を終
了します。

約80km/h 以上で走行中に追い越し
車線側へ車線変更する場合、方向指
示レバーの操作と連動して設定速度
まで加速することで、追い越しを支
援します。

約80km/h 以上で走行中に自車より
遅い車両の後方へ車線変更する場合、
方向指示レバーの操作と連動して緩
減速することで、車線変更を補助し
ます。

先行車の加減速の情報を通信で取得
することにより、先行車の加減速に
素早く追従して車間距離や速度の変
動を抑制し、スムーズな追従走行に
寄与します。また、先行車が認識で

接近警報

カーブ速度抑制機能

ドライバーモニター連携機能

車線変更時の補助機能

通信利用型レーダークルーズコ
ントロール
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きなくなった場合は自動的に通常の
レーダークルーズコントロールに切
りかわります。

先行車も通信利用型レーダークルー
ズコントロールに対応している場合
に自動的に作動します。

先行車通信マーク

車間距離表示

知識

n通信利用型レーダークルーズコント
ロールについて

l本機能によって、車間制御モードの速
度や車間距離設定が変更されることは
ありません。

l先行車が通信利用型レーダークルーズ
コントロールに対応していないときは、
本機能は作動しません。

l先行車や周囲の車両の走行状態によっ
ては、スムーズな追従走行が行われな
い場合や、自車の速度や先行車との車

間距離に影響がおよぶ場合があります。
必要に応じてブレーキ・アクセルを操
作してください。

n通信利用型レーダークルーズコント
ロールが作動しないおそれがある状況

次のような状況では、通信利用型レー
ダークルーズコントロールが作動しない、
または通信利用型レーダークルーズコン
トロールから通常のレーダークルーズコ
ントロールに切りかわる場合があります。

l先行車との通信が途絶したとき

lセンサーが先行車を誤って検知したと
き

lトンネルやビル街などで、自車または
先行車のGPS 受信状態や通信状態が悪
化しているとき

l追従していた先行車が車線変更などで
離脱したとき

l通信していた先行車とのあいだに、通
信利用型レーダークルーズコントロー
ルに対応していない車両が割りこんで
きたとき

l レーダークルーズコントロールの
設定は、カスタマイズ設定から切
りかえることができます。
（P.511）

レーダークルーズコントロールの作動状態を示しています。

A

B

レーダークルーズコントロール
の設定を変更する

ディスプレイ表示とシステムの作動状況
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表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態

白色

設定車間距
離：灰色

レーダーク
ルーズコント
ロールOFF

緑色

設定車間距
離：青色

設定速度：緑
色

定速走行

緑色

設定車間距
離：青色

設定速度：緑
色

先行車：白色

追従走行

緑色

設定車間距
離：橙色点滅

設定速度：緑
色

先行車：橙色
点滅

接近警報
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緑色

設定車間距
離：灰色

設定速度：白
色

先行車：灰色

アクセルペダ
ルによる加速

中

緑色

設定速度：緑
色反転表示

設定速度超過
時

緑色

設定車間距
離：灰色

設定速度：白
色

先行車：灰色

制御停車

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態
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n メーター表示

設定速度

クルーズコントロール表示灯

n 操作スイッチ

走行支援モード選択スイッチ

走行支援スイッチ

+スイッチ、RESスイッチ

- スイッチ

キャンセルスイッチ

1 走行支援モード選択スイッチを押
してクルーズコントロールモード
を選択します。

クルーズコントロール

アクセルペダルを踏まなくても、
一定の車速で走行できます。

高速道路や自動車専用道路で使用
してください。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

l設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮して
適切に設定してください。設定速度
の確認は、運転者が行う必要があり
ます。

nクルーズコントロールを使用しては
いけない状況

次の状況では、クルーズコントロール
を使用しないでください。適切な制御
が行われず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

l急カーブのある道

l曲がりくねった道

l雨天時や、凍結路・積雪路などのす
べりやすい路面

l急な下り坂や急で勾配の変化が激し
い坂

急な下り坂では車速が設定速度以上に
なることがあります。

lシステムをOFFにする必要があると
き：P.197

システムの構成部品

クルーズコントロールを使用す
る

速度を設定する

A

B

A

B

C

D

E
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クルーズコントロール表示灯が点灯しま
す。

2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速／
減速し、走行支援 スイッチを押
して速度を設定する

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

l スイッチで設定速度をかえる

設定速度をかえるには、希望の速度
が表示されるまで“+”スイッチま
たは“-”スイッチを押します。

1 速度を上げる
2 速度を下げる

設定速度は、次のとおりに増減され
ます：

微調整：スイッチを押すごとに1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けているあ
いだ連続して変化

l アクセルペダルで設定速度を上げ
る

1 設定したい車速になるまで、アク
セルペダルを踏んで加速する

2 “+”スイッチを押す

1 制御を解除するには、キャンセル
スイッチまたは走行支援スイッチ
を押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。

設定速度をかえる

制御を解除する・復帰させる
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2 制御を復帰させるには、“RES”
スイッチを押す

知識

nクルーズコントロールの自動解除

次のとき、自動的にクルーズコントロー
ルが解除されます。

l設定速度より車速が約16km/h以上低下
したとき

l車速が約 30km/h 未満になったとき

l運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき

（例：プリクラッシュセーフティ、ドライ
ブスタートコントロール）

lパーキングブレーキが作動したとき

l運転席シートベルトを着用していない
とき

lシステムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.203

クルーズコントロールの作動状態を示しています。

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態

白色

なし
クルーズコン
トロールOFF
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緑色

設定速度：緑
色

定速走行

緑色

設定速度：緑
色反転表示

設定速度超過
時

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態
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本システムは4つの状態に分けられ
ます。「警告1フェーズ」、「警告2
フェーズ」で運転者への注意喚起や
速度抑制を実施しながら、運転者の
正常／異常判定を行います。システ

ドライバー異常時対応シス
テム

ドライバー異常時対応システムは、
走行中の運転者が、急病などによ
り運転の継続が困難になった場合
に、自動的に車線内で自車を減速、
停車させるシステムです。

LTA（レーントレーシングアシス
ト）制御中に、手放しなどの無操
作運転状態からシステムが運転者
が異常状態であると判断すると、
車線内で減速、停車し、衝突事故
の回避・衝突被害の低減に寄与し
ます。

アドバンスト ドライブ（渋滞時支
援）制御中のハンドル保持警告に
運転者が反応しない場合も減速・
停車します。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。ドライ
バー異常時対応システムは、運転者
が急病などにより運転の継続が困難
になった場合を対象とするシステム
であり、居眠り運転や注意散漫な運
転、体調が悪い場合の運転を対象と
するものではありません。

lドライバー異常時対応システムは、
システムが運転者による運転の継続
が困難と判断した場合に、自車線内
で減速、停車を行うことで、衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。また、作動には条件があり、作
動条件を満たさない場合は作動しま
せん。

lシステム作動後、異常から復帰でき
た場合には、速やかに運転を再開す
るか、路肩へ避難し、三角表示板お
よび発炎筒を設置して後続車両に停
車していることをお知らせください。

lシステム作動後、同乗者は運転者へ
の救護措置をはじめとした必要な危
険防止措置をとり、路側帯やガード
レールの外側などの安全な場所にす
みやかに退避してください。

l本システムは運転者の異常をハンド
ルの操作状態などで判断しています。
正常な運転者が意図的に無操作を続
けた場合には、システムが作動する
ことがあります。また、運転者が異
常状態であっても、ハンドルにもた
れかかるなどシステムが手放し運転
と判断できない場合は、システムが
作動しないことがあります。

lドライバーモニターが正常に作動し
ないおそれがある状況：P.203

システム概要
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ムが、運転者が異常状態であると判
断した場合には「減速停車フェー
ズ」、「停車保持フェーズ」で自車を
減速、停車させます。

知識

n作動条件

次の条件をすべて満たすと作動します。

lシステムが自動車専用道路と認識して
いるとき

システムが誤って一般道を自動車専用道
路と認識する場合があります。

lLTA を ONにしているとき

または、アドバンスト ドライブ（渋滞時
支援）制御中のとき

l自車速が約 50km/h 以上

アドバンスト ドライブ（渋滞時支援）作
動中は50km/h 以下でも作動します

n作動解除条件

次のいずれかの状況では作動解除されま
す。

lLTA 制御がキャンセルされたとき（LTA
スイッチを押した場合など）

lレーダークルーズコントロール制御が
キャンセルされたとき

lドライバ操作が検出されたとき（ハン
ドルを握る、ブレーキ操作、アクセル
操作、パーキングブレーキ操作、ハ
ザードスイッチ操作、方向指示レバー
操作）

l自車が一般道を走行しているとシステ
ムが判断したとき

l停止保持中、シフトポジションを Pにし
た状態で走行支援スイッチを押したと
き

lエンジンスイッチをイグニッションON
モードからOFFにしたとき

lシステムの一部もしくは全てが作動し

ないとき：P.203

n作動解除時の LTA制御

システムの作動が解除された場合、LTA
制御がキャンセルされる場合があります。

手放し運転警告がされてからも運転
操作がない場合、ブザー（断続音）
とディスプレイ表示により注意喚起
を行い、運転者の正常／異常判定を
行います。一定時間以内にハンドル
保持などの運転者による操作がされ
なかった場合、警告2フェーズに移
行します。

ドライバーモニターカメラ設定車：ドラ
イバ異常の検出状況によっては警告 1
フェーズを経由せず警告2フェーズから
制御が開始される場合があります。

ブザー（早い断続音）とディスプレ
イ表示により注意喚起を行い、ゆる
やかに車速を減速させます。一定時
間以内にハンドル保持などの運転者
による操作がされなかった場合には、
システムが運転者が異常状態である
と判断し、減速停車フェーズに移行
します。

車両の減速時に道路環境等の要因によっ
て、ストップランプが点灯する場合があ
ります。

ある程度減速すると、非常点滅灯（ハ
ザードランプ）が点滅します。システム
の作動が終了しても、非常点滅灯（ハ
ザードランプ）の点滅は継続します。

警告1フェーズ

警告2フェーズ
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運転者が異常状態にあると判断し、
ブザー（連続音）とディスプレイ表
示で運転者に注意喚起を行うととも
に、ゆるやかに減速して車両を停車
させます。減速と同時に、ストップ
ランプの点灯、非常点滅灯（ハザー
ドランプ）の点滅とホーン吹鳴に
よって周囲に緊急事態であることを
お知らせします。車両が停車すると
停車保持フェーズに移行します。

停車後、パーキングブレーキが自動
でかかります。引き続きブザー（連
続音）で注意喚起を行うとともに、
非常点滅灯（ハザードランプ）の点
滅とホーンによって周囲に緊急事態
を知らせます。また、ドア解錠やヘ
ルプネット自動接続による運転者の
救命・救護要請（ヘルプネット契約
時のみ）を行います。

知識

nヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続後、ヘルプネット
のオペレーターからの声掛けに対して車
内からの応答がない場合、救命・救護の
ために救急や警察へ通報を行います。

n作動解除後の機能制限

減速停車フェーズに移行後は、ドライ
バー異常時対応システムの作動が解除さ
れていてもエンジンを再始動するまで次
の機能が使用できなくなります。

lLTA

lLCA

lアドバンスト ドライブ（渋滞時支援）

減速停車フェーズ

停車保持フェーズ

警告

nヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続は、G-Link 通信
エリア内、かつG-Link 契約がされてい
る場合にのみ行われます。G-Link 通信
エリア外やG-Link 未契約、G-Link 契
約が未更新の場合は接続が行われず、
警察・救急への通報が行われません。
あらかじめ通信エリアとご自身の
G-Link 契約をご確認の上、システムを
ご利用ください。
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アドバンスト ドライブ（渋滞時支
援）は、運転者による状況確認のも
と、一部を除く、高速道路・自動車
専用道路の本線での車線維持・加減
速・停車・発進を支援するシステム
です。また、緊急時には減速・停車
し、衝突事故の回避・衝突被害の低
減に寄与します。

l 周囲の状況を検出するセンサー
（P.198）

l 運転者の状態を検出するセンサー
（P.199）

知識

nシステムの一部もしくは全てが作動し
ないとき

P.203

nブレーキの作動音や踏み応えの変化に
ついて

P.203

nドライバーモニターが正常に作動しな
いおそれがある状況

P.203

P.260

P.251

渋滞時支援機能は、一部を除く、高
速道路・自動車専用道路の本線にお
いて運転者による状況確認の下で車
線維持・加減速・停車を支援するシ
ステムです。

作動条件をすべて満たした場合、渋
滞時支援機能が作動します。

システム作動中はハンドルから手を
離すことが可能です。（P.265）

レーダークルーズコントロール、LTA
（レーントレーシングアシスト）の内容を
ご理解いただいた上で、渋滞時支援機能
をお使いください。

サービスエリア／パーキングエリア、料
金所などに進入する際や、車線変更時は
運転者自身の操作で運転を行ってくださ
い。

アドバンスト ドライブ（渋
滞時支援）

機能概要

アドバンスト ドライブ（渋滞
時支援）を支援するセンサー

ドライバー異常時対応システム

レーダークルーズ再発進可能時
間延長

渋滞時支援機能

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、常に周
囲の状況を把握し、安全運転に努め
てください。

l渋滞時支援機能は自動で運転するシ
ステムではありません。
本システムは道路の形状・状態・交
通状況や運転者の状態に応じて、運
転者への情報提供や運転支援を行い
ます。常に周囲の状況を把握した上
で、運転者の責任においてシステム
を使用してください。
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警告

l渋滞時支援機能は周囲の状況・道路
の状態、運転者の状態によっては作
動しない、または作動を中断するこ
とがあります。また、常に同じ性能
を発揮できるものではありません。
機能の作動条件をお読みいただき、
システムを過信せず安全運転に努め
てください。

l渋滞時支援機能の認識性能・制御性
能には限界があるため、システム作
動中であっても運転者自身の操作で
安全を確保する必要があります。ま
た本システムの操舵アシストは、渋
滞中の緩やかな操舵に限定した機能
であり、本機能作動中は LDAの逸脱
抑制機能は作動しません。何らかの
理由で車線を逸脱しそうになった場
合は運転者は自らの責任で運転操作
してください。

lシステムが正常に作動していたとし
ても、運転者が認識している周囲の
状況とシステムが検知している状況
が異なる場合があります。従って注
意義務・危険性の判断・安全の確保
は運転者が行う必要があります。シ
ステムに頼ったり安全を委ねる運転
をしたりすると、思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

l渋滞時支援機能作動中でも運転者で
の操作が必要となる状況があるため、
運転者自身で視界を確保する必要が
あります。

l渋滞時支援機能は状況に応じてディ
スプレイ表示でハンドルの保持を促
すことがあります。ハンドルを保持
し、運転者自身の操作で安全を確保
してください。

l渋滞時支援機能は、次のものを検出
しません。必要に応じて自らハンド
ル・アクセル・ブレーキなどの操作
をし回避してください。思わぬ事故
につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

･ 路上落下物

･ 車線外（路肩など）にいる車両

･ くぼみ・陥没・ひび割れなどの破損
した道路

･ 工事区間

･ 隣接する並走車両や壁

･ 動物

n機能を使用してはいけない状況

次のような状況では渋滞時支援機能を
使用しないでください。適切な制御が
行われず、思わぬ事故につながり、重
大な障害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

lシステムをOFF にする必要があると
き

P.197
lセンサーが正しく作動しないおそれ
があるとき

P.201
l車線を検知できないおそれがあると
き

P.203
n機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では渋滞時支援機能が
正常に作動しないおそれがあります。
必要に応じて運転者自身で操作してく
ださい。

l水しぶきがかかったとき

l外気温が高温または低温のとき
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知識

n機能の作動条件

次の条件を満たしたとき作動します。

lシステムが車線および先行車／周辺車
の軌跡を認識しているとき

lレーダークルーズコントロールおよび
LTA（レーントレーシングアシスト）
が作動しているとき

l方向指示レバーを操作していないとき

l急なカーブを走行していないとき

l車線中央付近を走行しているとき

lドライバーの前方監視状態を検知して
いるとき

l高速道路・自動車専用道路の本線にて
渋滞走行しており、車速が約 40km/h
以下であるとき（渋滞開始時など、一
部条件下では、約 30km/h 以下で機能
が開始します）

l運転席ドアが閉まっている

l運転席シートベルトを締めている

lアドバンスト ドライブ（渋滞時支援）
のカスタマイズがOFF に設定されてい
ないとき

lシステムを構成する機能や部品が正常
な状態であるとき

lPCS カスタマイズがOFFに設定されて
いないとき

lレーダークルーズコントロールの再発
進可能時間延長カスタマイズがOFFに
設定されていないとき

n機能の一時解除

l機能の作動条件が満たされなくなった
場合、一時的に機能が解除されますが、
ふたたび作動条件が満たされると、自
動的に復帰します。

l機能作動中に作動条件が満たされなく
なった場合、ブザー音と表示で一時的
に機能が解除されたことをお知らせす
る場合があります。お知らせに対して
運転者の反応がなかった場合、ドライ
バー異常時対応システムが作動するこ
とがあります。それぞれの表示の意味
については以下をご覧ください。
（P.266）

n制御走行中の運転操作について

lアクセルペダル

通常走行と同様、アクセルペダルを踏む
ことで加速できます。約 10km/h 以上で
走行中にアクセルペダルを踏んだときに

警告

l自車の前方に割り込みがあったとき

l合流してくる車線があるとき

l見通しが悪い状況で走行していると
き

l車両姿勢が変化しているとき

lタイヤの接地面の状態が、左右で著
しく異なる場所を走行しているとき

l中央分離帯がポール等で区切られて
いる暫定供用区間や中央分離帯がな
い自動車専用道路を走行していると
き

l自車と他車の速度差が大きいとき

l地図情報が正常に更新されていない
とき

nレーダーの故障や誤作動を防ぐため
に

P.199
n前方カメラの故障や誤作動を防ぐた
めに

P.199
nフロントウィンドウガラスの前方カ
メラ取り付け部について

P.201
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は、機能が解除されます。

lブレーキペダル

通常走行と同様、ブレーキペダルを操作
することができます。ただし、制御走行
は解除されます。

lハンドル

通常走行と同様、ハンドルを操作するこ
とができます。一定以上ハンドルを操作
すると、制御走行が解除されることがあ
ります。

nディスプレイに警告メッセージが表示
されているとき

l“Advanced Drive使用できません 販売
店で点検”

渋滞時支援機能が正常に作動しなくなっ

ているおそれがあります。販売店で点検
をうけてください。

l“Advanced Drive使用できません 停車
支援機能 作動履歴有”

ドライバー異常時対応システムが作動し
たため、一時的にシステムが使用できま
せん。使用するには、エンジンスイッチ
をOFFにしたあとで再度イグニッション
ONモードにしてください。

渋滞時支援機能の作動／非作動は、
カスタマイズメニューから切りかえ
ることができます。（P.511）

以下の表示を用いて渋滞運転支援システムの作動状態を示しています。

アドバンスト ドライブ（渋滞
時支援）の設定を変更する

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

ディスプレイ表示 状態 対処

渋滞時支援機能が作動中 

（灰色）

渋滞時支援機能終了を事前に告
知

ハンドルを保持する

（橙色）

渋滞時支援機能終了を告知 ハンドルを保持する

（赤色）

レーダークルーズコントロール
／ LTA（レーントレーシングア
シスト）の両方、またはいずれ
かの作動が終了したことを通知

速やかに運転者自身でハンドル
を保持し、運転操作を行う

（黄色）

割り込みや周辺車両の動きに応
じた運転操作が必要であること
を告知

運転者自身で周辺環境に応じ
て、ハンドル・アクセル・ブ
レーキの操作を行う
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センターディスプレイ

ブラインドスポットモニターのON／
OFFを切りかえます。

ドアミラーインジケーター

ドアミラーの死角領域に車両を検知した
とき、または後方からその死角領域に急
速に接近してくる車両を検知したときは、
検知した側のドアミラーインジケーター
(P.67) が点灯します。検知した側に方
向指示レバーを操作している場合は、ド
アミラーインジケーターが点滅し、ブ
ザーが鳴ります。

運転支援情報表示灯

ブラインドスポットモニターがOFF の
ときに点灯し、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示され
ます。

知識

nドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

nブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大
きな音がする場合、ブザー音が聞こえづ
らくなる場合があります。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

BSM（ブラインドスポット
モニター）

ブラインドスポットモニターは、
リヤバンパー内側にある後側方
レーダーセンサーを使用し、運転
者による車線変更時の判断を支援
するシステムです。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

lブラインドスポットモニターは、ド
アミラーの死角領域に入った車両の
存在とその死角領域に急速に接近し
てくる車両の存在を運転者に提供す
る、補助的なシステムです。本シス
テムだけで安全な車線変更の可否を
判断できるものではないため、シス
テムを過信すると思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。
状況によっては本システムが有効に
機能しないことがあるため、運転者
は自らの目視とミラーによる安全確
認をおこなう必要があります。

システムの構成部品

A

B

C
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n後側方レーダーセンサーの取り扱いについて

警告

nシステムを正しく作動させるために

ブラインドスポットモニターのセン
サーは、車両リヤバンパー内側に左右
ひとつずつ設置されています。システ
ムを正しく作動させるために次のこと
をお守りください。

lセンサー周辺のリヤバンパーは常に
きれいにしておく

センサー周辺のリヤバンパーに汚れや
着雪がある場合、警告表示とともにシ
ステムが作動しなくなることがありま
す。その場合、汚れや雪を落としたあ
と、BSM機能の作動条件（P.270）
でしばらく走行してください（目安：
約 10分）。それでも警告表示が消えな
い場合はレクサス販売店にて点検を受
けてください。

lセンサーやセンサー周辺のリヤバン
パーにアクセサリーを付けたり、ス
テッカー（透明なものを含む）やア
ルミテープなどを貼ったりしない

lセンサー周辺のリヤバンパーを塗装
しない

lセンサー周辺のリヤバンパーへの強
い衝撃を避ける
センサーの位置や向きが少しでもず
れると、車両を正しく検知できなく
なったり、装置が正常に動作しなく
なるおそれがあります。
次のような場合には、必ずレクサス
販売店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝撃
を受けた

･ センサー周辺のリヤバンパーなどに
傷や凹みがある、一部が外れている

lセンサーを分解しない

lセンサーやセンサー周辺のリヤバン
パーを改造しない

lセンサーやリヤバンパーの脱着や交
換が必要な場合は、レクサス販売店
にご相談ください。

lセンサーはリヤバンパー表面の塗装
の影響を受けやすく、正しい修理を
しないと警告表示とともにシステム
が作動しなくなることがあります。
塗装修理の際はレクサス販売店にご
相談下さい。
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ブラインドスポットモニターのON
／OFF は、カスタマイズメニューか
ら切りかえることができます。
（P.511）

ブラインドスポットモニターがOFF 

になると、運転支援情報表示灯
（P.67）が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。
エンジンスイッチがイグニッション
ONモードになるたび、ブラインド
スポットモニターはONになります。

n 走行中に検知できる車両

ブラインドスポットモニターは後側方レーダーセンサーにより隣の車線を走
行する次の車両を検知し、ドアミラーのインジケーターによってその車両の
存在を運転者に知らせます。

ドアミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両

後方からドアミラーに映らない領域（死角領域）に急速に接近してくる車
両

n 走行中に検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知します。

検知できる範囲：

ブラインドスポットモニターの
ON／OFFを切りかえるには

ブラインドスポットモニターの作動

A

B
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車両の両側面について、側面から約0.5m離れた面から約 3.5mの領域
※1

リヤバンパーから約 1m前方の領域※2

リヤバンパーから約 3m後方の領域

リヤバンパーから後方約 3m～ 70mの領域※3

※1車両側面から外側に約 0.5m は検知しません。
※2自車が追い越される場合には、リヤバンパーから約 3m前方まで車両の検知を継続
します。

※3自車と他車の速度差が大きいほど、ドアミラーインジケーターは他車がより遠くに
いる状況で点灯・点滅します。

n 関連機能

隣の車線を走行する車両の検知を用
いた機能が LDA（レーンディパー
チャーアラート）にあります。本機
能の作動条件などの詳細については
P.229 を参照してください。

知識

n作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

lブラインドスポットモニターがONのと
き

lシフトポジションがR以外のとき

l車速が約 10km/h 以上のとき

nセンサーが車両を検知する条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな状況で検知範囲に入った車両を検知
します。

l隣の車線を走行する他車に自車が追い
こされるとき

l小さい速度差で隣の車線を走行する他
車を追いこすとき

l他車が車線変更中に検知範囲に進入す

るとき

nシステムが検知しない条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな車両や車両以外のものを検知対象と
しません。

l小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

l対向車

lガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

l同じ車線を走行する後続車※

l2 つ隣の車線を走行する他車※

l大きい速度差で自車が追い越す他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

nブザーが鳴らない条件

次のような状況では、方向指示レバーを
操作していてもドアミラーインジケー
ターは点滅しますが、ブザーは鳴りませ
ん。

l方向指示レバーを継続して操作したま
ま、2台目の車両を検知したとき

l大きい速度差で隣の車線を走行する他

車を追い越すとき※

A

B

C

D
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※状況によってはブザーが鳴ることがあ
ります。

nシステムが正しく作動しないおそれが
ある状況

l次のような状況では車両を正しく検知
しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどの濡れた路面を走行するとき

･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差が
大きすぎるとき

･ 自車と他車の速度差に変化があるとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度がほ
とんど等しいとき

･ 停止状態から発進した際に、検知範囲
に他車が存在し続けたとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線の他車が自車
から離れすぎているとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ 検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

･ ブラインドスポットモニターをONに
した直後

･ けん引しているとき

l特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき
･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線以外を走行す
る車両が検知範囲に入ったとき
･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき
･ タイヤがスリップ（空転）していると
き
･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき
･ けん引しているとき
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マルチインフォメーションディス
プレイ・ヘッドアップディスプレ
イ

後方車両の通行を妨げる可能性がある場
合、メッセージとブザーでお知らせしま
す。

センターディスプレイ

後方車両接近告知のON／ OFFを切り
かえます。

後方車両接近告知のON／OFFは、
カスタマイズメニューから切りかえ
ることができます。（P.511）

知識

nブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大
きな音がする場合、ブザー音が聞こえづ
らくなる場合があります。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

後方車両接近告知は後側方レーダー
センサーにより自車の後方から接近
してくる車両を検知し、マルチイン
フォメーションディスプレイまたは
ヘッドアップディスプレイの表示と
ブザーによってその車両の存在を運
転者に知らせます。

後方車両接近告知

後方車両接近告知は、リアバン
パー内側にある後側方レーダーセ
ンサーを使用し、運転者に後方車
両の接近をお知らせすることで、
回避要否の判断を支援するシステ
ムです。

警告

n安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。
後方車両接近告知は自車の後方から接
近してくる車両の存在を運転者に提供
する補助的なシステムです。
後方車両接近告知を使用していても状
況によっては本システムが有効に機能
しないことがあるため、運転者は自ら
の目視による安全確認をおこなう必要
があります。
システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

nシステムを正しく作動させるために

P.268

システムの構成部品

後方車両接近告知のON／
OFFを切りかえるには

後方車両接近告知の作動

A

B



273

4

4-5. 運転支援装置について
運
転知識

n後方車両接近告知の作動条件

後方車両接近告知は、次の条件をすべて
満たしているときに作動します。

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

l後方車両接近告知がONのとき

lシフトポジションがR以外のとき

l車速が約 60km/h 以上のとき

l方向指示レバーを操作していないとき

lブレーキペダルを踏んでいないとき

l前回作動から約5分以上経過しているこ
と

nセンサーが車両を検知する条件

後方車両接近告知は、同じ車線を走行す
る後方車両が近づいた状況のとき、検知
範囲に入った車両を検知します。

nシステムが検知しない条件

後方車両接近告知は、次のような車両や
車両以外のものを検知対象としません。

l小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

lガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

l対向車

l隣の車線を走行する他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

n後方車両接近告知が正しく作動しない
おそれがある状況

l次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき
･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどの濡れた路面を走行するとき
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき
･ けん引しているとき
･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き
･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき
･ 他車の前方に割り込んだとき
･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき
･ 後続車が自車に接近した後、一度離れ
て再度接近してきたとき
･ 後続車が自車から離れていくとき
･ 後続車が自車を追い越そうとしている
とき
･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき
･ 後続車の高さが自車と違いがありすぎ
るとき
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l特に次のような状況では、後続車の接
近の可能性がなくてもシステムが作動
するおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ けん引しているとき
･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき

･ 自車が右左折するときに後続車が自車
の真後ろを通過したとき

･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線を走行する車
両が検知範囲に入ったとき

･ 後方車両の周辺に複数の車両が存在す
るとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ カーブ中に隣接車両がいるとき
･ 他車の前方に割り込んだとき

周辺車両接近時サポート (
録画機能、通報提案機能 )

周辺車両接近時サポートは、リア
バンパー内側にある後側方レー
ダーセンサーを使用して至近距離
の後方車両を検知し、運転者へ対
処方法を提案するシステムです。

ドライブレコーダー（前後方）※

が装着されている車両は、ドライ
ブレコーダー（前後方）の録画機
能を使用して、状況を自動で記録
します。
※標準装備、メーカーオプションまた
はメーカーパッケージオプションの
ドライブレコーダー（前後方）装着
の場合に限ります。用品（販売店オ
プション）のドライブレコーダーで
はご利用になれません。

警告

n安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。
周辺車両接近時サポートは後方車両が
至近距離まで接近したときの対処方法
を運転者に提案する補助的なシステム
です。
周辺車両接近時サポートを使用してい
ても状況によっては本システムが有効
に機能しないことがあるため、運転者
は自らの目視による安全確認をおこな
う必要があります。
システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

nシステムを正しく作動させるために

P.268
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マルチインフォメーションディス
プレイ・ヘッドアップディスプレ
イ

警察への通報またはヘルプネットへの接
続を提案します。

センターディスプレイ

周辺車両接近時サポートのON／ OFF
を切りかえます。

周辺車両接近時サポートのON／
OFF は、カスタマイズメニューから
切りかえることができます。
（P.511）

知識

n音声の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大
きな音がする場合、音声が聞こえづらく
なる場合があります。

後方車両が至近距離まで接近したと
きに、マルチインフォメーション
ディスプレイまたはヘッドアップ

ディスプレイと音声で下記の対処方
法を提案します。
ドライブレコーダー装着車は、後方
車両の映像を記録します。

n 通報提案

携帯電話をマルチメディアとハンズ
フリー接続しているときは、ハンズ
フリー電話での警察への通報を提案
します。
通報する場合は、メーター操作ス
イッチで操作してください。
ハンズフリー電話の詳細については、
別冊「マルチメディア取扱説明書」
を参照してください。

n ヘルプネット接続提案

ヘルプネットを契約しているときは、
ヘルプネットセンターへの通報を提
案します。
通報する場合は、ヘルプネットボタ
ンを押してください。
ヘルプネットの詳細については、別
冊「マルチメディア取扱説明書」を
参照してください。

n イベント録画（ドライブレコー
ダー［前後方］装着車）

車両後方の映像をイベント録画しま
す。
ドライブレコーダー（前後方）の詳
細については、別冊「マルチメディ
ア取扱説明書」を参照してください。

システムの構成部品

周辺車両接近時サポートのON
／OFFを切りかえるには

周辺車両接近時サポートの作動

A

B
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知識

nイベント録画の通知（ドライブレコー
ダー［前後方］装着車）

通報提案もヘルプネット接続提案もしな
い場合は、イベント録画が記録されたこ
とを通知します。

n周辺車両接近時サポートの作動条件

周辺車両接近時サポートは、次の条件を
すべて満たしているときに作動します。

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

l周辺車両接近時サポートがONのとき

lシフトポジションがR以外のとき

l車速が約 60km/h 以上のとき

l方向指示レバーを操作していないとき

lブレーキペダルを踏んでいないとき

l前回作動から約10分以上経過している
こと

n通報提案の作動条件

通報提案は、次の条件をすべて満たして
いるときに作動します。

l携帯電話がマルチメディアと

Bluetooth® でハンズフリー接続されて
いるとき

Bluetooth® ワードマークおよびロゴは登
録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. が所
有権を有します。

l携帯電話の電波が圏外でないとき

l携帯電話が着信中、発信中、通話中で
ないとき

nヘルプネット接続提案の作動条件

l通報提案がされていないとき

lヘルプネットの契約がされている

nセンサーが車両を検知する条件

周辺車両接近時サポートは、同じ車線を

走行する後方車両が至近距離にいる状態
が続いた状況のとき、検知範囲に入った
車両を検知します。

nシステムが検知しない条件

周辺車両接近時サポートは、次のような
車両や車両以外のものを検知対象としま
せん。

l小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

lガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

l対向車

l隣の車線を走行する他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

n周辺車両接近時サポートが正しく作動
しないおそれがある状況

l次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき
･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどの濡れた路面を走行するとき
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき
･ けん引しているとき
･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き
･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき
･ 他車の前方に割り込んだとき
･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき
･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
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がある場所を走行するとき
･ 後続車の高さが自車と違いがありすぎ
るとき

l特に次のような状況では、後続車の接
近がなくてもシステムが作動するおそ
れがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ けん引しているとき
･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき

･ 自車が右左折するときに後続車が自車
の真後ろを通過したとき

･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線を走行する車
両が検知範囲に入ったとき

･ 後方車両の周辺に複数の車両が存在す
るとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ カーブ中に隣接車両がいるとき
･ 他車の前方に割り込んだとき

同じ車線を走行する後方車両を後側
方レーダーセンサーで検出し、追突
の可能性が高いと判断したときに、
非常点滅灯を高速点滅させて後方車
両に注意をうながします。このとき
マルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージを表示し、後方車

後方車両への接近警報

後方車両への接近警報は、リアバ
ンパー内側にある後側方レーダー
センサーを使用し、後方車両から
の追突の可能性が高いと判断した
ときに、非常点滅灯を高速点滅さ
せて後方車両に注意をうながすシ
ステムです。

警告

n安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。
後方車両への接近警報は自車の後方か
ら接近してくる車両に追突される可能
性が高いと判断したときに、非常点滅
灯を高速点滅させて後方車両に注意を
うながす補助的なシステムです。
後方車両への接近警報を使用していて
も状況によっては本システムが有効に
機能しないことがあるため、運転者は
自らの目視による安全確認をおこなう
必要があります。
システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

nシステムを正しく作動させるために

P.268

後方車両への接近警報の作動
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両の接近を運転者に知らせます。

知識

n後方車両への接近警報の作動条件

次の条件を満たしたときシステムが作動
します。

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

lシフトポジションがR以外のとき

l方向指示レバーを操作していないとき

l自車から見た後方車の接近速度が約
30km/h ～ 100km/h の間

l自車の車速が約 10km/h 以下、または前
進時でブレーキを踏んでいる

nセンサーが車両を検知する条件

後方車両への接近警報は、同じ車線を走
行する後方車両が追突の可能性が高い状
況のとき、検知範囲に入った車両を検知
します。

nシステムが検知しない条件

後方車両への接近警報は、次のような車

両や車両以外のものを検知対象としませ
ん。

l小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど ※

lガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物 ※

l対向車

l隣の車線を走行する他車 ※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

n後方車両への接近警報が正しく作動し
ないおそれがある状況

l次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき
･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面に停車、または走
行しているとき
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき
･ けん引しているとき
･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き
･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき
･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき
･ 後続車の高さが自車と違いがありすぎ
るとき

l特に次のような状況では、衝突の可能
性がなくてもシステムが作動するおそ
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れがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ けん引しているとき
･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき

･ 右左折待ちで停車したときなどに、自
車の真うしろを車両が通過するとき

･ 道路脇に停車したときなどに、車両が
真横を通過するとき

･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき

･ 後方車両が近距離まで急接近したとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

セカンダリーコリジョンブレーキ

セカンダリーコリジョンブ
レーキ（停車中後突対応）

セカンダリーコリジョンブレーキ
（停車中後突対応）は、リアバン
パー内側にある後側方レーダーセ
ンサーを使用し、停車中に後方車
両からの追突の可能性が非常に高
いと判断したときに、自動的にブ
レーキを制御することで、二次衝
突による被害の軽減に寄与するシ
ステムです。

警告

n安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。
セカンダリーコリジョンブレーキ（停
車中後突対応）は停車中に同じ車線を
走行する後方車両からの追突の可能性
が非常に高いと判断したときに、自動
的にブレーキを制御する補助的なシス
テムです。
セカンダリーコリジョンブレーキ（停
車中後突対応）を使用していても状況
によっては本システムが有効に機能し
ないことがあるため、運転者は自らの
目視による安全確認をおこなう必要が
あります。
システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

nシステムを正しく作動させるために

P.268

セカンダリーコリジョンブレー
キ（停車中後突対応）の作動
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（停車中後突対応）は、停車中に同じ
車線を走行する後方車両を後側方
レーダーセンサーで検出し、追突の
可能性が非常に高いと判断したとき
に、自動的にブレーキと制動灯を制
御することで、追突後の自車速度を
減速させ二次衝突による被害の軽減
に寄与します。

知識

nセカンダリーコリジョンブレーキ（停
車中後突対応）の作動条件

次の条件を満たしたときシステムが作動
します。

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

lシフトポジションがR以外のとき※

l方向指示レバーを操作していないとき

l前回作動から約7分以上経過しているこ
と

l自車から見た後方車の接近速度が約
30km/h ～ 100km/h の間

l自車の車速が約 0km/h のとき
※シフトポジションがNのときは、ブ
レーキペダル・パーキングブレーキ・
ブレーキホールドをいずれも操作して
いないときは作動しません。

nセンサーが車両を検知する条件

セカンダリーコリジョンブレーキ（停車
中後突対応）は、同じ車線を走行する後
方車両が追突の可能性が非常に高い状況
のとき、検知範囲に入った車両を検知し
ます。

nシステムが検知しない条件

セカンダリーコリジョンブレーキ（停車
中後突対応）は、次のような車両や車両
以外のものを検知対象としません。

l小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど ※

lガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物 ※

l対向車

l隣の車線を走行する他車 ※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

nセカンダリーコリジョンブレーキ（停
車中後突対応）が正しく作動しないお
それがある状況

l次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき
･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面に停車していると
き
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき
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･ けん引しているとき
･ 停車した直後に後方車両が接近したと
き

･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き

･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき

･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ 後続車の高さが自車と違いがありすぎ
るとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

l特に次のような状況では、追突される
可能性がなくてもシステムが作動する
おそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ けん引しているとき
･ 右左折待ちで停車したときなどに、自
車の真うしろを車両が通過するとき

･ 道路脇に停車したときなどに、他車が
真横を通過するとき

･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき

･ 後方車両が近距離まで自車に急接近し
たとき

･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき

･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ 停車間際・発進直後に後方車両が接近
したとき

･ 走行中にすべりやすい路面などでのブ
レーキ操作により、自車のタイヤが
ロックしたときに後方車両が接近した
とき

･ 洗車機で洗車しているとき

安心降車アシスト

安心降車アシストは、リヤバン
パー内側にある後側方レーダーセ
ンサーを使用し、各席乗員による
降車時のドアと車両・自転車の衝
突可能性の判断の支援をすること
で、事故被害低減に貢献するシス
テムです。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

l安心降車アシストは、停車中に接近
してくる車両や自転車の存在を乗員
に提供する補助的なシステムです。
本システムだけで安全を判断できる
ものではないため、システムを過信
すると思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

状況によっては本システムが有効に機
能しないことがあるため、乗員は自ら
の目視やミラーなどによる安全確認を
行う必要があります。

安心降車アシストのシステム構
成部品
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センターディスプレイ

安心降車アシストのON／ OFFを切り
かえます。

ドアミラーインジケーター

開いたドアと衝突する可能性がある車
両・自転車を検知したときは、検知した
側のドアミラーインジケーター
（P.67）が点灯します。検知している
側のドアを開いた場合は、ドアミラーイ
ンジケーターが点滅します。

マルチインフォメーションディス
プレイ

衝突の可能性がある状態でドアの開放を
した場合に対象のドアをメーターに表示
します。また、ドアミラーインジケー
ターが点灯した状態でドアが開けられた
場合などは、上記に加えてブザーで警報
を行います。

運転支援情報表示灯

安心降車アシストがOFF のときに点灯
し、マルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージが表示されます。

スピーカー

ドアミラーインジケーターが点滅した場
合に音声にてシステムが作動したことを
通知します。音声による通知が行われた
後は、そのドアが全閉されるまで音声に
よる再通知は実施されません。

知識

nドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

nブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大
きな音がする場合、ブザー音が聞こえづ
らくなる場合があります。

n音声の通知について

以下のとき、音声による通知は実施され
ません。

l車内に乗員がいないと推定されるとき※

lドアを開いて乗車後、エンジンを始動
するまで

lエンジン停止後 3分以上経過した場合

lセンターディスプレイの言語設定で音
声発話に対応していない言語が設定さ
れている場合

l外部より全ドアが施錠されている場合

lエンジン停止後、同一のドアが開いて
いる状態が 1分以上継続している場合

lセンターディスプレイのアクセサリー
モードカスタマイズ（P.511）がON
となっている状態で、エンジンが停止
されている場合

lセンターディスプレイの駐車支援音量
設定がOFFとなっている場合

※各席毎に、走行前のドア開閉で乗車、
走行後のドア開閉で降車と判断します。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

安心降車アシストのON／OFFは、
カスタマイズメニューから切りかえ
ることができます。（P.511）

安心降車アシストがOFF になると、
運転支援情報表示灯が点灯し、マル
チインフォメーションディスプレイ

A

B

C

D

E

警告

nシステムを正しく作動させるために

P.268

安心降車アシストのON／
OFFを切りかえる
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にメッセージが表示されます。
エンジンスイッチがイグニッション
ONモードになるたび、安心降車ア

シストはONになります。※

※エンジンスイッチOFF 後、すぐにエン
ジンスイッチをONモードにした場合
は、安心降車アシストがONにならな
い場合があります。

n 安心降車アシストが検知できる対象

安心降車アシストは後側方レーダーセンサーにより自車の後方を走行する次
の車両・自転車を検知し、ドアミラーインジケーター、ブザー、メーターの
表示、および音声通知によってその車両の存在を乗員に知らせます。

ドアを開けたときにドアと衝突する可能性が高いと判断された車両・自転
車

n 安心降車アシストが検知できる範囲

次の範囲に入った車両・自転車を検知します。

フロントドアから後方約 45mの領域※

※接近する車両・自転車の速度が速いほど、ドアミラーインジケーターは車両・自転車
がより遠くにいる状況で点灯・点滅します。

安心降車アシストの作動

A

A
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知識

n安心降車アシストの作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき、エンジンOFF後 3分以
内、およびドアを開けて車内に乗り込
んでから 3分以内（ドア開閉が行われ
た場合は、作動継続時間がさらに延長
される場合があります）

l安心降車アシストがONのとき

l停車中

lシフトポジションがR以外のとき

nセンサーが車両を検知する条件

安心降車アシストは、次のような状況で
検知範囲に入った車両を検知します。

l停車している自車と並行に走行する車
両や自転車がドアを開けた範囲付近を
通過するとき

nシステムが車両を検知しない条件

l安心降車アシストは、次のような車両・
自転車や車両・自転車以外のものを検
知対象としません。

･ 接近する車両・自転車の速度が遅いと

き※

･ ドアを開いたときに、衝突する可能性

が低いと判断された車両・自転車※

･ 真うしろから接近する車両・自転車※

･ 前方から接近する車両・自転車※

･ ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

･ 歩行者、動物など※

l安心降車アシストは、次のような状況
では作動しません。

･ エンジンOFF後に 3分以上経過した場
合（ドア開閉が行われた場合は、作動
継続時間が延長される場合があります）

･ 自車が完全に停車していないとき

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

nシステムが正しく作動しないおそれが
ある状況

l次のような状況では車両や自転車を有
効に検知しないおそれがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき
･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面に停車していると
き
･ 隣の駐車車両に後続する車両や自転車
･ 後方で急な進路変更をして接近する車
両や自転車
･ 発進した直後の車両や自転車
･ トランクが開いているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやスロープを装着していると
き
･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止
物や人がいるとき
･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 接近する車両や自転車の周囲に走行す
る車両があるとき
･ 接近する車両や自転車が壁・標識など
の静止物の横を走行しながら接近して
いるとき
･ 車両や自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車してい
るとき

l特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 自車の後方からずれた状態で車両や自
転車が接近するとき
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･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 斜めに駐車している後方を車両や自転
車が接近するとき

･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止
物や人がいるとき

･ 後方で急な進路変更をして接近する車
両や自転車

･ 接近する車両や自転車が壁・標識など
の静止物の横を走行しながら接近して
いるとき

･ トランクが開いているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやスロープを装着していると
き

･ 車両や自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車してい
るとき

･ 隣接車線に停止している車両の後ろか
ら車両や自転車が接近するとき

n センサーの種類

フロントコーナーセンサー

フロントセンターセンサー

リヤコーナーセンサー

リヤセンターセンサー

フロントサイドセンサー

リヤサイドセンサー

n クリアランスソナーの表示のしか
た

壁などの静止物を検知すると、セン
ターディスプレイに表示されます。

イラストは説明のための例であり、
仕様により異なります。

センターディスプレイの表示 :

クリアランスソナー

クリアランスソナーは、車両と壁
などの静止物とのおおよその距離
を超音波センサーによって検知し
て、センターディスプレイの距離
表示とブザー音、音声案内で運転
者にお知らせします。

システムの構成部品

A

B

C

D

E

F
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n クリアランスソナー検知表示灯★

静止物を検知するとクリアランスソ
ナー検知表示灯が点灯します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

nクリアランスソナー検知表示灯の有無
について

クリアランスソナーがOFF の状態でシフ
トポジションを Rにしたとき、クリアラ
ンスソナーOFF表示灯（P.286）が消
灯する車両はクリアランスソナー検知表
示灯があります。

クリアランスソナーのON／OFF
は、カスタマイズメニューから切り
かえることができます。（P.511）

クリアランスソナー機能がOFFのと
きは、クリアランスソナーOFF表示
灯 (P.67) が点灯します。
OFF（非作動）に切りかえて、クリ
アランスソナーを停止させた場合、
再度、カスタマイズメニュー
(P.511) から ON（作動）に切り
かえないとシステムは復帰しません。
（エンジンスイッチをOFFにしたあ

とで再度イグニッションONモード
にしても、復帰しません）

クリアランスソナー検知表示灯があ
る車両は、シフトポジションを Rに
すると自動的にON( 作動 ) になり、
クリアランスソナーOFF表示灯が消
灯します。
このとき、クリアランスソナー機能
のON／OFF を切りかえることがで
きません。
クリアランスソナー機能の設定自体
は変更されません。

クリアランスソナーのON／
OFF を切りかえるには

警告

n安全にお使いいただくために

本システムは認識性能／制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

nシステムを正しく作動させるために

必ず次のことをお守りください。正常
に作動しないことがあり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。守
れないときはシステムをOFFしてくだ
さい。

lセンサーに傷を付けたりせずに、常
にきれいにしておいてください。

lセンサー付近に市販の部品（字光式
ナンバープレート・フォグランプ・
フェンダーポール・無線アンテナな
ど）を取り付けないでください。

lセンサー周辺へ衝撃を与えないでく
ださい。衝撃を受けた際はレクサス
販売店で点検を受けてください。前
後のバンパーやグリルの脱着や交換
が必要な場合はレクサス販売店にご
相談ください。
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知識

n作動条件

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

lクリアランスソナー機能がONのとき

l車両の速度が約 10km／ h以下のとき

lフロントコーナーセンサー：
･ シフトポジションがP以外にあるとき

lフロントセンターセンサー：
･ シフトポジションがP・R以外にある
とき

lリヤコーナ―、リヤセンターセンサー：
･ シフトポジションがRにあるとき

lサイドセンサー：
･ エンジン始動後、車両が約 7m 移動す
るあいだ

･ シフトポジションを RからDにしたあ
と、車両が約 7m 移動するあいだ
･ シフトポジションが Rのとき

･ が押され、センターディスプレイが

表示されているとき
･ フロントまたはリヤセンサーが静止物
を検知しているとき

lクリアランスソナー検知表示灯がある
車両は、シフトポジションをRにする
と、クリアランスソナー機能をOFF
（非作動）に設定している場合でも、自
動的にON（作動）になり、クリアラン
スソナーOFF 表示灯が消灯します。
クリアランスソナー機能の設定自体は
変更されません。

nセンサーの検知について

lセンサーの検知範囲は車両前部と後部
のバンパー周辺に限られます。

l静止物の形状・条件によって検知でき
る範囲が短くなることや、検知できな
いことがあります。

lセンサーが静止物に近付きすぎると検
知できないことがあります。

l静止物を検知してから、表示が出る
（ブザーが鳴る）までに多少時間がかか
ります。低速走行時の場合でも表示が
出る（ブザーが鳴る）までに、静止物
まで約 30cm以内に接近するおそれが
あります。

lオーディオ・エアコン使用時は、音楽
やファンの音などにより、ブザーの音
が聞き取りづらくなる場合があります。

l他システムのブザー音などにより本シ
ステムの音が聞き取りづらくなる場合
があります。

lメーター故障時はブザーの音が鳴らな
いことがあります。

nシステムが正しく検知できないことが
ある静止物

静止物の形状・条件によっては検知でき

警告

l改造・分解・塗装をしないでくださ
い。

lライセンスプレートカバーを取り付
けないでください。

l適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

l純正品以外のサスペンションを取り
付けないでください。

n洗車時の注意

l高圧洗車機を使用して洗車するとき
は、センサー部に直接水をあてない
でください。
強い水圧により衝撃が加わり、正常
に作動しなくなるおそれがあります。

lスチームを使用した洗車機などで洗
車するときは、スチームをセンサー
部に近付けすぎないようにしてくだ
さい。
スチームにより、正常に作動しなく
なるおそれがあります。
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る範囲が短くなることや、次のようなも
のは検知しないことがあります。注意し
て運転してください。

l針金・フェンス・ロープなどの細いも
の

l綿・雪などの音波を吸収しやすいもの

l鋭角的な形のもの

l背の低いもの

l背が高く上部が張り出しているもの

特に人は衣類の種類によっても検知でき
ない場合がありますので、常に目視で確
認してください。

nシステムが正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、センサーが正常に
作動しないことがあります。

lセンサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

lセンサー部が凍結したとき（解ければ、
正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常表
示が出たり、壁などの静止物があって
も検知しないことがあります。

l炎天下や寒冷時

l凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

l他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

l大雨や水しぶきがかかったとき

lセンサーに静止物が近付きすぎたとき

l超音波を反射しにくい歩行者（例：
ギャザーやフリルの多いスカートなど）

l地面に対して垂直でないもの、車両進
行方向に対して直角でないもの、凹凸
なもの、波打っているものが検知範囲
にあるとき

l風が強いとき

l霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

l作動対象物と車両のあいだに検知でき
ない対象物があるとき

l車・オートバイ・自転車・歩行者など
の作動対象が車両の横から割り込んだ
り、飛び出してきたとき

l衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

lセンサー付近にけん引フック・輸送用
フック・バンパープロテクター・バン
パートリム・サイクルキャリア・除雪
装置（スノープラウ）などを取り付け
たとき

l積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

l事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

lタイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

lけん引しているとき

n衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

次のような状況では、衝突の可能性がな
くてもシステムが作動する場合がありま
す。

l狭い道路を走行するとき
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l垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった枝、
遮断機（踏切のバー・ETC のバー・駐
車場のバーなど）に向かって走行する
とき

l地面にわだちや穴があるとき

l排水溝などの金属のフタ（グレーチン
グ）走行時

l急な登坂路や降坂路を走行するとき

l冠水している道路でセンサーに水がか
ぶったとき

lセンサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

l大雨や水しぶきがかかったとき

l霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

l風が強いとき

l他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

l積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

l衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

l背の高い縁石や直角の縁石に向かって
進んだとき

l立体駐車場や工事現場などで柱（H形鋼
など）の付近を走行するとき

l事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

l凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

lタイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

lけん引しているとき

n 静止物を検知できる範囲

約200cm

検知できる範囲は図のとおりです。ただ
し、静止物がセンサーに近付きすぎると
検知できません。

距離表示の見方

A
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静止物の形状・条件によっては、検知で
きる距離が短くなることや、検知できな

いことがあります。

n 検知距離とブザー音

※自動ミュート機能あり (P.291)

静止物を検知すると、ブザーが鳴り
ます。
ブザー音と同時に音声案内を行いま
す。

l 静止物との距離が近付くと、ブ
ザーの断続時間が短くなります。
静止物との距離が約30cm以下の
とき、ブザーは断続音「ピピ」か
ら連続音「ピー」になります。

l 複数のセンサーが同時に静止物を
検知しているときは、もっとも近
い静止物との距離に合わせたブ

ザー音が鳴ります。

l 断続音ブザー吹鳴後、静止物との
距離が近づかない場合は、自動で
ブザーが消音されます。（自動
ミュート機能）

知識

nブザー音量調整

カスタマイズメニューから、クリアラン
スソナー、RCTA、RCDの音量を一括で
切りかえることができます。（P.511）

静止物までのおおよその距離 ブザー音

フロントセンターセンサー：
約 200cm～ 100cm

リヤセンターセンサー：
約 200cm～ 150cm

コーナーセンサー：
約 200cm～ 60cm

なし（表示のみ）

フロントセンターセンサー：

約 100cm～ 60cm※

リヤセンターセンサー：

約 150cm～ 60cm※

断続音

フロント／リヤセンターセンサー、コー
ナーセンサー：

約 60cm～ 45cm※
速い断続音

フロント／リヤセンターセンサー、コー
ナーセンサー：

約 45cm～ 30cm※
非常に速い断続音

約 30cm以下 連続音

音声案内とブザー音
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nブザー音の一時ミュート（消音）につ
いて

センターディスプレイに一時ミュート
（消音）スイッチが表示されているときに
このスイッチを押すと、一時的にブザー
音を消すことができます。

クリアランスソナー、RCTA、RCDのブ
ザー音が一括でミュート（消音）されま
す。

l次のとき、自動でミュート（消音）が
解除されます。
･ シフトポジションを切りかえたとき
･ 車速が一定値以上になったとき
･ センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき
･ 使用中の機能をOFF にしたとき
･ エンジンスイッチをOFFにしたとき

サイドエリアの静止物が車両の経路
内にある場合に、表示とブザーで運
転者に知らせます。

静止物

計算した車両経路

走行中にサイドセンサーまたはサイドカメラで静止物を検知します。車両が
移動して静止物がサイドセンサーまたはサイドカメラで検知できない位置に
あった場合も、車両の位置を計算することで静止物の位置を算出し、車両の
経路内に静止物がある場合に、巻き込み警報機能が作動します。

サイドセンサーまたはサイドカメラで検知した静止物

1 停車時はサイドエリアの静止物の検知は行いません。

巻き込み警報機能

A

B

A
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2 車両移動中に静止物を検知
3 サイドセンサーまたはサイドカメラで静止物を直接検知していない状態で
も、表示とブザーで知らせます。

知識

n巻き込み警報機能の作動条件

lエンジン始動後、車両が約 7m移動する
あいだ

lシフトポジションがRのとき

lシフトポジションをRからDにしたあ
と、車両が約 7m移動するあいだ

l が押され、センターディスプレイが

表示されているとき

lフロントまたはリヤセンサーが静止物
を検知しているとき

nサイドエリアの静止物の検知について

lサイドエリアの静止物は、センサーま
たはカメラで直接検知するのではなく、
車両前後のサイドセンサーまたはサイ
ドカメラで検知したあと車両の位置を
計算することで静止物の位置を算出し
ます。そのためエンジンスイッチをイ
グニッションONモードにしたあと、
しばらく走行してセンサーまたはカメ
ラでサイドエリアのスキャンが完了す
るまでは、サイドエリアに静止物が
あっても検知できない場合があります。

lサイドセンサーまたはサイドカメラで
車・人・動物などがサイドセンサーま
たはサイドカメラの検知範囲から出て
も検知している状態が継続します。

警告

nサイドセンサーまたはサイドカメラ
について

次のとき、クリアランスソナーが正常
に作動しないことがあり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。注
意して運転してください。

lエンジンスイッチをイグニッション
ONモードにした直後の発進時、フ
ロントサイドセンサーで検知できな
いような小さい車両や静止物が隣に
あるとき。下図の場合、前進しても
左側にある車両を検知できないため、
巻き込み防止警報機能は作動しませ
ん。

lサイドセンサーまたはサイドカメラ
で検知できない位置に静止物がある
場合や、人がいるとき

lサイドエリアのスキャン完了後に、
車・人・動物などが車両の横からサ
イドエリアに侵入してきたとき

lドアミラーが閉じられているとき

lバッテリーを脱着したときやあがっ
たときはドアミラーの開閉を実施し
てください。
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センターディスプレイ

センターディスプレイ上でRCTA 機能の
ON／ OFFを切りかえます。
また、自車の右後方または左後方から接
近している車両を検知したときは、セン
ターディスプレイに検知した側のRCTA
アイコン（P.294）が点灯します。

イラスト※は両後方から車両が接近して
いる例です。
※表示画面は、グレード、オプションな
どにより異なる場合があります。

ドアミラーインジケーター

自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、両側のドア
ミラーインジケーター (P.67) が点滅
し、ブザーが鳴ります。

運転支援情報表示灯

RCTAが OFF のときに点灯し、マルチイ
ンフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

RCTAの ON／ OFF は、カスタマイ
ズメニューから切りかえることがで
きます。（P.511）

RCTA機能がOFF のとき、運転支援
情報灯（P.67）が点灯し、マルチ

RCTA（リヤクロストラ
フィックアラート）

RCTA（リヤクロストラフィック
アラート）機能はリヤバンパー内
側にあるブラインドスポットモニ
ターの後側方レーダーセンサーを
使用し、運転者の目視だけでは感
知しづらい領域の確認を補助する
機能です。後退時に運転者を支援
します。

警告

n安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。

RCTA 機能は自車の右後方または左後
方から接近してくる車両の存在を運転
者に提供する補助的なシステムです。

RCTA 機能を使用していても状況に
よっては本システムが有効に機能しな
いことがあるため、運転者は自らの目
視による安全確認をおこなう必要があ
ります。

システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

nシステムを正しく作動させるために

P.268

システムの構成部品

設定のしかた

A

B

C
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インフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。エンジ
ンスイッチがイグニッションON
モードになるたび、RCTA 機能は
ONになります。

知識

nドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

nRCTA ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする
場合、RCTA ブザー音が聞こえづらくな
る場合があります。

n後側方レーダーセンサーについて

P.268

n RCTA機能の作動

RCTA機能は後側方レーダーセン
サーにより自車の右後方または左後
方から接近している車両を検知し、
ドアミラーのインジケーターとブ
ザーによってその車両の存在を運転
者に知らせます。

接近車両

接近車両を検知できる範囲

n RCTAアイコンの表示

自車の右後方または左後方から接近
している車両を検知したときは、セ
ンターディスプレイ上に次の表示を
します。

例：両方向から車両が接近している
とき

n RCTA機能で検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知します。

速度が速い車両に対しては、より離
れた位置で警報ブザーを鳴らします。

例：

知識

nRCTA 機能の作動条件

RCTA 機能は、次の条件をすべて満たし

RCTA機能

A

B

接近車両の速度 警報距離（概算）

56km/h（速い） 30m

8km/h（遅い） 4m

A
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ているときに作動します。

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

lRCTA 機能がONのとき

lシフトポジションがRのとき

l自車の車速が約 15km/h 以下のとき

l接近する他車の車速が約 8km/h ～
56km/h のあいだのとき

nブザーの音量調整について

カスタマイズメニューから、RCTA、クリ
アランスソナー、RCDの音量を一括で切
り換えることができます。（P.511）

nブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、センターディ
スプレイ上に一時ミュート（消音）ス
イッチが表示されます。
これを押すとクリアランスソナー、
RCTA、RCDのブザー音が一括でミュー
ト（消音）されます。

一時ミュート（消音）が解除されるとき：

lシフトポジションを切りかえたとき

l車速が一定値以上になったとき

lセンサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

l使用中の機能をOFFにしたとき

lエンジンスイッチをOFFにしたとき

nシステムが検知しない車両について

RCTA 機能は、次のような車両や車両以
外のものを検知対象としません。

l真後ろから接近する車両

l自車の隣の駐車スペースで後退する車
両

l障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

lガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

l小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

l自車から遠ざかる車両

l自車の隣の駐車スペースから接近する

車両※

lセンサーと接近車両との距離が近すぎ
る場合

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

nシステムが正常に作動しないおそれの
ある状況

RCTA 機能は、次のような状況では車両
を有効に検知しないおそれがあります。

lセンサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

l泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

l大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

l複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

l車両が高速で接近するとき

lセンサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
プラウ）などを取り付けたとき

l勾配の変化が激しい坂で後退している
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とき

l斜めの駐車場から出庫するとき

lRCTA 機能をONにした直後

lRCTA 機能をONにした状態で、エンジ
ンを始動した直後

l障害物のためにセンサーが車両を検知
できないとき

lけん引しているとき

l検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

l炎天下や寒冷時

lローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

l車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

l自車が旋回しているとき

l旋回しながら車両が近づいてきたとき

n衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

RCTA 機能は、特に次のような状況では
不要な検知が増えることがあります。

l駐車場に面した道を車両が走行してい
るとき

l車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両な
ど）が存在するとき

lセンサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
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サイクルキャリア・除雪装置（スノー
プラウ）などを取り付けたとき

l車両が自車の横を通過するとき

l自車の近くで旋回していく移動物が存
在するとき

l自車近くに室外機などの回転体がある
とき

lセンサーに向けてスプリンクラーなど
による水の飛散があったとき

l動いているもの（旗・排気ガス・大粒
の雨や雪、路面の雨水など）

lガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

lグレーチングや側溝

l炎天下や寒冷時

lローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

l車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

lけん引しているとき

RCD（リヤカメラディテク
ション）

車両後退時、リヤカメラが後方の
歩行者を検知すると、ブザーとセ
ンターディスプレイ上の表示によ
り注意喚起を行います。

警告

n安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。

システムを過信せず、運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけてください。

nシステムを正しく作動させるために

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

lカメラに傷を付けたりせずに、常に
きれいにしておいてください。

lカメラ付近に市販の部品（字光式ナ
ンバープレート、フォグランプなど）
を取り付けないでください。

lカメラ周辺へ衝撃を与えないでくだ
さい。衝撃を受けた際はレクサス販
売店で点検を受けてください。

lカメラを分解・改造・塗装しないで
ください。

lカメラにアクセサリー・ステッカー
を付けないでください。

lリヤバンパーに市販の保護パーツ
（バンパートリムなど）を取り付けな
いでください。

l適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

lトランクを完全に閉めてください。
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リヤカメラの位置

歩行者検知表示

車両後方の歩行者を検知すると、自動的
に表示されます。

RCDの ON／OFF は、カスタマイ
ズメニューから切りかえることがで
きます。（P.511）

RCDが OFF のとき、運転支援情報
表示灯 (P.67) が点灯し、マルチ
インフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。
エンジンスイッチがイグニッション
ONモードになるたび、RCDはON
になります。

車両後方エリアに歩行者がいる場合
や、車両後方に向かって歩行者が接
近してくるのをリヤカメラが検知し
た場合、下記のようにブザーとセン
ターディスプレイの歩行者検知表示
で運転者に注意を促します。

歩行者が エリアにいるとき
ブザー：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：点滅

歩行者が エリアにいるとき
ブザー（自車静止時）：3回吹鳴

警告

nRCDの機能をOFFにするとき

次のときはシステムをOFF にしてくだ
さい。RCD機能が正常に作動しないこ
とがあり思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

l上記の内容が守られないとき

l純正品以外のサスペンションを取り
付けたとき

システムの構成部品

RCDの表示

A

システムを作動させるには

歩行者を検知した場合

A A

B B
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ブザー（自車移動時および歩行者
接近時）：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：点滅

エリアにいる歩行者と自車が、
接触する可能があるとシステムが
判断したとき
ブザー：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：点滅

知識

n作動条件

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

lRCD機能がONのとき

lシフトポジションがRにあるとき

lAdvanced Park が作動中でないとき

nブザーの音量調整

カスタマイズメニューから、クリアラン
スソナー、RCTA、RCDの音量を一括で
切りかえることができます。(P.511)

nブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、センターディ
スプレイ上に一時ミュート（消音）ス
イッチが表示されます。
スイッチを押すとクリアランスソナー、
RCTA、RCDのブザー音が一括でミュー
ト（消音）されます。

次のいずれかの操作をすると、自動的に
ミュート（消音）を解除します：

lシフトポジションを切りかえたとき

l車速が一定値以上になったとき

lセンサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

l使用中の機能をOFFにしたとき

lエンジンスイッチをOFFにしたとき

nシステムが正常に作動しないおそれが
あるとき

l例えば、次のような歩行者はカメラが
正しく検知できず、システムが正常に
作動しないおそれがあります。
･ 前かがみになっている、またはしゃが
んでいる人
･ 寝転んでいる人
･ 走っている人
･ 自車や建物の影から突然現れる歩行者
･ 自転車やスケートボードなどに乗って
いる人
･ 合羽やロングスカートなどを着ていて、
全身の輪郭があいまいな歩行者
･ カートや荷物、傘などにより体の一部
が隠れている歩行者
･ 夜間の歩行者や周囲の色とよく似た色
の服装の歩行者

l例えば、次のような状況ではカメラが
対象となる歩行者を検知できず、シス
テムが正常に作動しないおそれがあり
ます。
･ 悪天候（雨、雪、霧など）
･ レンズに汚れ（泥、融雪剤など）や傷
があるとき
･ 強い光がカメラに直接あたっていると
き
･ 明暗差があるとき（ガレージや地下駐
車場の開いたシャッター付近など）
･ 夜間（日没後）や薄暗い駐車場
･ カメラの位置や向きがずれているとき
･ けん引フックを取り付けているとき
･ カメラレンズ上に水滴が流れていると
き
･ 車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）
･ タイヤチェーン・タイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき
･ ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き
･ リヤカメラ付近に市販の部品（字光式
ナンバープレート、フォグランプなど）

C C
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を取り付けているとき
･ リヤバンパーに市販の保護パーツ（バ
ンパートリムなど）を取り付けている
とき

･ けん引しているとき

nシステムが作動するおそれがあるとき

l例えば、次のようなものに対しては、
衝突の可能性がなくてもシステムが作
動するおそれがあります。

･ 立体物（柱、パイロン、フェンス、駐
車車両など）

･ 移動物（通行車両、バイクなど）
･ 動いている物（旗、排気ガス、大粒の
雨や雪、路面の雨水など）

･ 路面に模様があるとき（白線、横断歩
道、石畳、路面電車のレール、補修痕、
落ち葉、砂利など）

･ 金属のフタ (グレーチング )や側溝
･ 水たまりや濡れた路面への物体の映り
込み

･ 影

l例えば、次のような状況では、衝突の
可能性がなくてもシステムが作動する
おそれがあります。

･ 路肩や段差があるとき
･ 勾配変化があるとき
･ 車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

･ リヤカメラ付近に市販の部品（字光式
ナンバープレート、フォグランプなど）
を取り付けているとき

･ リヤバンパーに市販の保護パーツ（バ
ンパートリムなど）を取り付けている
とき

･ カメラの位置や向きがずれているとき
･ けん引フックを取り付けているとき
･ カメラレンズ上に水滴が流れていると
き

･ カメラが汚れているとき（泥、融雪剤
など）

･ 点滅する光源があるとき（ハザードラ
ンプなど）

･ タイヤチェーン・タイヤパンク応急修

理キットを使用しているとき
･ けん引しているとき

l検知を妨げる状況
･ オーディオの音量が大きい場合や周囲
が騒がしい場合、ブザーの警報音が聞
こえない場合があります。
･ 高温／低温環境では、ディスプレイの
表示が見にくい場合があります
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システムは次のものを作動対象とし
て検出しています。（機能によって、
作動対象が異なります。）

l パーキングサポートブレーキ（前
後方静止物）(P.305)

l パーキングサポートブレーキ（後
方接近車両）(P.308)

l パーキングサポートブレーキ（後
方歩行者）(P.310)

l パーキングサポートブレーキ（周
囲静止物）(P.305)

PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、駐車時などの低速走
行時に作動対象を検知した場合、
警報と自動ブレーキ抑制で作動対
象との衝突被害の低減に寄与する
システムです。

駐車支援機能

警告

n安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。必ず車両
周辺の安全を確認しながら運転してく
ださい。
道路状況、車両状態および天候など、
状況によっては作動しない場合があり
ます。
センサー、レーダーでの検知には限界
があります。必ず車両周辺の安全を確
認しながら運転してください。

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。PKSB
（パーキングサポートブレーキ）は作
動対象への衝突を緩和し、衝突被害
低減に寄与できる場合がありますが、
状況によっては作動しない場合もあ
ります。

lPKSB（パーキングサポートブレー
キ）は、完全に車両を停止させるシ
ステムではありません。また、車両
を停止させることができたとしても、
ブレーキ制御は約２秒で解除される
ため、すぐにブレーキペダルを踏ん
でください。

l故意に車や壁に向かって走行するな
ど、システムの作動を確認する行為
は大変危険です。絶対におやめくだ
さい。

nパーキングサポートブレーキをOFF
にするとき

次のときは、PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）をOFFにしてください。
衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する場合があります。

l点検などで、シャシーローラー・
シャシーダイナモ・フリーローラー
などを使用するとき

l船舶・トラックなどへ積載する際の
進入時

lローダウンサスペンションや、純正
と異なるサイズのタイヤを取り付け
たとき

l積載状況などにより車高が著しく変
化したとき（ノーズアップ、ノーズ
ダウンなど）
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パーキングサポートブレーキのON
／OFF は、カスタマイズメニューか
ら切りかえることができます。
（P.511）

PKSB（パーキングサポートブレー
キ）がOFFのとき、運転支援情報表
示灯 (P.67) が点灯し、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。
PKSB（パーキングサポートブレー
キ）をOFF（非作動）にした場合、

再度、カスタマイズメニュー
(P.511) から ON（作動）にしな
いとシステムは復帰しません。
（エンジンスイッチをOFFにしたあ
とで再度イグニッションONモード
にしても、復帰しません）

エンジン出力抑制制御・ブレーキ制
御が作動したときは、ブザーでお知
らせするとともに、センターディス
プレイおよびマルチインフォメー
ションディスプレイに、システムに
よる加速制限を示すメッセージや、
ブレーキ操作を促すメッセージが表
示されます。

出力抑制制御は状況により、加速制限制
御か出力最大抑制制御のいずれかが作動
します。

l エンジン出力抑制制御作動中（加
速制限制御）

一定以上の加速をシステムが制限してい
るとき：

センターディスプレイ表示：表示なし

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“加速抑制中です”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：吹鳴なし

l エンジン出力抑制制御作動中（出
力最大抑制制御）

通常よりやや強めのブレーキ操作が必要
だとシステムが判断したとき：

センターディスプレイ表示例：“ブレー
キ！”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“ブレーキ！”

警告

lセンサー付近にけん引フック・輸送
用フック・バンパープロテクター・
バンパートリム・サイクルキャリ
ア・除雪装置（スノープラウ）など
を取り付けたとき

l自走式洗車機を利用するとき

l事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

lオフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

lタイヤの空気圧が適正でないとき

l著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき

lタイヤチェーン・応急用タイヤ・タ
イヤパンク応急修理キットを使用し
ているとき

lけん引しているとき

nサスペンションの取り扱いについて

車高や車の傾きが変化すると、セン
サーが作動対象物を正しく検知できな
くなり、システムが正しく作動しなく
なるおそれがあり危険です。サスペン
ションの改造はしないでください。

システムを作動させるには

エンジン出力抑制制御・ブレー
キ制御の表示・ブザーについて
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運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

l ブレーキ制御作動中

急ブレーキが必要だとシステムが判断し
たとき：

センターディスプレイ表示例：“ブレー
キ！”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“ブレーキ！”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

l システム作動により車両停止

ブレーキ制御作動後に車両が停止したと
き：

センターディスプレイ表示例：“ブレー
キを踏んでください”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“アクセルが踏まれています 
ブレーキを踏んでください”、“ブレー
キを踏んでください”

運転支援情報表示灯：点灯

ブザー：ピピピピ（連続音）

PKSB（パーキングサポートブレー
キ）は、衝突の可能性がある作動対
象（壁などの静止物、後方接近車両
や後方歩行者）を検知したとき、エ
ンジンの出力を抑制することにより
車速の上昇を抑えます。（エンジン出
力抑制制御：図2）

また、そのままアクセルペダルを踏
み続けた場合は、ブレーキをかけ減
速させます。（ブレ―キ制御：図3）

l 図1 （PKSB［パーキングサポー
トブレーキ］非作動時）

エンジン出力

制動力

時間

l 図2（エンジン出力抑制制御時）

エンジン出力

制動力

時間

エンジン出力抑制制御開始（作動
対象と衝突の可能性があるとシス
テムが判断したとき）

l 図3（エンジン出力抑制制御かつ
ブレーキ制御時）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）の作動について

A

B

C

A

B

C

D
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エンジン出力

制動力

時間

エンジン出力抑制制御開始（作動
対象と衝突の可能性があるとシス
テムが判断したとき）

ブレーキ制御開始（作動対象と衝
突の可能性が非常に高いとシステ
ムが判断したとき）

知識

nPKSB（パーキングサポートブレーキ）
が作動したときは

システム作動により車両が停止した場合、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）が
停止して、運転支援情報表示灯が点灯し
ます。

また、PKSB（パーキングサポートブレー
キ）が作動した場合でもブレーキ制御は
約 2秒で解除されるため、そのまま発進
できます。

また、ブレーキペダルを踏んでも解除さ
れるため、再度アクセルペダルを踏むと
発進できます。

nPKSB（パーキングサポートブレーキ）
作動後の復帰について

システム作動によりPKSB（パーキング
サポートブレーキ）が停止したときに、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）を
復帰させたい場合は、再度PKSB（パー

キングサポートブレーキ）をONにする
か、エンジンスイッチをいったんOFF に
してから、再度イグニッションONモー
ドにしてください。

また、次の状況でも自動的に PKSB
（パーキングサポートブレーキ）が復帰
し、運転支援情報表示灯が消灯します。
(P.67)

lシフトポジションを Pにする

l進行方向の作動対象がなくなった状態
で走行する

l車両の進行方向を切りかえる

nクリアランスソナーのブザーについて

クリアランスソナーのON／ OFFに関係
なく (P.286)、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）を停止させていなけれ
ば (P.302)、ブレーキ制御とエンジン
出力抑制制御が作動すると、クリアラン
スソナーのブザーも鳴り、作動対象との
およその距離をお知らせします。

A

B

C

D

E
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転次のようなときに進行方向の静止物

を検知してシステムが作動します。

n 低速走行時にブレーキペダルを踏
み損なってしまった、または踏み
遅れてしまったとき

n アクセルペダルを踏みすぎてし
まったとき

n 誤ってシフトポジションをDにし
て前進してしまったとき

次のようなときに周囲の静止物を検
知してシステムが作動します。

パーキングサポートブレー
キ（前後方静止物／周囲静
止物）

駐車時や低速走行時において、壁な
どの静止物への衝突のおそれがある
ときや、アクセルペダルの踏み間違
いや踏みすぎによる急発進、およ
び、シフトポジション選択を誤って
の発進時に、センサーが前後進行方
向の静止物を検知するとシステムが
作動し、衝突を緩和し衝突被害低減
に寄与します。

システム作動例（前後方静止
物）

システム作動例（周囲静止物）
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n 前進中に内輪差で巻き込みによる
衝突

n 後退中に外輪差で巻き込みによる
衝突

P.285

センサーの種類

警告

nシステムを正しく作動させるために

P.286

n万一、踏切内などで PKSB（パーキ
ングサポートブレーキ）が誤って作
動したときは

P.304

n洗車時の注意

P.286

nサイドセンサーまたはサイドカメラ
について

次のとき、パーキングサポートブレー
キ（周囲静止物）が正常に作動しない
ことがあり、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。注意して運転し
てください。

lエンジンスイッチをイグニッション
ONモードにした直後の発進時、フ
ロントサイドセンサーで検知できな
いような小さい車両や静止物が隣に
あるとき。下図の場合、前進しても
左側にある車両を検知できないため、
パーキングサポートブレーキ（周囲
静止物）は作動しません。

lサイドセンサーまたはサイドカメラ
で検知できない位置に静止物がある
場合や、人がいるとき

lサイドエリアのスキャン完了後に、
車・人・動物などが車両の横からサ
イドエリアに侵入してきたとき

lドアミラーが閉じられているとき

lバッテリーを脱着したときやあがっ
たときはドアミラーの格納・復帰を
実施してください。
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転

知識

nパーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.66) し
ておらず、次の条件をすべて満たすと作
動します。

lエンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km／ h 以下
･ 車両進行方向に作動対象となる静止物
があるとき（約 2 ～ 4m 先まで）

･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

lブレーキ制御
･ エンジン出力抑制制御作動中
･ 衝突回避には、急ブレーキ操作が必要
とシステムが判断したとき

nパーキングサポートブレーキ（周囲静
止物）の作動開始条件

前後方静止物の作動条件に加えて、次の
条件のいずれかを満たすと作動します。

lエンジン始動後、車両が約 7m前進する
あいだ

lシフトポジションがRのとき

lシフトポジションをRからＤにしたあ
と、車両が約 7m前進するあいだ

nパーキングサポートブレーキ（前後方
静止物／周囲静止物）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

lエンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとシステムが判断したとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま

で）

lブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき
･ ブレーキ制御により車両が停止して約
２秒が経過したとき
･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき
･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま
で）

nパーキングサポートブレーキ（前後方
静止物／周囲静止物）の検知範囲につ
いて

パーキングサポートブレーキ（前後方静
止物／周囲静止物）の検知範囲は、クリ
アランスソナーの検知範囲（P.289）
とは異なります。そのため、クリアラン
スソナーが静止物との接近をお知らせし
ても、パーキングサポートブレーキ（前
後方静止物／周囲静止物）は作動を開始
していない場合があります。

nシステムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.288

n衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.288

n衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況（周囲静止物）

前後方静止物の作動条件（P.307）に
加えて、次のような状況では、センサー
が検知しないおそれがあります。

l縦列駐車時など側方の幅寄せするとき
（P.340）

nサイドエリアの静止物の検知について

lサイドエリアの静止物は、センサーま
たはカメラで直接検知するのではなく、
車両前後のサイドセンサーまたはサイ
ドカメラで検知したあと車両の位置を
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計算することで静止物の位置を算出し
ます。そのためエンジンスイッチをイ
グニッションONモードにしたあと、
しばらく走行してセンサーまたはカメ
ラでサイドエリアのスキャンが完了す
るまでは、サイドエリアに静止物が
あっても検知できない場合があります。

lサイドセンサーまたはサイドカメラで
車・人・動物などがサイドセンサーま
たはサイドカメラの検知範囲から出て
も検知している状態が継続します。

次のようなときに進行方向の車両を
検知してシステムが作動します。

n 後退時、車両接近中にブレーキペ
ダルを踏み損なってしまった、ま
たは踏み遅れてしまったとき

P.268

パーキングサポートブレー
キ（後方接近車両）

後側方レーダーセンサーで自車の
右後方または左後方から接近して
いる車両を検知し、システムが衝
突の危険性があると判断した場合
にブレーキ制御をすることで、接
近車両への衝突を緩和し衝突被害
軽減に寄与します。

システム作動例

センサーの種類

警告

nシステムを正しく作動させるために

P.268
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知識

nパーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.66）し
ておらず、次の条件をすべて満たすと作
動します。

lエンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km／ h 以下
･ 後側方から接近する車両の車速が約
8km／ h以上

･ シフトポジションがRのとき
･ 後側方からの接近車両への衝突回避に
は、通常よりやや強めのブレーキ操作
が必要とシステムが判断したとき

lブレーキ制御
･ エンジン出力抑制制御作動中
･ 後側方からの接近車両への衝突回避に
は、急ブレーキ操作が必要とシステム
が判断したとき

nパーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

lエンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 自車後側方への接近車両がなくなった
とき

lブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
２秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

nシステムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.295

n衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.296
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後退時、歩行者が車両後方に接近中、
ブレーキペダルを踏み損なってし
まった、または踏み遅れてしまった
ときにシステムが作動します。

車両後方の歩行者を検知すると自動
的にセンターディスプレイ上に表示
され、ブレーキ操作を促します。

歩行者検知表示

例：“ブレーキ！”

知識

nパーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.66）し
ておらず、次の条件をすべて満たすと作
動します。

lエンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

パーキングサポートブレー
キ（後方歩行者）

車両後退時、リヤカメラが検知し
た車両後方にいる歩行者と接触す
る可能性が高いとシステムが判断
した場合は、警報やブレーキ制御
により、後方歩行者との衝突を緩
和し、衝突被害軽減に寄与します。

システム作動例

後方歩行者の画面表示

警告

n万一、パーキングサポートブレーキ
（後方歩行者）が誤って作動したとき
は

パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）作動後はすぐにブレーキを踏ん
でください。（ブレーキを踏むとシステ
ムは解除されます。）

nパーキングサポートブレーキ（後方
歩行者）を正しくお使いいただくた
めに

P.297

A

B
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･ 車速が 15km／ h以下
･ シフトポジションがRのとき
･ 自車後方に歩行者がいるとき
･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

lブレーキ制御
･ エンジン出力抑制制御作動中
･ 後方歩行者との衝突回避には、急ブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

nパーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

lエンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 後方歩行者がいなくなった、または検
知できなくなったとき

lブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
２秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

nパーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の復帰について

P.304

nパーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（後方歩行
者）の検知範囲は、RCDの検知範囲
（P.298）とは異なります。そのため、
RCDが後方歩行者との接近をお知らせし
ても、パーキングサポートブレーキ（後
方歩行者）は作動を開始していない場合
があります。

nシステムが正常に作動しないおそれが
あるとき

P.299

nシステムが作動するおそれがあるとき

P.300
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プラスサポートを使用すると、機能
の追加や、音声案内シーンの追加で
より安心なドライブを支援します。
また、通常の電子キーとは異なるカ
スタマイズ設定が可能です。

n 機能の追加

l 急アクセル時加速抑制

l 交差点対向車注意喚起

n 音声案内シーンの追加（進入禁止
区間に進入した場合など）

対象機能：

l PCS（プリクラッシュセーフティ
システム）

l RSA（ロードサインアシスト）

l 急アクセル時加速抑制

l PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）

n 通常の電子キーとは異なるカスタ
マイズ設定

対象機能：

l PCS（プリクラッシュセーフティ
システム）

l LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

l RSA（ロードサインアシスト）

l BSM（ブラインドスポットモニ
ター）

l PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

l RCTA（リヤクロストラフィック
アラート）

l PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）

l 安心降車アシスト

l クリアランスソナー

知識

nカスタマイズ初期値の変更

カスタマイズ設定から、各システムの設
定を変更することができます。サポキー
で起動した場合、通常の電子キーとは異
なる設定でシステムが作動します。サポ
キーで起動後に変更した設定はサポキー
にのみ記憶されます。通常キーには記憶
されません。より安全に運転いただくた
め、通常の電子キーでは設定の変更がで
きた音声案内など、一部の項目が作動状
態に固定されます。

n プラスサポートを始動するには

1 サポキーを携帯していることを確
認して、ドアを解錠する
(P.90、 97)

エンジンスイッチがOFF 以外の状態で
ドアが施錠されているときは、サポキー
でドアを解錠しても、プラスサポートは

プラスサポート（販売店装
着オプション）

プラスサポートは、お客様の運転
を補助し、より安全なドライブを
支援します。プラスサポートを使
用するためには、プラスサポート
用スマートキー（以下、サポキー）
が必要です。プラスサポートおよ
びサポキーは販売店装着オプショ
ンです。

プラスサポートでできること

プラスサポートを使用するには
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作動可能になりません。

2 通常の手順でエンジンを始動する
（P.167）

3 “プラスサポートで起動中 急加
速を制限します”というメッ
セージが表示され、プラスサポー
ト表示灯が点灯したことを確認す
る

エンジンスイッチをOFF にするまで、
プラスサポートが作動可能な状態になり
ます。

エンジンの始動後は、プラスサポート表
示灯が点灯していることを必ず確認して
ください。プラスサポート表示灯が点灯
していないときは、プラスサポートが作
動しません。また、プラスサポートが不
要なときは、プラスサポート表示灯が消
灯していることを必ず確認してください。

4 メーター操作スイッチの  を

押してメッセージを非表示にする

メッセージ表示後約30秒経過するまで、
またはスイッチ操作によりメッセージを

非表示とするまで、“プラスサポートで
起動中 急加速を制限します”のメッ
セージは表示されたままになります。

n プラスサポートが不要なときは

標準装備の電子キーを携帯してドア
を解錠し、エンジンを始動してくだ
さい。プラスサポートが非作動にな
り、標準車と同様の制御になります。

低速走行（約30km／ h 以下）中
に、ペダルの踏み間違いなどでアク
セルペダルが速く強く踏み込まれた
とシステムが判断したとき、エンジ
ンの出力を抑制することで、車両が
急加速しないように制御します。

警告

nプラスサポートを正しく使用するた
めに

l必ずサポキーを携帯していることを
確認してください。標準装備の電子
キーを携帯しているときは、プラス
サポートが始動しません。

lサポキーと標準装備の電子キーを同
時に携帯しないでください。プラス
サポートが始動しない場合がありま
す。

lエンジンの始動後は、プラスサポー
ト表示灯が点灯していることを必ず
確認してください（P.67）。プラ
スサポート表示灯が点灯していない
ときは、プラスサポートが作動しま
せん。また、プラスサポートが不要
なときは、プラスサポート表示灯が
消灯していることを必ず確認してく
ださい。

急アクセル時加速抑制について
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急アクセル時加速抑制が作動したと
きは、ブザーや音声発話でお知らせ
するとともに、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが
表示されます。

メッセージが表示されたときは、すみや
かにアクセルペダルから足を離し、ブ
レーキペダルを踏んでください。

警告

n安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。必ず車両
周辺の安全を確認しながら運転してく
ださい。

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。急アクセ
ル時加速抑制は、状況によっては作
動しない場合もあります。

l急アクセル時加速抑制は衝突を防止
するシステムではありません。車両
を自動で停止させる機能はないため、
加速抑制後も車両は惰性で動きます。
周囲の交通状況を確認の上、必ずご
自身でブレーキペダルを踏んでくだ
さい。

l急アクセル時加速抑制は意図せぬ急
加速の防止を補助する機能ですが、
走行状況によっては、加速が必要な
ときにもエンジンの出力が抑制され
る場合があります。安全、かつ環境
に優しい運転をするためにも、日頃
からアクセルペダルはゆっくり操作
するように心がけてください。

lお客様ご自身で急アクセル時加速抑
制の作動テストを行わないでくださ
い。状況によってはシステムが正常
に作動せず、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

n急アクセル時加速抑制が作動したと
き

急アクセル時加速抑制が作動すると、
エンジンの出力を抑制します。すみや
かにアクセルペダルから足を離して、
ブレーキペダルを踏んでください。ア
クセルペダルを踏み込んだままでいる
と、しばらくしたあとに車両が加速し、
思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

n右左折・車線変更するとき

必ず方向指示灯を点滅させてください。
方向指示灯が点滅していないと、急ア
クセル時加速抑制によりエンジンの出
力が抑制され、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

急アクセル時加速抑制が作動し
たとき
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知識

n急アクセル時加速抑制の作動条件

プラスサポートが始動したあと、次の条
件をすべて満たした場合、急アクセル時
加速抑制が作動します。

lシフトポジションがP・N以外のとき

l車速が約 30km／ h 以下のとき

lアクセルペダルを速く強く踏み込んだ
とき（アクセルペダルを踏み込む速度
と踏み込み量が一定以上のとき）

次の条件のいずれかを満たした場合、エ
ンジンの出力抑制量を少なくし、前進時
は約 30km／ h、後退時は約 12km／

h※ までゆるやかに加速します。

l加速抑制作動中にアクセルペダルを約5
秒間踏み続けたとき

l加速抑制作動後すぐにアクセルペダル
を速く強く踏み直したとき

※状況によっては所定の速度以下に抑制
できない場合があります

n急アクセル時加速抑制が作動しないと
き

次の場合は、加速が必要な場合を考慮し、
急アクセル時加速抑制が作動しません。
アクセルペダルをゆっくり操作し、安全
運転を心がけてください。

l方向指示灯の点滅中、または消灯した
あと約2秒間（前進時）

lブレーキペダルを踏んでいるとき、ま

たはブレーキペダルを離したあと約 2
秒間（前進時）

l急な上り坂に自車がいるとき

nシステムが正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況ではシステムが正常に作
動しない場合があります。

l車両姿勢の変化
･ 積載状況などにより車両姿勢が大きく
傾いたとき（ノーズアップ・ノーズダ
ウンなど）
･ ローダウンサスペンション、純正と異
なる径のタイヤなどを取り付けたとき

l周辺環境の影響
･ 坂道・凸凹道・砂利道などの非舗装路
を走行しているとき
･ 雪道などスリップが発生するような場
所を走行しているとき
･ 坂道の出口など車両姿勢が急激に変化
したとき
･ スピードブレイカーや縁石など大きな
段差を乗り越えるとき

n加速したい場面でシステムが作動する
おそれのある状況

次のような状況では踏み間違いでなくて
もシステムが作動する場合があります。
アクセルを離してゆっくり踏み直してく
ださい。

l車両姿勢の変化
･ 積載状況などにより車両姿勢が大きく
傾いたとき（ノーズアップ・ノーズダ
ウンなど）
･ ローダウンサスペンション、純正と異
なる径のタイヤなどを取り付けたとき

l周辺環境の影響
･ 坂道・凸凹道・砂利道などの非舗装路
を走行しているとき
･ 雪道などスリップが発生するような場
所を走行しているとき
･ 坂道の入り口など車両姿勢が急激に変
化したとき
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･ スピードブレイカーや縁石など大きな
段差を乗り越えるとき

l運転操作の影響
･ 車線変更や右折などで方向指示灯を点
滅させずに急いで加速しようとしたと
き

･ 惰性走行から急いで加速しようとした
とき

･ ETCゲート通過後に急加速したとき
･ ブレーキホールドによるブレーキ保持
中に急発進しようとしたとき

交差点で接近してくる対向車がいる
ときに右折しようとする場合、ブ
ザーと表示で注意喚起を行います。

交差点対向車注意喚起が作動したと
きは、ブザーでお知らせするととも
に、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されま
す。

知識

n交差点対向車注意喚起の作動条件

方向指示灯が点滅していないときは、交
差点対向車注意喚起が作動しません。

交差点対向車注意喚起について

交差点対向車注意喚起が作動し
たとき

作動対象 自車速度 対向車速度

対向車両
約 15～
30km/h

約 10km/h
以上

対向自動二
輪車

約 15～
30km/h

約 25km/h
以上
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4-6. その他の運転支援装置について

n 安全運転を支援する通知・案内・
注意喚起

ITS Connect は、道路に設置された

DSSS※用路側装置や通信機を搭載
した車両と無線通信することで、見
通しが悪い交差点の交通状況などの
情報を受信します。

路側装置

受信した情報は、状況に応じて通
知・案内や注意喚起としてマルチイ
ンフォメーションディスプレイなど
に表示され、運転者に注意を促すこ
とにより安全運転を支援します。

※DSSS（Driving Safety Support 
Systems）とは、運転者の認知・判断
の遅れや誤りによる交通事故を未然に
防止することを目的とするシステムで、
警察庁が推進しているプロジェクトで
す。

n 通信利用型レーダークルーズコン
トロール

先行車との通信により受信した加速
／減速情報をレーダークルーズコン
トロールの制御に利用し、よりス
ムーズな追従走行に寄与することで
快適な運転を支援します。詳細は
P.252を参照してください。

知識

n ITS Connect 機器に関する情報

l本製品は、トロンフォーラム
（www.tron.org）の T-License2.0 に基
づき T-Kernel ソースコードを利用して
います。

l本機は、ITS Connect 推進協議会が規定
する相互接続性確認試験に適合してい
ます。
機種名：DTU-1030
型式認定番号：10008

l本システムは、周波数 760MHz の電波
を発信するため、お車を海外へ持ち込
んだ場合はその国の関連法規に違反す
る場合があります。

ITS Connect

ITS Connect は、交通情報や周辺
車両の情報を受信することにより、
安全運転や快適な運転を支援する
システムです。

ITS Connect の概要

A
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n ITS Connect に関するお問い合わせに
ついて

ITS Connect に関するお問い合わせ（機
器の調子・機能・使用方法や路側装置の
整備計画など）はレクサスオーナーズデ
スクにお問い合わせください。

レクサスオーナーズデスクについて詳し
くは、別冊「マルチメディア取扱説明書」
を参照してください。

ITS Connect の機能が利用可能なと
き、メーターに次のアイコンを表示

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
ITS Connect はあらゆる状況で安全
運転の支援をするものではありませ
ん。システムに頼ったり、安全を委
ねる運転をしたりすると思わぬ事故
につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

l ITS Connect は安全運転の支援を目
的として設計していますが、その効
果はさまざまな条件によりかわり、
常に同じ性能を発揮できるものでは
ありません。
「システムが正常に作動しないおそれ
があるとき」（P.321） をお読みい
ただき、システムを過信せず安全運
転に努めてください。

n ITS Connect について

l次のような状況では、ITS Connect
は作動しません。

･ 交差点にDSSS 用路側装置が設置さ
れていないとき

･ 先行車や接近してくる車両に通信機
が搭載されていないとき

l交差点に進入する方向によっては、
作動する通知・案内・注意喚起が異
なる場合があります。

n右折時注意喚起（DSSS用路側装置
との通信）について

DSSS 用路側装置が設置された交差点
であっても、DSSS 用路側装置の種類
や交差点に進入する方向によっては、
対向車のみを検知し、歩行者に対する
注意喚起をしない場合があります。
そのため、注意喚起の表示内容が実際
の交通状況と異なる場合があります。
「割り込み表示による通知・案内・注意
喚起」（P.319）をお読みいただき、
必ず自らの目視による安全確認を行っ
てください。

n右折時注意喚起（通信機を搭載した
車両との通信）・出会い頭注意喚起に
ついて

通信機を搭載した車両が接近してきて
も、地図データと実際の道路状況が異
なるときは、交差点付近であることが
判断できず、注意喚起をしなかったり、
注意喚起の表示内容が実際の交通状況
と異なる場合があります。

注意

n ITS Connect 機器取り扱いの注意

･ ITS Connect 機器は電波法の基準に
適合しています。ITS Connect 機器
に貼り付けられているラベルはその
証明ですのではがさないでください。

･ ITS Connect 機器を分解・改造する
と、法律により罰せられることがあ
ります。

ITS Connect アイコンの見方
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して通信の接続状態をお知らせしま
す。

状況に応じて、次の通知・案内・注
意喚起をマルチインフォメーション
ディスプレイに割り込み表示します。

右折時注意喚起、赤信号注意喚起、出会
い頭注意喚起はヘッドアップディスプレ
イにも割り込み表示します。

出会い頭注意喚起はパノラミックビュー
モニターにも表示します。

n 右折時注意喚起（DSSS用路側装
置との通信）

交差点で右側方向指示灯を点滅させ
て右折待ちをしているときに、対向
車や歩行者がいるにもかかわらず発
進しようとしているなど、対向車や
右折先の歩行者を見落している可能
性があるとシステムが判断したとき
に、ブザーと表示で注意喚起を行い
ます。

交差点に設置されているDSSS用路
側装置（感知器）の種類によって、
注意喚起の表示は次のように異なり

ます。

 対向車および歩行者を感知する交
差点

 対向車のみを感知する交差点

･ 注意喚起の表示内容は、実際の交
通状況と異なる場合があります。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消え
ますが、周囲に車や人がいないこ
とを示すものではありません。

n 右折時注意喚起（通信機を搭載し
た車両との通信）

DSSS用路側装置が設置されていな
い交差点で、地図データを用いるこ
とにより、右側方向指示灯を点滅さ
せて右折待ちをしているときに、通
信機を搭載した対向車がいるにもか
かわらず発進しようとしているなど、
対向車を見落している可能性がある
とシステムが判断したときに、ブ
ザーと表示で注意喚起を行います。

アイコン 接続状態

道路に設置されたDSSS
用路側装置から必要な情
報を取得できている

通信機を搭載した車両か
ら必要な情報を取得でき
ている

道路に設置されたDSSS
用路側装置、および通信
機を搭載した車両、両方
から必要な情報を取得で
きている

割り込み表示による通知・案
内・注意喚起
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･ 注意喚起の表示内容は、実際の交
通状況と異なる場合があります。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消え
ますが、周囲に車や人がいないこ
とを示すものではありません。

n 出会い頭注意喚起

地図データを用いることにより、交
差点で停車しているときに、右また
は左方向から交差点に進入してくる
車両がいるにもかかわらず発進しよ
うとしているなど、接近する右また
は左方向の車両を見落している可能
性があるとシステムが判断したとき
に、ブザーと表示で注意喚起を行い
ます。

低速走行中にも、表示による注意喚
起を行います。（P.239）

･ 注意喚起の表示内容は、実際の交
通状況と異なる場合があります。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消え
ますが、周囲に車や人がいないこ
とを示すものではありません。

n 赤信号注意喚起

赤信号の交差点手前にさしかかって
もアクセルペダルを踏み続けている
など、赤信号を見落している可能性
があるとシステムが判断したときに、
ブザーと表示で注意喚起を行います。

n 信号待ち発進準備案内

赤信号で停車したとき、青信号にか
わるまでの待ち時間の目安をバー表
示で表します。

待ち時間が残り少なくなるとバー表
示が消え、まもなく信号がかわるこ
とを表します。

n 緊急車両存在通知

緊急車両（救急車）がサイレンを鳴
らして近辺を走行しているときに、
ブザーと音声案内により、自車に対
する緊急車両のおおよその方向／距
離／進行方向を表示します。

緊急車両の距離と進行方向が表示さ
れていないときは、自車のすぐ近く
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に緊急車両がいることを表します。

知識

n交差点ごとの作動する通知・案内・注
意喚起について

道路に設置されているDSSS 用路側装置
の種類により発信している情報が異なる
ため、交差点によって作動する通知・案
内・注意喚起は異なります。

nシステムが正常に作動しないおそれが
あるとき

l例えば次のような状況などでは、車両
の位置や向きを正しく特定できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 高いビルや高い街路樹に囲まれている
とき

･ トンネルや高架下を通過しているとき
･ エンジンを始動してから、しばらく走
行するまでの間

l例えば次のような状況などでは、正し
く通信ができず、システムが正常に作
動しないおそれがあります。

･ 周囲に大型車が走行しているときなど、
通信が遮られたとき

･ 通信を妨害する電波が発せられている
とき

･ DSSS 用路側装置の向きが変わってし
まっているとき

･ DSSS 用路側装置がメンテナンス中や
故障しているとき

･ 他車両の通信機が故障しているとき

l右折時注意喚起（DSSS用路側装置との
通信）は、次のような状況などでは正
常に作動しないおそれがあります。

･ 交差点内で一旦停止せずに右折しよう
としたとき

･ 周囲の環境や天候、DSSS 用路側装置
の劣化などの影響により、対向車や歩
行者の検知性能が低下しているとき

･ 対向車や歩行者が周囲の建物や別の車
両に隠れているとき

･ DSSS 用路側装置の検知範囲外に対向
車や歩行者がいるとき
･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

l右折時注意喚起（通信機を搭載した車
両との通信）は、次のような状況など
では正常に作動しないおそれがありま
す。
･ 交差点内で一旦停止せずに右折しよう
としたとき
･ 地図データと実際の道路状況が異なる
ため、交差点付近であることが判断で
きないとき
･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

l出会い頭注意喚起は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。
･ 交差点手前で一旦停止せずに通過しよ
うとしたとき
･ 地図データと実際の道路状況が異なる
ため、交差点付近であることが判断で
きないとき
･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

l赤信号注意喚起は、次のような状況な
どでは正常に作動しないおそれがあり
ます。
･ 遅い速度で走行しているとき
･ 停車しているとき
･ 交差点付近の側道や駐車場内の通路な
ど、DSSS路側装置が設置された道路
と並行する場所を走行しているとき
･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

l信号待ち発進準備案内は、次のような
状況などでは正常に作動しないおそれ
があります。
･ 前方の信号機が青信号、黄信号または
矢印信号のとき
･ 青信号にかわるまでの待ち時間が残り
少ないとき
･ 停車していないとき
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･ 交差点付近の側道や駐車場など、DSSS
路側装置が設置された道路と並行する
場所に停車しているとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

l緊急車両存在通知は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 緊急車両と自車の距離が一定以上離れ
ているとき

･ 緊急車両が自車から遠ざかる方向に走
行しているとき

･ 立体交差付近を走行しているとき
･ 緊急車両から受信した情報が誤ってい
るとき

センターディスプレイのカスタマイ
ズ設定から、ITS Connect の設定を
変更することができます。
（P.511）

l 支援タイミング

次の機能の表示タイミングを変更するこ

とができます。※1　( 初期設定：早い )

･ 右折時注意喚起

･ 赤信号注意喚起

l 信号情報

次の機能のON／ OFFを変更すること

ができます。※2　( 初期設定：ON)

･ 赤信号注意喚起

･ 信号待ち発進準備案内

l 道路環境情報

次の機能のON／ OFFを変更すること

ができます。※2　( 初期設定：ON)

･ 右折時注意喚起

･ 出会い頭注意喚起※3

l 緊急車両通知

緊急車両存在通知のON／ OFFを変更
することができます。(初期設定：ON)

l 通信利用型クルーズ

通信利用型レーダークルーズコントロー
ルのON／ OFF を変更することができ
ます。(初期設定：ON)
※1各機能の支援タイミングを個別に変更
することはできません。

※2「信号情報」または「道路環境情報」
に含まれる各機能を個別にON／
OFFすることはできません。

※3FCTAの注意喚起が非作動のときは作
動しません。

知識

n出会い頭注意喚起の支援タイミングに
ついて

出会い頭注意喚起の支援タイミングは、
FCTA（フロントクロストラフィックア
ラート）の注意喚起タイミングと連動し
て変更されます。（P.239）

各機能の設定変更
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n エンジンが停止する

シフトポジションをDで走行中、ブ
レーキペダルを踏み車両を完全に停
止させると、エンジンが自動的に停
止します。

Stop & Start システムによるエンジン停
止中は表示灯が点灯します。

n エンジンが再始動する

ブレーキペダルから足を離すと、エ
ンジンが再始動します。

エンジンが再始動すると表示灯は消灯し
ます。

n ブレーキホールドシステムが作動
しているとき

l Stop & Start システムによるエン
ジン停止中に、ブレーキペダルか
ら足を離しても、エンジン停止状

態を継続します。

前方に車両が停車している場合や人が前
を通る場合などは、エンジンが起動する
ことがあります。

l Stop & Start システムによるエン
ジン停止中に、アクセルペダルを
踏むと、エンジンが再始動しま
す。

l Stop & Start システムによるエン
ジン停止中に、エンジンが自動的
に再始動してもブレーキホールド
システムによるブレーキ保持は継
続します。但し、ブレーキホール
ドシステムの作動条件
（P.181）が満たされなくなっ
た場合を除きます。

n レーダークルーズコントロールシ
ステムが作動しているとき

l レーダークルーズコントロールに
よる停車時、ブレーキペダルを踏
まなくてもエンジンが自動的に停
止します。

l 先行車が発進すると、エンジンが
再始動します。

l Stop & Start システムによりエン
ジンが自動的に再始動してもレー
ダークルーズコントロールによる
停車は継続します。

Stop & Start システムを非作動にす
るにはStop & Start キャンセルス
イッチを押して下さい。

Stop & Start キャンセル表示灯が点灯し
ます。

もう一度 Stop & Start キャンセルスイッ

Stop & Start システム

赤信号や交差点などの一時的な停
車中、燃費向上やアイドリング騒
音低減のため、エンジンスイッチ
を操作することなく、ブレーキペ
ダルなどの操作によってエンジン
を停止・再始動させるシステムで
す。

Stop & Start システムの作動

Stop & Start システムを非作
動にするには
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チを押すと、作動可能状態にもどり、
Stop & Start キャンセル表示灯が消灯し
ます。

知識

nStop & Start システムの自動再開

Stop & Start システムを Stop & Start
キャンセルスイッチによって非作動にし
ていても、一度エンジンスイッチをOFF
にしてからエンジンを始動することに
よって、Stop & Start システムは自動的
に作動可能状態にもどります。

Stop & Start システムによるエンジ
ン停止後、エンジンが再始動し駆動
力が発生するまでのあいだ、ブレー
キ力を一時的に保持し坂道での車両
後退を抑制します。
駆動力が発生すると、保持していた
ブレーキ力を自動的に解除します。

l 坂道だけでなく、平坦な場所でも
作動します。

l ブレーキから音が発生することが
ありますが異常ではありません。

l ブレーキペダルの踏み応えが変
わったり、振動が発生したりする
ことがありますが異常ではありま
せん。

知識

n使用にあたり知っておいていただきた
いこと

lStop & Startシステムによるエンジン停
止中にエンジンスイッチを押した場合、
エンジンは自動で再始動しないため、
通常のエンジン始動操作（P.167）
でエンジンを始動してください。

lStop & Startシステムによりエンジンが
再始動するとき、一時的にアクセサ
リーソケットやアクセサリーコンセン
トなどが使用できないことがあります
が異常ではありません。

l電装品・無線機の取り付け・取りはず
しは Stop & Start システムに悪影響を
およぼす可能性があります。詳しくは
レクサス販売店にご相談ください。

l長時間停車する場合などには、エンジ
ンスイッチをOFFにしエンジンを停止
してください

lStop & Startシステムの作動によるエン
ジン停止状態からエンジンが再始動す
るとき、一時的にハンドルが重く感じ
ることがあります。

n作動条件

l次の条件がすべて満たされたとき、
Stop & Start システムが作動可能状態
になります。
･ 一度、走行したあと
･ ブレーキペダルをしっかりと踏んでい
るとき（レーダークルーズコントロー
ルシステムによる停車中を除く）
･ シフトポジションがD のとき
･ 運転席シートベルトを着用していると
き
･ 運転席ドアが閉まっているとき
･ 走行モードが NORMAL または ECO
モードのとき
･ 走行モードがスノーモードでないとき
･ Fr デフロスターがOFF のとき

坂道発進補助機能
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･ アクセルペダルを踏んでいないとき
･ エンジンが十分暖まっているとき
･ ボンネットが閉まっているとき（詳し
くは “ボンネットを開けたとき
（P.325）” をご参照ください）

l次の状況では、Stop & Start システムに
よるエンジン停止が行われない場合が
ありますが、異常ではありません。

･ エアコンを使用しているとき
･ 定期的な充電のとき
･ バッテリーが十分に充電されていない
とき（例：長期間の駐車後などバッテ
リーの充電量が低下、電気負荷が大き
い、バッテリー液温が低い、バッテ
リーが劣化）

エンジン停止が行われない状態が継続す
る場合があります。
･ ブレーキ倍力装置の負圧が低下したと
き

･ エンジン再始動後の経過時間が短いと
き

･ 渋滞などで、断続的に停車するとき
･ エンジン冷却水温やトランスミッショ
ン油温が低いとき、または高すぎると
き

･ 勾配が急な坂道で停車したとき
･ 標高が高いとき
･ バッテリー液温が低いとき、または高
すぎるとき

･ バッテリーを脱着した後、しばらくの
期間

lStop & Startシステムによるエンジン停
止中、次のときはエンジンが自動的に
再始動します。（Stop & Start システム
によるエンジン停止を再度行うには、
一度走行してください）

･ エアコンを使用しているとき
･ Fr デフロスターをONにしたとき
･ シフトポジションをDまたは P以外に
したとき

･ シフトポジションをP 以外にしたとき
（Pレンジで Stop & Start システムによ
るエンジン停止中）

･ 運転席シートベルトをはずしたとき
･ 運転席ドアを開けたとき
･ 走行モードをスノーモードにしたとき
･ Stop & Start キャンセルスイッチを押
したとき
･ Lexus Teammate Advanced Park を作
動させたとき
･ アクセルペダルを踏んだとき
･ 坂道などで車両が動き出したとき
･ 先行車が発進したとき（発進遅れ告知
機能有効時のみ）

lStop & Startシステムによるエンジン停
止中、次のときはエンジンが自動的に
再始動する場合があります。（Stop & 
Start システムによるエンジン停止を再
度行うには、一度走行してください）
･ ブレーキペダルをさらに強く踏み込む、
またはポンピングブレーキをしたとき
･ エアコンを使用しているとき
･ エアコンに関わる操作をしたとき（デ
フロスタースイッチなど）
･ バッテリーの充電量が低下していると
き

nボンネットを開けたとき

lStop & Startシステムによるエンジン停
止中にボンネットを開けたときは、
Stop & Start システムによるエンジン
停止状態からエンスト状態に移行され、
エンジンが自動で再始動しません。そ
の場合は通常のエンジン始動操作
（P.167）でエンジンを始動してくだ
さい。

lボンネットが開いている状態でエンジ
ンを始動したときは、ボンネットを閉
めても Stop & Start システムは作動し
ません。ボンネットを閉め一度エンジ
ンスイッチをOFF にし、30 秒以上
待ってからエンジンを始動してくださ
い。

nStop & Start システムによるエンジン
停止中のエアコン作動について

オート設定でエアコンを使用していると
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きに、Stop & Start システムによりエン
ジンが停止した場合は、冷房時の温度上
昇や暖房時の温度低下を抑えるため、
ファンの風量を弱めたり、停止したりす
ることがあります。

空調の効きを優先したいときは、Stop & 
Start キャンセルスイッチを押し、Stop & 
Start システムを非作動にして下さい。

lフロントウインドウガラスが曇ったと
き

Fr デフロスターと送風をONにしてくだ
さい（P.372）。

断続的にフロントウインドウガラスが曇
るときは、Stop & Start キャンセルス
イッチを押し、Stop & Start システムを
非作動にしてください。

lエアコン吹き出し口から臭いが発生し
たとき

Stop & Start キャンセルスイッチを押し
て Stop & Start システムの作動を非作動
にしてください。

nエアコンがONのときのアイドリングス
トップ時間の長さの切りかえについて

センターディスプレイから、エアコンが
ONのときの Stop & Start システムによ
るエンジン停止時間の長さを切りかえる
ことができます。（エアコンがOFFのと
きの Stop & Start システムによるエンジ
ン停止時間の長さは切りかえできません）

1 センターディスプレイの を選択す

る

2 “車両カスタマイズ”を選択する

3 “その他”を選択する

4 “アイドリングストップ時間切り替
え”を選択する

5 “標準”または“長い”を選択す
る

nマルチインフォメーションディスプレ
イのメッセージについて

次のとき、マルチインフォメーション

ディスプレイに とメッセージが表示さ

れることがあります。

lStop & Startシステムによるエンジン停
止が行われないとき

“ブレーキをもう少し 踏んでくださ

い”

･ ブレーキペダルを踏む力が足りない

停車後にブレーキペダルを踏み足すと
作動します。

“専用バッテリー非装着”

･ Stop & Start システム専用品以外の
バッテリーを装着した可能性がある

Stop & Start システムが作動しません。
レクサス販売店で点検を受けてください。

“バッテリー充電中”

･ バッテリーの充電量が低下している可
能性がある

バッテリーの充電を優先するため、一
時的にアイドリングストップを禁止して
いますが、エンジンをしばらく作動させ
ると作動可能状態になります。

･ リフレッシュ充電中の可能性がある

最大 1時間のリフレッシュ充電が完了
すると作動可能状態になります。

･ 長期間（1時間以上）にわたって継続
的に表示される

バッテリ劣化の可能性がありますので
販売店に相談してください

“アイドリングストップできません

”

･ 一時的にアイドリングストップを禁止
している
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エンジンをしばらく作動させると作動
可能状態になります。

･ ボンネットが開いている状態でエンジ
ンを始動した可能性がある

ボンネットを閉め一度エンジンスイッ
チをOFFにして、30秒以上待ってから
エンジンを始動すると作動可能状態にな
ります。

“作動準備中”

･ 標高が高い

･ ブレーキ倍力装置の負圧が低下してい
る

ブレーキ倍力装置の負圧が所定値まで
生成されると作動可能状態になります。

“エアコン優先”

･ 外気温が高い、または低いときにエア
コンを使用している

エアコンの設定温度と室内温度の差が
小さくなると作動可能状態になります。

･ Fr デフロスターをONにしている

lStop ＆ Start システムによるエンジン
停止中にエンジンが自動的に再始動し
たとき

“作動準備中”

･ ブレーキペダルをさらに踏み込んだ、
またはポンピングブレーキをした

走行することによりブレーキ倍力装置
の負圧が所定値まで生成されると作動可
能状態になります。

“エアコン優先”

･ エアコンを使用している

･ Fr デフロスターをONにした

“バッテリー充電中”

･ バッテリーの充電量が低下している可
能性がある

エンジンをしばらく作動させることで
バッテリーが充電されると作動可能状態
になります。

nブザーが鳴ったとき

Stop & Start システムによるエンジン停
止中、シフトポジションがDレンジでア
イドリングストップ中に運転席ドアが開
いたときは警告ブザーが鳴ると同時に
Stop & Start 表示灯が点滅します。ブ
ザーを止めるには運転席ドアを閉めて下
さい。

nStop & Start システム保護機能

l大音量でオーディオを使用していると
き、バッテリーの消費を抑えるために
オーディオを自動的にOFF にする場合
があります。オーディオを再度使用す
るには、エンジンスイッチをOFFにし
て 3秒以上待ってからアクセサリー
モードまたはイグニッションONモー
ドにしてください。

lバッテリーの端子を外して再接続した
ときに、オーディオが作動しないこと
があります。いったんエンジンスイッ
チをOFF にし、次の操作を 2回繰り返
すことでオーディオが作動します。
･ エンジンスイッチをイグニッションON
モードにし、再度エンジンスイッチを
OFF にする

nバッテリーを交換するとき

P.498

nStop & Start キャンセル表示灯が点滅
したままのとき

システムに異常があるおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてください。

nマルチインフォメーションディスプレ
イに“アイドリングストップ故障 販売
店で点検してください”が表示された
とき

システムに異常があるおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてください。
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警告

nStop & Start システムが作動してい
るとき

換気が悪い場所では、Stop & Start シ
ステムを非作動にしてください。エン
ジンが自動的に再始動する場合がある
ため、排気ガスが充満し、重大な健康
障害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

lStop & Start システムによるエンジ
ン停止中（Stop & Start 表示灯が点
灯中）は、車から離れないでくださ
い。
エンジンが自動的に始動する場合が
あるため、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

lStop & Start システムによるエンジ
ン停止中（Stop & Start 表示灯が点
灯中）は、必要に応じてブレーキペ
ダルを踏み、パーキングブレーキを
かけてください。

注意

nStop & Start システムを正常に作動
させるために

次のようなときは Stop & Start システ
ムが正常に作動しないおそれがありま
す。レクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

l運転席シートベルトを着用している
ときに、メーター内のシートベルト
非着用警告灯が点滅するとき

l運転席シートベルトをはずしている
ときに、メーター内のシートベルト
非着用警告灯が点灯しないとき

l運転席ドアを閉めているにもかかわ
らず、マルチインフォメーション
ディスプレイにドア開警告表示が表
示される、またはインテリアランプ
がドア開閉連動ON（P.388）の
ときにインテリアランプが点灯する
とき

l運転席ドアを開けているにもかかわ
らず、マルチインフォメーション
ディスプレイにドア開警告表示が表
示されない、またはインテリアラン
プがドア開閉連動ON（P.388）
のときにインテリアランプが点灯し
ないとき
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Advanced Park は、画面表示や音
声・ブザー音による操作案内および、
ハンドル操作、アクセル、ブレーキ、
シフトチェンジの全操作を車両が支
援するとともに、俯瞰映像に車両周
辺の死角や目標駐車位置などを常に
表示し、安全・安心でスムーズな駐
車や出庫を実現するシステムです。

また、パノラミックビューモニ

ター※で、障害物の位置をディスプ
レイのカメラ映像上に表示すること
で、運転者に周辺状況をわかりやす
く伝えます。

アシストが開始してから目標駐車位
置到達まで方向指示灯を自動的に点
滅させることにより、周囲へ駐車中
であることをお知らせします。

駐車時の路面や自車の状況・目標駐車位
置までの距離などにより、設定した目標
駐車位置に到達できない場合があります。

Advanced Park は、その地域の道路
交通法及び規則に従ってご使用くだ
さい。
※パノラミックビューモニターの詳細は、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を
参照してください。

n 並列前向き・バック駐車機能

目標駐車位置の横に停車した状態か
ら、目標駐車位置までアシストを行
います。（P.336）

n 並列前向き・バック出庫機能

並列駐車状態からアシストを開始し、
駐車スペースから出られる位置まで
アシストを行います。（P.338）

n 縦列駐車機能

目標駐車位置の横に停車した状態か
ら、目標駐車位置までアシストを行
います。（P.340）

n 縦列出庫機能

縦列駐車状態からアシストを開始し、
駐車スペースから出られる位置まで
アシストを行います。（P.343）

n メモリ機能

事前に登録した駐車スペースまでア
シストを行います。（P.345）

Lexus Teammate 
Advanced Park

機能概要

機能一覧

警告

n安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

l一般の車と同様、必ず車両周辺の安
全を直接確認しながら慎重に前進ま
たは後退してください。

lシステムを使用するときは、必ず車
両周辺の安全を直接確認してくださ
い。必要であれば、減速、停車のた
めにブレーキを踏んでください。

l駐車するときは、必ず目標駐車位置
に車を駐車できるかを確認してから
操作を行ってください。

l駐車時の路面や自車の状況、駐車ス
ペースまでの距離などにより、駐車
スペースを認識できなかったり、最
後までアシストできないことがあり
ます。
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警告

l本システムは適切な経路で切り返し
位置の案内を出しますが、隣接車両
への接近など、運転者が不安に感じ
た場合は、任意のタイミングでブ
レーキを踏んでからシフトポジショ
ンを切りかえてください。ただし、
切り返し回数が多くなったり、駐車
精度が悪化することがあります。

l次のようなもの・場合は検知できな
いことがあるため、周辺の安全を直
接確認し、接触のおそれがある場合
はブレーキを踏んで停車してくださ
い。

･ 細いもの（針金／フェンス／ロープ
／ポールなど）や接近する角度に
よって細く見えるもの（看板／自転
車など）

･ 音波を吸収しやすいもの（綿・雪な
ど）

･ 鋭角的な形のもの（ブロック塀や柱、
壁の角など）

･ 背の低いもの（縁石やブロック、階
段、車止めなど）

･ 背が高く上部が張り出しているもの
（梁など）

･ 地面に対し垂直でないもの

･ 障害物に対して斜めに接近するとき

l駐車スペース内に障害物が存在して
も、検出できずにアシストすること
があります。

l周辺の車両や障害物、人などに接触
しそうなときや、車止めを乗り越え
そうなときは、ブレーキペダルを踏
んで停車し、Advanced Park メイン
スイッチを押してシステムを中止し
てください。

lセンターディスプレイだけを見なが
ら走行することは絶対にしないでく
ださい。画面に映っている映像と実
際の状況は異なることがあり、画面
だけを見て走行すると車をぶつけた
り、思わぬ事故を引き起こすおそれ
があります。走行するときは、必ず
目視やミラーなどで周辺の安全を直
接確認してください。

l外気温が低い場合、画面が暗くなっ
たり、映像が薄れることがあります。
とくに動いているものの映像が歪む、
または画面から見えなくなることが
あるため、必ず周囲の安全を直接目
で確認しながら運転してください。

l次のとき、Advanced Park による停
車保持が解除され、車両が動き出す
おそれがあります。思わぬ事故につ
ながるおそれがあるため、ただちに
ブレーキペダルを踏んでください。

･ 作動中に運転席のドアが開けられた
とき

･ 作動中に一定時間システムの指示に
従わなかったとき

･ 作動中に一定時間ブレーキペダルを
踏んで停車しているとき

･ 作動中に故障が発生したとき

l使用中はハンドルが回転するため、
次の点に注意してください。

･ ネクタイ・スカーフ・腕などを巻き
込むおそれがあります。上体をハン
ドルに近づけないでください。また、
お子さまがハンドルに近づかないよ
う注意してください。

･ 爪が長いとハンドルが回転する際に
けがをするおそれがあります。

･ 万一のときは、ブレーキペダルを踏
んで停車し、Advanced Park メイン
スイッチを押してシステムを中止し
てください。
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警告

l使用中は窓から手を出さないでくだ
さい。

nAdvanced Park を正しく作動させる
ために

必ず次のことをお守りください。お守
りいただかないと、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

l次のような状況では使用しないでく
ださい。

･ 駐車場以外の場所

･ 砂地・砂利地のような駐車スペース
のない整備されていない駐車場

･ 傾斜・段差・穴・側溝のある平坦で
ない駐車場

･ 機械式駐車場

･ 車両下部に接触して固定する装置が
ある駐車場

･ 凍結したり、すべりやすい路面、ま
たは雪道

･ 真夏の炎天下でアスファルトがとけ
ているようなとき

･ 車両周辺に障害物があるとき

･ 目標駐車位置（青色の枠の中）や自
車と目標駐車位置とのあいだに障害
物があるとき

･ 人や車両などの通行量が多いとき

･ 駐車スペースの確保が困難な場所
（車両が入らないほど狭いなど）

･ カメラのレンズの汚れ・西日・影・
雪などで画面が見にくいとき

･ タイヤチェーン・応急用タイヤを使
用しているとき

･ ドアまたはトランクが完全に閉まっ
ていないとき

･ 窓から手を出しているとき

･ 降雪や豪雨のとき

lメーカー出荷時装着タイヤ以外のタ
イヤは使用しないでください。
Advanced Park が正常に作動しない
おそれがあります。また、タイヤを
交換すると、画面に表示される線や
枠の表示位置に誤差が生じることが
あります。タイヤを交換するときは
レクサス販売店にご相談ください。

l次のような状況では、設定した位置
にアシストできなかったり、システ
ムが正常に作動しない場合がありま
す。

･ タイヤが極端に摩耗していたり、空
気圧が低いとき

･ 極端に重いものを積んでいるとき

･ 車両の片側にだけ荷物などを積んで
車両が傾いているとき

･ 駐車場にロードヒーター（路面凍結
防止用のヒーター）が設置されてい
るとき

･ タイヤを縁石などに強く当てて、ホ
イールアライメントが正常でないと
き

･ アシスト中に歩行者や通行車両を検
知したとき

･ けん引フック・バンパープロテク
ター・バンパートリム・サイクル
キャリア・除雪装置（スノープラウ）
などを取り付けたとき

･ 区画線と認識してしまうようなもの
（光・建物の映り込み・段差・側溝・
路面ペイント・引き直し線など）が
あるとき

上記以外で設定位置と車両の位置が大
きくずれる場合は、レクサス販売店で
点検を受けてください。
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カメラとセンサーにより駐車車両を
検出して、駐車位置を特定しやすく
します。

 フロントカメラ

 サイドカメラ

 リヤカメラ

 センサー

P.285

知識

nカメラの映像について

特殊なカメラを使用しているため、実際
と異なる色味で表示されることがありま
す。

n使用上の注意点について

次の内容は、別冊「マルチメディア取扱
説明書／駐車支援システム／パノラミッ
クビューモニター」を参照してください。

l画面の映る範囲について

lカメラについて

l画面と実際の路面との誤差について

l画面と実際の立体物との誤差について

nカメラとセンサーの検知範囲について

l駐車車両が目標駐車位置の奥にある場
合は、距離が遠くなるため検出できな
いことがあります。駐車車両の形状や
条件によっては検出距離が短くなった
り、検出できないことがあります。

l柱や壁など駐車車両以外は検出できな
いことがあります。また、検出できて
も目標駐車位置がずれることがありま
す。

注意

nAdvanced Park をお使いいただくた
めに

バッテリーを脱着したときやあがった
ときはドアミラーの開閉を実施してく
ださい。

Advanced Park で使用するカ
メラとセンサーの種類
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n区画線認識が正常に作動しないおそれ
のある状況

l次のような状況では、路面の区画線を
検出することができない場合がありま
す。

･ 区画線のない駐車場（駐車スペースが
ロープ、ブロックなどでつくられてい
る場合）

･ 区画線がかすれや汚れなどによって
はっきり見えないとき

･ 路面が白っぽく白線とのコントラスト
差が小さいとき（コンクリート路面に
白線など）

･ 路面の区画線が黄色と白以外の色のと
き

･ 夜間や地下、立体駐車場など周囲が暗
いとき

･ 降雨時や雨上がりなど、路面が濡れて
光っていたり、水たまりがあるとき

･ 朝日や夕日など、太陽の光がカメラに
入るとき

･ 積雪や融雪剤があるとき
･ 路面補修痕、路面表示などやポールな
どの障害物があるとき

･ 路面の色や明るさが一様でないとき
･ カメラにお湯や水をかけたときなど、
レンズが曇っているとき

･ 自車の影や木陰などの影響を受けてし
まったとき

･ カメラのレンズが汚れたり、水滴が付
着しているとき

l次のような状況では、目標駐車位置を
誤認識する場合があります。

･ 路面補修痕、路面標示などや車止め、
ポールなどの障害物があるとき

･ 降雨時や雨上がりなど、路面が濡れて
光っていたり、水たまりがあるとき

･ 車両周辺が暗いときや逆光のとき
･ 路面の色や明るさが一様でないとき
･ 勾配がついている駐車場
･ ゼブラゾーンのある駐車スペース
･ 駐車車両の影響を受けてしまったとき
（駐車車両の影、駐車車両のグリルやサ

イドステップなど）
･ カメラの視界をさまたげるようなアク
セサリーを取り付けたとき
･ 区画線のかすれや汚れなどによって
はっきり見えないとき
･ 自車の影や木陰などの影響を受けてし
まったとき

nセンサーの検知について

P.287

nセンサーが正しく検知できないことが
ある静止物

P.287

nセンサーが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.288

n衝突の可能性がなくてもアシストが作
動しない状況

P.288

警告

nカメラとセンサーの取り扱いについ
て

lカメラのレンズの特性により、画面
に映る人や障害物は、実際の位置や
距離と異なります。詳しくは、別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照
してください。

lセンサーが正常に作動しなくなり、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ますので、クリアランスソナー使用
時の注意を参照してください。
（P.286）
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Advanced Park メインスイッチを押
す

アシスト中にスイッチを押すと、アシス
トを中止します。

知識

nAdvanced Park の作動条件

次の条件をすべて満たしているときにア
シストを開始できます。

lブレーキペダルを踏んでいる

l停車している

l運転席シートベルトを着用している

lハンドルを操作していない

lアクセルペダルを踏んでいない

lドアおよびトランクが閉まっている

lドアミラーが格納されていない

lパーキングブレーキがかかっていない

lレーダークルーズコントロールが作動
していない

lABS・VSC・TRC・PCS・PKSB が作動
していない

lけん引していない

l急勾配でない

lTRC または VSCを OFF にしていない

アシストを開始できないときは、セン
ターディスプレイのメッセージを確認し
てください。（P.351）

センターディスプレイに表示されま
す。

 ガイド画面（開始時）

目標駐車枠（青色）

アドバイス表示

駐車形態切りかえスイッチ

複数表示された場合は、スイッチの表示
状態により次のことができます。

または ：他の駐車可能な位置に変

警告

l次のとき、センサーが正常に作動し
ないことがあり、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。注意し
て運転してください。

･ 目標駐車位置の隣に駐車車両がある
にもかかわらず、駐車枠が目標駐車
位置から大きくずれた位置に表示さ
れるときは、センサーの角度がずれ
ているおそれがあります。レクサス
販売店で点検を受けてください。

･ センサーが検知する範囲には、アク
セサリー用品などを取り付けないで
ください。

Advanced Park の ON／
OFFを変更する

Advanced Park のガイド画面
を使う

A

B

C
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更 

または ：選択されている駐車位置 

：縦列駐車機能への切りかえ 

：並列前向き・バック駐車機能への

切りかえ 

“MODE”スイッチ

メモリ機能と、並列前向き・バック駐車
機能、縦列駐車機能を切りかえます。
（P.347）

“開始”スイッチ

駐車アシストを開始します。

並列駐車向き切りかえスイッチ 

並列前向き駐車機能と並列バック駐車機
能を切りかえます。 

：並列前向き駐車への切りかえ 

：並列バック駐車への切りかえ 

カスタマイズ設定スイッチ

Advanced Park の設定画面に切りかわり
ます。（P.350）

登録開始スイッチ

駐車スペースの登録を開始します。

 ガイド画面（後退時）

作動中アイコン

Advanced Park が作動中に表示されま
す。

ガイド線（黄色と赤色）

車両の前端部または後端部から目標停車

位置までの距離（黄色）※と約 0.3m先
（赤色）を示しています。

移動物警報アイコン 

緊急ブレーキ制御の作動表示

“ブレーキ！”と表示されます。

クリアランスソナー表示

P.285
※2.5m 以上の位置に目標停車位置があ
る場合は、横線（黄色）が非表示にな
ります。

知識

nクリアランスソナーの割り込み表示に
ついて

Advanced Park 作動中は、クリアランス
ソナーのON／ OFF（P.286）に関係
なく、クリアランスソナーが障害物を検
知すると、ガイド画面に自動的にクリア
ランスソナー表示が割り込み表示されま
す。

nAdvanced Park 作動中の緊急ブレーキ
制御の作動について

Advanced Park 作動中は、衝突の可能性
がある移動物または静止物を検知したと
き、エンジン出力抑制制御・ブレーキ制
御が作動します。

ブレーキ作動後はAdvanced Park の作動
を中断し、ブレーキの作動がマルチイン
フォメーションディスプレイに表示され
ます。

n音声案内について

システムの作動状態、運転者への操作案
内を音声でお知らせします。

音量はマルチメディアシステムの設定に
連動します。

nブザー音について

他システムや周囲の音により、本システ

D

E

F

G

H

A

B

C

D

E
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ムのブザー音が聞き取りづらくなること
があります。

nAdvanced Park 作動中にセンターディ
スプレイが黒くなったときは

無線の電波による影響を受けているか、
システムに何らかの異常が発生している
おそれがあります。無線のアンテナをカ
メラ近くに設置している場合は、できる
だけ離して設置してください。無線のア
ンテナがカメラの近くになく、エンジン
スイッチを一度OFF にしてから再度エン
ジンを始動しても画面が正常に表示され
ない場合は、レクサス販売店で点検を受
けてください。

目標駐車位置の中央がほぼ真横に見
える位置で停車し、駐車スペースが
検出できれば、並列前向き・バック
駐車機能を使用することができます。
また、駐車スペースなどの状況によ
り、切り返しが必要な場合は、切り
返し操作もアシストします。

1 目標駐車位置の中央がほぼ真横に
見える位置で車両を停車する

 区画線がある場合

約1m※

約 2.5m※

約 6m以上※

約 5.5m以上※

片側しか区画線がない場合でも作動しま
す。
※駐車スペースとして検出させるための
目安です。周囲の環境によっては検出
できないことがあります。

 隣接車両がある場合

約1m※

約 3m以上※

約 6m以上※

約 5.5m以上※

片側しか隣接車両がいない場合でも作動
します。
※駐車スペースとして検出させるための
目安です。周囲の環境によっては検出
できないことがあります。

2 Advanced Park メインスイッチ
を押し、センターディスプレイに

Advanced Park の並列前向
き・バック駐車機能を使う

並列前向き・バック駐車機能
を使用して駐車する

A

B

C

D

A

B

C

D
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駐車可能なスペースが表示された
ことを確認する

l 自車が駐車できるスペースがある
場合に目標駐車枠が表示されま
す。

l 縦列駐車が可能な場合、駐車ス

ペースを選択して、 を選択する

と縦列駐車機能に切りかわりま
す。

l 駐車向きの変更が可能な場合、駐

車スペースを選択して、 もしく

は を選択すると、駐車向きが

変更できます。 

l 環境によっては使用できない場合
があります。センターディスプレ
イの表示内容を参考に別の駐車ス
ペースで使用してください。

3 “開始”スイッチを選択する

“ピッ”という音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに作動中の
メッセージを表示して、アシストが開始

されます。

l ブレーキペダルを離すと、“前進
します”または“後退します”
の音声案内と表示が出たあと、前
進・後退が始まります。

l アシストを中止するには、
Advanced Park メインスイッチ
を押します。

アシストが中止されると“Advanced 
Park を中止しました”の音声案内と表
示が出ます。

周辺の車両や障害物・人・溝などに近い
と感じたときは： P.338

4 車両が目標駐車位置に停車するま
で、音声案内とアドバイス表示の
指示に従って操作する

車両が停車したら、“Advanced Park を
終了しました”の音声案内と表示が出た
あと、駐車アシストを終了します。

センターディスプレイの を選択する

と、駐車アシスト完了画面の車両が回転
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します。

知識

n周辺の車両や障害物・人・溝などに近
いと感じたときは

ブレーキペダルを踏んで停車し、進行方
向とは逆のシフトポジションに切りかえ
てください。このときアシストは中断さ
れますが、センターディスプレイの“再
開”スイッチを選択するとシフトポジ
ションの方向へアシストを再開します。

nブレーキが作動したとき

ブレーキが作動したときにブレーキの作
動音が聞こえることがありますが、異常
ではありません。

並列駐車スペースから出庫する際、
システムが出庫可能と判断すれば、
並列前向き／バック出庫機能を使用
することができます。また、周辺の
環境により、切り返しが必要な場合
は、切り返し操作もアシストします。

1 ブレーキを踏み、シフトポジショ
ンがPの状態でAdvanced Park
メインスイッチを押し、センター
ディスプレイが出庫方向を選択す

注意

n並列前向き・バック駐車機能を使用
するときは

l黄色のガイド線の中や自車と目標駐
車位置とのあいだに障害物がないこ
とを必ず確認してください。黄色の
ガイド線の中や自車と目標駐車位置
のあいだに障害物がある場合は中止
してください。

l路面に段差や勾配があると正しい位
置に目標駐車位置を設定できないた
め、駐車位置がずれたり、車両が傾
くことがあります。このような場所
では使用しないでください。

l狭いスペースに駐車するときは隣接
車両に接近します。接触しそうなと
きは、ブレーキペダルを踏んで停車
してください。

l駐車車両の車幅が狭いときや駐車車
両が路肩側に極端に近いときは、駐
車をアシストする位置も路肩に接近
します。接触、脱輪しそうなときは
ブレーキペダルを踏んで停車し、
Advanced Park メインスイッチを押
してシステムを解除してください。 

Advanced Park の並列前向
き・バック出庫機能を使う

並列前向き・バック出庫機能
を使用して出庫する
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る画面に切りかわったことを確認
する

2 センターディスプレイ上の矢印
で、出庫したい方向を選択する

方向指示レバーを使って操作する場合は、
左右方向のみ選択することができます。 

3 ブレーキペダルを踏んで“開始
”スイッチを選択する

“ピッ”という音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに作動中の
メッセージを表示して、アシストが開始
されます。

アシストを中止するには Advanced Park
メインスイッチを押します。

アシストが中止されると“Advanced 
Park を中止しました”の音声案内と表
示が出ます。

周辺の車両や障害物・人・溝などに近い

と感じたときは： P.338

4 車両が出庫可能位置に到達するま
で、音声案内とアドバイス表示の
指示に従って操作する

車両が出庫可能な位置に到達すると　“
ハンドルを操作すると終了できます”の
メッセージが表示され、ハンドル操作す
ると、“Advanced Park を終了しました
”の音声案内と表示が出たあと、アシス
トが終了します。

走行中にアシストを終了するので、その
ままハンドルを持ち、前進してください。 

ハンドル操作がない場合は、出庫完了位
置に停車するため、ブレーキペダルまた
はアクセルを踏むと終了できます。 

知識

n周辺の車両や障害物・人・溝などに近
いと感じたときは

P.338

n並列前向き・バック出庫機能について

並列駐車から出庫する以外の目的では、
並列前向き／バック出庫機能を使用しな
いでください。万が一、誤ってアシスト
を開始してしまった場合は、ブレーキペ
ダルを踏んで停車し、Advanced Park メ
インスイッチを操作してアシストを中止
してください。

n並列前向き・バック出庫機能が作動し
ない状況

次のような状況では並列前向き・バック
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出庫は作動しません。

l出庫方向に駐車待ちの車両があるとき

lフロントまたはリヤのセンター／コー
ナーセンサー付近に壁／柱などの障害
物がある場合や、人がいるとき

nブレーキが作動したとき

P.338

目標駐車位置の中央がほぼ真横に見
える位置で停車し、駐車スペースが
検出できれば、縦列駐車機能を使用
することができます。また、駐車ス
ペースなどの状況により、切り返し
が必要な場合は、切り返し操作もア
シストします。

1 目標駐車位置の中央がほぼ真横に
見える位置で停車する

 区画線がある場合

約1m※

約 6m※

約 4.5m以上※

約 8m以上※

※駐車スペースとして検出させるための
目安です。周囲の環境によっては検出
できないことがあります。

Advanced Park の縦列駐車機
能を使う

縦列駐車機能を使用して駐車
する

A

B

C

D
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 駐車車両がある場合

約1m※

約 7m以上※

約 4.5m以上※

約 8m以上※

※駐車スペースとして検出させるための
目安です。周囲の環境によっては検出
できないことがあります。

2 Advanced Park メインスイッチ
を押し、センターディスプレイに

駐車可能なスペースが表示された
ことを確認する

l 自車が駐車できるスペースがある
場合に目標駐車枠が表示されま
す。

l 並列前向き／バック駐車が可能な

場合、駐車スペースを選択して、

にタッチすると並列前向き／

バック駐車機能に切りかわりま
す。

l 周囲の環境によっては使用できな
いことがあります。センターディ
スプレイの表示内容を参考に別の
駐車スペースで使用してくださ
い。

3 “開始”スイッチを選択する

“ピッ”という音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに作動中の
メッセージを表示して、アシストが開始

A

B

C

D
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されます。

l ブレーキペダルを離すと、“前進
します”の音声案内と表示が出
たあと、前進が始まります。

l アシストを中止するには、
Advanced Park メインスイッチ
を押します。

アシストが中止されると“Advanced 
Park を中止しました”の音声案内と表
示が出ます。

周辺の車両や障害物・人・溝などに近い
と感じたときは： P.338

4 車両が目標駐車位置に停車するま
で、音声案内とアドバイス表示の
指示に従って操作する

車両が停車したら、“Advanced Park を
終了しました”の音声案内と表示が出た
あと、駐車アシストを終了します。

センターディスプレイの を選択する

と、駐車アシスト完了画面の車両が回転
します。

知識

n周辺の車両や障害物・人・溝などに近
いと感じたときは

P.338

n“駐車できる場所が見つかりません”
が表示されたときは

駐車位置の横に停車しても駐車車両を検
知できていない場合があります。駐車車
両を検知できる位置まで進むと開始でき
る場合があります。

nブレーキが作動したとき

P.338

注意

n縦列駐車機能を使用するときは

l黄色のガイド線の中や自車と目標駐
車位置とのあいだに障害物がないこ
とを必ず確認してください。黄色の
ガイド線の中や自車と目標駐車位置
のあいだに障害物がある場合は、縦
列駐車機能は中断・中止されます。

l路面に段差や勾配があると正しい位
置に目標駐車位置を設定できないた
め、駐車位置がずれたり、車両が傾
くことがあります。このような場所
では、縦列駐車機能は使用しないで
ください。
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縦列駐車スペースから出庫する際、
システムが出庫可能と判断すれば、
縦列出庫機能を使用することができ
ます。また、周辺の環境により、切
り返しが必要な場合は、切り返し操
作もアシストします。

1 ブレーキを踏み、シフトポジショ
ンがPの状態でAdvanced Park
メインスイッチを押し、センター
ディスプレイが出庫方向を選択す
る画面に切りかわったことを確認
する

2 センターディスプレイ上の矢印
で、出庫したい方向を選択する

方向指示レバーを使って操作する場合は、
左右方向のみ選択することができます。 

3 ブレーキペダルを踏んで“開始
”スイッチを選択する

“ピッ”という音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに作動中の
メッセージを表示して、アシストが開始
されます。

アシストを中止するにはAdvanced Park
メインスイッチを押します。

アシストが中止されると“Advanced 
Park を中止しました”の音声案内と表
示が出ます。

周辺の車両や障害物・人・溝などに近い
と感じたときは： P.338

注意

l隣接車両の車幅が狭いときや駐車車
両が路肩側に極端に近いときは、駐
車をアシストする位置も路肩に接近
します。接触、脱輪しそうなときは
ブレーキペダルを踏んで停車し、メ
インスイッチを押してシステムを解
除してください。

l駐車スペースの奥側に壁などがある
場合は、通路に少しはみ出した位置
に目標駐車位置が設定されることが
あります。

Advanced Park の縦列出庫機
能を使う

縦列出庫機能を使用して出庫
する
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4 車両が出庫可能位置に停車するま
で、音声案内とアドバイス表示の
指示に従って操作する

車両が出庫可能な位置に到達すると　“
ハンドルを操作すると終了できます”の
メッセージが表示され、ハンドル操作す
ると、“Advanced Park を終了しました
”の音声案内と表示が出たあと、アシス
トが終了します。

走行中にアシストを終了するので、その
ままハンドルを持ち、前進してください。 

ハンドル操作がない場合は、出庫完了位
置に停車するため、ブレーキペダルまた
はアクセルを踏むと終了できます。 

知識

n周辺の車両や障害物・人・溝などに近
いと感じたときは

P.338

n縦列出庫機能について

縦列駐車から出庫する以外の目的では、
縦列出庫機能を使用しないでください。
万が一、誤ってアシストを開始してし

まった場合は、ブレーキペダルを踏んで
停車し、Advanced Park メインスイッチ
を操作してアシストを中止してください。

n縦列出庫機能が作動しない状況

次のような状況では縦列出庫機能は作動
しません。

l出庫方向に信号待ちの車両があるとき

l出庫方向の後方に車両が待っていると
き

lフロントまたはリヤのサイドセンサー
付近に壁／柱などの障害物がある場合
や、人がいるとき

l縁石に乗り上げて駐車し、サイドセン
サーが路面を検知しているとき
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l車両の前方に駐車車両がないとき

l車両の前端と駐車車両との間隔があき
すぎているとき

nブレーキが作動したとき

P.338

事前に駐車スペースを登録すること
で、区画線や隣接車両のいない駐車
スペースでも使用することができま
す。

登録できる駐車スペースは３つです。

1 目標駐車位置の中央がほぼ真横に
見える位置で停車する

約1m

2 Advanced Park メインスイッチ

を押し、 を選択する

区画線や隣接車両のいない駐車スペース

で Advanced Park メインスイッチを押
した場合、“駐車できる場所が見つかり
ません”と表示されることがあります

が、続けて を選択してください。

3 並列（前向き・バック）駐車また
は縦列駐車を選択する

アシスト可能な駐車スペースのみが表示
されます。 

4 駐車の向きを選択し、“次へ”
スイッチにタッチする

手順 3で並列（前向き／バック）駐車を

Advanced Park のメモリ機能
を使う

駐車スペースの登録

A
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選択した場合：

手順 3で縦列駐車を選択した場合：

5 登録する駐車スペースの位置を方
向キーで調整し、“設定完了”
スイッチを選択する

6 “開始”スイッチを選択する

“ピッ”という音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに作動中の
メッセージを表示して、アシストが開始
されます。

ブレーキペダルを離すと、“前進します
”の音声案内と表示が出たあと、前進が
始まります。

周辺の車両や障害物・人・溝などに近い
と感じたときは：P.338

7 車両が目標駐車位置に停車するま
で、音声案内とアドバイス表示の
指示に従って操作する

8 車両が停車したら登録する位置を
確認して、必要に応じて方向キー
で調整したら、“登録”スイッ
チを選択する

センターディスプレイに“登録を完了し
ました”と表示されます。

l 太枠内に障害物がない位置で登録
してください。

l 調整できる範囲には限りがありま
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す。

1 目標駐車位置の中央がほぼ真横に
見える位置で停車する

約1m

2 Advanced Park メインスイッチ
を押し、センターディスプレイに
駐車可能なスペースが表示された
ことを確認する

“MODE”スイッチが表示されたとき
は、スイッチをタッチすることで、メモ
リ機能と、並列前向き／バック駐車機能、
縦列駐車機能を切りかえることができま
す。

3 駐車したいスペースを選択し、“
開始”スイッチを選択する

このあとの手順は、並列前向き・バック
駐車機能の手順 3以降と同じです。
（P.336）

知識

n周辺の車両や障害物・人・溝などに近
いと感じたときは

P.338

n登録した駐車スペースを上書きすると
きは

登録した駐車スペースのメモリが上限に

なっている状態で を選択すると、上書

きするメモリを選択して、新しいメモリ
を登録することができます。

n登録した駐車スペースが複数あるとき
は

駐車スペースを選択してから、“開始”
を選択します。

nブレーキが作動したとき

P.338

メモリ機能を使用して登録し
た駐車スペースに駐車する

A
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注意

nメモリ機能を使用するときは 
（P.338、342）

lメモリ機能は、事前に登録した駐車
スペースへアシストするシステムで
す。路面や自車の状況、周囲の環境
が登録時と異なる場合、正しく駐車
位置を認識できなかったり、最後ま
でアシストできなかったりする場合
があります。

l次のような状況では、駐車スペース
の登録を実施しないでください。設
定した位置に登録できない、または
次回以降のアシストができなくなる
場合があります。

･ カメラのレンズが汚れたり、水滴が
付着しているとき

･ 雨雪が降っているとき

･ 夜間（周囲が暗いとき）

l次のような環境では、駐車スペース
の登録を実施できない場合がありま
す。

･ 道幅と駐車位置に十分なスペースが
ない駐車場

･ 駐車スペース周辺にシステムが認識
できる路面模様がない駐車場

l次のような環境で駐車スペースの登
録をした場合、次回以降のアシスト
が開始できない、または設定した位
置にアシストできない場合がありま
す。

･ 駐車スペースに影が出ているとき
（カーポートがある駐車場など）

･ 駐車スペースに落ち葉・ゴミ（次回
以降なくなる、または移動する可能
性があるもの）が落ちているとき

･ 駐車スペース周辺の路面が同一の模
様で構成されているとき（レンガな
ど）

l次のような状況では、設定した位置
にアシストできない場合があります。

･ 自車の影や木陰などの影響を受けて
しまったとき

･ 設定した駐車スペースに障害物があ
るとき

･ システム作動中に歩行者や通行車両
を検知したとき

･ アシスト開始時の車両停車位置が登
録したときと異なるとき
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n アシストが中止されるとき

次のような状況のとき、Advanced 
Park のアシストを中止します。ハン
ドルをしっかり持ち、ブレーキペダ
ルをしっかり踏んで車両を停止して
ください。

システムが解除されているため、最初か
らやり直すか、通常通りハンドルを操作
して駐車してください。

l Advanced Park メインスイッチ
を押した

l シフトポジションをPに変更した

l パーキングブレーキをかけた

l ドアまたはトランクを開けた

l 運転席シートベルトをはずした

l ドアミラーを格納した

l TRC・VSC を OFF にした

l TRC・VSC・ABS が作動した

l けん引している

l エンジンスイッチを押した

l システムがアシスト継続できない
駐車環境と判断した

l システム異常

l 停止中にセンターディスプレイ上

注意

･ 輪止めなどにより、設定した駐車ス
ペースに到達できないとき

･ 駐車スペース周辺の路面模様が変化
したとき（路面の経年劣化、リ
フォームなど）

･ 日照条件が登録したときと異なると
き（天気・時間帯）

･ 朝日や夕日など、太陽の光がカメラ
に入るとき 

･ 路面の色や明るさが一様でないとき

･ 駐車スペースに一時的な光（他車の
ライトや防犯用ライトなど）が差し
込んでいるとき

･ 駐車スペース周辺の路面が同一の模
様で構成されているとき 

･ 駐車スペース周辺の路面に低い突起
物のようなものがあるとき

･ 勾配がある駐車場 

･ カメラにお湯や水をかけたときなど、
レンズが曇っているとき 

･ カメラのレンズが汚れたり、水滴が
付着しているとき

･ カメラの視界をさまたげるようなア
クセサリーを取り付けたとき

登録中に制御終了した場合は、再度登
録し直してください。

lメモリ機能を登録するとき、路面か
ら模様を検出できない場所では、“
登録に必要な 駐車目標が 見つかりま
せん”と表示されることがありま
す。

lメモリ機能を使用するときは、停め
たい駐車スペースの真横に停車して
ください。正しく駐車位置を認識で
きなかったり、最後までアシストで
きなかったりする場合があります。

lカメラ部をぶつけたときや、パノラ
ミックビューモニター映像のつなが
りが著しくずれている場合、メモリ
機能を使用しないでください。

lカメラ故障時・交換時は、カメラの
取り付け角度が変わるため、メモリ
機能の登録をやり直す必要がありま
す。

Advanced Park を中止・中断
する
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で“中止”を選択した

n アシストが中断されるとき

次のような状況のとき、Advanced 
Park のアシストを中断します。

センターディスプレイの指示に従うこと
でアシストを再開できます。

また、アシストが中断されている時にブ
レーキを踏みながらシフトポジションを
2回変更した場合は、そのシフトポジ
ションのままでアシストを中止します。

ただし、シフトポジションを変更してア
シストが中断した場合は、1回のシフト
ポジション変更によりアシストを中止し
ます。

l ハンドルを操作した

l アクセルペダルを踏んだ

l シフトポジションを変更した

l 衝突の可能性がある移動物または
静止物を検知し、エンジン出力抑
制制御・ブレーキ制御が作動した

l カメラスイッチを押した

Advanced Park メインスイッチを押

し、センターディスプレイの に

タッチして、“Advanced Park”に
タッチします。

n 音声案内

音声案内のON／OFFを設定できま
す。

n 速度モード

アシスト中の自車の速度を設定でき
ます。

メモリ機能で登録時は設定できませ

ん。

n 障害物回避距離

アシスト中に回避する障害物との距
離を設定できます。

n 優先駐車方法

並列前向き・バック駐車と縦列駐車
のどちらでも駐車可能なとき、優先
的に表示する駐車方法を設定できま
す。

n 優先駐車向き

並列前向き駐車と並列バック駐車が
どちらも可能な時に、優先的に表示
する駐車向きを選択できます。

n 優先出庫方向（並列）

並列前向き出庫と並列バック出庫で
左右どちらへも出庫可能な時に、優
先的に表示する方向を選択できます。

n 優先出庫方向（縦列）

縦列出庫で左右どちらへも出庫可能
な時に、優先的に表示する方向を選
択できます。

n 駐車時の映像

並列前向き・バック駐車中、縦列駐
車中に表示するカメラ映像の画角の
設定ができます。

n 出庫時の映像

並列前向き・バック出庫中、縦列出
庫中に表示するカメラ映像の画角の
設定ができます。

n 駐車進路調整

駐車アシスト中の進路が外側にふく
らんでしまうとき、内側に寄ってし
まうときに進路を調整できます。

タイヤがすり減ったりしたとき、駐
車進路が駐車する場所の中心からず

Advanced Park の設定を変更
する
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れてしまいます。その場合、駐車進
路を調整してください。

n 道幅調整

駐車アシスト開始時、前進するとき
の横方向の移動量を調整できます。

n 駐車位置調整（前向き）

並列前向き駐車の駐車完了位置を調
整できます。（メモリ機能は除く）

n 駐車位置調整（バック）

並列バック駐車の駐車完了位置を調
整できます。（メモリ機能は除く）

n 後部取付部品設定

車両後部にトレーラーヒッチなどを
取り付けたとき、後方障害物との接
触を防ぐために、車両後部の長さを
調整できます。

n 登録した駐車場所の消去

メモリ機能で登録した駐車スペース
を消去できます。アシスト中とメモ
リ機能の登録中は消去できません。

Advanced Park の作動状態や操作の

アドバイスなどをセンターディスプ
レイに表示します。メッセージが表
示されたときは、内容に従って対処
してください。

知識

n“駐車できる場所が見つかりません”
が表示されたときは

駐車スペース、または認識できる駐車枠
がある場所に移動して使用してください。

n“この環境では使用できません”が表
示されたときは

別の場所に移動して使用してください。

n“出庫可能なスペースがありません”
が表示されたときは

自車前後と駐車車両との間隔が狭い、ま
たは出庫方向に障害物があるなどの状況
により、縦列出庫機能を使用できません。

周囲の状況を確認した上で、運転者自身
の操作で出庫してください。

n“速度が調整できません”が表示され
たときは

傾斜や段差のある場所で使用したときに、
速度が調整できないとシステムが判断す
ると、アシストを中止します。

平坦な場所で使用してください。

n“障害物を検知しました”が表示され
たときは

衝突の可能性がある移動物または静止物
を検知したため、エンジン出力抑制制御・
ブレーキ制御が作動し、アシストを中断
します。

周囲の状況を確認してください。アシス
トを再開するときは、センターディスプ
レイの“再開”スイッチを選択してく
ださい。

注意

l「駐車位置調整（前向き）」、 「駐車位
置調整（バック）」による調整によ
り、車止めや縁石など低いものへ接
触するおそれがあるため、注意して
使用してください。

l周辺の車両や障害物・車止め・縁石
などに接触しそうなときは、ブレー
キペダルを踏んで停車し、
Advanced Park メインスイッチを押
してシステムを中止してください。

センターディスプレイに表示さ
れるAdvanced Park のメッ
セージ
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n“登録に必要な駐車目標が見つかりま
せん”が表示されたときは

駐車スペースを認識できない駐車場で

を選択したときに表示されます。

システムが認識できる路面模様がある駐
車場で操作してください。（P.345）

1 ノーマルモード／カスタムモード
ノーマル／カスタムモードは、スイッチ
を押して選択します。スイッチを押すご
とに、ノーマル／カスタムモードが切り
かわります。

ノーマルモードのとき、ノーマルモード
表示灯が点灯します。
カスタムモードのとき、カスタムモード
表示灯が点灯します。

ノーマルモード以外のときにスイッチを
押すと、ノーマルモードにもどります。
･ ノーマルモード

燃費性能、静粛性、運動性能のバランス
がよく、市街地を走行する場合に適して
います。

シフトポジションがD のとき、運転者の
運転操作と走行状況により、自動的にス
ポーツ走行に適したギヤ段に切りかわる
場合があります。

ドライブモードセレクトス
イッチ

走行・使用状況に合わせて次の
モードを選択できます。

走行モードを選択するには
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･ カスタムモード

パワートレーン制御・ステアリング
フィール・サスペンション制御・エアコ
ン作動の機能をお好みで設定し、走行す
ることができます。カスタムモードは、
センターディスプレイで設定します。
（P.511）

2 コンフォートモード
サスペンションを制御することにより、
より快適な乗り心地になります。市街地
走行に適しています。

コンフォートモード以外のときにスイッ
チを手前側へまわすとコンフォートモー
ドに切りかわり、コンフォートモード表
示灯が点灯します。

3 エコドライブモード
スロットル特性をおだやかに設計するこ
とで、エコ運転中の運転者のアクセル操
作をアシストします。またエアコン（暖
房／冷房）の作動を抑え、燃費の向上を
意識した走行に適しています。

コンフォートモードのときにスイッチを
手前側へまわすとエコドライブモードに
切りかわり、エコドライブモード表示灯
が点灯します。

4 スポーツモード
･ スポーツ Sモード

トランスミッションとエンジンの制御に
より、アクセルレスポンスを向上させ、
力強い加速が可能です。コーナーの多い
道などで、きびきびした走りを楽しみた
いときに適しています。

スポーツ Sモード以外のときにスイッチ
を奥側へまわすとスポーツSモードに切
りかわり、スポーツ Sモード表示灯が点
灯します。
･ スポーツ S＋モード

トランスミッションとエンジンに加え、
ステアリングやサスペンションを総合的
に制御することにより操縦性・安定性の
確保に貢献し、よりスポーティーな走り

を楽しみたいときに適しています。

スポーツ S モードのときにスイッチを奥
側へまわすとスポーツ S＋モードに切り
かわり、スポーツ S＋モード表示灯が点
灯します。

知識

nオープニング画面表示中にスイッチを
操作したときは

ドライブモードは切りかわりますが、
メーターの表示は切りかわりません。
オープニング画面終了後、そのとき選択
されているドライブモード表示に切りか
わります。

nエコドライブモード時のエアコン作動
について

エコドライブモードは、暖房／冷房の作
動や風量を抑制して、燃費向上を図って
います。空調の効きをよりよくしたいと
きは、次の操作を行ってください。

lエコ空調モードをOFF にする
（P.375）

l風量を調整する（P.372）

lエコドライブモードを解除する

nスポーツ／カスタムモードの自動解除

スポーツ／カスタムモードを選択して走
行後、エンジンスイッチをOFF にし、再
度エンジンスイッチをイグニッションON
モードにした場合は、自動でノーマル
モードにもどります。
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知識

n車高制御が正常に作動しないおそれの
ある状況

l次のような状況では、車高の昇降速度
が遅くなったり、正常な車高まで昇降
しないおそれがあります。

･ 車体が雪・氷・石などにあたるとき
･ 気温が低いとき
･ タンク内の空気圧が低いとき

l次のような状況では、車高は昇降しま
せん。

･ ボンネットまたはトランクが開いてい
るとき

･ ブレーキペダルを踏んで停車している
とき

･ 段差や凹凸の大きい道路
･ 傾斜した道路

nエアサスペンション用コンプレッサー
およびバルブの作動音

次のときはコンプレッサーとバルブから
音が聞こえることがありますが、異常で
はありません。

l乗降時や荷物の積み降ろしなどによっ
て車高が変化したとき

l車高選択スイッチで車高を切りかえた
とき

lドアを開閉したとき

lドアを施錠・解錠したとき

nタンク内の空気圧が低いとき

車高が昇降していないのにコンプレッ
サーとバルブがくり返し作動することが
ありますが、異常ではありません。

nマルチインフォメーションディスプレ
イに“エアサスペンション故障 販売店
で点検してください”と表示されたと
きは

システムが正常に作動しないおそれがあ
ります。レクサス販売店で点検を受けて
ください。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

電子制御エアサスペンショ
ン

乗員や荷物重量にかかわらず、車
高選択スイッチで選択した車高レ
ベルを維持します。

また、次の車高制御の設定を変更
することができます。

l 乗降モード

l 車高制御の一時停止

警告

nエアサスペンションについて

lエンジンが停止していたとしても、
車高制御によって車高が変わること
があります。車体の下や車体とタイ
ヤのあいだに手や足を入れないでく
ださい。挟まれてけがをするおそれ
があります。

l次のような状況では、車高調整機能
が作動しないように、車高制御を
OFFにしてください。作動を停止し
ないと車高が変わり、車両に体が挟
まれたりして思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

･ 縁石などに乗り上げて駐車するとき

･ 脱輪したとき

･ ジャッキアップするとき

･ 車両を固縛するとき

･ けん引されるとき
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路面の状況や走行状況にあわせて、
車高選択スイッチで車高を切りかえ
ることができます。

HIGHモードのON ／ OFF を切りか
える

HIGHモードがONのとき、メーター内
のエアサスペンションHIGH モード表示
灯が点灯します。
車高はNormal より約 20mm高くなりま
す。

乗降モードによって車高が上昇している
ときは、車高選択スイッチを2回押すと
HIGHモードのON ／ OFF を切りかえる
ことができます。

知識

n車高選択スイッチの作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

n車高制御の保護機能

車高選択スイッチの操作などで車高の昇
降を繰り返すと、システムが一時的に作
動しなくなることがあります。

車両の乗り降りを容易にするため、
シフトポジションがPのときに、い
ずれかのドアを開けると自動で車高
が上昇します。

次のいずれかの条件を満たすともと
の車高にもどります。

l ドアが閉じた状態で一定時間経過
した 

l 車速が約5km/h になった

警告

･ タイヤパンク応急修理キット★で応
急修理するとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

注意

n駐車するとき

l長時間駐車する場合、気温の変化な
どにより車高が変わることがありま
す。駐車するときは、車高が変わっ
たときに車体に接触するものがない
ことを確認してください。

l乗員が降りたときや、乗降モードが
作動したときは、通常より車高が高
くなりますので、高さ制限のある場
所では注意してください。

lドアを閉じる、またはドアを施錠す
ると車高が下降することがあります。
車両下部に接触して固定する装置が
ある駐車場では、車高制御をOFF に
してください。

車高を選択するには

警告

n車高選択スイッチを操作するときは

車高選択スイッチを操作するときは、
十分に周囲の安全を確かめてください。 
車高が変わったときに、車両に体が挟
まれたりして思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

乗降時の車高制御について（乗
降モード）
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l スマートエントリー＆スタートシ
ステムまたはワイヤレスリモコン
でドアを施錠した

n 乗降モードのON ／ OFFを切りか
えるには

1 センターディスプレイの を選

択する

2 “車両カスタマイズ”を選択す
る

3 “車高制御”を選択する
4 “乗降モード”の

（ON）・ （OFF）

を選択する

押すごとにON ／ OFF が切りかわ
ります。

知識

n乗降モードによって車高が上昇してい
るとき

エンジンスイッチのモードにかかわらず、
車高選択スイッチを押すともとの車高に
もどすことができます。

n乗降モードについて

l平坦な場所以外では作動しません。

l車高の状態によっては、作動しないこ
とがあります。

lドアを解錠したあとに、乗降モードが
作動すると車高がNormal より約
20mm高くなります。一度走行したあ
とは、乗降モードが作動すると車高が
Normal より約 10mm高くなります。

lドアの開閉を繰り返すと、システムが
一時的に作動しなくなることがありま
す。

車高制御を一時的にOFFに設定しま

す。

車高制御を一時的にOFF に設定する状
況：P.354

1 センターディスプレイの を選

択する

2 “車両カスタマイズ”を選択す
る

3 “車高制御”を選択する

4 “車高制御”の （ON）・

（OFF）を選択する

エンジンスイッチをOFF にしても、車
高制御の停止状態は継続します。

車高制御をOFFにしても、車速が約
30km/h になると自動でONに戻り
ます。

車高制御を一時停止するには
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n ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面で
のブレーキ時にタイヤのロックを防
ぎ、スリップを抑制します。

n ブレーキアシスト

急ブレーキ時などに、より大きなブ
レーキ力を発生させます。

n VSC（ビークルスタビリティコン
トロール）

急なハンドル操作や、すべりやすい
路面で旋回するときに横すべりを抑
え、車両の姿勢維持に寄与します。

n TRC（トラクションコントロー
ル）

すべりやすい路面での発進時や加速
時にタイヤの空転を抑え、駆動力確
保に貢献します。

n ヒルスタートアシストコントロー
ル

上り坂で発進するときに、車が後退
するのを緩和します。

n DRS（ダイナミックリヤステアリ
ング）

ハンドル操作に応じて後輪を切るこ
とにより、車両の旋回性や応答性に

寄与します。

n EPS（エレクトリックパワーステ
アリング）

モーターを利用して、ハンドル操作
を補助します。

n NAVI ･ AI-AVS
（AVS：アダプティブバリアブル
サスペンションシステム）

路面の状態や運転操作などに応じ、
ショックアブソーバーの減衰力を4
輪独立に制御することで、なめらか
な乗り心地と優れた安定感の確保に
貢献し、車両の姿勢維持に寄与しま
す。
また、ドライブモードセレクトス
イッチで走行モードを選択すること
で、減衰力を切りかえることができ
ます。（P.352）

n VDIM（ビークルダイナミクスイ
ンテグレイテッドマネージメン
ト）

ABS・ブレーキアシスト・TRC・
VSC・ヒルスタートアシストコント
ロール・EPS・DRS・AVS を総合的
に制御します。
すべりやすい路面の走行などで急な
運転操作をした際に、ブレーキ・エ
ンジン出力・ハンドル操作力・タイ
ヤの切れる角度などを制御すること
で、車両の安定性確保に貢献します。

n 緊急ブレーキシグナル

急ブレーキ時に制動灯を自動的に点
滅させることにより、後続車に注意
をうながし、追突される可能性を低
減させます。

n セカンダリーコリジョンブレーキ

SRSエアバッグのセンサーが衝突を

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保す
るため、走行状況に応じて次の装
置が自動で作動します。ただし、
これらの装置は補助的なものなの
で、過信せずに運転には十分に注
意してください。

運転を補助する装置について
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検知して作動したとき、自動的にブ
レーキと制動灯を制御することで、
車両を減速させ二次衝突による被害
の軽減に寄与します。

n 衝突時の急加速抑制

SRSエアバッグのセンサーが軽度の
衝突を検知したときに、急アクセル
によるエンジン出力を自動的に抑制
することで、二次衝突による被害の
軽減に寄与します。

システム作動時はブザー、音声案内
とマルチインフォメーションディス
プレイのメッセージでお知らせしま
す。

知識

nTRC・VSC・ABS・DRS※が作動して

いるとき

TRC・VSC・ABS・DRS※が作動してい
るときは、スリップ表示灯が点滅します。

※VDIM作動中のみ

nTRC を停止するには

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出する
ときに、TRCが作動していると、アクセ
ルペダルを踏み込んでもエンジンの出力
が上がらず、脱出が困難な場合がありま
す。

このようなときに スイッチを押すこ

とにより、脱出しやすくなる場合があり
ます。

TRCを停止するには スイッチを押す

マルチインフォメーションディスプレイ
に“TRC OFF しました”と表示されま
す。

もう一度 スイッチを押すと、システ

ム作動可能状態にもどります。

nTRC と VSCを停止するには

TRCと VSCを停止するには、停車時に

スイッチを押し 3秒以上保持する

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに“TRC 

Off しました”と表示されます。※

もう一度 スイッチを押すと、システ

ム作動可能状態にもどります。
※プリクラッシュセーフティもOFF にな
ります。（衝突警報のみ作動状態になり
ます）PCS 警告灯が点灯し、マルチイ
ンフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。（P.215）
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n スイッチを押さなくてもマルチイ

ンフォメーションディスプレイに TRC 
OFF 表示がされたとき

TRC が一時的に作動できない状態になっ
ています。表示が継続する場合はレクサ
ス販売店にご相談ください。

nヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときにシステムが作動します。

lシフトポジションがPまたはN以外（前
進または後退での上り坂発進時）

l車両停止状態

lアクセルペダルを踏んでいない

lパーキングブレーキがかかっていない

lエンジンスイッチがイグニッションON
モード

nヒルスタートアシストコントロールの
自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

lシフトポジションをPまたはNにした

lアクセルペダルを踏んだ

lブレーキペダルを踏んで、かつパーキ
ングブレーキをかけた

lブレーキペダルから足を離して最大2秒
経過した

lエンジンスイッチがOFF

nDRS作動時の車両の動き

低速走行時は後輪が前輪と逆方向に切れ、
車両の旋回半径が小さくなります。この
とき後輪は、DRS のない車両と比べて前
進時は外側、後退時は内側を通過します。
そのため、駐車場など狭い場所での前進
時は車両後部、後退時は車両側面にもご
注意ください。

前進時

後進時

nDRSの作動が停止する場合

次の状況ではDRS が作動を停止すること
があります。この場合、DRS 作動時に比
べて最小回転半径が大きくなります。

l極低速走行中に長時間ハンドルをまわ
し続けたとき

lハンドルを操作した状態で短時間に発
進・停止をくり返したとき

これらの状況が改善されれば、システム
は復帰します。

l補機バッテリー端子の脱着をしたとき

補機バッテリー端子を接続後、しばらく
走行すればシステムは復帰します。

nABS・ブレーキアシスト・TRC・
VSC・ヒルスタートアシストコント
ロールの作動音と振動

lエンジン始動時や発進直後、ブレーキ
をくり返し踏んだときなどに、エンジ
ンルームから作動音が聞こえることが
ありますが、異常ではありません。

l上記のシステムが作動すると、次のよ
うな現象が発生することがありますが、
異常ではありません。
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･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる
･ ABS の作動時に、ブレーキペダルが小
刻みに動く

･ ABS の作動終了後、ブレーキペダルが
少し奥に入る

nTRC や VSCの自動復帰について

TRC や VSCを作動停止にしたあと、以下
のときはシステム作動可能状態にもどり
ます。

lエンジンスイッチをOFFにしたとき

l（TRCのみを作動停止にしている場合）
車速が高くなったとき
ただし、TRCと VSC の作動を停止して
いる場合は、車速による自動復帰はあ
りません。

nEPSの効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドル
をまわし続けると、EPS システムのオー
バーヒートを避けるため、EPS の効果が
下がりハンドルが重く感じられるように
なります。
その場合は、ハンドル操作を控えるか、
停車し、エンジンを停止してください。
10分程度でもとの状態にもどります。

nNAVI・AI-AVS の NAVI 協調機能

ナビゲーションの道路コーナー情報によ
り、コーナーの前からあらかじめ減衰力
を制御します。これにより、優れたコー
ナーリング性能を確保します。ナビゲー
ションにおいてルート探索可能な道路で
作動します。

n後方車両への接近警報の作動条件

次の条件を満たしたときシステムが作動
します。

l自車から見た後方車の接近速度が約
30km/h ～ 100km/h の間

l自車の車速が約 10km/h 以下、または前
進時でブレーキを踏んでいる

n後方車両への接近警報が正しく作動し
ないおそれがある状況

l次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき
･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどの濡れた路面を走行するとき
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき
･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き
･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき
･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

l特に次のような状況では、衝突の可能
性がなくてもシステムが作動するおそ
れがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき
･ 右左折待ちで停車したときなどに、自
車の真うしろを車両が通過するとき
･ 道路脇に停車したときなどに、車両が
真横を通過するとき
･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき
･ 後方車両が近距離まで急接近したとき

n緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

l非常点滅灯が点滅していないこと

l車速 55km/h 以上

l車両の減速度から急ブレーキであると



361

4

4-6. その他の運転支援装置について
運
転

システムにより判断された

n緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

l非常点滅灯を点滅させた

l車両の減速度から急ブレーキではない
とシステムにより判断された

nセカンダリーコリジョンブレーキの作
動条件

走行中に SRS エアバッグのセンサーが衝
突を検知して作動したとき。ただし構成
部品が破損した場合システムは作動しま
せん。

nセカンダリーコリジョンブレーキの自
動解除

次のいずれかのとき自動的にシステムが
解除されます

l車速が約０㎞ /h になったとき

l作動して一定時間経過したとき

lアクセルペダルを大きく踏み込んだと
き

n衝突時の急加速抑制について

l次の条件をすべて満たすと、システム
が作動します。

･ 車速が約 60km/h 以下のとき
･ SRSエアバッグのセンサーが車両前方
に軽度の衝突を検知したとき

･ 衝突の直前にブレーキ操作をしていな
いとき

･ アクセルペダルを速く強く踏み込んだ
※あとに衝突した、または衝突後にア

クセルペダルを速く強く踏み込んだ※

とき
※アクセルペダルを踏み込む速度と踏み
込み量が一定以上のとき

l次のような状況では衝突していなくて
も、システムが作動する場合がありま
す。

･ 縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき
･ 深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き
･ ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

lアクセルペダルを離すとシステムの作
動が解除されます。

nマルチインフォメーションディスプレ
イに“DRS 故障 販売店で点検を受け
てください”と表示されたときは

DRSが正常に作動しないおそれがありま
す。このとき、DRS正常作動時に比べて
最小回転半径が大きくなることや、ハン
ドルが切れた状態で車両が直進する場合
があります。レクサス販売店で点検を受
けてください。

警告

nABSの効果を発揮できないとき

lタイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に
摩耗したタイヤで走行するときなど）

l雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレー
ニング現象が発生したとき

nABSが作動することで、制動距離が
通常よりも長くなる可能性があると
き

ABS は制動距離を短くする装置ではあ
りません。特に次の状況では、常に速
度を控えめにして前車と安全な車間距
離をとってください。
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警告

l泥・砂利の道路や積雪路を走行して
いるとき

lタイヤチェーンを装着しているとき

l道路のつなぎ目など、段差をこえた
とき

l凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

nTRCやVSCの効果を発揮できないと
き

すべりやすい路面では、TRCや VSC
が作動していても、車両の方向安定性
や駆動力が得られないことがあります。
車両の方向安定性や駆動力を失うよう
な状況では、特に慎重に運転してくだ
さい。

nヒルスタートアシストコントロール
の効果を発揮できないとき

lヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の
坂や凍った路面ではヒルスタートア
シストコントロールが効かないこと
があります。

lヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐車するための機能ではあり
ませんので、同機能を坂道での駐停
車のために使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

nスリップ表示灯が点滅しているとき
は

TRC・VSC が作動中であることを知ら
せています。常に安全運転を心がけて
ください。無謀な運転は思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。表示
灯が点滅したら特に慎重に運転してく
ださい。

nTRCや VSCを OFFにするときは

TRCや VSCは駆動力や車両の方向安
定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外は TRC・
VSCを作動停止状態にしないでくださ
い。TRCや VSCを作動停止状態にし
たときは、路面状況に応じた速度で、
特に慎重な運転を心がけてください。

nタイヤまたはホイールを交換すると
きは

4輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパター
ン（溝模様）のタイヤを使用し、推奨
された空気圧にしてください。
異なったタイヤを装着すると、ABS・
TRC・VSCなど、運転を補助するシス
テムが正常に作動しません。
タイヤ、またはホイールを交換すると
きは、レクサス販売店に相談してくだ
さい。

nタイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サス
ペンションを改造したりすると、運転
を補助するシステムに悪影響をおよぼ
し、システムの故障につながるおそれ
があります。

nセカンダリーコリジョンブレーキに
ついて

セカンダリーコリジョンブレーキを過
信しないでください。本システムは、
二次衝突による被害の軽減に寄与する
ことを目的としていますが、その効果
はさまざまな条件によりかわります。
システムを過信すると重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
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警告

n衝突時の急加速抑制

l衝突時の急加速抑制を過信しないで
ください。本システムは、二次衝突
による被害軽減に寄与することを目
的としていますが、その効果はさま
ざまな条件によりかわります。シス
テムを過信すると重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

l本システムは急加速を抑制するもの
であり、ブレーキを作動させるもの
ではありません。必要に応じてブ
レーキペダルを操作してください。
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l 次のものはそれぞれ外気温に適し
たものをお使いください。

･ エンジンオイル

･ 冷却水

･ ウォッシャー液

l バッテリーの点検を受けてくださ
い。

l 冬用タイヤ（4輪）やタイヤ

チェーン（後部タイヤ用）を使用

してください。※

タイヤは4輪とも指定サイズで同一
銘柄のものを、タイヤチェーンはタ
イヤサイズに合ったものを使用して
ください。
（タイヤについて：P.429）
※前後のタイヤサイズが異なる車両には、
タイヤチェーンを取り付けないでくだ
さい。

知識

nタイヤチェーンについて

前後のタイヤサイズが同じ車両：

取り付け・取りはずし・取り扱い方法に
ついては次の指示に従ってください。

l安全に作業できる場所で行う

l後 2輪に取り付ける

lタイヤチェーンに付属の取扱説明書に
従う

l取り付け後約0.5～1.0km走行したら締

め直しを行う

前後のタイヤサイズが異なる車両：

タイヤとボデーの隙間が狭いため、この
車にはタイヤチェーンを装着できません。

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検など
正しく処置していただいた上で適
切に運転してください。

冬を迎える前の準備について

警告

n冬用タイヤ装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡事故につなが
るおそれがあります。

l指定サイズのタイヤを使用する

l空気圧を推奨値に調整する

l装着する冬用タイヤの最高許容速度
や制限速度をこえる速度で走行しな
い

l冬用タイヤを装着する際は、必ず 4輪
とも装着する

nタイヤチェーン取り付けるとき（前
後のタイヤサイズが同じ車両）

電子制御エアサスペンションの車高調
整機能が作動しないように、車高制御
をOFFにしてください。作動を停止し
ないと車高が変わり、車両に体が挟ま
れたりして思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。（P.356）
nタイヤチェーン装着時の警告（前後
のタイヤサイズが同じ車両）

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運
転することができずに、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

l装着したチェーンに定められた制限
速度、もしくは 30km/h のどちらか
低い方をこえる速度で走行しない

l路面の凹凸や穴を避ける



365

4

4-7. 運転のアドバイス
運
転

状況に応じて次のことを行ってくだ

さい。

l ドアやワイパーが凍結したときは
無理に開けたり動かしたりせず、
ぬるま湯をかけるなどして氷を溶
かし、すぐに水分を十分にふき
取ってください。

l フロントウインドウガラス前の外
気取り入れ口に雪が積もっている
ときは、エアコンのファンを正常
に作動させるために、雪を取り除
いてください。

l 外装ランプ・ドアミラー・ドアガ
ラス・車両の屋根・タイヤの周辺
やブレーキ装置に雪や氷が付いて
いるときは、取り除いてくださ
い。

l 乗車する前に靴底に付いた雪をよ
く落としてください。

知識

n寒冷地用ワイパーブレードについて

l降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブ
レードは、雪が付着するのを防ぐため
に金属部分をゴムで覆ってあります。
レクサス販売店で各車指定のブレード
をお求めください。

l高速走行時は、通常のワイパーブレー
ドよりガラスがふき取りにくくなるこ
とがあります。その場合には速度を落
としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を十

警告

l急加速、急ハンドル、急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避ける

lカーブの入り口手前で十分減速して、
車のコントロールを失うのを防ぐ

lLTA（レーントレーシングアシスト）
を使用しない

注意

nタイヤチェーンの使用について（前
後のタイヤサイズが同じ車両）

この車両に適合したレクサス純正タイ
ヤチェーンのご使用をおすすめします。
なお、レクサス純正品以外のタイヤ
チェーンの中には、使用すると車体に
あたり、走行のさまたげとなるおそれ
があるものもあります。市販のタイヤ
チェーンを使用する場合は、車体に干
渉しないことをあらかじめご確認くだ
さい。
詳しくはレクサス販売店にご相談くだ
さい。

nタイヤを修理・交換するとき

レクサス販売店へご依頼ください。
タイヤの取り付け・取りはずしはタイ
ヤ空気圧バルブ／送信機の作動に影響
します。
（タイヤについての詳しい説明は
P.429 を参照してください）

nタイヤチェーンの装着（前後のタイ
ヤサイズが同じ車両）

タイヤチェーンを装着すると、タイヤ
空気圧バルブ／送信機が正しく作動し
ないおそれがあります。

運転する前に

注意

nガラスに付いた氷を除去するとき

氷をたたいて割らないでください。
ガラスがひび割れるおそれがあります。

運転するとき
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分にとって控えめな速度で走行して
ください。

パーキングブレーキをかけると、ブ
レーキ装置が凍結して解除できなく
なるおそれがあります。パーキング
ブレーキはかけずに、シフトポジ
ションを Pにして駐車し、必ず輪止

め※をしてください。

輪止めをしないと、車が動き思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。
※輪止めは、レクサス販売店で購入する
ことができます。

積雪や凍結のおそれがある場合は、
ボンネット下にあるワイパーをサー
ビスポジションに切りかえてから立
ててください。（P.191）

駐車するとき

ワイパーについて
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5-1. リヤマルチオペレーションパネル

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n HOME画面

オーディオ操作画面を表示する

詳しくは別冊「マルチメディア取扱説明
書」を参照してください。

リヤエアコン操作画面を表示する

P.380, 384

リヤシート操作画面を表示する

P.124, 133, 136

リヤのリラクゼーションシート★

操作画面を表示する
P.126

リヤのシェード／ランプ操作画面
を表示する

P.388, 412

リヤマルチオペレーションパネル
設定画面を表示する

P.368

ショートカットスイッチ

押すごとに表示／非表示が切りかわりま
す。

ショートカット画面

次の機能を操作できます。
･ リヤエアコンの温度設定

P.380
･ リヤシートヒーター／リヤシートベン
チレーター

P.384
･ オーディオ

詳しくは別冊「マルチメディア取扱説明
書」を参照してください。
･ リヤドア／リヤクォーターサンシェー
ド／リヤサンシェードの開閉

P.412

ボタン

HOME画面を表示します。画面表示時
は、押し続けると画面が消灯します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n リヤマルチオペレーションパネル
設定画面

画面の操作規制の設定や画面の明る
さなどを調整できます。

リヤマルチオペレーション
パネル★

リヤアームレスト内のオペレー
ションパネルを使って、オーディ
オ・エアコン・シート・リラク
ゼーションシート・シェード・ラ
ンプの操作をすることができます。

リヤマルチオペレーションパネ
ルの操作について

A

B

C

D

E

F

G

H

I
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画面を消す

 ボタンを押すと、HOME画面

を表示します。

画面の明るさを調整する

自動画面遷移設定

画面操作をロックする

n 自動画面遷移設定画面

一定時間画面操作を行わなかった
場合、自動で画面が切りかわるか
を設定できます。

HOME画面に切りかえるか画面
表示を消すかを設定できます。

操作を行わなかった場合、画面表
示が切りかわる時間を10秒、
30秒、60秒、120秒の間で設
定できます。

画面消灯した場合、  ボタンを押

すと消灯前の画面が表示されます。もう

一度押すと、HOME画面が表示されま
す。

n 画面ロック解除

上部のステータス表示（ ）がすべ

て点灯するまで を押し続けると、
画面操作のロックが解除されます。

知識

nリヤマルチオペレーションパネルの取
扱いについて

l操作は指で行ってください。爪やペン
等では操作できません。

l操作は一本の指で行ってください。他
の指がふれていると操作できないこと
があります。

lエンジンスイッチをアクセサリーモー

ドまたはイグニッションONモードに
したとき、パネル上に手や物が置かれ
ていたり、水や異物が付着していると、
誤作動を起こすことがあります。その
場合、それらを取り除き、30秒ほど
待ってから操作してください。万一、
パネルの反応が元に戻らない場合は、

ボタンを長押しして画面を

OFF し、再度 ボタンを押して

から操作を行ってください。

l以下の場合、リヤマルチオペレーショ
ンパネルが正しく反応しなかったり、
誤作動することがあります。

A

B

C

D

A

B

C

B

A
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･ 手袋を着用しているとき
･ 濡れた手で操作したとき
･ パネル面にフィルムを貼ったり、塗装
をしたとき

･ パネル面に水分や汚れが付着している
とき

･ 近くにテレビ塔・発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

･ 無線機や携帯電話などの無線通信機器
を携帯しているとき

lリヤマルチオペレーションパネルが、
次のような金属製のものに接していた
り、覆われたりしているときは、リヤ
マルチオペレーションパネルが反応し
なかったり、誤作動することがありま
す。

･ 小銭
･ 鍵
･ 財布や鞄の金属部品
･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱やケー
ス

･ カイロ
･ CD／ DVD などのメディアやUSBな
どのケーブル

･ スマートフォンや携帯電話、タブレッ
ト端末などの機器

lリヤマルチオペレーションパネルが汚
れていると、操作の反応が悪くなる場
合があるため、定期的に清掃を行って
ください。また、リヤマルチオペレー
ションパネルを清掃する際は、誤作動
を防ぐため、画面をOFFにした状態で
行ってください。

注意

nリヤマルチオペレーションパネルの
故障を防ぐために

lリヤマルチオペレーションパネルに
飲料水や雨水などをかけないでくだ
さい。変色や漏電の原因になります。

lリヤマルチオペレーションパネルの
上に乗ったり、ものを上に置かない
でください。故障の原因になります。

lリヤマルチオペレーションパネルを
強く押したり、先のとがったもので
操作したりしないでください。破損
の原因になります。
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5-2. レクサスクライメイトコンシェルジュ

クライメイトコンシェルジュはエア
コンAUTOスイッチに連動して作動
します。

1 センターディスプレイのメインメ

ニューから  を選択する

2 “エアコン”を選択する
3 “オプション”を選択する
4 “クライメイトコンシェル
ジュ”を選択する

5 AUTOスイッチを押す

知識

nクライメイトコンシェルジュ操作画面

を切りかえるには★

リヤ席の作動状況を確認するには、“リ
ヤエアコン”を選択します。

フロント席の操作画面に戻るときは、“
メインエアコン”を選択します。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

l エアコン（P.372,380）

各席の設定温度を別々に調整することが
できます。

l シートヒーター／ベンチレーター
（P.383）

エアコンの設定温度・外気温などに応じ
て、暖房・換気が自動的に切りかわりま
す。

l ステアリングヒーター
（P.383）

エアコンの設定温度・外気温などに応じ
て自動で作動します。

知識

n乗員検知機能について

l助手席のシートヒーターやベンチレー
ターは、乗員を検知した場合に作動し
ます。 

lリヤ席のシートヒーターやベンチレー

ターは、乗員を検知した場合に作動し

ます。※

※パワーリヤシート装着車

nシートヒーター／ベンチレーターの作
動について

シートヒーター／ベンチレーターのス
イッチでオート設定にした場合は、乗員
の検知を行いません。

nリヤシートヒーターの作動について
（左右独立コントロールエアコン装着
車）

クライメイトコンシェルジュによるリヤ
シートヒーターの自動制御はおこないま
せん。

レクサスクライメイトコン
シェルジュ

エアコンの設定温度、外気温、車
室内温度などに応じて、各席の
シートヒーターやベンチレーター、
ステアリングヒーターがそれぞれ
自動制御されます。
各システムの調整の手間を省き、
快適な状態を維持するよう制御し
ます。

エアコン操作スイッチ（P.372）
とセンターディスプレイのエアコ
ン操作画面（P.374）で操作し
ます。

クライメイトコンシェルジュを
使用する

各システムの作動について
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5-3. エアコン・デフォッガーの使い方

助手席側温度調整スイッチ

内外気切りかえスイッチ

フロントデフロスタースイッチ

リヤウインドウデフォッガー＆ミラーヒータースイッチ

風量減スイッチ

風量増スイッチ

OFFスイッチ

AUTOスイッチ

運転席側温度調整スイッチ

n 温度を調整する

設定温度を上げるときは温度調整ス
イッチを上に、下げるときは下に操
作する

n 風量を切りかえる

風量を増やすときは風量増スイッチ
を、減らすときは風量減スイッチを
押す

OFFスイッチを押すと、ファンが止まり

ます。

n 吹き出し口を切りかえる

P.374

n 内気循環／外気導入を切りかえる

内外気切りかえスイッチを押す

押すたびに次のように設定が切りかわり
ます。

AUTO外気導入内気循環AUTO

AUTOを選択したときは、内気循環と外

フロントオートエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

エアコン操作スイッチとセンターディスプレイのエアコン操作画面
（P.374）で操作します。

エアコン操作スイッチについて

A

B

C

D

E

F

G

H

I
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気導入の切りかえを自動で行います。ま
た、トンネル情報を考慮して最適な内外
気設定に切りかえます。（トンネル連動内

気 ※ ）
※トンネル連動内気の設定を変更するこ
とができます。詳しくは別冊「マルチ
メディア取扱説明書」を参照してくだ
さい。

n フロントウインドウガラスの曇り
を取る

フロントデフロスタースイッチを押
す

除湿機能が作動し、風量が増えます。内
気循環にしている場合は、外気導入にし
てください。（自動的に外気導入に切りか
わることがあります） 

風量を強くし、設定温度を上げると、よ
り早く曇りを取ることができます。曇り
が取れたら再度フロントデフロスタース
イッチを押すと前のモードにもどります。 

n リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーター 

リヤウインドウガラスの曇りを取る
ときや、ドアミラーから雨滴や霜を
取るときに使用してください。

リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒータースイッチを押す

リヤウインドウデフォッガーとミラー
ヒーターは、しばらくすると自動的に
OFFになります。

作動時間は周囲の温度や車速により変化
します。

知識

nガラスの曇りについて

l車室内の湿度が高いときはガラスが曇
りやすくなります。その場合
は、“A/C”をONにすると、吹き出
し口から除湿された風が出るため、効

果的に曇りを取ることができます。

l“A/C”をONからOFFにすると、ガラ
スが曇りやすくなります。

l内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

n外気導入・内気循環について

lトンネルや渋滞などで、汚れた外気を
車内に入れたくないときや、外気温度
が高いときに冷房効果を高めたい場合
は、内気循環にすると効果的です。

l設定温度や室内温度により、自動的に
切りかわる場合があります。

n電子キーによるエアコン設定の記憶制
御

l電子キーでドアを解錠してエンジンス
イッチをイグニッションONモードに
すると、その電子キーに対応して記憶
されたエアコン設定が呼び出されます。

lエンジンスイッチをOFFにすると、そ
の時のエアコンの設定が解錠した電子
キーに対して記憶されます。

l複数の電子キーを持ってスマートエン
トリー＆スタートシステムでドアを解
錠したり、運転席以外のドアをスマー
トエントリー＆スタートシステムで解
錠したりすると、正しく作動しないこ
とがあります。

lスマートエントリー＆スタートシステ

ムでエアコン設定の呼び出しのできる、

解錠ドアの設定 ※ を変更できます。詳
しくはレクサス販売店にご相談くださ
い。

※運転席ポジションメモリーの呼び出し
を行う解錠ドアの設定も同時に変更に
なります。

nエコドライブモードのエアコン作動に
ついて

lエコドライブモードは燃費性能を優先
させるため、空調システムが次のよう
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に制御されます。
･ エンジン回転数やコンプレッサーの作
動を制御し、暖房／冷房の能力を抑制
します。

･ オート設定での使用時、ファンの風量
を抑制します。

l空調の効きをよりよくしたいときは、
次の操作を行ってください。

･ エコ空調モードをOFFにする
（P.374）
･ 風量を調整する
･ エコドライブモードを解除する
（P.352）

n外気温度が 0℃近くまで下がったとき

“A/C”を選択しても除湿機能が働かな
い場合があります。

n換気とエアコンの臭いについて

l車室外の空気を車室内に取り入れたい
ときは、外気導入にしてください。

lエアコン使用中に、車室内外のさまざ
まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

lエアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、駐車時は外気導入にしてお
くことをおすすめします。

lエアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時また
は花粉除去モードがONの時にはエア
コン始動直後、しばらく送風が停止す
る場合があります。

l駐車時に自動的に外気導入に切りかえ
ることにより駐車中の換気をうながし、
始動時に発生するにおいを緩和します。

n音声操作システムについて

音声対話サービスを使用して、エアコン
を操作することができます。詳しくは、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

nエアコンフィルターについて

P.445

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

n メイン操作画面

1 センターディスプレイのメインメ

ニューから  を選択する

2 “エアコン”を選択する
3 “メインエアコン”を選択する

警告

nフロントウインドウガラスの曇りを
防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエアコ
ンを低い設定温度で作動させていると
きは、フロントデフロスタースイッチ
を押さないでください。外気とガラス
の温度差でガラスの外側が曇り、視界
をさまたげる場合があります。 

nリヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーター作動中の警告

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

注意

nバッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中は、エアコンを必要以
上に使用しないでください。

フロントエアコン操作画面につ
いて
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サブメニュー

画面表示を切りかえることができます。

“メインエアコン”：フロントエアコン
操作画面を表示する

“リヤエアコン”：リヤエアコン操作画
面を表示する（4席独立コントロールエ
アコン装着車）（P.380）

“オプション”：オプション画面を表示
する（P.375）

吹き出し口を切りかえる

選択するたびに、吹き出し口が切りかわ
ります。

：上半身に送風

：上半身と足元に送風

：足元に送風

：足元に送風・ガラスの曇りを取る

状況によっては、選択した吹き出し口以
外からも送風する場合があります。 

各機能のON／OFFを切りかえ
る

次の機能のON／ OFFを、それぞれ切
りかえることができます。

機能がONのとき、表示灯が点灯しま
す。

“A/C” ：冷房・除湿する

“SYNC” ：運転席側と助手席側の設定

温度を同時に設定する（左右独立コント
ロールエアコン装着車）／運転席と助手
席、およびリヤ席左右の設定温度を同時
に設定する（4席独立コントロールエア
コン装着車）（P.378）

：フロント席集中送風モード

（S-FLOW）を設定する（P.377）

風量表示

現在の風量が表示されます。

n オプション操作画面

次の機能の （作動）／ （非作

動）を切り替えることができます。

クライメイトコンシェルジュを作
動させる（P.371）

エコ空調モードを設定する

燃費を優先するため冷房／暖房の効きを
抑えます。

フロントウインドウガラスとワイ
パーブレードの凍結を防ぐ（ウイ

ンドシールドデアイサー）★

ナノイー X※ を作動させる

花粉を除去する（花粉除去モー
ド）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※nanoe、ナノイーおよび nanoe マーク
は、パナソニック ホールディングス株

A

B

C

D

A

B

C

D

E
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式会社の商標です。

知識

nウインドシールドデアイサー ★

フロントウインドウガラスとワイパーブ
レードの凍結を防ぐために使用してくだ
さい。

ウインドシールドデアイサーは、しばら
くすると自動でOFF になります。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

nエコ空調モード

ドライブモードセレクトスイッチのエコ
ドライブモードを選択すると、エコ空調
モードがON になります。

エコドライブモード以外を選択したとき
は、エコ空調モードがOFF になる場合が
あります。

n花粉除去モードについて

内気循環に切りかわり、上半身に送風し
て花粉を除去します。

花粉除去モードは、しばらくすると自動
的にOFFになります。

外気温が低いときは、フロントウインド
ウガラスの曇りを防止するために除湿機
能が作動する、または内気循環に切りか
わらない場合があります。

花粉除去モードがOFFのときも花粉は
フィルターで取り除かれています。

nナノイー X※1, 2 について

エアコンにはナノイー X発生装置が搭載
されています。この装置は運転席中央側
の吹き出し口からナノイー Xを放出し、

車室内を快適な空気環境に導きます。※3

lナノイーXが ONのとき、ファンが作動
すると、自動的にナノイー X発生装置
が作動します。

lナノイー X発生装置が作動中、次の条
件で効果を発揮します。
･ 吹き出し口が上半身に送風、上半身と
足元に送風のとき
･ フロント席中央の吹き出し口が開いて
いるとき

lナノイー X発生装置作動時は、微量の
オゾンが発生し、かすかに臭うことが
ありますが、森林など、自然界に存在
する程度の量なので、人体に影響はあ
りません。

lナノイー X発生装置作動中、かすかに
作動音が聞こえることがありますが、
故障ではありません。
･ ナノイー X発生装置が作動するまでに
多少時間がかかることがあります。
･ 作動直後は作動音が大きい場合があり
ます。

※1nanoe、ナノイーおよび nanoe マーク
は、パナソニック ホールディングス株
式会社の商標です。

※2ナノイー Xは、ナノイーに比べて、効
果の元であるOHラジカルをより多く
含む微粒子イオンです。

※3温湿度環境、風量・風向きによっては
ナノイーの効果が十分に得られない場
合があります。

警告

nウインドシールドデアイサー ★ 作動

中の警告 

フロントウインドウガラス下部および
フロントピラー横の表面が熱くなって
おり、やけどをするおそれがあるので
ふれないでください。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。
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1 AUTOスイッチを押す
2 AUTOモードになるまで内外気切
りかえスイッチをくり返し操作す
る

排ガスセンサーにより外気導入と内気循
環を自動で切りかえます。

3 温度を設定する
4 ファンを止めたいときは、OFF
スイッチを押す

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消灯
しますが、操作した機能以外のオー
ト設定は継続します。

知識

nオート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、AUTOスイッチを押
した直後、温風や冷風の準備ができるま
でしばらく送風が停止する場合がありま
す。

日射の影響により、暖房時でも上半身付
近に冷風が出る場合があります。

n内外気切りかえのAUTOモード

AUTOモードでは排出ガスなどの有害成
分を検知し、自動で外気導入と内気循環
を切りかえます。 
“A/C”が OFF で送風が作動中に AUTO
モードにすると、“A/C”がONになり
ます。 

フロント席集中送風モードが作動し
ているときは、リヤ席の送風を止め
て無駄な冷暖房を抑えることで、燃
費の向上に貢献します。

助手席に乗員がいない場合は、運転席の
みへの送風に切りかわることがあります。

フロント席集中送風モードは、次の
ような状況で作動します。

l フロントウインドウガラスの曇り
取りが作動していない

l 花粉除去モードが作動していない

作動中は、スイッチの作動表示灯が点灯
します。

n 手動でフロント席集中送風モード
の作動／非作動を切りかえる

フロント席集中送風モードは、ス
イッチ操作によりフロント席のみへ
の送風と全席への送風を切りかえる
ことができます。このとき、送風の
自動制御は作動しなくなります。

メイン操作画面（P.374）の

を選択し、送風を切りかえ

ます。

l 表示灯が点灯：フロント席のみへ

警告

nナノイー X発生装置について

高電圧の部品を含むため、分解・修理
はしないでください。修理が必要な場
合は、レクサス販売店にお問い合わせ
ください。

注意

nナノイー X発生装置の損傷を防ぐた
めに

運転席側の吹き出し口の近くでスプ
レーを使用したり、吹き出し口にもの
をはめ込んだり貼ったりしないでくだ
さい。正常に働かなくなるおそれがあ
ります。

オート設定で使用する

フロント席集中送風モード
（S-FLOW）
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の送風

l 表示灯が消灯：全席への送風

知識

n送風の自動制御について

l車室内を快適に保つために、エンジン
始動直後や外気温によっては、乗員が
いないシートにも送風されることがあ
ります。

lエンジン始動後に乗員が車室内を移動
した場合や乗降した場合は、乗員の有
無を正しく検知できず、送風の自動制
御は作動しません。

l車室内が非常に高温または低温などの
場合は、車室内全体に空調を効かせる
ため、フロント席集中モードが作動し
ていても助手席やリヤ席に送風される
ことがあります。

lフロント席集中送風モードを非作動に
しても、長時間エンジンを停止したあ
とにエンジンを始動するとフロント席
集中送風モードが作動することがあり
ます。

このときリヤドアを開けるとフロント席
集中送風モードが非作動になります。

l手動でフロント席集中送風モードを作
動させた場合は、リヤドアを開閉して
もリヤ席に送風されません。

リヤ席に送風するには手動でフロント席
集中送風モードを非作動にしてください。

n乗員の検知について

l助手席の乗員は次のいずれかで検知し
ます。

･ シートベルトバックル
･ 助手席ドアの開閉
･ 助手席シートの操作
･ 助手席シートの着座

一度乗員ありと判定すると、その運転中
は乗員なし判定になりません。

lリヤ席の乗員はリヤドアの開閉で検知
します。

一度乗員ありと判定すると、その運転中
は乗員なし判定になりません。

n送風を自動制御にもどすには

1 表示灯が消灯している状態でエンジン
スイッチをOFFにする

2 60分以上経過後にエンジンスイッチ
をイグニッションONモードにする

 左右独立コントロールエアコン装
着車

連動モードをONにするには、エア
コン操作画面の“SYNC”を選択す
る

運転席側温度調整スイッチで運転席側お
よび助手席側の設定温度を変更します。

個別モードにするには、助手席側の設定
温度を変更するか、もう一度“SYNC”
を選択してください。

連動モードがONのときは作動表示灯が
点灯します。

 4席独立コントロールエアコン装
着車

連動モードをONにするには、エア
コン操作画面の“SYNC”を選択す
る

運転席側温度調整スイッチで運転席、助
手席およびリヤ席左右の設定温度を変更
します。

個別モードにするには、助手席及びリヤ
席左右の設定温度を変更するか、もう一
度“SYNC”を選択してください。

連動モードがONのときは作動表示灯が
点灯します。

各席の設定温度を同時に設定す
る（連動モード）
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n 吹き出し口の位置

吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

n 風向きの調整と吹き出し口の開閉

 フロントセンター／サイド

1 風向きを調整する
2 吹き出し口を開閉する

 リヤセンター／サイド

1 風向きを調整する
2 吹き出し口を開閉する

吹き出し口の配置・操作 警告

nフロントウインドウガラスの曇り取
りをさまたげないために

フロントウインドウガラスの曇り取り
を妨げないために、吹き出し口をさえ
ぎるようなものを置かないでください。
送風が遮られ、曇りが取れにくくなる
ことがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n センターディスプレイ

1 センターディスプレイのメインメ

ニューから  を選択する

2 “エアコン”を選択する
3 “リヤエアコン”を選択する

助手席側リヤ席の温度を調整する

助手席側リヤ席の吹き出し口を切
りかえる

リヤ席の風量を切りかえる

運転席側リヤ席の吹き出し口を切
りかえる

：上半身に送風

：上半身と足元に送風

：足元に送風

状況によっては、選択した吹き出し口以
外からも送風する場合があります。 

運転席側リヤ席の温度を調整する

次の機能のON／OFFを切りか
える

“REAR OFF” ：リヤ席のファンを停止
する

“REAR AUTO” ：リヤ席の吹き出し口
と風量が自動的に調整される（P.381）

“REAR LOCK”　： リヤ席操作禁止機
能を切りかえる

n リヤマルチオペレーションパネル

HOME画面で“エアコン”をタッ
チすると、エアコン操作画面が表示
されます。（P.368）

また、ショートカット画面でも一部
の機能を操作できます。

リヤ席操作禁止機能がONのときは、リ
ヤマルチオペレーションパネルでは操作
できません。

 エアコン操作画面

助手席側リヤ席の温度を調整する

助手席側リヤ席の吹き出し口を切
りかえる

状況によっては、選択した吹き出し口以
外からも送風する場合があります。 

リヤオートエアコン★

設定温度に合わせて吹き出し口と
風量を自動で調整します。

センターディスプレイまたはリヤ
マルチオペレーションパネルで操
作することができます。

リヤエアコン操作画面について

A

B

C

D
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F
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B
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：上半身に送風

：上半身と足元に送風

：足元に送風

リヤ席の吹き出し口と風量が自動
的に調整される（P.381）

運転席側リヤ席の吹き出し口を切
りかえる

リヤ席のファンを停止する

運転席側リヤ席の温度を調整する

リヤ席の風量を切りかえる

 ショートカット画面

助手席側リヤ席の温度を調整する

運転席側リヤ席の温度を調整する

知識

n音声操作システムについて

音声対話サービスを使用して、エアコン
を操作することができます。詳しくは、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

 センターディスプレイ

1 リヤエアコン操作画面の“REAR 
AUTO” を選択する（P.380）

2 ファンを止めたいときは、リヤエ
アコン操作画面の“REAR 
OFF”を選択する（P.380）

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消灯
しますが、操作した機能以外のオー
ト設定は継続します。

 リヤマルチオペレーションパネル

1 エアコン操作画面の“AUTO” 
をタッチする（P.380）

2 ファンを止めたいときは、エアコ
ン操作画面の“OFF”をタッチ
する（P.380）

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消灯
しますが、操作した機能以外のオー
ト設定は継続します。

知識

nオート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、AUTOスイッチを押
した直後、温風や冷風の準備ができるま
でしばらく送風が停止する場合がありま
す。

日射の影響により、暖房時でも上半身付
近に冷風が出る場合があります。

次のいずれかの操作をすることで、
リヤ席の温度を設定できます。

l “SYNC”表示灯が点灯している
ときに運転席の温度を設定する

リヤ席の温度が運転席と同じ温度に設定
されます。

l センターディスプレイのリヤエア
コン操作画面もしくはリヤマルチ

オート設定で使用する

C

D

E

F

G
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B

各席の温度を設定する
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オペレーションパネルでリヤ席の
温度を設定する

操作した席の温度のみ設定されます。（独
立モード）

n 吹き出し口の位置

吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

n 風向きの調整と吹き出し口の開閉

 リヤセンター／サイド

1 風向きの調整
2 吹き出し口の開閉

 ルーフサイド★

風向きの調整

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

吹き出し口の配置・操作

注意

nバッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中は、エアコンを必要以
上に使用しないでください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n センターディスプレイ

1 メインメニューの を選択する

2 “シート空調”を選択する

 ステアリングヒーター／フロント
シートヒーター／フロントシート
ベンチレーター

シートベンチレーターの風量を切
りかえる

スイッチを押すことで、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO強（3個点灯）中（2個点
灯）弱（1個点灯）OFF

シートヒーターの温度を調整する

スイッチを押すことで、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO強（3個点灯）中（2個点

ステアリングヒーター／
シートヒーター／シートベ
ンチレーター

ステアリングヒーター：

ハンドルのグリップ部を暖めるこ
とができます。

フロントシートヒーター／リヤ
シートヒーター：

シートの表面を暖めることができ
ます。

フロントシートベンチレーター／

リヤシートベンチレーター★：

シート内部に装備されたファンで
換気することにより、シート表面
の通気をよくします。 

警告

n低温やけどについて

次の方がステアリングヒーター／シー
トヒーターにふれないようにご注意く
ださい。

l乳幼児、お子さま・お年寄り・病
人・体の不自由な方

l皮膚の弱い方

l疲労の激しい方

l深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬・風
邪薬など）を服用された方 

n異常加熱や低温やけどを防ぐために

シートヒーターを使用するときは次の
ことをお守りください。

l長時間連続使用しないでください。

l毛布・クッションなどを使用しない
でください。

注意

nシートヒーター／シートベンチレー
ターの損傷を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置い
たり、針金や針などの鋭利なものを突
き刺したりしないでください。

nバッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で使用しない
でください。

ディスプレイでの操作

A

B
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灯）弱（1個点灯）OFF

ステアリングヒーターの温度を調
整する

スイッチを押すことで、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO強（2個点灯）弱（1個点
灯）OFF

各機能を AUTOモードに切りか
える

･ 運転席のシートヒーター／シートベン
チレーター

･ 助手席のシートヒーター／シートベン
チレーター

･ ステアリングヒーター

 リヤシートヒーター／リヤシート

ベンチレーター★

シートベンチレーターの風量を切
りかえる

スイッチを押すことで、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO強（3個点灯）中（2個点
灯）弱（1個点灯）OFF

シートヒーターの温度を調整する

スイッチを押すことで、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO強（3個点灯）中（2個点
灯）弱（1個点灯）OFF

各機能を AUTOモードに切りか
える

･ リヤ右側席のシートヒーター／シート
ベンチレーター
･ リヤ左側席のシートヒーター／シート
ベンチレーター

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n リヤマルチオペレーションパネル
★

HOME画面で“エアコン”をタッ
チすると、エアコン操作画面が表示
され、リヤシートヒーター／リヤ
シートベンチレーターを操作できま
す。（P.368）

また、ショートカット画面でもリヤ
シートヒーター／リヤシートベンチ
レーターを操作できます。

リヤ席操作禁止機能（P.380）がON
のときは、リヤマルチオペレーションパ
ネルでは操作できません。

 エアコン操作画面

リヤシートヒーターの温度を上げ
る

スイッチを選択するたびに、作動状態と
レベルインジケーター（橙）が次のよう
に切りかわります。

AUTO強中弱OFF

リヤシートベンチレーターの風量
を切りかえる

スイッチを選択するたびに、作動状態と

C

D

A

B

C

A

B
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レベルインジケーター（青）が次のよう
に切りかわります。

AUTO強中弱OFF

 ショートカット画面

リヤシートヒーターの温度を上げ
る

スイッチを選択するたびに、作動状態と
レベルインジケーター（橙）が次のよう
に切りかわります。

AUTO強中弱OFF

リヤシートベンチレーターの風量
を切りかえる

スイッチを選択するたびに、作動状態と
レベルインジケーター（青）が次のよう
に切りかわります。

AUTO強中弱OFF
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n ステアリングヒーター

スイッチを押すことで、作動状態が
次のように切りかわります。

AUTO （点灯）強（2個点灯）弱
（1個点灯）OFF

作動中は、AUTOインジケーター また

はレベルインジケーター のいずれか、

または両方が点灯します。

n シートヒーター

 フロントシートヒーター

スイッチを押すことで、作動状態が
次のように切りかわります。

AUTO （点灯）強（3個点灯）中
（2個点灯）弱（1個点灯）OFF

作動中は、AUTOインジケーター また

はレベルインジケーター のいずれか、

または両方が点灯します。

 リヤシートヒーター（パワーリヤ
シート非装着車）

リヤシートヒーターの温度を上げ

スイッチでの操作

A

B

A

B

A

B

A
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る
弱・中・強の3 段階に調整できます。

リヤシートヒーターの AUTO設
定を切りかえる

リヤシートヒーターの温度を下げ
る

リヤシートヒーターの設定が弱のときに
操作すると、リヤシートヒーターがOFF
になります。

n フロントシートベンチレーター

スイッチを押すことで、作動状態が
次のように切りかわります。

AUTO （点灯）強（3 個点灯）中
（2 個点灯）弱（1 個点灯）OFF

作動中は、AUTOインジケーター また

はレベルインジケーター のいずれか、

または両方が点灯します。

知識

n作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

nエアコン連動制御モードについて

シートベンチレーターが強のとき、エア
コンの風量に応じてシートベンチレー
ターの風量が強くなります。

nフロント席集中送風モード（S-FLOW）
作動時は

乗員が運転席のみのときは、助手席側の
シートヒーター /シートベンチレーター
が停止します。（P.377）

n音声操作システムについて

音声対話サービスを使用して、ステアリ
ングヒーター／シートヒーター／シート
ベンチレーターを操作することができま
す。詳しくは、別冊「マルチメディア取
扱説明書」を参照してください。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

B

C

A

B
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5-4. 室内灯のつけ方

リヤパーソナルランプ（P.388）

インサイドハンドル照明

フロントパーソナルランプ（P.388）

フロントインテリアランプ（P.388）

時計照明

足元照明

エンジンスイッチ照明

ドアトリム照明

ドアカーテシランプ

シートベルトバックル照明

ドアハンドル照明

リヤインテリアランプ（P.388）

シフト照明

室内灯一覧

室内灯の位置

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M
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n ドアポジション（ドア連動）を
ＯＮにする

ドア連動スイッチを押す

ドアの開閉に連動してランプの点灯・消
灯が切りかわります。

ONのときはインジケーター が点灯し

ます。 

n ランプを点灯・消灯する

 フロント

ランプを点灯・消灯する（ランプに
タッチする）

ドアポジション（ドア連動）がONのと
きは、ドアが開くとランプが点灯します。

 リヤ

ランプを点灯・消灯する

フロントインテリアランプに連動しても
点灯・消灯します。

ドアポジション（ドア連動）がONのと
きは、ドアが開くとランプが点灯します。

n リヤマルチオペレーションパネル
★での操作

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シェード／
ランプ”をタッチする
（P.368）

2 操作ボタンをタッチする

リヤインテリアランプが点灯・消灯しま
す。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

n ランプを点灯・消灯する

 フロント

ランプを点灯・消灯する（ランプに
タッチする）

インテリアランプを操作するに
は

A

パーソナルランプを操作するに
は
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ドアポジション（ドア連動）がONのと
きは、ドアが開くとランプが点灯します。

 リヤ

ランプを点灯・減光・消灯する

ドアポジション（ドア連動）がONのと
きは、ドアが開くとランプが点灯します。

n リヤマルチオペレーションパネル
★での操作

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シェード／
ランプ”をタッチする
（P.368）

2 操作ボタンをタッチする

リヤパーソナルランプが点灯・減光・消

灯します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

nイルミネーテッドエントリーシステム

電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・ド
アの開閉・エンジンスイッチのモードに
より、各部の照明が自動的に点灯・消灯
します。

nバッテリーあがりを防ぐために

エンジンスイッチをOFF にしたときに、
室内灯が点灯したままの場合、約 20分
後に自動消灯します。

n室内灯の自動点灯について

SRS エアバッグの作動時または後方から
強い衝撃を受けたときは、室内灯が約20
分間自動で点灯します。

手動操作で消灯することもできますが、
二次災害を防ぐため、安全が確保できる
までは消灯しないことをおすすめします。

（衝撃の度合いや事故の状況によっては点
灯しないことがあります。）

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.511）

nフロントインテリアランプとフロント
パーソナルランプが正常に反応しない
おそれのある状況

lレンズ面に水や汚れなどが付着してい
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るとき

l濡れた手で操作したとき

l手袋などを装着しているとき

注意

nバッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態で、長時間ラ
ンプを点灯しないでください。

nランプのレンズの取りはずしについ
て

フロントインテリアランプとフロント
パーソナルランプのレンズを絶対に取
りはずさないでください。ランプが故
障する原因となります。レンズを取り
はずす必要がある場合は、レクサス販
売店にご相談ください。
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5-5. 収納装備

 パワーリヤシート非装着車

小物入れ（P.395）

カップホルダー（P.393）

グローブボックス（P.393）

コンソールボックス（P.394）

収納装備一覧

収納装備の位置

A

B

C

D
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 パワーリヤシート装着車

クールボックス・小物入れ★（P.395）

小物入れ（P.395）

カップホルダー（P.393）

グローブボックス（P.393）

コンソールボックス（P.394）
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

A

B

C

D

E

警告

n収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納
装備内に放置したままにしないでくだ
さい。

放置したままでいると、次のようなこ
とが起こるおそれがあり危険です。

l室温が高くなったときの熱や、他の
収納物との接触などにより、メガネ
が変形やひび割れを起こす

l室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納
物との接触でライターが着火したり
スプレー缶のガスがもれるなどして
火災につながる
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1 開ける（ボタンを押す）
2 メカニカルキーで解錠
3 メカニカルキーで施錠

知識

nグローブボックスランプ

車幅灯点灯時は、グローブボックス内の
ランプが点灯します。

nトランクオープナーメインスイッチ

グローブボックス内に、トランクオープ
ナーメインスイッチがあります。
（P.110）

n仕切り板の取りはずし

グローブボックス内の仕切り板を引き抜
いて取りはずすことができます。

 フロント

カップホルダーのふたを押す

 リヤ（パワーリヤシート非装着
車）

アームレストを手前に倒してカップ
ホルダーを押す

 リヤ（パワーリヤシート装着車）

カップホルダーのふたのうしろ側を
押す

グローブボックス 警告

n走行中の警告

グローブボックスを必ず閉じてくださ
い。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
ふたが体に当たったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

カップホルダー
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知識

nリヤカップホルダーを収納するとき
（パワーリヤシート非装着車）

アームレストを倒した状態で収納してく
ださい。アームレストを倒した状態にし
ないと、収納できません。

ボタンを押してふたを開ける

両側から開けることができます。

知識

nコンソールボックスランプ

車幅灯点灯時は、コンソールボックス内
のランプが点灯します。

nコンソールボックス内のトレイについ
て

トレイは取りはずしたり、スライドさせ
たりすることができます。

警告

n収納してはいけないもの

カップホルダーにはカップや缶以外の
ものを置かないでください。
ふたを閉じているときでも、ものを収
納しないでください。
急ブレーキや事故により落ちてけがを
するおそれがあります。やけどを防ぐ
ために温かい飲み物にはふたを閉めて
おいてください。

n使わないときは

ふたを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに、開いたふたが体
に当たるなど、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

注意

nカップホルダーの破損を防ぐために
（パワーリヤシート非装着車）

リヤカップホルダーが出ている状態で、
リヤアームレストを格納しないでくだ
さい。

nショートや故障を防ぐために

フロントカップホルダー内のアクセサ
リーソケットに異物が入ったり、飲料
水などがかかったりしないように、使
用しないときはふたを閉めておいてく
ださい。

コンソールボックス
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1 アームレストを手前に倒してレ
バーを引く

2 冷風開閉口を開ける

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

nクールボックスについて

エアコンの冷風を利用するため、リヤ席
の上半身に送風されていないときは保冷
されません。

nクールボックスに入れるものとして適
さないもの 

lふたがされていない容器に入ったもの 

l割れもの、腐るもの、匂いが強いもの 

nクールボックスを小物入れとして使う
には 

保冷機能を停止するために、冷風開閉口
を閉じます。 

 天井

ボタンを押す

サングラスなどの小物を一時的に収納す
るのに便利です。

警告

n走行中の警告

コンソールボックスを必ず閉じてくだ
さい。急ブレーキ時などに、開いたふ
たが体に当たったり、収納していたも
のが飛び出したりして、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

注意

nトレイについて

トレイの高さ以上にものを入れないで
ください。ふたの開閉の妨げになるお
それがあります。

クールボックス・小物入れ★

警告

n走行中の警告 

クールボックス・小物入れを開けたま
まにしないでください。
急ブレーキ時などに、開いたふたが体
に当たったり、収納していたものが飛
び出したりして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。 

小物入れ
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 リヤ席（パワーリヤシート非装着
車）

アームレストを手前に倒しノブを押
して開ける

 リヤ席（パワーリヤシート装着
車）

アームレストを手前に倒しボタンを
押して開ける

警告

n走行中の警告

小物入れを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに、開いたふたが体
に当たったり、収納していたものが飛
び出したりして、重大な傷害を受けた
り、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

n収納してはいけないもの（天井）

200g 以上のものを入れないでくださ
い。200g 以上のものを入れると、ふ
たが開き収納されているものが飛び出
したりして思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。
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ネットを使って荷物を固定したり、
トランク内を前後に仕切ることがで
きます。

床上のフックを引き上げます。ネットを
フックにかけます。

 サイド

ストラップを持ってラゲージマット
を持ち上げ、取りはずす

トランク内装備

荷物固定用ネット

警告

n荷物固定用ネットを使用しないとき
は

けがをしないように、必ず固定用フッ
クをもとの位置にもどしておいてくだ
さい。

買い物フック

注意

n買い物フックの破損を防ぐために

5kg 以上のものを買い物フックに吊り
下げないでください。

ラゲージマット
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 フロント

1 ストラップを持ってラゲージマッ
トを持ち上げる

2 フックを使ってラゲージマットを
固定する

もとの位置にもどすときは、フック
を押してラゲージマットをはずす

ラゲージマットを持ち上げ使用する

1 ベルトをゆるめる
2 ベルトを締める

n ベルトを使用する

注意

nフックの損傷を防ぐために

フックに買い物袋などを吊り下げない
でください。

小物入れ

救急箱等固定用バンドを使うに
は

三角表示板等固定用バンドを使
うには
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1 ベルトをゆるめる
2 クリップにはさむ
3 ベルトを締める

三角表示板のケースの大きさや形状に
よっては、収納できない場合があります。

n ベルトを収納する

1 折りたたむ
2 クリップにはさむ

三角表示板等固定用バンドの損傷を防ぐ
ため、使用しないときは収納してくださ
い。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ネットを使ってタイヤパンク応急修
理キットを固定することができます。

ネットをフックにかけて使用してくださ
い。

警告

n三角表示板を収納するときは

確実に固定されていることを確認して
ください。
確実に固定されていないと、急ブレー
キをかけたときなどに三角表示板が飛
び出し、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

タイヤパンク応急修理キット固
定用ネット★

警告

nトランク内にタイヤパンク応急修理
キットを格納するときは

ネットで固定されていることを確認し
てください。
急ブレーキをかけたときなどにタイヤ
パンク応急修理キットが飛び出し、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。
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5-6. その他の室内装備の使い方

DC5V/3.0A（消費電力 15W）の電
源としてお使いください。
このUSB端子は充電専用であり
データ転送などは行えません。
また、使用する機器によっては、正
常に充電できない場合があります。
ご使用になる機器に付属の取扱説明
書もお読みください。

n 充電用USB端子を使用するには

 インストルメントパネル

 コンソールボックス

 アームレスト（パワーリヤシート
非装着車）

 アームレスト（パワーリヤシート
装着車 )

知識

n充電用USB端子の作動条件

エンジンスイッチがアクセサリーモード、
イグニッションONモードまたはセン
ターディスプレイの電源がONのとき

n充電用USB 端子が正常に働かないおそ
れのある状況

lDC5V/3.0A（消費電力 15W）をこえ
る電力を要求する機器を接続したとき

lパソコンと通信を行う機器を接続した
とき

l接続機器の電源がOFF のとき（機器に
より異なります）

l炎天下に駐車したあとなど、車室内の
温度が高いとき

その他の室内装備

充電用USB端子
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n使用する外部機器について

一部の機器では、充電中に充電がいった
ん停止後、再充電を開始する場合があり
ますが、故障ではありません。

ワイヤレスパワーコンソーシアム
（WPC）によるワイヤレス充電規格
Qi に適合したスマートフォンやモバ
イルバッテリーなどの携帯機器を充
電エリアに置くだけで、携帯機器を
充電することができます。

適合機器はWPCのホームページ
（https://www.wirelesspowerconso
rtium.com/）でご確認いただけま
す。

充電トレイより大きい携帯機器には
本機能を使用できません。また、携
帯機器によっては、正常に作動しな
い場合があります。
ご使用になる携帯機器に付属の取扱
説明書もお読みください。

n「Qi」マークについて

警告

nインストルメントパネルの充電用
USB端子を使用するときは

充電ケーブルがシフト操作の妨げにな
らないことを確認してください。シフ
ト操作時にケーブルが引っかかって誤
操作を起こすと、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

注意

n充電用USB端子の損傷を防ぐために

l端子部に異物を入れないでください。

l水や液体をかけないでください。

l強い力や衝撃を加えないでください。

l分解や改造、取りはずしをしないで
ください。

n外部機器の損傷を防ぐために

l機器を車室内に放置しないでくださ
い。車室内が高温となり、故障の原
因となります。

l機器が接続されているときに、外部
機器や外部機器のケーブルを押し下
げたり、不要な力を加えたりしない
でください。

nバッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で、充電用
USB端子を長時間使用しないでくださ
い。

ワイヤレス充電器（「おくだけ
充電®」）を使うには
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n「おくだけ充電」マークについて

「おくだけ充電」、「おくだけ充電」ロ
ゴは、株式会社NTTドコモの登録商
標です。

n 各部の名称

作動表示灯

充電エリア※

充電トレイ

約 10cm

約 2.5cm
※携帯機器およびワイヤレス充電器には
充電用コイルが入っています。ワイヤ
レス充電器内の充電用コイルは、携帯
機器内の充電用コイル位置まで充電エ
リア内を移動することができます。携
帯機器のコイル中心が充電エリア内に
入っていれば充電が可能です。

また、2つ以上の携帯機器を同時に充
電エリアに置くと、正しく充電用コイ
ルを検出できず、充電できないことが
あります。

n 充電する

携帯機器を置く

携帯機器の充電面を下にして、機器の中
央が充電エリアの中央に来るように置い
てください。

スマートフォンのサイズや形状などに
よっては、収納できないことがあります。

充電中は充電トレイ上の作動表示灯が橙
色に点灯します。

充電が行われないときは、「機能が正常に
働かないおそれのある状況」をご確認く
ださい。（P.406）

充電が完了するとワイヤレス充電器側の
作動表示灯が緑色に点灯します。

コンソールボックスのふたが閉まっ
たままでも、スマートフォンを収納
することができます。

スマートフォンのサイズや形状などに
よっては、収納できないことがあります。

A

B

C

D

E
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n 再充電機能

l 充電が完了し、充電停止状態が一
定時間経過すると充電を再開しま
す。

l 充電エリア内で携帯機器が大きく
動くと、充電用コイルが外れて充
電がいったん停止しますが、充電
エリア内に充電用コイルの中心が
ある場合は、ワイヤレス充電器内
の充電用コイルがその付近まで移
動して充電を再開します。

n 急速充電機能

次の携帯機器に対しては急速充電が

行えます。

l WPCの Ver1.3.2 に準拠した、急
速充電に対応した携帯機器

l 7.5W充電に対応したiOSを搭載し
ている iPhone（iPhone 8 以降の
機種）

l Galaxy 独自の急速充電規格に対
応した携帯機器

急速充電に対応した携帯機器を充電
すると、自動的に急速充電機能に切
りかわります。

n 作動表示灯の点灯状況

※1待機中は充電用の電力は出力していません。この状態で金属製のものを充電エリア
に置いても、加熱されることはありません。

※2携帯機器によっては、充電完了後も表示灯が橙色に点灯し続ける場合があります。

n ワイヤレス充電器が正しく作動しない状況

ワイヤレス充電器が正しく作動しない状況と、想定される原因の対処方法は
次のとおりです。

作動表示灯

状況
充電トレイ

センターディス
プレイ

消灯 非表示
マルチメディアシステムの電源がOFF、または
エンジンスイッチがOFF のとき

緑（点灯） 灰
待機中（充電可能状態）※1

充電完了時※2

橙（点灯） 青 充電中
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作動表示灯

想定される原因・対処方法
充電トレイ

センターディス
プレイ

橙（1秒間に 1
回の点滅をくり

返す）
灰

車両とワイヤレス充電器の通信不良

→ エンジンが始動しているときは、一度エンジ
ンを停止し、再始動してください。

エンジンスイッチのモードがアクセサリーモード
のときは、一度エンジンを始動してください。
（P.167）

緑（1秒間に 1
回の点滅をくり

返す）
非表示

ワイヤレス充電器とマルチメディアシステムの通
信異常

→ エンジンが始動しているときは、一度エンジ
ンを停止し、再始動してください。

エンジンスイッチのモードがアクセサリーモード
のときは、一度エンジンを始動してください。
（P.167）

緑（点灯） 青

AM放送局を自動選局している

→ AM放送局の自動選局が完了するのをお待ちく
ださい。また、自動選局が完了しないときは、
自動選局を停止させてください。

スマートエントリー＆スタートシステムがキーの
検出を行っている

→ キーの検出が完了するのをお待ちください。
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知識

n使用条件

エンジンスイッチがアクセサリーモード、
イグニッションONモードまたはセン

ターディスプレイの電源がONのとき

n使用できる携帯機器について

lワイヤレス充電規格Qi 準拠機器を使用
できます。ただし、Qi Ver1.0 及び
1.3.2 以降に対応した携帯機器に対し

緑（点灯） 灰

異物検知：

充電エリア内に金属製の異物があり、異物の異常
過熱防止機能が働いた

→ 充電エリア内にある異物を取り除いてくださ
い。

携帯機器のずれ・充電面からの浮き：

携帯機器の充電用コイルの中心が充電エリアから
はずれた、レンズの凸量が大きい、又はケースが
厚いため、異常過熱防止機能が働いた

→ 携帯機器を充電トレイから取り出し、5秒後
に充電トレイの中央付近に置き直してくださ
い。また、ケースやカバーを携帯機器に装着
している場合は、はずしてください。

携帯機器のバッテリー保護機能：

満充電に達する前に、携帯機器のバッテリー保護
機能により充電が停止した

→ 携帯機器の仕様のため、設定を確認してくだ
さい。

電子キーの検出状態が継続：

車両カスタマイズによってマルチメディア機能を
利用しているとき、電子キーが確定されず検出状
態が継続された

→ エンジンスイッチ押下によりアクセサリー
モードまたはイグニッションONモードにし、
キーを確定させてください。

橙（4回連続の
点滅をくり返す）

灰

ワイヤレス充電器内の温度が一定値をこえたこと
による安全停止

→ いったん充電を停止し、携帯機器を充電トレ
イから取り出して、温度が下がるまでしばら
く待ってから充電を開始してください。

作動表示灯

想定される原因・対処方法
充電トレイ

センターディス
プレイ
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ては、互換性を保証しているものでは
ありません。

l携帯電話やスマートフォンをはじめと
する携帯機器を対象とした5W以下の
低電力給電を対象としています。

ただし、次の携帯機器に対しては、5W
をこえる充電に対応しています。
･ 7.5Wの充電に対応した iPhone に対し
ては、7.5W以下の充電に対応してい
ます。

･ Galaxy 独自の充電規格に準拠した携帯
機器に対しては、10W以下の充電に対
応しています。

･ WPC規格の Ver1.3.2 に規定されてい
る EPP出力に準拠した携帯機器に対し
ては、15W以下の充電に対応していま
す。

nスマートエントリー＆スタートシステ
ムの使用について

充電動作中にスマートエントリー＆ス
タートシステムが電子キーの検出を行う
と、一時的に充電を停止します。

n携帯機器にカバーやアクセサリーを付
けるときは

携帯機器に、「Qi」非対応のカバーやアク
セサリーを付けた状態で充電しないでく
ださい。カバー（一部メーカー純正品を
含む）やアクセサリーの種類によっては
充電できない場合があります。充電エリ
アに携帯機器を置いても充電が行われな
いときは、カバーやアクセサリーをはず
してください。

n充電中のAMラジオ放送連携機能

l充電中、AMラジオにノイズが入る場
合、充電の周波数を自動で切りかえて
ノイズを低減します。

lAMラジオを自動選局中は、充電によっ
て発生するノイズで誤選局しないよう、
一時的に充電を停止します。選局が終
了すると、充電は自動的に再開します。

n充電中についての留意事項

l車室内に電子キーを検出できない場合
は、充電することができません。ドア
の開閉時は、一時的に充電が停止する
ことがあります。

l充電中は、ワイヤレス充電器と携帯機
器が温かくなりますが、異常ではあり
ません。充電中に携帯機器が温かく
なったときは、携帯機器側の保護機能
により、充電が停止することがありま
す。この場合、携帯機器の温度が十分
に下がってから、再度、充電を行って
ください。また、ワイヤレス充電器内
の温度を下げるためファンが作動する
ことがありますが、異常ではありませ
ん。

n作動中の音について

エンジンスイッチを押してアクセサリー
モードまたはONモードに変更したとき、
および携帯機器を検出中は“カチッ”
や“ジー”と作動音がしますが、異常
ではありません。

n清掃について

P.422

n機能が正常に働かないおそれのある状
況

次のような場合は正常に充電しない場合
があります。

l携帯機器が満充電のとき

l有線接続で携帯機器を充電中のとき

l充電エリアと携帯機器のあいだに異物
があるとき

l充電により、携帯機器の温度が高温に
なっているとき

l炎天下などにより、充電トレイ付近の
温度が 35℃以上になっているとき

l携帯機器の充電面を上にして置いたと
き

l折りたたみ式など小型の携帯機器の充
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電コイルが充電エリアから外れている
とき

l携帯機器が充電トレイよりも大きいと
き

l携帯機器のカメラ部の突起が充電面よ
り 3mm以上あるとき

l近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

l携帯機器の充電面と充電エリアのあい
だに、次のようなものが挟まれている
とき

･ 厚みがあるケースやカバー
･ 厚みがあるデコレーション
･ 指リングやストラップなどのアクセサ
リー

･ レンズ部に凸形状があるケースやカ
バー

l携帯機器が、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVDなどのメディア
･ 金属製のデコレーション
･ 金属製のケースやカバー
･ 携帯機器の充電面側に磁石が入った
ケース

l近くで電波式ワイヤレスリモコンを使
用しているとき

l電子キーが車室内にないとき

l2つ以上の携帯機器を同時に充電トレイ
に置いたとき

lS ペン（Galaxy 端末付属のタッチペン）
内蔵の端末（Note シリーズ等）をご使
用の場合、Sペンを挿入したままトレ
イに置いたとき

また、上記以外で、充電が正常に行われ
ない、または、作動表示灯が点滅したま
まのときは、ワイヤレス充電器の異常が
考えられます。レクサス販売店へお問い
合わせください。

nスマートフォンのOSを更新したとき

スマートフォンのOSバージョンを更新
したとき、充電の仕様が大きく変更され
ることがあります。WPCの対応バージョ
ンが変更された場合、急速充電機能が使
えなくなる場合があります。詳しくは各
メーカーのホームページ情報等でご確認
ください。

n商標について

l iPhone は、米国および他の国々で登録
された Apple Inc. の商標です。なお、
iPhone の商標はアイホン株式会社のラ
イセンスにもとづき使用されています。

lGalaxy は、Samsung Electronics 
Co.,Ltd. の商標または登録商標です。

警告

n運転中の注意

携帯機器を充電する場合、安全のため、
運転者は運転中に携帯機器本体の操作
をしないでください。

n走行中の注意

lコードレスヘッドフォンなど小型軽
量の携帯機器は、走行中に充電しな
いでください。非常に軽量のため充
電トレイから飛び出し、思わぬ事故
の原因になるおそれがあり危険です。

lコンソールボックスを必ず閉じてく
ださい。急ブレーキ時などに、開い
たふたが体に当たったり、収納して
いたものが飛び出したりして、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。
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 パワーリヤシート非装着車

手前に倒して使用します。

警告

l収納したスマートフォンがシフト操
作の妨げにならないことを確認して
ください。シフト操作時に手が引っ
かかって誤操作を起こすと、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険で
す。

n電波がおよぼす影響について

植込み型心臓ペースメーカー、植込み
型両心室ペーシングパルスジェネレー
タおよび植込み型除細動器などの医療
用電気機器を装着されている方は、ワ
イヤレス充電器のご使用にあたっては
医師とよくご相談ください。ワイヤレ
ス充電器の動作が医療用電気機器に影
響を与えるおそれがあります。

n故障ややけどを防ぐために

次のことをお守りください。

お守りいただかないと装置の故障や損
傷、車両火災、発熱によるやけど、ま
たは感電につながるおそれがあります。

l充電中に、充電エリアと携帯機器の
あいだに金属物を挟まない

l充電エリアにアルミなどのシールや
金属製のものを貼り付けない

l携帯機器本体および外付けのケース
やカバーなどに対して、充電エリア
と接触する側に、アルミなどのシー
ルや金属製のものを貼り付けたまま
充電しない

l小物入れがわりにものを置かない

l強い力や衝撃をかけない

l分解や改造、取りはずしをしない

l指定された携帯機器以外は充電しな
い

l磁気を帯びたものを近付けない

l充電エリアに、ほこりがかぶった状
態で充電しない

l布などをかぶせて充電しない

注意

n故障やデータ破損を防止するために

l充電中に、充電エリアにクレジット
カード・ETC カードなどの磁気カー
ドや磁気記録メディアなどを近付け
ると、磁気の影響によりデータが消
えるおそれがあります。また、腕時
計などの精密機器を近付けると、こ
われたりするおそれがありますので、
近付けないでください。

l携帯機器の充電面と充電エリアのあ
いだに、交通系 IC カードなど非接触
型 IC カードを挟んだまま充電しない
でください。ICチップが非常に高温
になり、携帯機器や IC カードが破損
するおそれがあります。特に、非接
触型 IC カードを取り付けられるケー
スやカバーを携帯機器に装着したま
ま充電しないようにご注意ください。

l携帯機器は車室内に放置しないでく
ださい。炎天下など車室内が高温と
なり、故障の原因となります。

nバッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態で、ワイヤレ
ス充電器を長時間使用しないでくださ
い。

アームレスト
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 パワーリヤシート装着車

レバーを引いて手前に倒します。

天井に取り付けられているアシスト
グリップは、シートに座っている状
態で体を支えるときにお使いくださ
い。

 Aタイプ

使用するときは、コートフックを押
します。

 Bタイプ

使用するときは、コートフックを押
します。

注意

nアームレストの破損を防ぐために

過度の負荷をかけないでください。

アシストグリップ

警告

nアシストグリップについて

アシストグリップは、乗降時やシート
から立ち上がるときなどに使用しない
でください。アシストグリップが破損
し、転倒などしてけがをするおそれが
あります。

注意

n破損を防ぐために

アシストグリップに重いものをかけた
り、過度の負荷をかけたりしないでく
ださい。

コートフックを使うには
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GPS の時刻情報（GPS 時計）を利
用して、時刻を自動で調整します。

詳しくは、別冊「マルチメディア取扱説
明書」を参照してください。

次の電気製品を使うときの電源とし
てお使いください。

12V：DC12V で最大電流 10A（最

大消費電力120W）以下の電気製品
AC100V：AC100V で最大消費電力
100W以下の電気製品

n アクセサリーソケット

ふたを開けて使用する

n アクセサリーコンセント
（AC100V・100W）

ふたを開けて使用する

知識

n使用条件

lアクセサリーソケット

エンジンスイッチがアクセサリーモード、
イグニッションONモードまたはセン
ターディスプレイの電源がONのとき

lアクセサリーコンセント

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

警告

nコートフックへかけてはいけないも
の

ハンガーや他の硬いもの、鋭利なもの
をかけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグがふ
くらんだときにそれらのものが飛び、
重大な傷害または死亡につながるおそ
れがあります。

時計

アクセサリーソケット /アクセ
サリーコンセントを使うには
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1 前方をさえぎるには、バイザーを
下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザーを
下ろした状態でフックからはず
し、横へまわす

3 エクステンダーを使用するには、
バイザーを横にした状態からうし
ろへ引く

注意

nヒューズが切れるのを防ぐために

lアクセサリーソケット

DC12V で最大電流 10A（最大消費電
力 120W）以上の電気製品を使用しな
いでください。

lアクセサリーコンセント

AC100V で最大消費電力100W以上
の電気製品を使用しないでください。
消費電力が 100Wをこえる電気製品を
使用すると、保護回路が作動して電源
を遮断します。

nショートや故障を防ぐために

lアクセサリーソケット

ソケットに異物が入ったり、飲料水な
どがかかったりしないように、使用し
ないときはふたを閉めておいてくださ
い。

lアクセサリーコンセント

ソケットに異物が入ったり、飲料水な
どがかかったりしないように、使用し
ないときはコンセントから電気製品の
プラグをはずし、ふたを閉めておいて
ください。

n誤作動を防ぐために

エンジンスイッチをOFFにするとき
は、充電機能をもつ電気製品をはずし
てください。

接続したままにしておくと、次のよう
な誤作動を起こすおそれがあります。

lスマートエントリー＆スタートシス
テムやワイヤレスリモコンによるド
アの施錠ができない

lメーターのオープニング画面が表示
される

l室内灯やインストルメントパネル照
明などが点灯する

nバッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態でアクセサ
リーソケット／アクセサリーコンセン
トを長時間使用しないでください。

n正しく作動しないおそれがある電気
製品（アクセサリーコンセント）

次のような AC100Vの電気製品は、消
費電力が 100W以下の場合でも正常に
作動しないおそれがあります。

l起動時のピーク電力が高い電気製品

l精密なデータを処理する計測機器

l電源周波数の切りかえ（50/60Hz）
のある機器

l極めて安定した電力供給を必要とす
るその他の電気製品

サンバイザーを使うには
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 フロント

カバーをスライドして開ける

ランプが点灯します。

 リヤ

ボタンを押して開ける

ランプが点灯します。

知識

nバッテリーあがりを防ぐために

エンジンスイッチがOFF の場合、バニ
ティランプが点灯したままのときは約 20
分後に自動消灯します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

パワーウインドウスイッチやリヤマ
ルチオペレーションパネルの操作ボ
タンを使ってリヤドア／リヤクォー
ターサンシェードを展開／格納でき
ます。

n 運転席からの操作

スイッチを操作する

リヤドアサンシェード

リヤクォーターサンシェード

1 展開

2 格納※

※リヤドア／リヤクォーターサンシェー
ドが格納時または格納作動中にスイッ
チを操作すると、リヤドアガラスが開
きます。

n リヤ席からの操作

リヤ席のパワーウインドウスイッチ
では、リヤドア／リヤクォーターサ
ンシェードを展開することはできま

バニティミラーを使うには

注意

n使用しないときは

バニティミラーを必ず閉じてください。

nバッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態で長時間ラン
プを点灯しないでください。

リヤドア／リヤクォーターサン
シェードを展開／格納するには
★

A

B
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せん。

 リヤシェード／ランプ操作画面

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シェード／
ランプ”をタッチする
（P.368）

2 操作ボタンをタッチする

リヤドア／リヤクォーターサンシェード
が展開 / 格納します。

 ショートカット画面

操作ボタンをタッチする

リヤドア／リヤクォーターサンシェード
が展開 / 格納します。

知識

n作動条件

lエンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき 

lリヤドアガラスが完全に閉じていると
き

nリヤドア／リヤクォーターサンシェー
ド展開時の作動

リヤ席のパワーウインドウスイッチを操
作すると、リヤドア／リヤクォーターサ
ンシェードが格納されるとともにリヤド
アガラスが開きます。

nエンジンスイッチOFF 後の作動

エンジンスイッチをアクセサリーモード
またはOFFにしたあとでも、しばらくの
あいだはリヤドア／リヤクォーターサン
シェードを操作できます。ただし、運転
席ドアを開閉すると、運転席のスイッチ
からは操作できなくなります。

n挟み込み防止機能

リヤドアサンシェードと窓枠とのあいだ
に異物が挟まるとリヤドアサンシェード
が停止し、少し展開 /格納します。

nバッテリーを再接続したときは

バッテリーを再接続したあと、最初にス
イッチを操作をすると、必ずリヤドア／
リヤクォーターサンシェードは格納方向
に動きます。

警告

nリヤドアサンシェード作動中は

リヤドア／リヤクォーターサンシェー
ドの留め金部分や溝に指を置かないで
ください。
巻き込まれてけがをするおそれがあり
ます。

n挟み込み防止機能

挟み込み防止機能を故意に作動させよ
うとして、体の一部を挟んだりしない
でください。
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リヤサンシェードスイッチやリヤマ
ルチオペレーションパネルの操作ボ
タンを使ってリヤサンシェードを展
開／格納できます。

n フロント席からの操作

展開／格納

n リヤ席からの操作

 パワーリヤシート非装着車

展開／格納

 パワーリヤシート装着車（リヤ
シェード／ランプ操作画面）

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シェード／
ランプ”をタッチする
（P.368）

2 操作ボタンをタッチする

サンシェードが展開 /格納します。

 パワーリヤシート装着車（ショー
トカット画面）

操作ボタンをタッチする

サンシェードが展開 /格納します。

注意

n正常に機能させるため

以下のことをお守りください。

lモーターやほかの部分に負荷をかけ
すぎないようにしてください。

l開閉の妨げになる部分にものを置か
ないでください。

lリヤドア／リヤクォーターサン
シェードにものを貼らないでくださ
い。

l溝をきれいに保ってください。

リヤサンシェードを展開／格納
するには
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知識

n作動条件

エンジンスイッチがイグニッションON
モードのとき

nエンジンスイッチOFF後の作動

エンジンスイッチをアクセサリーモード
またはOFF にしたあとでも、しばらくの
あいだはリヤドアサンシェードを操作で
きます。

nリバース連動機能

リヤサンシェードが上がった状態でシフ
トポジションを Rにすると、後方を見や
すくするためにリヤサンシェードが下降
します。
ただし、以下のいずれかをおこなうと、
リヤサンシェードは再度上昇します。

lスイッチをもう一度押す

lシフトポジションをPに入れる

lシフトポジションをPと R以外にし、
15km/h 以上で走行する

リバース連動機能によりリヤサンシェー
ドが下降した状態でエンジンを切った場
合は、再びエンジンをかけて15km/h 以
上で走行しても上昇しません。上昇させ
るには、スイッチを押してください。

警告

nリヤサンシェード作動中は

リヤサンシェードの留め金部分や溝に
指を置かないでください。
巻き込まれてけがをするおそれがあり
ます。

注意

n正常に機能させるため

以下のことをお守りください。

lモーターやほかの部分に負荷をかけ
すぎないようにしてください。

l開閉の妨げになる部分にものを置か
ないでください。

lリヤサンシェードにものを貼らない
でください。

l溝をきれいに保ってください。
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6-1. お手入れのしかた

l 水を十分かけながら車体・足まわ
り・下まわりの順番に上から下へ
汚れを洗い落とす

l 車体はスポンジやセーム皮のよう
なやわらかいもので洗う

l 汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流す

l 水をふき取る

l 水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷え
ているときにワックスをかける（およそ
体温以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイールコー
ト・ガラスコートなど、レクサスケ
ミカル商品を施工された場合は、お
手入れ方法が異なります。
詳しくはレクサス販売店にお問い合
わせください。

知識

nセルフリストアリングコートについて

お車のボデーには、洗車などによる小さ
なすり傷を自然に復元する、傷付きにく
い塗装を使用しています。

l新車時から５～８年のあいだ、効果が
持続します。

l傷が復元するまでの時間は、傷の深さ
や周囲の温度により変化します。
なお、お湯をかけて塗装を温めると、

復元するまでの時間が短くなる場合が
あります。

l鍵や硬貨などによる深い傷は復元でき
ません。

l成分にコンパウンド（磨き粉）が含ま
れるワックス類は使用しないでくださ
い。

n自動洗車機を使うとき

lお車を洗う前に：
･ ドアミラーを格納する
･ パワートランクリッドを停止する

走行前は必ずドアミラーを復帰状態にも
どしてください。

lブラシで車体などに傷が付き、塗装を
損なうことがあります。

lNポジションに保持したままにする必要
があるときは、P.176 を参照してくだ
さい。

n高圧洗浄機を使うとき

室内に水が入るおそれがあるため、ノズ
ルの先端をドアやガラスの開閉部に近付
けすぎたり、同じ場所に連続してあてた
りしないでください。

n洗車などで車に水をかけたとき

キーを携帯して洗車などで水をドアハン
ドルにかけた場合、施錠／解錠動作をく
り返すことがあります。その場合は次の
ような処置をして、洗車などをしてくだ
さい。

l電子キーを車両から2ｍ以上離れた場所
に保管する（電子キーの盗難に注意し
てください）

l電子キーを節電モードに設定し、ス
マートエントリー＆スタートシステム
の作動を停止する（P.112）

nホイール・ホイールキャップについて

l中性洗剤を使用し、早めに汚れを落と
してください。

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあった
適切な方法で実施してください。

手入れの作業要領
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l洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

l塗装の損傷を防ぐため、次のことを必
ずお守りください。

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

nブレーキパッドやディスクローターに
ついて

水に濡れた状態のまま駐車しておくと、
錆びて貼り付くことがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを数回かけて
乾燥させてから駐車してください。

nブレーキキャリパーの塗装について（F 
SPORT）

l洗剤を使用する場合は中性洗剤を使用
してください。研磨剤の入った洗剤や
硬いブラシは塗装を傷めますので使用
しないでください。

lブレーキキャリパーが熱いときは、洗
剤は使用しないでください。

l洗剤を使用したあとは早めに十分洗い
流してください。

nバンパーおよびサイドモールディング
について

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにし
てください。

nフロントドアガラスの撥水コーティン
グについて

撥水効果を長持ちさせるため、次のこと
に注意してください。

lフロントドアガラス表面の泥などの汚
れを落とす

l汚れは早めにやわらかい湿った布など
で清掃する

lコンパウンド（磨き粉）が入ったガラ
スクリーナーやワックスを使用しない

l金属製の道具で霜取りをしない

nメッキ部品のお手入れについて

メッキ部品の汚れが落ちにくい場合は、
次の方法でお手入れをしてください。

l中性洗剤を水で約5％に薄めてやわらか
い布に含ませふき取る

l乾いたやわらかい布で表面の水分をふ
き取る

l油分を含んだ汚れはアルコール系
ウェットティッシュなどで油を浮かせ
てからふき取る

警告

n洗車をするとき

エンジンルーム内に水をかけないでく
ださい。
電気部品などに水がかかると、車両火
災につながるおそれがあり危険です。

nフロントウインドウガラスを清掃す
るとき

ワイパースイッチをOFF にしてくださ
い。
AUTOモードになっていると、次のよ
うなときにワイパーが不意に作動し、
指などを挟み重大な傷害を受けたり、
ワイパーブレードなどを損傷するおそ
れがあります。

OFF

AUTO

l雨滴センサー上部のフロントウイン
ドウガラスに手でふれたとき

A

B
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警告

l水分を含んだ布などを雨滴センサー
に近付けたとき

lフロントウインドウガラスに衝撃を
与えたとき

l車内から雨滴センサー本体にふれる
などして衝撃を与えたとき

n排気管（バンパー一体ディフュー
ザー付き）について

排気管は排気ガスにより高温になりま
す。洗車などでふれる場合は、十分に
排気管が冷めてからにしてください。
やけどをするおそれがあります。

nリヤバンパー・フロントバンパーに
ついて

リヤバンパーまたはフロントバンパー
の塗装に傷がつくと、次のシステムが
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。レクサス販売店にご相談ください。

lLexus Safety System +

lBSM

l後方車両への接近警報

lRCTA

l安心降車アシスト

l後方車両接近告知

l周辺車両接近時サポート

lセカンダリーコリジョンブレーキ
（停車中後突対応）

lPKSB

lクリアランスソナー

注意

n塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

l次のような場合は、ただちに洗車し
てください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき

l塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修してください。

lホイール保管時は、腐食を防ぐため
に汚れを落とし、湿気の少ない場所
へ保管してください。

nランプの清掃

l注意して洗ってください。有機溶剤
や硬いブラシは使用しないでくださ
い。
ランプを損傷させるおそれがありま
す。

lランプにワックスがけを行わないで
ください。
レンズを損傷するおそれがあります。

n自動洗車機を使用するとき

ワイパースイッチをOFF にしてくださ
い。
AUTOモードになっていると、不意に
ワイパーが作動してワイパーブレード
などを損傷するおそれがあります。
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l 掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布で
ふき取る

l 汚れが落ちない場合は、中性洗剤
を水で約1％に薄めてやわらかい
布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤・水分をふき取る

知識

nカーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこと
をおすすめします。洗浄には、市販の泡
タイプクリーナーがご利用になれます。
スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗り
込んでください。直接水をかけたりせず、
ふき取ってから乾燥させてください。

nシートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やス
ポンジを使って洗ってください。シート
ベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定
期的に点検してください。

nグローブボックス・コンソールボック
スなどの植毛部分を掃除する場合

粘着力の強いテープを使用すると植毛が
はがれるおそれがあります。

注意

n高圧洗浄機を使用するときは

l洗浄時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水を当てないでくださ
い。
高い水圧により衝撃が加わり、装置
が正常に作動しなくなるおそれがあ
ります。

lエンブレム裏に搭載されているレー
ダーに直接水をかけないでください。
部品故障の原因になるおそれがあり
ます。

lノズルの先端を下記部品の結合部や
ブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近付けすぎない
でください。
高い水圧がかかることにより、部品
が損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

lモール、バンパーなど樹脂部分は変
形、損傷するおそれがあるため、洗
浄ノズルと車体との距離を30cm以
上離してください。また、同じ場所
へ連続して水をあてないでください。

lフロントウインドウガラス下部へ連
続して水をあてないでください。エ
アコンの空気取り入れ口があり、エ
アコンが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

l高圧洗浄機で車両の下まわりを洗浄
しないでください。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材に合った
適切な方法で実施してください。

室内の手入れをするには
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警告

n車両への水の浸入

l車内に水をかけたり液体をこぼした
りしないでください。
電気部品などに水がかかると、故障
や車両火災につながるおそれがあり
危険です。

lSRS エアバッグの構成部品や電気配
線をぬらさないでください。
（P.33）
電気の不具合により、SRSエアバッ
グが作動したり、正常に機能しなく
なり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

n内装の手入れをするときは（特にイ
ンストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメ
ントパネルがフロントウインドウガラ
スへ映り込み、運転者の視界をさまた
げ思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意

n清掃するとき使用する溶剤について

l変色・しみ・塗装はがれの原因にな
るため、次の溶剤は使用しないでく
ださい。

･ シート・ハンドル以外：ベンジン・
ガソリンなどの有機溶剤や酸性また
はアルカリ性の溶剤・染色剤・漂白
剤

･ シート：シンナー・ベンジン・アル
コール、その他の酸性やアルカリ性
の溶剤

･ ハンドル：シンナーなどの有機溶剤、
アルコール類を含むクリーナー

l艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。
インストルメントパネルやその他内
装の塗装のはがれ・溶解・変形の原
因になるおそれがあります。

n革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるため
に、次のことをお守りください。

l革に付着したほこりや砂はすぐに取
り除く

l直射日光に長時間さらさないように
する
特に夏場は日陰で車を保管する

lビニール製・プラスチック製・ワッ
クス含有のものは、車内が高温にな
ると革に張り付くおそれがあるため、
革張りの上に置かない

n床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にあ
る電気部品に水がかかると、車の故障
の原因となったり、ボデーが錆びるお
それがあります。

nフロントウインドウガラスの内側を
掃除するときは

前方カメラのレンズに、ガラスクリー
ナーが付着しないようにしてください。
また、レンズにはふれないでください。
（P.198）

nリヤウインドウガラスの内側を掃除
するときは

l熱線やアンテナを損傷するおそれが
あるため、ガラスクリーナーなどを
使わず、熱線やアンテナにそって水
またはぬるま湯を含ませた布で軽く
ふいてください。

l熱線やアンテナを引っかいたり、損
傷させないように気を付けてくださ
い。
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l 水で湿らせたやわらかい布または
合成セーム皮で汚れをふき取る

l 乾いたやわらかい布で表面に残っ
た水分を完全にふき取る

知識

nサテン仕上げ金属コーティング部分の
お手入れについて

表面に本物の金属層を使用していますの
で、普段のお手入れが大切です。汚れた
まま長い間放置すると、汚れが落ちにく
くなります。

l 掃除機などでほこりや砂を取り除
く

l 薄めた洗剤をやわらかい布に含ま
せ、汚れをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約5%に薄め
て使用してください。

l 水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤をふき取る

l 乾いたやわらかい布で表面の水分
をふき取り、風通しのよい日陰で
乾燥させる

知識

n本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に2回程度の定
期的なお手入れをおすすめします。

l 掃除機などでほこりを取り除く

l 中性洗剤を水で約1％に薄めてや
わらかい布に含ませふき取る

l 水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤・水分をふき取る

l 掃除機や粘着テープなどでほこり
を取り除く

l 水を浸した布を固くしぼり、汚れ
をふき取る

クリーナー等の洗剤を使用しないでくだ
さい。

サテン仕上げ金属コーティング
部分の手入れをするには

本革部分の手入れをするには

合成皮革部分の手入れをするに
は

インストルメントパネル上面の
ファブリック部分の手入れをす
るには
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6-2. 簡単な点検・部品交換

1 ボンネット解除レバーを引く

ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを引き上げて、ボンネット
を開ける

知識

nバッテリーについて

この車両のバッテリーはトランクのラ
ゲージマット下にあり、エンジンルーム
には搭載されていません。

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告

n走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされてい
ることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボ
ンネットが突然開いて、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nボンネットを閉めるとき

手などを挟まないように注意してくだ
さい。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険
です。

nエンジンルーム点検後の確認

エンジンルーム内に工具や布を置き忘
れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などを
エンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因になったり、また、エンジ
ンルーム内は高温になるため車両火災
につながるおそれがあり危険です。

nバッテリーの取り扱いについて

P.498



425

6

6-2. 簡単な点検・部品交換
お
手
入
れ
の
し
か
た

n フロント側

 FR車

注意

nボンネットやダンパーステーへの損
傷を防ぐために

lボンネットを閉めるときは、体重を
かけるなどして強く押さないでくだ
さい。
ボンネットがへこむおそれがありま
す。

lボンネットには、ボンネットを支え
るためのダンパーステーが取り付け
られています。ダンパーステーの損
傷や作動不良を防ぐため、次のこと
をお守りください。

･ ビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をステーのロッド部（棒部）
に付着させない

･ ロッド部を軍手などでふれない

･ ボンネットにレクサス純正品以外の
アクセサリー用品を付けない

･ ステーに手をかけたり、横方向に力
をかけたりしない

ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用するとき
は、ガレージジャッキに付属の取
扱説明書に従って、安全に作業し
てください。
ガレージジャッキを使用して車両
を持ち上げるときは、正しい位置
にガレージジャッキをセットして
ください。
正しい位置にセットしないと、車
両が損傷したり、けがをするおそ
れがあります。

ジャッキポイントの位置を確認
する
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 AWD車

n リヤ側

エンジンルームカバー

ヒューズの交換・点検などを行う
ときに取りはずします。

警告

nけがを防ぐために

カバーを取りはずす前に、エンジンス
イッチをOFFにしてください。熱く
なった部品でやけどをしたり、作動中
の部品に巻き込まれて重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

注意

nカバー取り付け後の確認

もとの場所に確実に取り付けられてい
ることを確認してください。
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 外側

 前側

1 クリップの中央部分 を押し上
げる

2 挿し込む
3 クリップ中央部分を押す

カバーの手前を上げてから引き抜く

エンジンカバーのツメを引っかけて
から取り付ける

エンジンルームカバーの取りはずし

クリップの取り付け

A

エンジンカバーの取りはずし

エンジンカバーの取り付け
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1 助手席側のゴムをまわしてはずす

2 サービスカバーをはずす

ツメを押しながら、サービスカバーを持
ち上げてはずします。

1 サービスカバーを取り付ける

奥のツメを引っかけてから取り付けます。

2 ゴムをもとどおりに取り付ける
サービスカバーの取りはずし

サービスカバーの取り付け
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ウォッシャー液が出なかったり、マ
ルチインフォメーションディスプレ
イに警告メッセージが表示されたら、
ウォッシャー液を補充する

タイヤは次の項目を点検してくださ
い。
点検方法は別冊「メンテナンスノー
ト」を参照してください。

l タイヤ空気圧

空気圧の点検は、タイヤが冷えていると
きに行ってください。

l タイヤの亀裂・損傷の有無

l タイヤの溝の深さ

l タイヤの異常摩耗（極端にタイヤ
の片側のみが摩耗していたり、摩
耗程度が他のタイヤと著しく異な
るなど）の有無

知識

nタイヤ空気圧の数値

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイ
ヤ空気圧ラベルで確認することができま
す。

※タイヤが冷えているときの空気圧

ウォッシャー液の補充

補充をするには

警告

nウォッシャー液を補充するとき

エンジンが熱いときやエンジンがか
かっているときは、ウォッシャー液を
補充しないでください。
ウォッシャー液にはアルコール成分が
含まれているため、エンジンなどにか
かると出火するおそれがあり危険です。

注意

nウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん
水やエンジン不凍液などを入れないで
ください。塗装にしみが付くことや、
ポンプが故障してウォッシャー液が出
なくなるおそれがあります。

nウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付け
られています。日常点検として必
ずタイヤを点検してください。
タイヤの摩耗を均等にし寿命をの
ばすために、タイヤローテーショ
ン（タイヤ位置交換）を FR車は
10,000kmごとに、AWD車は
5,000kmごとに行ってください。

タイヤの点検項目

空気圧※　kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

250（2.5） 250（2.5）
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nタイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取
り付けボルトを交換するときは、レクサ
ス販売店にご相談ください。

図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。

警告

n点検・交換時の警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

lタイヤはすべて同一メーカー・同一
銘柄・同一トレッドパターンで、摩
耗差のないタイヤを使用する

lメーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

lラジアルタイヤ・バイアスベルテッ
ドタイヤ・バイアスプライタイヤを
混在使用しない

lサマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ・冬用タイヤを混在使用しない

l他の車両で使用していたタイヤを使
用しない
以前どのように使用されていたか不
明なタイヤは使用しない

n異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着して
いると、走行時にハンドルをとられた
り、異常な振動を感じることがありま
す。また、次のような事態になり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

l破裂などの修理できない損傷を与え
る

l車両が横すべりする

l車両の本来の性能（燃費・車両の安
定性・制動距離など）が発揮されな
い

n異常があるホイールの使用禁止

亀裂や変形などがあるホイールは使用
しないでください。
走行中にタイヤの空気が抜けて、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

注意

n走行中に空気もれが起こったら（ラ
ンフラットタイヤ非装着車）

走行を続けないでください。タイヤま
たはホイールが損傷することがありま
す。

n悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷
するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は



431

6

6-2. 簡単な点検・部品交換
お
手
入
れ
の
し
か
た

 前後のタイヤサイズが同じ車両

 前後のタイヤサイズが異なる車両

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命
をのばすために、レクサスは定期点
検ごとのタイヤローテーションをお
すすめします。

タイヤローテーション後は、タイヤ
空気圧警報システムへタイヤ位置の
登録の操作を確実に行ってください。
（P.434）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ランフラットタイヤには、タイヤの

側壁に または マークが付

いています。

 タイヤサイズが XXX/XXRXX のタ
イヤ

ランフラットタイヤを装着している
場合は、タイヤがパンクしても、
80km/h をこえない速度で、約
80kmまで走行することが可能です。
（ただし、気候や走行状況などによっ
ては80km/h までスピードを出せな
いこともあります）

80km近くまで走行してしまう前に、必
ずタイヤを交換してください。また、修
理されたタイヤを使用しないでください。

 タイヤサイズがXXX/XXRFXXのタ
イヤ

ランフラットタイヤを装着している
場合は、タイヤがパンクしても、
80km/h をこえない速度で、約
160kmまで走行することが可能で
す。（ただし、気候や走行状況などに
よっては80km/h までスピードを出
せないこともあります）

160km近くまで走行してしまう前に、
必ずタイヤを交換してください。また、
修理されたタイヤを使用しないでくださ
い。

知識

nランフラットタイヤの取り扱いについ
て

lランフラットタイヤはこの車専用のた

ランフラットタイヤ★
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め、他の車には使用しないでください。

lランフラットタイヤと標準タイヤを混
ぜて使用しないでください。

lレクサス指定の純正以外のホイールを
使用した場合、ランフラットタイヤの
高い機能性が発揮されないおそれがあ
ります。

ディスクホイールに装着された空気
圧バルブ、および送信機が一定周期
ごとに各輪のタイヤ空気圧を監視し、
タイヤの空気圧の低下を早期に知ら
せるタイヤ空気圧警報システムが付
いています。

タイヤ空気圧警報システムは状況に
応じて2種類の警報とタイヤ空気圧
警告灯、ブザーでお知らせをします。
（P.468）

 マルチインフォメーションディス
プレイ

 センターディスプレイ

l マルチインフォメーションディス
プレイに“空気圧を調整 してく
ださい”が表示されたとき

通常の使用によって、タイヤの空気
圧が低下した場合に表示されます。

l マルチインフォメーションディス
プレイに“すみやかに安全な 場
所でタイヤ点検”が表示された
とき

急激にタイヤの空気圧が低下した場
合に表示されます。
ただし、このシステムはパンク等を
検出できない場合があります。

l タイヤ空気圧警報システムが検知
した空気圧をセンターディスプレ
イに表示できます。（P.86）

知識

nタイヤ空気圧警報システムについて

タイヤ空気圧警報システムは、日常点検
の代用ではありません。
日常点検として必ずタイヤを点検してく
ださい。
タイヤの点検方法は、別冊「メンテナン
スノート」を参照してください。

nタイヤ空気圧表示について

lエンジンスイッチをイグニッションON
モードにしたあと、空気圧が表示され
るまで約 3分かかります。また、空気

タイヤ空気圧警報システム
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圧が調節された場合も、表示が更新さ
れるまで約 3分かかります。

lタイヤ空気圧は温度によって変化しま
す。また、表示された空気圧は、空気
圧計で測定した数値と異なる場合があ
ります。

nタイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれのある状況

l次の場合は、タイヤ空気圧警報システ
ムが正しく作動しない場合があります。

･ 純正ホイール以外を使用したとき
･ 純正装着タイヤ以外に交換したとき
･ 指定サイズ以外のタイヤに交換したと
き

･ タイヤチェーンなどを装着していると
き

･ 電波を遮断するフィルムがウインドウ
に貼り付けられているとき

･ 車両（特にホイール・ホイールハウス
の周辺）に多くの雪や氷などが付着し
ているとき

･ タイヤ空気圧が指定空気圧より極端に
高いとき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機を搭
載していないホイールを使用している
とき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機の ID
がタイヤ空気圧警報コンピューターに
登録されていないとき

l次の場合は正しい性能が確保できない
場合があります。

･ 近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港など、強い電波やノイズの発生す
る場所にいるとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器が車両付近にある
とき

電波状況によってタイヤ位置情報が正し
く表示されない場合は、走行して電波状
況がかわることで正しく表示されること
があります。

l停車時は警報開始・警報解除までの時
間が長くなる場合があります。

lタイヤが破裂（バースト）したときな
ど、空気圧が急激に低下したときは、
警報できない場合があります。

タイヤやホイールを交換するときは、
付けかえたホイールにも空気圧バル
ブ／送信機を装着してください。

バルブ／送信機を装着する場合は、専用
の IDコードをコンピューターに登録す
る必要があります。（P.436）

知識

nホイールごとタイヤを交換するとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機の ID コード
が登録されていないと、タイヤ空気圧警
報システムは正しく作動しません。その
場合、約 10分間走行したあとシステム
異常となり、タイヤ空気圧警告灯が約1
分間点滅、その後点灯します。

空気圧バルブ／送信機の装着に
ついて

注意

nタイヤ・ホイール・空気圧バルブ／
送信機・バルブキャップの修理・交
換

lタイヤをホイールから脱着する際は、
空気圧バルブ／送信機が損傷しない
よう注意してください。脱着手順の
詳細は、レクサス販売店へご相談く
ださい。

lレクサス指定の純正ホイールを使用
してください。
レクサス指定の純正ホイール以外を
使用すると、空気圧警報システムが
正しく作動しないおそれがあります。
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n タイヤ位置の登録が必要なとき

タイヤローテーションを行ったとき
は、タイヤの位置を登録する必要が
あります。

お客様自身でタイヤ位置を登録する
ことができます。適度に右左折もし
ながら、直進走行をすることでタイ
ヤ位置は登録されますが、走行条件
や走行環境によっては、登録が完了
するまでに時間がかかる場合があり
ます。

n タイヤ位置の登録のしかた

1 車を安全な場所に駐車し、15分
以上エンジンを停止する

2 エンジンを始動する

車両が動いているときは、タイヤ位置の

登録操作はできません。

3 センターディスプレイの を選

択する

4 “車両カスタマイズ”を選択す
る

5 “タイヤ空気圧”を選択する
6 “タイヤローテーション”を選
択する

7 “OK”を選択する

マルチインフォメーションディスプレイ
にタイヤ位置登録中のメッセージが表示
されます。タイヤ空気圧表示が“---”
になり、タイヤの位置判定を開始します。

8 約40km/h 以上で適度に右左折
や直進をしながら約10～ 30分
走行する

タイヤの位置判定が完了するとマルチイ
ンフォメーションディスプレイに各タイ
ヤの空気圧の表示と登録完了のメッセー
ジが表示され、タイヤ位置の登録が完了
します。

約 40km/h 以上を維持できない場合でも
長時間運転すると登録は完了しますが、
1時間以上走行しても登録ができない場
合は、エンジンスイッチはイグニッショ
ンONモードのまま、安全な場所に約
15分以上停車したあと、再度走行し直
して下さい。

知識

nタイヤ位置を登録するとき

l通常は約30分以内の走行で登録が完了
します。

l車速が約40km/h以上のときに行われま
す。

nタイヤ位置登録の操作について

lタイヤ位置登録中にエンジンスイッチ
をOFF にしてしまった場合は、次回イ
グニッションONモードにしたとき、

注意

lホイールを交換したときは、空気圧
バルブ／送信機を装着してください。
空気圧バルブ／送信機が装着されて
いないと、タイヤ空気圧警告灯が消
灯しません。

lバルブキャップを必ず取り付けてく
ださい。バルブキャップをはずして
いると、水が浸入してバルブが腐食
し、固着やエアー漏れの原因となり
ます。

lバルブキャップを交換するときは、
指定以外のバルブキャップを使用し
ないでください。バルブキャップが
固着するおそれがあります。

nパンク補修液を使用したとき

空気圧が正確に計測できなくなること
があります。できるだけ早くレクサス
販売店で点検を受け、空気圧バルブ／
送信機を交換してください。

タイヤ位置を登録するには
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自動的にタイヤ位置判定処理が再開さ
れるため、あらためて登録し直す必要
はありません。

lタイヤ位置判定中にタイヤ空気圧が表
示されない場合でも、空気圧低下時は
タイヤ空気圧警告灯が点灯します。

nタイヤ位置登録がうまくいかないとき

l次の場合は、タイヤ位置の登録に時間
がかかる場合や、登録ができない場合
があります。

･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した

1時間以上走行しても登録が完了できな
い場合は、安全な場所に約 15分以上停
車したあと、再度走行し直してください。

lタイヤ位置登録中に車を後退させると、
それまでのデータがリセットされるた
め、再度走行し直してください。

n タイヤ空気圧の設定が必要なとき

次のような場合は、タイヤの空気圧
をタイヤ空気圧警報システムに設定
する必要があります。

l 指定空気圧が複数ある場合に、タ
イヤの指定空気圧を変更したとき

l タイヤのサイズを変更するなどし
て、タイヤの設定空気圧を変更し
たとき

タイヤ空気圧を指定空気圧に調整し
ている場合は、指定空気圧の値を選
択して設定します。（P.435）

指定サイズ以外のタイヤの使用など
により、タイヤ空気圧が指定空気圧
以外の場合は、現在の空気圧で設定
します。必ず空気圧を適切な値に調
整してから設定操作をしてください。
タイヤ空気圧警報システムは、この

空気圧を基準として作動します。
（P.435）

n 指定空気圧での設定のしかた

1 エンジンを始動する

車両が動いているときは、空気圧は設定
できません。

2 センターディスプレイの を選

択する

3 “車両カスタマイズ”を選択す
る

4 “タイヤ空気圧”を選択する
5 “指定空気圧設定”を選択し、
フロントタイヤとリヤタイヤの空
気圧を選択する（P.509）

6 “OK”を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回点滅
します。

空気圧の設定が完了するとマルチイン
フォメーションディスプレイに設定完了
のメッセージが表示されます。

n 現在の空気圧での設定のしかた

1 タイヤの空気圧を適切な値に調整
する（P.509）

タイヤ空気圧の調整はタイヤが冷えた状
態で行ってください。

2 エンジンを始動する

車両が動いているときは、空気圧は設定
できません。

タイヤの空気圧を設定するには
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3 センターディスプレイの を選

択する

4 “車両カスタマイズ”を選択す
る

5 “タイヤ空気圧”を選択する
6 “現在の空気圧を設定”を選択
する

7 “継続”を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回点滅
し、マルチインフォメーションディスプ
レイに設定中のメッセージが表示されま
す。

空気圧の設定が完了するとマルチイン
フォメーションディスプレイに設定完了
のメッセージが表示されます。

知識

nタイヤ空気圧警報システムの警報精度
について（現在の空気圧で設定すると
き）

l現在の空気圧で設定する場合、タイヤ
空気圧警報システムの警報精度は、空
気圧設定を実施したときの状況によっ
て異なります。このため、空気圧がわ
ずかに低下している場合や、空気圧設
定したときより高い空気圧の場合でも
警報することがあります。

l必ず空気圧を調整した上で、現在の空
気圧で設定を実施してください。なお、
空気圧の調整および設定操作は、タイ
ヤが冷えた状態で行ってください。

n空気圧設定の操作について（現在の空
気圧で設定するとき）

l空気圧設定中にエンジンスイッチを
OFF にしてしまった場合は、次回イグ
ニッションONモードにしたとき、自
動的に設定処理が再開されるため、あ
らためて設定し直す必要はありません。

l空気圧設定の必要がない状態で誤って
現在の空気圧で設定の操作を行ってし
まったときは、タイヤが冷えている状
態で指定空気圧に調整し、再度指定空
気圧で設定もしくは、現在の空気圧で
設定で空気圧設定操作を行ってくださ
い。

nタイヤ空気圧の設定がうまくいかない
とき

l現在の空気圧で設定をする場合、通常
約 3分で終了します。

l空気圧設定操作時に警告灯が3回点滅し
ない場合、設定が開始されていないお
それがありますので、設定手順を最初
からやり直してください。

l上記の方法でも空気圧を設定できない
場合は、レクサス販売店にご相談くだ
さい。

n ID コード登録が必要なとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機には固
有の IDコードが設定されているた

警告

n現在の空気圧で設定するとき

必ず空気圧を適切な値に調整してから
設定操作をしてください。お守りいた
だかないと、タイヤ空気圧が低下して
もタイヤ空気圧警告灯が点灯しない、
または適切な空気圧でもタイヤ空気圧
警告灯が点灯してしまうことがありま
す。

ID コードを登録するには
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め、新しいバルブ／送信機を装着し
たときは、車両のコンピューターに
IDコードを登録する必要がありま
す。

n ID コードの登録のしかた

登録操作を行う前に、車両の近くに
タイヤ空気圧バルブ／送信機を装着
したホイールがないことを確認して
ください。

1 車を安全な場所に駐車し、15分
以上エンジンを停止する

2 エンジンを始動する

車両が動いているときは、ID コードの登
録操作ができません。

3 センターディスプレイの を選

択する

4 “車両カスタマイズ”を選択す
る

5 “タイヤ空気圧”を選択する
6 セット選択に表示されているセッ
ト（“セット1”または“セッ
ト2”）を確認する

表示されているセットに IDコードを登
録します。
登録するセットを変更したい場合は、表
示されているセットをタッチし、登録し
たいセットを選択します。

すでに ID コードが登録されているとき
は、タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回
点滅し、マルチインフォメーションディ
スプレイに切りかえ中のメッセージが表

示されます。

7 “新規タイヤ登録”を選択する
8 “OK”を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回点滅
し、マルチインフォメーションディスプ
レイに登録中のメッセージが表示されま
す。ID コードの切りかえが中止され、登
録を開始します。

IDコードの登録が開始すると、タイヤ空
気圧警告灯が約 1分間点滅したあと点灯
します。また、登録中はマルチインフォ
メーションディスプレイのタイヤ空気圧
表示が“---”になります。

9 約40km/h 以上で適度に右左折
や直進をしながら約10～ 30分
走行する

登録が完了すると、タイヤ空気圧警告灯
が消灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイに登録完了のメッセージが
表示されます。

約 40km/h 以上を維持できない場合でも
時間をかけることにより登録は完了しま
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すが、1時間以上走行しても登録できな
い場合は、最初からやり直してください。

10異なる空気圧に調整されているタ
イヤを取り付けた場合は、タイヤ
空気圧警報システムにタイヤ空気
圧を設定する（P.435）

同じ空気圧に調整されている場合は、空
気圧を設定する必要はありません。

知識

n ID コードの登録をするとき

l通常は約30分以内の走行で登録が完了
します。

l車速が約40km/h以上のときに行われま
す。

l ID コードはお客様自身で登録すること
ができます。適度に右左折もしながら、
直進走行をすることで登録されますが、
走行条件や走行環境によっては、登録
が完了するまでに時間がかかる場合が
あります。

lすでに ID コードの登録がされているタ
イヤセットを使用する場合は、ID 切り
かえを行うと短い時間で切りかえるこ
とができます。（P.438）

n ID コードの登録がうまくいかないとき

l次の場合は、ID コードの登録に時間が
かかる場合や、登録できない場合があ
ります。

･ 走行前に約 15分以上駐車していない
･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した
･ 他車と併走し、自車のセンサーと他車
のセンサーが判別できない

･ タイヤ空気圧バルブ／送信機を装着し
たホイールが車内や車両の近くにある

l登録中に車を後退させると、それまで
のデータがリセットされるため、再度
走行し直してください。

l1時間以上走行しても登録できない場合

は、IDコードの登録手順を最初からや
り直してください。

l登録操作時に警告灯が点滅しない場合、
ID コードが登録されていないおそれが
ありますので、登録手順を最初からや
り直してください。

l上記の方法でも ID コードを登録できな
い場合は、レクサス販売店にご依頼く
ださい。

IDコードの登録を中止するには、セ
ンターディスプレイの“新規タイヤ
登録”を再度選択します。

IDコードの登録を中止すると、タイヤ空
気圧警告灯が消灯します。

タイヤ空気圧警告灯が消灯しないときは、
IDコードの登録が正常に中止できていま
せん。正しく中止するためには、再
度、“新規タイヤ登録”を選択し、警
告灯が消灯することを確認してください。

この車両は2セット分の IDコード
を登録することができるタイヤ空気
圧警報システムが備わっています。
通常使用するタイヤと冬用タイヤの
2セットを登録しておくと便利です。

l この機能は2セット目（セット2）
のタイヤを登録してある場合の
み、切りかえをすることができま
す。セット 2のタイヤが登録され
ていない場合、“セット2（未登
録）”と表示され、選択しても切
りかえはできません。

IDコードの登録はお客様自身で登録
することができます。（P.436）

ID コードの登録を中止するに
は

IDコードを切りかえるには
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l ID コードを登録したときのセット
でタイヤの交換をしたときのみ切
りかえをすることができます。他
のセットの ID コードを混在させ
た場合は作動しません。

l ID コード登録中は、正常に IDコー
ドの切りかえができないおそれが
あります。IDコードの登録を中止
してから切りかえを行ってくださ
い。

n ID コードの切りかえかた

1 切りかえをしたいタイヤセットに
交換する

2 センターディスプレイの を選

択する

3 “車両カスタマイズ”を選択す
る

4 “タイヤ空気圧”を選択する
5 セット選択に表示されているセッ
ト（“セット1”または“セッ
ト2”）を選択する

6 登録したいセットを選択
し、“OK”を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回点滅
し、切りかえ中のメッセージが表示され、
IDコードの切りかえを開始します。

IDコードの切りかえが開始すると、タイ
ヤ空気圧警告灯が約1分間点滅したあと
点灯します。また、切りかえ中はマルチ
インフォメーションディスプレイのタイ
ヤ空気圧表示が“---”になります。

約 2分後に IDコードの切りかえが完了
し、タイヤ空気圧警告灯が消灯して、マ
ルチインフォメーションに登録完了の
メッセージが表示されます。

約 4分経過しても切りかえが完了しない
場合は、切りかえが完了しないメッセー
ジが表示されます。
装着しているタイヤセットを確認して、

切りかえ手順を最初からやり直してくだ
さい。

7 異なる空気圧に調整されているタ
イヤを取り付けた場合は、タイヤ
空気圧警報システムにタイヤ空気
圧を設定する（P.435）

同じ空気圧に調整されている場合は、空
気圧を設定する必要はありません。

8 タイヤの位置を登録する
（P.434）
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l 地面が固く平らで安全な場所に移
動する

l パーキングブレーキをかける

l シフトポジションを Pにする

l 車高制御をOFFにする
（P.356）

l エンジンを停止する

知識

n工具とジャッキについて

お客様の車にはタイヤ交換に使用する以
下の工具とジャッキは搭載されていませ
ん。工具とジャッキはレクサス販売店で
購入することができます。

l輪止め

lホイールボルトレンチ

lジャッキ

lジャッキハンドル

lホイールボルトソケット

lガイドピンタイヤの交換

ご自身でタイヤを交換するときは、
工具とジャッキをご準備ください。

この車両はホイールボルトを使用
しています。

工場出荷時に装着されたホイール
を使用する場合は、専用のレクサ
ス純正ホイールボルトを使用する
必要があります。

ご自身でのタイヤの交換に不安が
ある場合は、レクサス販売店にご
相談ください。

ジャッキで車体を持ち上げる前
に

警告

nジャッキの使用について

次のことをお守りください。
ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落
下して重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

lジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以外
の目的で使用しない

l他の車のジャッキをお客様の車に使
用しない

lジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける

lジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

l車がジャッキで支えられている状態
で、エンジンを始動したり車を走ら
せない

l車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない

l車を持ち上げるときは、ジャッキの
上または下にものを置かない

l車を持ち上げるときは、タイヤ交換
できる高さ以上に上げない

l車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

l電子制御エアサスペンションの車高
調整機能が作動しないように、車高
制御をOFFにしてからエンジンを停
止する（P.356）

l車を下げるときは、周囲に人がいな
いことを確認し、人がいるときは声
をかけてから下げる
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1 輪止めをする

2 ホイールボルトレンチを使用し、
すべてのホイールボルトを少し
（約1回転）ゆるめる

3 ジャッキの 部を手でまわして、
ジャッキ溝をジャッキセット位置
にしっかりかける

4 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

5 最上部にあるホイールボルト1
本を取りはずし、ガイドピン
を手で締め付ける

時計回りに回らなくなるまで締め付けま

警告

nパワートランクリッド装着車のタイ
ヤ交換について

タイヤ交換などをする際は、トランク
オープナーメインスイッチ（P.110）
をOFF にしてください。OFF にしな
いと、誤ってパワートランクリッドス
イッチを操作したときにトランクが動
き、指や手などを挟んでけがをするお
それがあります。

タイヤの取りはずし

交換するタイヤ 輪止めの位置

左側前輪 右側後輪うしろ

右側前輪 左側後輪うしろ

左側後輪 右側前輪前

右側後輪 左側前輪前

A

A
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す。

6 残りのホイールボルトをすべて取
りはずし、タイヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイー
ルの表面に傷が付かないよう表面を上に
します。

1 ホイール接触面とホイールボルト
の汚れをふき取る

ホイール接触面が汚れていると、走行中
にホイールボルトがゆるみ、タイヤがは

ずれるおそれがあります。

2 ホイールの穴にガイドピンを通
し、タイヤを取り付ける

ホイールセンタ穴とハブセンタが嵌合し、
ホイールが接触面にあたるまで、しっか
り取り付けてください。

3 手または、ホイールボルトソケッ
ト を使用し、ホイールボルト
を軽く締め付ける

ホイールボルトソケットは手による仮締
め以外に使用しないでください。

警告

nタイヤ交換について

走行直後、ディスクホイールやブレー
キまわりなどにはふれないでください。
走行直後のディスクホイールやブレー
キまわりは高温になっているためタイ
ヤ交換などで手や足などがふれると、
やけどをするおそれがあります。

タイヤの取り付け

A



443

6

6-2. 簡単な点検・部品交換
お
手
入
れ
の
し
か
た

4 ガイドピンを取り外し、ホイール
ボルトを手順 3同様に軽く締め
付ける

5 車体を下げる

6 ホイールボルトレンチを使用し、
図の番号順でホイールボルトを
2、3度しっかり締め付ける

締め付けトルク：
140N・m（1428kgf・cm）

警告

nタイヤを取り付けるときは

次のことをお守りいただかないとホ
イールボルトがゆるみ、ホイールがは
ずれ落ち、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

lホイールとホイールボルトの接触面
は、嵌合するように設計されていま
す。工場出荷時に装着されたホイー
ルを使用する場合は、専用のレクサ
ス純正ホイールボルトを使用してく
ださい。
なおレクサス純正品であっても、他
車種および異なる年式・型式のホ
イールボルトは使用しないでくださ
い。また、工場出荷時に装着された
ホイールボルトがすべてのホイール
に適合するわけではありません。
工場出荷時に装着されたホイール以
外を取り付けるときは、ホイールの
購入先にお問い合わせください。

lホイールボルトとホイールの球面座

部 にオイルやグリースを塗らない

でください。
ホイールボルトを締めるときに必要
以上に締め付けられ、ホイールボル

トやホイールハブのめねじ が破損

したり、ディスクホイールが損傷す
るおそれがあります。
ホイールボルトを取り付けるときに、
オイルやグリースが付いている場合
はふき取ってください。

A

B
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知識

nタイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

l燃費の悪化

l乗り心地や操縦安定性の低下

l摩耗によるタイヤ寿命の低下

l安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、レクサス販売店でタイヤの点検を受
けてください。

nタイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことを
お守りください。

lタイヤが冷えているときに点検する

lタイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

l走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんの
で減圧しないでください。

l荷物を積んだり、多人数で乗車すると
きは荷重を不均等にかけないようにす
る

警告

lタイヤを交換したあとは、速やかに
締め付けトルクを確認してください。
お客様ご自身で締め付けトルクの確
認ができない場合は、レクサス販売
店で点検を受けてください。

lホイールボルトのねじ部やホイール
ハブのめねじ、ホイールのボルト穴
につぶれ、亀裂や錆びなどの異常が
ある場合は、レクサス販売店で点検
を受けてください。

nホイールボルトを締め付けるときは

ホイールボルトは過度に締め付けすぎ
ないでください。ホイールボルトやホ
イールハブのめねじが破損したり、
ディスクホイールが損傷する恐れがあ
ります。

nガイドピンについて

タイヤを交換するときは、ガイドピン
を使用してください。

また、ガイドピンは樹脂製のため 部

以外にホイールを載せたり、大きな負
荷をかけると破損するおそれがありま
す。

注意

nタイヤ・ホイール・バルブ／送信
機・バルブキャップの修理・交換

P.433

A

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持する
ために、タイヤの空気圧点検を月
に1 回以上実施してください。
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1 エンジンスイッチをOFFにする
2 グローブボックスを開け、仕切り
板をはずす（P.393）

3 パネルを取りはずす

4 フィルターカバーのロックをはず
し（ ）、ツメからフィルターカ

バーを抜き（ ）、フィルターカ
バーを取りはずす

警告

nタイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。
タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

l過度の摩耗

l偏摩耗

l操縦安定性の低下

lタイヤの過熱による破裂

lタイヤとホイールのあいだからの空
気漏れ

lホイールの変形、タイヤの損傷

l走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大
（路上障害物、道路のつなぎ目や段差
など）

注意

nタイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気が漏れ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあ
ります。

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただく
ために、エアコンフィルターを定
期的に交換してください。

交換するには

A

B
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5 フィルターケースを取りはずす

6 フィルターケースからフィルター
を取りはずし、新しいフィルター
と交換する

“  UP”マークの矢印が上を向くよ

うに取り付けます。

知識

nエアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは下記の時期を目安
に交換してください。

15000km［7500km※1］ごと、ただし

12ヶ月をこえないこと※2

※1大都市や寒冷地など、交通量や粉じん
の多い地区

※2芳香剤などの使用により脱臭寿命が著
しく低下する場合があります。エアコ
ンの臭いが気になりだしたらフィル
ターを交換してください。

nエアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますの

で、フィルターを交換してください。

nリヤエアコンフィルター★について

交換の際はレクサス販売店にご相談くだ
さい。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

注意

nエアコンを使用するときの注意

lフィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

lフィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。

nフィルターカバーの破損を防ぐため
に

lフィルターカバーのロックをはずす
ときに、フィルターカバーを矢印の
方向に動かす際は、ツメに無理な力
がかからないように注意してくださ
い。ツメが破損するおそれがありま
す。
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知識

n電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

lスマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレス機能が作動しない

l作動距離が短くなる

nカードキー★の電池交換が必要なときは

カードキーの電池交換はレクサス販売店
で実施してください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

l マイナスドライバー

l 小さいマイナスドライバー

l リチウム電池

･ CR2032（Aタイプ）

･ CR2450（Bタイプ）

知識

nリチウム電池CR2032、CR2450 の入
手

電池はレクサス販売店・時計店およびカ
メラ店などで購入できます。

 Aタイプ

1 メカニカルキーを抜く

2 カバーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 消耗した電池を取り出す

新しい電池は、＋極を上にして取り付け
ます。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新し
い電池に交換してください。
電池はご自身で交換できますが、
部品が破損するおそれがあるので、
レクサス販売店で交換することを
おすすめします。

事前に準備するもの

電池を交換するには
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 Bタイプ

1 メカニカルキーを抜く

2 カバーをはずす

3 バッテリーカバーをはずす

4 消耗した電池を取り出す

新しい電池は、＋極を上にして取り付け

ます。

警告

n電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

l誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。

l電子キーにはコイン電池もしくはボ
タン電池が使われています。電池を
飲み込むと、わずか 2時間で重度の
化学熱傷を引き起こし、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

l新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

lカバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、レクサス販
売店で点検を受けてください。

l誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。
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1 エンジンスイッチをOFFにする
2 ヒューズボックスを開ける

 エンジンルーム（1）

サービスカバーを取りはずし
（P.428）、ツメを押しながら、カ
バーを持ち上げる

 エンジンルーム（2）

エンジンルームカバーを取りはずし
（P.427）、ツメを押しながら、カ
バーを持ち上げる

警告

n電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

l同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

l極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

l電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。

注意

n電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりす
るおそれがあります。

n交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

lぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

l電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

l電極を曲げない

ヒューズの点検・交換

ランプがつかないときや電気系統
の装置が働かないときは、ヒュー
ズ切れが考えられます。ヒューズ
の点検を行ってください。

ヒューズの点検・交換をするに
は
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 運転席足元

ツメを押しながら、カバーを取りは
ずす

取りはずすときや、取り付けるとき
はツメを押してください。

 助手席足元

ツメを押しながら、カバーを取りは
ずす

取りはずすときや、取り付けるとき
はツメを押してください。

 トランク内

ラゲージマットを取りはずす
（P.397）

ツメを押しながら、カバーを持ち上
げる

3 ヒューズを引き抜く

ヒューズはずしでヒューズを引き抜くこ
とができます。
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4 ヒューズが切れていないか点検す
る

正常

ヒューズ切れ

ヒューズボックスの表示に従い、規定容
量のヒューズに交換します。

知識

nヒューズを交換したあとは

lカバーを取り付けるときは、ツメを
しっかり取り付けてください。

l交換してもランプ類が点灯しないとき
は、電球を交換してください。

l交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、レクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

nバッテリーからの回路に過剰な負荷が
かかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

警告

n車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

l規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

A

B

l必ずレクサス純正ヒューズか同等品
を使用してください。

lヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

注意

nヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、レクサス販売
店で点検を受けてください。
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知識

nLEDランプについて

すべてのランプは、数個の LEDで構成さ
れています。もし LEDがひとつでも点灯
しないときは、レクサス販売店で交換し
てください。

nレンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題
ありません。ただし、次のようなときは、
レクサス販売店にご相談ください。

lレンズ内側に大粒の水滴が付いている

lランプ内に水がたまっている

電球（バルブ）の交換

ランプが切れたときは、レクサス
販売店で交換してください。
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7-1. まず初めに

l 非常点滅灯（P.455）を点滅さ
せながら、車を路肩に寄せ停車す
る

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路
上駐車する場合、他車に知らせるため使
用します。

l 高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる

2 車両の 50m以上後方（ ）に発
炎筒（P.455）と停止表示板を
置くか、停止表示灯を使用する

l 見通しが悪い場合はさらに後方に
置いてください。

l 発炎筒は、燃料もれの際やトンネ
ル内では使用しないでください。

3 その後、ガードレールの外側など
に避難する

知識

n停止表示板・停止表示灯について

l高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板また
は停止表示灯の表示が、法律で義務付
けられています。

停止表示板

停止表示灯

l停止表示板のご購入については、レク
サス販売店にお問い合わせください。

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指示
に従ってください。

対処のしかた

A

A

B



455

7

7-1. まず初めに
万
一
の
場
合
に
は

スイッチを押す

すべての方向指示灯が点滅します。
もう一度押すと消灯します。

知識

n非常点滅灯について

lエンジン停止中に、非常点滅灯を長時
間使用すると、バッテリーがあがるお
それがあります。

lSRSエアバッグの作動時または後方か
ら強い衝撃を受けたときは、非常点滅
灯が自動で点滅します。
非常点滅灯スイッチを 2回押すか、約
20分経過すると消灯します。
（衝撃の度合いや事故の状況によっては
点滅しないことがあります。）

1 助手席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体を
逆さにして挿し込む

3 先端のフタを取り、すり薬 で
発炎筒の先端をこすり、着火させ
る

必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けな

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

事故などでやむを得ず路上駐車す
る場合、他車に知らせるために使
用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・事
故時に非常信号用として使用しま
す。
（トンネル内や可燃物の近くでは使
用しないでください）
発炎時間は約 5分です。非常点滅
灯と併用してください。

発炎筒を使うには

A
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いでください。

知識

n発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、レクサス販売店でお求めください。
有効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっかり
と踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトポジションをNにする

 シフトポジションがNになった場
合

3 減速後、車を安全な道路脇に停め
る

4 エンジンを停止する 

 シフトポジションがNにならない
場合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 エンジンスイッチを2秒以上押
し続けるか、素早く3回以上連
続で押してエンジンを停止する 

5 車を安全な道路脇に停める

警告

n発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。
煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

lトンネル内

lガソリンなど可燃物の近く

n発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

l使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

l発炎筒は、お子さまにさわらせない

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったとき
の非常時のみ、手順に従って車両
を停止させてください。

車を停止するには
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l ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。

l ドアを開けることができない場
合、パワーウィンドウスイッチで
ドアガラスを開けて避難経路を確
保してください。

l ドアガラスが開けられる場合、窓
から車外に出てください。

l 水没によりドアおよびドアガラス
を開けることができない場合、落
ち着いて車内外の水圧差がなくな
るまで車内が浸水するのを待って
からドアを開けて車外に出てくだ
さい。

車外の水位がドア高さの半分を超えると、
水圧で車内からドアを開けることができ
なくなります。

知識

n水位がフロアを超えると

水位がフロアを超えて時間が経過すると、
電気装置が損傷し、パワーウィンドウが
作動しなくなったり、エンジンが停止し、
車が移動できなくなるおそれがあります。

n緊急脱出用ハンマー※の使用について

この車両のフロントウインドウガラスと

警告

n走行中にやむを得ずエンジンを停止
するとき 

ハンドル操作が重くなるため、車のコ
ントロールがしにくくなり危険です。
エンジンを停止する前に、十分に減速
するようにしてください。 

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を走行
できるように設計されていません。
冠水路または冠水のおそれがある
道路は、走行しないでください。
車両が水没や漂流することが予想
される場合は、車内に留まると危
険です。落ち着いて次のように対
処してください。
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ドアガラスには合わせガラスが使用され
ております。合わせガラスは、緊急脱出

用ハンマー※で割ることができません。
※詳しくはレクサス販売店にお問い合わ
せください。

警告

n走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路
は、走行しないでください。車両が故
障して動かなくなり、水没や漂流から
死亡につながるおそれがあります。

車中泊が必要なときは

警告

車中泊としてお車をご利用になる場合
は、エコノミークラス症候群や熱中症、
一酸化炭素中毒などのリスクを伴うた
め十分注意してください。

l詳しい注意事項などを以下のURL で
確認することができます。

https://lexus.jp/news/bousai/#help_
book
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7-2. 緊急時の対処法

けん引について

けん引は、できるだけレクサス販
売店または専門業者にご依頼くだ
さい。

その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをおす
すめします。

やむを得ず他車にロープでけん引
してもらう場合は、車両積載車ま
での移動など、できるだけ短距離
にとどめてください。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nレッカー車でけん引するとき

FR 車

必ず 4輪とも持ち上げた状態で運搬し
てください。タイヤが地面に着いた状
態でけん引すると、駆動系部品が破損
したり、車の向きがかわり事故につな
がったりするおそれがあります。 

AWD車

4輪とも持ち上げた状態で運搬してく
ださい。タイヤが地面に着いた状態で
けん引すると、駆動系部品が破損した
り車が台車から飛び出したりするおそ
れがあります。 

n他車にけん引してもらうときの運転
について

lけん引フックやロープに過剰な負荷
をかける急発進などを避けてくださ
い。
けん引フックやロープが破損し、そ
の破片が周囲の人などにあたり、重
大な傷害を与えるおそれがあります。

l電子制御エアサスペンションの車高
調整機能が作動しないように、車高
制御をOFFにしてください。作動を
停止しないと車高が変わり、車両に
体が挟まれるなど思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。
（P.356）

lパーキングロックにより後輪が固定
され、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。次のことをしない
でください。

･ 運転席シートベルトを外し、運転席
のドアを開ける



460 7-2. 緊急時の対処法

次の場合は、パーキングロックによ
り後輪が固定されている可能性があ
るため、他車にロープでけん引して
もらうことはできません。レクサス
販売店または専門業者にご依頼くだ
さい。

l シフト制御システムに異常がある
とき（P.169, 478）

l エンジンイモビライザーシステム
に異常があるとき（P.59）

l スマートエントリー＆スタートシ
ステムに異常があるとき
（P.492）

l バッテリーがあがったとき
（P.494）

次の場合は、駆動系の故障が考えら
れるため、レクサス販売店または専
門業者へご連絡ください。

l エンジンはかかるが車が動かない

l 異常な音がする

警告

･ エンジンスイッチをOFF にする

nけん引フックを車両に取り付けると
き

指定の位置にしっかりと取り付けてく
ださい。
指定の位置にしっかり取り付けていな
いとけん引時にフックがはずれるおそ
れがあります。

注意

n車両の損傷を防ぐために

l他車にけん引してもらうときは次の
ことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない

･ 速度 30km/h 以下、距離は車両積載
車までの移動など、できるだけ短距
離にとどめる

･ 前進方向でけん引する

･ サスペンション部などにロープをか
けない

lこの車両で他車やボート（トレー
ラー）などをけん引しないでくださ
い。

n長い下り坂でけん引するときは

レッカー車で 4 輪とも持ち上げた状態
でけん引してください。
レッカー車でけん引しないと、ブレー
キが過熱し効きが悪くなるおそれがあ
ります。

n緊急用フックについて

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、装置の変形や車両
の損傷などにつながるおそれがありま
す。

lやむを得ない場合以外は使用しない
でください。

l緊急用フックで他車をけん引しない
でください。

他車によるけん引が不可能な状
況

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況
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 前向きにけん引するときは

台車を使用して後輪を持ち上げる

 うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

車両運搬車で輸送するときは、図の
場所で固縛する

鎖やケーブルなどを使用して車両を
固縛する場合は図に黒く示す角度が
45°になるように固縛する

他車にけん引してもらうときは、け

レッカー車でけん引するとき

注意

nレッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するとき

注意

n車両運搬車に車を固縛するとき

lケーブル等を過度に締め付けすぎな
いでください。車両の損傷につなが
るおそれがあります。

l電子制御エアサスペンションの車高
調整機能が作動しないように、車高
制御をOFFにしてください。固縛後
に車高が変わると、車両の損傷につ
ながるおそれがあります。
（P.356）

他車にけん引してもらうとき
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ん引フックを取り付ける必要があり
ます。手順に従って取り付けてくだ
さい。

1 トランク内のけん引フックを取り
出す（P.397）

けん引フック

2 マイナスドライバーを使ってフタ
をはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 けん引フックを穴に挿し込んでま
わし、軽く締める

4 プラスドライバーや金属の固い棒
などを使い確実に取り付ける

5 車体に傷が付かないようにロープ
をけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してくだ
さい。また、前進方向でけん引してくだ
さい。

6 ロープの中央に白い布を付ける

布の大きさ：
0.3m平方（30cm×30cm）以上

25m以内

5m以内

白い布

けん引方向

7 運転者はけん引される車両に乗
り、エンジンを始動する

エンジンが始動しないときは、エンジン
スイッチをイグニッションONモードに
してください。 

A

A

B

C

D
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8 けん引される車両のシフトポジ
ションをNにしてから、パーキ
ングブレーキを解除する

オートモードをOFF にしてください。
（P.178）

けん引中は、ロープがたるまないよう、
減速時なども前の車の速度に合わせてく
ださい。

知識

nけん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうときに
使うものであり、他車をけん引するため
のものではありません。

n他車にけん引してもらうときに

エンジンが停止しているとブレーキの効
きが悪くなったり、ハンドル操作が通常
より重くなったりします。 

nホイールボルトレンチについて

レクサス販売店で購入することができま
す。

n緊急用フックについて

雪の吹きだまりなどでスタックして走行
できなくなったとき、やむを得ず他車に
引っ張り出してもらうために使用するこ
とができます。他車をけん引することは
できません。

緊急用フック

n緊急用フックを取り付けるには

緊急用フックを取り付けるときは、手順
に従って取り付けてください。

1 トランク内のプラスドライバー、けん
引フックを取り出す

2 図に示す部分を手で押して隙間を作
り、マイナスドライバーを使ってフタ
をはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 けん引フックを穴に挿し込んでまわ
し、軽く締める

4 プラスドライバーや金属の固い棒など
を使い確実に取り付ける

A
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システムが作動したあと、エンジン
を始動するには、次の手順に従って
ください。

1 エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはOFFにする

2 エンジンを再始動する

フューエルポンプシャット
オフシステム

エンジン停止時および SRSエア
バッグ作動時は、フューエルポン
プシャットオフシステムが作動し、
燃料供給を停止し、燃料もれを最
小限に抑えます。

エンジンを始動するには

注意

nエンジンを始動する前に

車両下をよく確認してください。
地面に燃料もれを見つけた場合は、燃
料システムに損傷があり、修理する必
要があります。その場合はエンジンを
再始動しないでください。
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n ブレーキ警告灯（警告ブザー）

n ブレーキ警告灯（警告ブザー）

n 高水温警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

n 充電警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処して
ください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではありませ
ん。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、レクサス販売店で点検を受け
てください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

lブレーキ液の不足
lブレーキ系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。走行を続けると危険です。

ブレーキパッドの摩耗（右輪のみ検知）

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

lパーキングブレーキシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジン冷却水の高温異常

→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（P.501）に従ってく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。
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n 油圧警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

n エンジン警告灯（警告ブザー）

n SRSエアバッグ／プリテンショナー警告灯（警告ブザー）

n ポップアップフード警告灯（警告ブザー）

n ABS＆ブレーキアシスト警告灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

エンジンオイル圧力の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。

警告灯 警告内容・対処方法

lエンジンの異常
lエンジン電子制御システムの異常
l電子制御スロットルの異常
lトランスミッション電子制御システムの異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。

警告灯 警告内容・対処方法

lSRS エアバッグシステムの異常
lプリテンショナー付きシートベルトシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

ポップアップフードが作動した

→ ポップアップフードは、一度作動すると再使用できません。レク
サス販売店で交換してください。

ポップアップフードの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

lABSの異常
lブレーキアシストの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。
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n ペダル誤操作警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

n パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

n 燃料残量警告灯

n 運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると、警告ブザーが一
定時間断続的に鳴ります。

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
lブレーキオーバーライドシステムの異常
lドライブスタートコントロールの異常
lドライブスタートコントロール作動時

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

ブザーが鳴らなかった場合：

ブレーキオーバーライドシステム作動時

→ アクセルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでください。

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

（黄色）

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

燃料の残量が約 13L 以下になった

→ 燃料を補給する

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用

→ シートベルトを着用する
助手席乗員がいるときは、助手席乗員もシートベルトを着用して
ください。
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n リヤ席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※リヤ席シートベルト非着用警告ブザー：
リヤ席シートベルト非着用（いずれかのシートベルト脱着により、リヤ席シートベル
ト非着用警告灯が点灯している状態）のまま車速が一定以上になると、警告ブザーが
一定時間断続的に鳴ります。

n タイヤ空気圧警告灯（警告ブザー）

n Stop & Start キャンセル表示灯（警告ブザー）

n スリップ表示灯

警告灯 警告内容・対処方法

リヤ席シートベルトの非着用

→ シートベルトを着用する

警告灯 警告内容・対処方法

警告灯が点灯し、ブザーが鳴った場合：
l自然要因

→ タイヤが十分に冷えてから空気圧を確認し、適切な値に調整して
ください。

lタイヤのパンク

→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（P.471）に従ってく
ださい。

警告灯が約 1分間点滅したあとに点灯し、ブザーが鳴らなかった場
合：

タイヤ空気圧警報システムの異常

→ レクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

Stop & Start システムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

lVSC（ビークルスタビリティコントロール）システムの異常
lTRC（トラクションコントロール）システムの異常
lヒルスタートアシストコントロールシステムの異常
lDRS（ダイナミックリヤステアリング）システムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。
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n パーキングブレーキ表示灯（警告ブザー）

n ブレーキホールド作動表示灯（警告ブザー）

n クリアランスソナーOFF表示灯（警告ブザー）

n PCS警告灯（警告ブザー）

n LTA 表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

パーキングブレーキシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブレーキホールドシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

クリアランスソナーの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できない

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。（P.475）

警告灯 警告内容・対処方法

PCS（プリクラッシュセーフティ）の異常が考えられます。

→ ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従ってくださ
い。

プリクラッシュセーフティがOFF、または VSC（ビークルスタビリ
ティコントロール）システムが停止しているときも点灯します。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

LTA（レーントレーシングアシスト）の異常が考えられます。

→ ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従ってくださ
い。
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n LDA表示灯（警告ブザー）

n PDA表示灯（警告ブザー）

n AHB/AHS表示灯（警告ブザー）

n レーダークルーズコントロール表示灯（警告ブザー）

n クルーズコントロール表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

LDA（レーンディパーチャーアラート）の異常が考えられます。

→ ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従ってくださ
い。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

PDA（プロアクティブドライビングアシスト）の異常が考えられま
す。

→ ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従ってくださ
い。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

lAHB（オートマチックハイビーム）の異常が考えられます。
lAHS（アダプティブハイビームシステム）の異常が考えられます。

→ ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従ってくださ
い。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

レーダークルーズコントロールの異常が考えられます。

→ ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従ってくださ
い。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

クルーズコントロールの異常が考えられます。

→ ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従ってくださ
い。
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n 運転支援情報表示灯

知識

n警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

nシートベルト非着用警告灯の乗員検知
センサーの作動について

l助手席に乗員がいなくても、シートに
荷物などを置くと、センサーが重量を
検知して警告灯が点滅し、ブザーが鳴
ることがあります。

l助手席に座布団などを敷くと、セン
サーが乗員を検知せず警告灯が作動し
ないことがあります。

nパワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

バッテリーの充電が不十分な場合、また
は一時的に電圧が下がった場合に警告灯
が点灯し、警告ブザーが鳴ることがあり

ます。

nタイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

タイヤがパンクしていないか確認してく
ださい。

パンクしているときは：P.479, 488

パンクしていないときは：
エンジンスイッチをOFF にしたあとで再
度イグニッションONモードにして、タ
イヤ空気圧警告灯が点灯しているか点滅
しているかを確認してください。

タイヤ空気圧警告灯が約1分間点滅した
あとに点灯した場合

タイヤ空気圧警報システムに異常がある
おそれがあります。ただちにレクサス販
売店で点検を受けてください。

タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

1 タイヤが十分に冷えてから空気圧を確
認し、適切な値に調整する

2 数分たっても警告灯が消灯しない場合
は、タイヤ空気圧が適切な値であるこ

警告灯 警告内容・対処方法

次のシステムに異常が考えられます。
lPCS（プリクラッシュセーフティ）
lLDA（レーンディパーチャーアラート）
l後方車両への接近警報
l後方車両接近告知
lセカンダリーコリジョンブレーキ（停車中後突対応）

→ ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従ってくださ
い。

次のシステムのいずれかが異常、停止、または設定がOFFになって
います。
lPKSB（パーキングサポートブレーキ）
lRCD（リヤカメラディテクション）
lBSM（ブラインドスポットモニター）
lRCTA（リヤクロストラフィックアラート）
l安心降車アシスト

→ ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従ってくださ
い。
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とを確認し、タイヤ空気圧警報システ
ムの空気圧設定を行ってください。
（P.435）

空気圧設定を行ってから数分たっても警
告灯が消灯しない場合は、ただちにレク
サス販売店で点検を受けてください。

n自然要因によるタイヤ空気圧警報につ
いて

自然な空気もれ、外気温による空気圧の
変化など、自然要因によりタイヤ空気圧
警告灯が点灯することがあります。この
場合、タイヤ空気圧を適切な値に調整し
てください。数分後に警告灯が消灯しま
す。

nタイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれがある状況

P.433

警告

nABS 警告灯とブレーキ警告灯が同時
に点灯したときは

ただちに安全な場所に停車し、レクサ
ス販売店にご連絡ください。
ABS またはブレーキアシストシステム
に異常が発生しているだけでなく、強
めのブレーキの際に車両が不安定にな
るおそれがあり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

nパワーステアリング警告灯が点灯し
たときは

黄色に点灯したときは操作力補助が制
限され、赤色に点灯したときは操作力
補助がなくなるため、ハンドル操作が
非常に重くなることがあります。
ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。

nタイヤ空気圧警告灯が点灯した場合
（タイヤパンク応急修理キット装着
車）

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

lできる限り速やかに安全な場所に停
車し、タイヤ空気圧を調整してくだ
さい。

lタイヤ空気圧を調整したあとも警告
灯が点灯する場合は、タイヤがパン
クしている可能性があります。タイ
ヤを確認し、パンクしている場合は
タイヤパンク応急修理キットで応急
修理し、最寄りのレクサス販売店で
タイヤを修理してください。

l急ハンドル・急ブレーキを避けてく
ださい。
タイヤの状態が悪化すると、ハンド
ル操作やブレーキが効かなくなるお
それがあります。

nタイヤ空気圧警告灯が点灯した場合
（ランフラットタイヤ装着車）

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

l周囲の交通状況にあわせ、できるだ
け速やかに減速し、80km/h をこえ
ない速度で走行してください。

lただちにタイヤ空気圧を確認・調整
してください。

lタイヤ空気圧を調整したあとも警告
灯が点灯する場合は、タイヤがパン
クしている可能性があります。最寄
りのレクサス販売店でタイヤを交換
してください。
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知識

n警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

n警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

n“エンジンオイル量不足 補充するか、
交換してください”が表示されたとき
は

エンジンオイルが不足しているときに
メッセージが表示されます。エンジンオ
イル量を点検し、オイルを補給してくだ
さい。

また、傾斜路などに停車したときに表示
される場合があります。水平な路面に移
動し、メッセージが表示されるか確認し

警告

l急ハンドル・急ブレーキを避けてく
ださい。
タイヤの状態が悪化すると、ハンド
ル操作やブレーキが効かなくなるお
それがあります。

nタイヤの破裂、突然の空気もれが発
生した場合

急激にタイヤ空気圧が低下した場合は、
タイヤ空気圧警報システムによる警報
ができない場合があります。

注意

nタイヤ空気圧警報システムについて

l純正ホイール以外を使用した場合、
バルブ／送信機から発信する電波の
飛び方がかわり、システムが正常に
作動しないことがあります。

l構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用しない
でください。タイヤ空気圧警報シス
テムが正常に作動しないことがあり
ます。

lタイヤ空気圧警告灯の点灯および点
滅は、空気圧設定（P.435）では
解除できません。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディス
プレイには、システムの故障や
誤った操作をしたときの警告、メ
ンテナンスが必要であることをお
知らせするメッセージが表示され
ます。メッセージが表示されたと
きは、メッセージの内容に従って
対処してください。
処置後に再度メッセージが表示さ
れたときは、レクサス販売店へご
連絡ください。
また、メッセージと同時に専用警
告灯が点灯・点滅する場合があり
ます。その際は、各警告灯が点
灯・点滅したときの対処方法
（P.465）に従ってください。
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てください。

n“エンジン停止のため ハンドルが 重く
なります”が表示されたときは

走行中にエンジンが停止したときにメッ
セージが表示されます。

ハンドル操作が通常より重いときは、ハ
ンドルをしっかりと持ち、通常より強く
操作してください。

n“暖機運転中 最高速度110km/h”が
表示されたときは

暖機運転中のため、最高速度が 110km/h
に制限されているときにメッセージが表
示されます。暖機運転が終了するまでは
110km/h 未満で走行してください。

n“バッテリー保護のため 自動で電源を 
OFF しました”が表示されたときは

自動電源OFF 機能が作動したときにメッ
セージが表示されます。次回エンジン始
動時にエンジン回転数を少し高めにして
約 5分間その回転数を保持し、バッテ
リーを充電してください。

n“ヘッドランプシステム故障 販売店で
点検してください”が表示されたとき
は

次のシステムに異常があるおそれがあり
ます。ただちにレクサス販売店で点検を
受けてください。

lLEDヘッドランプ

lヘッドランプオートレベリングシステ
ム

lAHS（アダプティブハイビームシステ
ム）

lAHB（オートマチックハイビーム）

lマルチウェザーライト

n“機能故障 販売店で点検”が表示され
たときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

l  PCS（プリクラッシュセーフティ）

l  LDA（レーンディパーチャーア

ラート）

l  LTA（レーントレーシングアシス

ト）

l  LCA（レーンチェンジアシスト）

l  AHB（オートマチックハイビーム）

l  AHS（アダプティブハイビームシ

ステム）

l  レーダークルーズコントロール

l  RSA（ロードサインアシスト）

l  発進遅れ告知

l  PDA（プロアクティブドライビン

グアシスト）

l  BSM（ブラインドスポットモニ

ター）

l  RCTA（リヤクロストラフィックア

ラート）

l  後方車両への接近警報

l  安心降車アシスト

l  後方車両接近告知

l  周辺車両接近時サポート

l  セカンダリーコリジョンブレーキ

（停車中後突対応）

l  クリアランスソナー

l  PKSB（パーキングサポートブレー

キ）
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l  RCD（リアカメラディテクション）

すみやかにレクサス販売店で点検を受け
てください。

n“機能停止 取扱書を確認”が表示され
たときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

画面に表示されているアイコンを確認し
て、次の対処法に従ってください。

l  PCS（プリクラッシュセーフティ）

l  LDA（レーンディパーチャーア

ラート）

l  LTA（レーントレーシングアシス

ト）

l  LCA（レーンチェンジアシスト）

l  AHB（オートマチックハイビーム）

l  AHS（アダプティブハイビームシ

ステム）

l  レーダークルーズコントロール

l  RSA（ロードサインアシスト）

l  発進遅れ告知

l  PDA（プロアクティブドライビン

グアシスト）

l  BSM（ブラインドスポットモニ

ター）

l  RCTA（リヤクロストラフィックア

ラート）

l  後方車両への接近警報

l  安心降車アシスト

l  後方車両接近告知

l  周辺車両接近時サポート

l  セカンダリーコリジョンブレーキ

（停車中後突対応）

l  クリアランスソナー

l  PKSB（パーキングサポートブレー

キ）

l  RCD（リアカメラディテクション）

･ Lexus Safety System+ で使用するセン
サーに付着物がないか確認し、あった
場合には取り除いてください。
（P.198）

･ トランクが開いていないか確認してく
ださい。

･ センサーが正しく作動しなくなる状況
を確認し、該当する場合は改善してく
ださい。（201, P.271, 295, 278, 
284, 273, 276, 280, 288, 299）

･ センサー周辺のリヤバンパーに付着物
がないか確認し、ある場合は取り除い
てください。（P.268）

･ センサーとカメラに付着物がないか確
認し、ある場合には取り除いてくださ
い。(P.285, 332)

･ 地図情報取得の妨げとなる製品を取り
付けている場合は取り除いてください。
(例：TVキャンセラーなど )

･ センサーが正しく作動しなくなる状況
が解決すると、表示が消える場合があ
ります。

n“機能停止 前方カメラ視界不良 取扱書
を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

l  PCS（プリクラッシュセーフティ）
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l  LDA（レーンディパーチャーア

ラート）

l  LTA（レーントレーシングアシス

ト）

l  LCA（レーンチェンジアシスト）

l  AHB（オートマチックハイビーム）

l  AHS（アダプティブハイビームシ

ステム）

l  レーダークルーズコントロール

l  RSA（ロードサインアシスト）

l  発進遅れ告知

l  PDA（プロアクティブドライビン

グアシスト）

次の対処法に従ってください。

･ ワイパー機能を使って、フロントウイ
ンドウガラスの汚れや付着物を取り除
く。

･ エアコン機能を使って、フロントウィ
ンドウガラスの曇りを取り除く。

･ ボンネットを閉じる、またはステッ
カーを剥がすなど、カメラの視界を遮
らないようにする。

n“機能停止 前方カメラ作動温度範囲外 
常温までお待ちください”が表示され
たときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

l  PCS（プリクラッシュセーフティ）

l  LDA（レーンディパーチャーア

ラート）

l  LTA（レーントレーシングアシス

ト）

l  LCA（レーンチェンジアシスト）

l  AHB（オートマチックハイビーム）

l  AHS（アダプティブハイビームシ

ステム）

l  レーダークルーズコントロール

l  RSA（ロードサインアシスト）

l  発進遅れ告知

l  PDA（プロアクティブドライビン

グアシスト）

次の対処法に従ってください。

･ 炎天下での駐車時など、前方カメラが
高温のときは、エアコンでカメラ周辺
の温度を下げる

･ 特に駐車時に太陽光を反射するサン
シェードなどをフロントウインドウガ
ラスに使用すると前方カメラが高温に
なりやすくなります

･ 極寒での駐車時など、前方カメラが低
温の時は、エアコンで前方カメラ周辺
の温度を上げる

n“機能停止 前方レーダー汚れ 汚れを除
去してください”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

l  PCS（プリクラッシュセーフティ）

l  LTA（レーントレーシングアシス

ト）

l  LCA（レーンチェンジアシスト）

l  レーダークルーズコントロール

l  発進遅れ告知

l  PDA（プロアクティブドライビン
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グアシスト）

次の対処法に従ってください。

･ レーダーおよびレーダー専用カバーに
付着物がないか確認し、あった場合に
は取り除いてください。（P.199）

･ 砂漠・草原・郊外などの、周辺車両や
構造物が少ない広々とした地域を走行
すると表示される場合があります。車
両周辺に構造物や車両などが存在する
場所まで走行すると、表示が消える場
合があります。

n“機能停止 前方レーダー作動温度範囲
外 常温までお待ちください”が表示さ
れたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

l  PCS（プリクラッシュセーフティ）

l  LTA（レーントレーシングアシス

ト）

l  LCA（レーンチェンジアシスト）

l  レーダークルーズコントロール

l  発進遅れ告知

l  PDA（プロアクティブドライビン

グアシスト）

レーダー周辺の温度が作動条件外です。
適切な温度になるまでお待ちください。

n“機能停止 前方レーダー向き調整中 取
扱書を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

l  PCS（プリクラッシュセーフティ）

l  LTA（レーントレーシングアシス

ト）

l  LCA（レーンチェンジアシスト）

l  レーダークルーズコントロール

l  発進遅れ告知

l  PDA（プロアクティブドライビン

グアシスト）

次の対処法に従ってください。

･ レーダーおよびレーダー専用カバーに
付着物がないか確認し、あった場合に
は取り除いてください。（P.199）

･ レーダの向きがずれている可能性があ
り、レーダーが走行中に自動で再調整
しています。しばらく走行を続けてく
ださい。

n“条件を満たしていないため 開始でき
ません 取扱書を確認”が表示されたと
きは

 LCA の作動条件を満たしていないた

め使用できません。（P.225）

すべての作動条件を満たしているときに、
再度方向指示レバーを操作してください。

n“クルーズコントロール 使用できませ
ん 取扱書を確認してください”が表示
されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

lレーダークルーズコントロール

lクルーズコントロール 

走行支援スイッチを短時間に繰り返し操
作したときにメッセージが表示されるこ
とがあります。

走行支援スイッチを短く確実に押してく
ださい。
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n“ドライバーモニター作動温度範囲外 
常温までお待ちください”が表示され
たときは

次のシステムが停止しています。

lドライバーモニター

lアドバンスト ドライブ（渋滞時支援）

ドライバーモニターカメラの温度が作動
条件外です。適切な温度になるまでお待
ちください。

n“ドライバーモニター使用できません 
取扱書確認ください”が表示されたと
きは

ドライバーモニターカメラのレンズが汚
れている可能性があります。

レンズを傷付けないよう乾いたやわらか
い布で汚れをふき取ってください。

n“ソナーに水滴、雪等が 付着していま
す”が表示されたときは

クリアランスソナーのセンサーに水滴、
氷・雪・泥などが付着していることが考
えられます。この場合はセンサーの水滴、
氷・雪・泥などを取り除けば、正常に復
帰します。

また、低温時にはセンサーの凍結などに
より異常表示が出たり、静止物があって
も検知しないことがあります。氷が解け
れば、正常に復帰します。

汚れているセンサーの位置はディスプレ
イ上に表示されます。

水滴・氷・雪・泥がないのに異常表示が
出ている場合は、センサーの異常が考え
られますので、レクサス販売店で点検を
受けてください。

n“機能停止 周辺監視用カメラ視界不良 
取扱書を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

l  RCD（リヤカメラディテクション）

l  PKSB（パーキングサポートブレー

キ）

後方カメラの汚れや付着物を取り除いて
ください。

n“シフトシステム故障 シフト切りかえ
不可 安全な場所まで走行し 停車”ま
たは“シフトシステム故障 走行を継続
できません”が表示されたときは

シフト制御システムが故障しています。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

nシフト操作に関するメッセージが表示
されたときは

誤ったシフトポジションの選択や、停車
中の意図せぬ車両の動き出しなどを防止
するため、自動的にシフトポジションが
切りかわったり、シフトレバーの操作が
指示されたりすることがあります。その
場合は、画面の指示に従ってシフトポジ
ションを変更してください。

n販売店での点検をうながすメッセージ
が表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシス
テム、または部位などに問題が発生して
います。すみやかにレクサス販売店で点
検を受けてください。

n取扱書の確認をうながすメッセージが
表示されたときは

l次のメッセージが表示されたときは、
対処方法に従ってください。
･ “エンジン冷却水高温”（P.501）
･ “バッテリ充電不足”（P.494）
･ “AT オイル高温”（P.171）
･ “トランスミッション オイル 高温”
（P.171）

l次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。
･ “スマートエントリー＆ スタートシス
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テム故障”
･ “シフトシステム故障 駐車時は パー
キングブレーキ をかけ 取扱書確認”

･ “Pスイッチ故障 駐車時は パーキング
ブレーキ をかけ 取扱書確認”

･ “シフトシステム不作動 駐車時 パー
キングブレーキ をかけ 取扱書確認”

･ “シフトシステム故障 取扱書確認”
･ “シフトシステム故障 安全な場所に停
車して 取扱書確認”

･ “バッテリ充電不足 シフト切りかえ 
できません 取扱書確認”

l次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ
ちに安全な場所に停車し、レクサス販
売店へ連絡してください。走行を続け
ると危険です。

･ “故障のためブレーキ力が低下”
･ “ブレーキ力が低下”
･ “補機バッテリ－充電 システム故障”
･ “エンジン油圧不足”

l 地面が固く平らで安全な場所に移
動する

l パーキングブレーキをかける

l シフトポジションをPにする

パンクしたときは（タイヤ
パンク応急修理キット装着
車）

お客様の車には、スペアタイヤが
搭載されていません。タイヤがパ
ンクしたときは、タイヤパンク応
急修理キットで応急修理すること
ができます。釘やネジなどが刺
さった程度の軽度なパンクを応急
修理できます。（パンク補修液1
本につき、応急修理できるタイヤ
は1本です）

タイヤパンク応急修理キットで応
急修理したタイヤの修理・交換に
ついては、レクサス販売店にご相
談ください。

警告

nパンクしたままの走行について

タイヤがパンクした状態で走行を続け
ないでください。

l短い距離の運転でも、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

l短い距離でもパンクしたタイヤで走
行すると、タイヤおよびホイールが
損傷し修理できなくなります。パン
クした状態で走行を続けると、タイ
ヤ側面に円周状の溝ができる場合が
あります。この状態で応急修理キッ
トを使用すると、タイヤが破裂する
危険があります。

応急修理する前に
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l 車高制御をOFFにする
（P.356）

l エンジンを停止する

l 非常点滅灯を点滅させる
（P.455）

l タイヤの損傷程度を確認する

釘やネジなどが刺さっている場合の
み、タイヤを応急修理してください。
･ タイヤに刺さっている釘やネジな
どは抜かないでください。抜いて
しまうと穴が大きくなりすぎ、応
急修理ができなくなることがあり
ます。

･ パンク補修液がもれないようにす
るため、パンク箇所が分かってい
る場合は、パンク箇所が上になる
ように車両を移動してください。

知識

n応急修理キットで修理できないパンク

次の場合は、応急修理キットでは応急修
理できません。レクサス販売店にご連絡
ください。

lタイヤ空気圧が不十分な状態で走行し
てタイヤが損傷しているとき

lタイヤ側面など、接地面以外に穴や損
傷があるとき

lタイヤがホイールから明らかにはずれ
ているとき

lタイヤに4mm以上の切り傷や刺し傷が

あるとき

lホイールが破損しているとき

l2本以上のタイヤがパンクしているとき

l1本のタイヤに2箇所以上の切り傷や刺
し傷があるとき

l補修液の有効期限がきれているとき

搭載位置：P.399

 ボトル

注意

n応急修理をするときは

lタイヤに刺さった釘やネジを取り除
かずに応急修理を行ってください。
取り除いてしまうと、応急修理キッ
トでは応急修理ができなくなる場合
があります。

l応急修理キットに防水機能はありま
せん。降雨時などは、水がかからな
いようにして使用してください。

l砂地などの砂ぼこりの多い場所に直
接置いて使用しないでください。砂
ぼこりなどを吸い込むと、故障の原
因になります。

l応急修理キットは倒れた状態では正
常に作動しません。必ず立ててご使
用ください。

タイヤパンク応急修理キットの
内容／各部の名称
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速度制限ラベル

 コンプレッサー

空気圧計

電源スイッチ

電源プラグ

ホース

空気逃がしキャップ

知識

n応急修理キットについて

lパンク補修液には有効期限があります。
有効期限はボトルに表示されています。
有効期限が切れる前に交換してくださ
い。交換については、レクサス販売店
にご相談ください。

l応急修理キットのパンク補修液は、1本
のタイヤを一度だけ応急修理できます。
使用したパンク補修液の交換は、レク
サス販売店にご相談ください。コンプ
レッサーは、くり返し使用できます。

l外気温度が－30℃～60℃のときに使用
できます。

l応急修理キット搭載車両の装着タイヤ
専用です。指定タイヤサイズ以外のタ
イヤや、他の用途には使用しないでく

ださい。

lパンク補修液が衣服に付着すると、シ
ミになる場合があります。

lパンク補修液がホイールやボデーに付
着した場合、放置すると取れなくなる
おそれがあります。ぬれた布などです
みやかにふき取ってください。

l応急修理キット作動中は、大きな音が
しますが故障ではありません。

lタイヤ空気圧の点検や調整には使用し
ないでください。

n応急修理キットの点検について

lパンク補修液の有効期限の確認は定期
的に行ってください。有効期限はボト
ルに表示されています。

l有効期限が切れたパンク補修液は使用
しないでください。応急修理キットに
よる修理が正常にできない場合があり
ます。

l有効期限が切れる前に交換してくださ
い。交換については、レクサス販売店
にご相談ください。

A

A

B

C

D

E

警告

n応急修理キットについて

l応急修理キットは指定の位置に収納
してください。
急ブレーキ時などに応急修理キット
が飛び出したりして破損したり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

l応急修理キットはお客様の車専用で
す。他の車には使わないでください。
他の車に使うと思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

l指定タイヤサイズ以外のタイヤや他
の用途には使用しないでください。
応急修理が完全に行われないおそれ
があります。
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1 応急修理キットをケースから取り
出す

ボトルに同封されているラベルは指定の
位置へ貼り付けます。（手順 10へ）

2 コンプレッサーからホースを取り
はずし、電源プラグを取り出す

3 ボトルをコンプレッサーに接続す
る

図のように、ボトルをまっすぐコンプ
レッサーに挿入・接続し、ボトルのツメ
が穴に隠れていることを確認してくださ

警告

nパンク補修液について

l誤って飲み込むと健康に害がありま
す。その場合はできるだけたくさん
の水を飲み、ただちに医師の診察を
受けてください。

lもし目に入ったり、皮膚に付着した
りした場合には、水でよく洗い流し
てください。それでも異常を感じた
ときは、医師の診察を受けてくださ
い。

注意

n応急修理キットについて

l応急修理キットはDC12V専用です。
他の電源での使用はできません。

l応急修理キットにガソリンがかかる
と、劣化するおそれがあります。ガ
ソリンがかからないようにしてくだ
さい。

l砂ぼこりや水を避けるため、応急修
理キットはケースに収納してくださ
い。

l応急修理キットは指定の位置に収納
し、お子さまが誤って手をふれない
ようご注意ください。

l分解・改造などは絶対にしないでく
ださい。また、圧力計などに衝撃を
与えないでください。故障の原因に
なります。

応急修理をするには
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い。

4 ホースをボトルに取り付ける

図のように、ボトルにホースがしっかり
接続しているか確認してください。

5 パンクしたタイヤのバルブからバ
ルブキャップを取りはずす

6 ホースをのばし空気逃がしキャッ
プを取りはずす

空気逃がしキャップは再度使用するため、
なくさないように保管してください。

7 ホースをパンクしたタイヤのバル
ブに接続する

ホース先端を時計まわりにまわしてしっ
かりと最後までねじ込みます。



484 7-2. 緊急時の対処法

8 コンプレッサーのスイッチが
OFFであることを確認する

9 コンプレッサーの電源プラグをア
クセサリーソケットに挿し込む
（P.410）

10運転席から見やすい位置に、付属
のラベルを貼り付ける

11タイヤの指定空気圧を確認する

運転席側のタイヤ空気圧ラベルで確認す

ることができます。（P.429）

12エンジンを始動する
13コンプレッサーのスイッチをON
にし、パンク補修液と空気を充填
する
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14空気圧が指定空気圧になるまで空
気を充填する

一時的に空気圧計が 300～

400kPa（3.0 ～ 4.0kg/cm2）
まで上昇し、徐々に減少します。

スイッチをONにしてから約 1
～ 5分程度で実際の空気圧にな
ります。

空気圧を確認するときは、コンプレッ
サーのスイッチをOFFにしてください。
空気の入れすぎに注意して、指定空気圧
になるまで充填・確認をくり返してくだ
さい。

充填までに必要な時間は約5～ 20分で
す（外気温により異なります）。25分以
上充填しても指定空気圧にならない場合
は、応急修理できません。コンプレッ
サーのスイッチをOFFにして、レクサ
ス販売店にご連絡ください。

空気を入れすぎたときは、指定空気圧に
なるまで空気を抜いてください。
（P.486, 509）

15コンプレッサーのスイッチが
OFFであることを確認した上で、
アクセサリーソケットから電源プ
ラグを抜き、タイヤのバルブから
ホースを取りはずす

ホースを取りはずすときにパンク補修液
がもれる可能性があります。

16バルブキャップを応急修理したタ
イヤのバルブに取り付ける

17ホース先端に空気逃がしキャップ
を取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないとパ
ンク補修液がもれ、車や衣服などが汚れ
る可能性があります。

18いったん、ボトルとコンプレッ
サーを接続したままトランクに収
納する

19タイヤ内のパンク補修液を均等に
広げるために、ただちに約 5km、
速度80km/h 以下で安全に走行
する

20走行後、平坦な場所に停車して再
度、応急修理キットを接続する

ホースを接続する前に、空気逃がし

A

B
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キャップを取りはずしてください。

21コンプレッサーのスイッチを数秒
間ONにしてから再度OFFし、
空気圧を確認する

空気圧が130kpa（1.3kg/cm2）
未満の場合：応急修理できませ
ん。レクサス販売店にご連絡くだ
さい。

空気圧が130kpa（1.3kg/cm2）
以上、指定空気圧未満の場合：手
順 22へ

空気圧が指定空気圧（P.509）
の場合：手順 23へ

22コンプレッサーのスイッチをON
にして指定空気圧まで空気を充填
し、再度約5km走行後にあらた
めて手順 20から実施する

23ボトルのホース先端に空気逃がし
キャップを取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないとパ
ンク補修液がもれ、車や衣服などが汚れ

る可能性があります。

24ボトルとコンプレッサーを接続し
たままトランクに収納する

25急ブレーキ・急加速・急ハンドル
を避け、走行距離が約 100km以
内、80km/h 以下の速度で、レク
サス販売店まで慎重に運転する

タイヤの修理・交換、応急修理キットの
処理についてはレクサス販売店にご相談
ください。

レクサス販売店でタイヤを修理・交換す
るときに、パンク補修液注入済みである
ことを必ずお伝えください。

知識

n応急修理キットを使用したときは

l空気圧が正確に計測できなくなること
があります。できるだけ早くレクサス
販売店で点検を受け、空気圧バルブ／
送信機を交換してください。

lタイヤの指定空気圧に達していても、
タイヤ空気圧警告灯が点灯する可能性
があります。

n空気を入れすぎてしまったときは

1 タイヤからホースを取りはずす

A

B

C
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2 ホース先端に空気逃がしキャップを取
り付け、キャップの突起部をタイヤの
バルブに押しあてて空気を抜く

3 ホースから空気逃がしキャップを取り
はずし、ホースを再接続する

4 コンプレッサーのスイッチを数秒間
ONにし、OFFにしてから空気圧計を
確認する

指定空気圧より低いときは、再度、コン
プレッサーのスイッチをONにし、指定
空気圧になるまで空気を充填してくださ
い。

n補修液を廃棄するときは

補修液には環境に有害な物質が含まれて
います。補修液のボトル、および補修液
の廃棄が必要な際は、レクサス販売店、
または都道府県知事の許可を受けた、専
門の廃棄物処理業者に処理をご依頼くだ
さい。

警告

nパンクしたタイヤを応急修理すると
きは

l車両を安全で平坦な場所に停止させ
てください。

l走行直後、ホイールやブレーキまわ
りなどにはふれないでください。
走行直後のホイールやブレーキまわ
りは高温になっている可能性がある
ため手や足などがふれると、やけど
をするおそれがあります。

lタイヤを車両に取り付けた状態で、
バルブとホースをしっかりと接続し
てください。

l接続が不十分な場合、空気がもれた
り、パンク補修液が飛散したりする
おそれがあります。

l空気充填中にホースがはずれると、
圧力でホースが暴れ大変危険です。

l空気充填後は、ホースを取りはずす
ときや空気を抜くときにパンク補修
液が飛散する場合があります。

l作業手順に従って応急修理を行って
ください。
手順どおりに行わないとパンク補修
液が噴出する場合があります。

l破裂の危険があるので、応急修理
キットの作動中は補修中のタイヤか
ら離れてください。タイヤに亀裂や
変形が発生している場合、ただちに
コンプレッサーのスイッチをOFFに
し、修理を中止してください。

l応急修理キットは、長時間作動させ
るとオーバーヒートする可能性があ
ります。40分以上連続で作動させな
いでください。

l応急修理キットが作動すると部分的
に熱くなります。使用中または使用
後の取り扱いには注意してください。
ボトルとコンプレッサー接続箇所付
近の金属部分は特に熱くなるのでふ
れないでください。

l速度制限シールは指定位置以外に貼
らないでください。ハンドルのパッ
ド部分などの SRSエアバッグ展開部
に貼ると、SRS エアバッグが正常に
作動しなくなるおそれがあります。
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ランフラットタイヤがパンクしたと
きは、次の点に注意して走行し、最
寄りのレクサス販売店でタイヤを交
換してください。

l 80km/h 以下で走行する

l 急ハンドル・急ブレーキを避ける

l タイヤサイズが XXX/XXRXX のタ
イヤ：80km以上走行しない
タイヤサイズが XXX/XXRFXX の
タイヤ：160km以上走行しない

ランフラットタイヤには、タイヤの側壁

に または マークが付いてい

ます。

警告

n補修液を均等に広げるための運転に
ついて

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、車両のコントロー
ルが不能となり、重大な傷害を受けた
り、最悪の場合死亡事故につながるお
それがあります。

l低速で慎重に運転してください。特
にカーブや旋回時には注意してくだ
さい。

l車がまっすぐ走行しなかったり、ハ
ンドルをとられたりする場合は、停
車し、次のことを確認してください。

･ タイヤを確認してください。タイヤ
がホイールからはずれている可能性
があります。

･ 空気圧を確認してください。

130kPa（1.3kg/cm2）未満の場合
は、タイヤが大きなダメージを受け
ている可能性があります。

パンクしたときは（ランフ
ラットタイヤ装着車）

お客様の車には、スペアタイヤが
搭載されていません。ランフラッ
トタイヤは、パンクした場合でも
しばらくは走行可能です。パンク
したときは、なるべく速度を落と
し、慎重に運転してください。（タ
イヤについての詳しい説明は
P.429 を参照してください）

ランフラットタイヤ
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知識

n高温時などは

タイヤサイズが XXX/XXRXX のタイヤ：
80kmまで走行できない場合があります。

タイヤサイズが XXX/XXRFXX のタイヤ：
160kmまで走行できない場合がありま
す。

nランフラットタイヤについて

P.431

次の原因が考えられます。

l 燃料が入っていない可能性があり
ます。
給油してください。

l 燃料を吸い込みすぎている可能性
があります。
再度、正しい手順（P.167）に
従って、エンジンをかけてくださ
い。

l エンジンイモビライザーシステム
に異常がある可能性があります。
（P.59）

l シフト制御システムに異常がある

可能性があります。※（P.170, 
478）

※シフトポジションを Pから切りかえる
ことができない可能性があります。

次の原因が考えられます。

l バッテリーあがりの可能性があり

注意

nタイヤを交換するときは

最寄りのレクサス販売店で交換してく
ださい。タイヤ交換の際、交換手順を
誤るとタイヤ空気圧警報用のバルブと
送信機が損傷するおそれがあります。

n段差を乗りこえるときは

タイヤがパンクしているときは、通常
にくらべ車高が低くなっているので、
注意してください。

n液体のパンク補修剤の使用禁止

お使いになると、空気圧バルブ／送信
機が損傷するおそれがあります。

nパンクしたタイヤの再利用禁止

パンクしたタイヤを補修して使用しな
いでください。

n自動洗車機の使用禁止

タイヤがパンクした状態では、車が洗
車機に引っかかり、損傷するおそれが
あるため自動洗車機を使用しないでく
ださい。

エンジンがかからないとき
は

正しいエンジンのかけ方
（P.167）に従っても、エンジン
がかからないときは、次の状況の
中であてはまるものを確認し、適
切に対処してください。

スターターは正常にまわってい
るのにエンジンがかからない場
合

スターターがゆっくりまわる／
室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合
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ます。（P.494）

l バッテリーのターミナルがゆるん
でいる可能性があります。
（P.424）

電子キーの電池切れやヒューズ切れ
など、電気系統異常の可能性があり
ます。異常の種類によっては、エン
ジンを一時的な処置でかけることが
できます。（P.490）

次の原因が考えられます。

l バッテリーのターミナルがはずれ
ている可能性があります。
（P.424）

l バッテリーあがりの可能性があり
ます。（P.494）

対処の方法がわからないとき、あるいは
対処をしてもエンジンがかからないとき
は、レクサス販売店にご連絡ください。

通常のエンジン始動操作でエンジン
が始動しないときは、次の手順でエ
ンジンが始動する場合があります。
緊急時以外は、この方法で始動させ
ないでください。

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認するため、パーキン
グブレーキスイッチを押す
（P.178）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 エンジンスイッチをアクセサリー
モード※1にする※2

3 ブレーキペダルをしっかり踏んで
エンジンスイッチを約15秒以上
押し続ける

上記の方法でエンジンが始動しても、シ
ステムの故障が考えられます。ただちに
レクサス販売店で点検を受けてください。
※1カスタマイズメニューからアクセサ
リーモードカスタマイズのON/OFF
を切りかえることができます。

※2アクセサリーモードがない場合は、エ
ンジンスイッチをイグニッションON
モードにしたあとにエンジンスイッチ
をOFFにして、5 秒以内に次の手順
を実施してください。

スターターがまわらない場合

スターターがまわらない／室内
灯・ヘッドランプが点灯しない
／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について
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トランク内のカバーを取りはずし、
レバーを引きます。

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻され
たキーナンバーと残りのメカニカ
ルキーから、レクサス販売店でレ
クサス純正品の新しいメカニカル
キーを作ることができます。

キーナンバープレートは車の中以
外の安全な場所（財布の中など）
に保管してください。

注意

n電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーと
カードキーをすべてお持ちの上、ただ
ちにレクサス販売店にご相談ください。

給油扉が開かないときは

給油扉オープナースイッチを押し
ても給油扉が開かないときは、次
の手順で給油扉を開けることがで
きます。

給油扉を開くには
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知識

n電子キーが正常に働かないときは

lセンターディスプレイまたはレクサス
販売店でスマートエントリー＆スター
トシステムの設定を確認し、非作動に
なっている場合には、作動可能に設定
変更してください。

l電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。
設定されている場合は解除してくださ
い。（P.112）

l電子キーの機能が停止している可能性
があります。（P.91）

n ドアを解錠するには

電子キーに内蔵されているメカニカ

ルキーを使います。（P.93）

1 運転席側のドアハンドルを引いた
まま、メカニカルキーを挿し込む

2 キーを回してドアを解錠する

3 メカニカルキーを抜いてドアハン
ドルを元に戻したあと、再度ドア
ハンドルを引く

n ドアを施錠するには

1 ドアを開けた状態でドアロックボ
タンを押し下げる

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさまた
げられたり（P.113）、電子キー
の電池が切れたときは、スマート
エントリー＆スタートシステムと
ワイヤレスリモコンが使用できな
くなります。このような場合、次
の手順でドアやトランクを開けた
り、エンジンを始動したりするこ
とができます。

注意

nスマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

車両に付属しているすべての電子キー
をお持ちください。

ドアの施錠・解錠、トランクの
解錠
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 フロント席ドア

2 ドアハンドルを引いたままドアを
閉める

 リヤ席ドア

2 ドアを閉める

n トランク

メカニカルキーを時計まわりにまわ
して開ける

知識

nキー連動機能

1 ドアガラスとムーンルーフ★が開く

（まわし続ける）※

2 ドアガラスとムーンルーフ★が閉まる

（まわし続ける）※

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

※レクサス販売店での設定が必要です。

1 シフトポジションがPの状態で
ブレーキペダルを踏む

2 電子キーのレクサスエンブレム面
で、エンジンスイッチにふれる

電子キーを認識するとブザーが鳴り、イ
グニッションONモードへ切りかわりま
す。

車両カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムの設定が非作動
になっている、かつアクセサリーモード
カスタマイズがONのときは、アクセサ
リーモードへ切りかわります。

3 ブレーキペダルをしっかりと踏み
込んで、マルチインフォメーショ

ンディスプレイに が表示さ

れていることを確認する

4 エンジンスイッチを短く確実に押
す

警告

nメカニカルキーを使ってドアガラス
やムーンルーフを操作するとき

ドアガラスやムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してから
操作してください。またお子さまには、
メカニカルキーによる操作をさせない
でください。お子さまや他の人がドア
ガラスやムーンルーフに挟まれたり巻
き込まれたりするおそれがあります。

エンジン始動の方法
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処置をしても作動しないときは、レ
クサス販売店にご連絡ください。

知識

nエンジンの停止方法

通常のエンジンの停止方法と同様に、
パーキングブレーキをかけ、シフトポジ
ションを Pにしてエンジンスイッチを押
します

n電子キーの電池交換

ここで説明しているエンジンの始動方法
は一時的な処置です。電池が切れたとき
は、ただちに電池の交換をおすすめしま
す。（P.447）

nオートアラームについて

メカニカルキーで施錠した場合、オート
アラームが設定されません。なお、オー
トアラーム設定中にメカニカルキーで解
錠すると、警報が鳴りますのでご注意く
ださい。（P.60）

nエンジンスイッチのモードの切りかえ

エンジン始動方法の手順 3で、ブレーキ
ペダルから足を離してエンジンスイッチ
を押すと、エンジンが始動せず、スイッ
チを押すごとにモードが切りかわります。
（P.169）

バッテリーがあがったとき
は

バッテリーがあがった場合、次の
手順でエンジンを始動することが
できます。
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ブースターケーブルと12Vのバッテ
リー付き救援車があれば、次の手順
に従って、エンジンを始動させるこ
とができます。

 バッテリーに接続する場合

1 電子キーを携帯していることを確
認する

ブースターケーブル接続時、場合によっ
ては、オートアラームが作動し自動的に

ドアが施錠されます。（P.61）

2 トランクを開け、ラゲージマット
をはずす（P.397）

トランクオープナースイッチで開かない
場合は、メカニカルキーで開けます。
（P.492）

3 赤色のブースターケーブルを自車のバッテリーの＋端子 につなぎ、もう

一方の端を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒色のブー

スターケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、もう一方の端

を、自車のバッテリーの－端子 につなぐ

バッテリーの＋端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

バッテリーの－端子（自車）

4 救援車のエンジンをかけ、回転を
少し高めにして、約5分間自車
のバッテリーを充電する

5 エンジンスイッチがOFFの状態
でいずれかのドアを開閉する

6 救援車のエンジン回転を維持した
まま、エンジンスイッチをいった
んイグニッションONモードにし
てからエンジンを始動する

エンジンを再始動するには

A

B

C

D

A

B

C

D
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7 エンジンが始動したら、ブース
ターケーブルをつないだときと逆
の順ではずす

8 Stop ＆ Start キャンセルスイッ
チを押して、Stop ＆ Start シス
テムを非作動にする（P.323）

 救援用端子に接続する場合

1 電子キーを携帯していることを確
認する

ブースターケーブル接続時、場合によっ
ては、オートアラームが作動し自動的に
ドアが施錠されます。（P.61）

2 ボンネットを開けて、サービスカ
バーをはずす（P.424, 428）

3 ヒューズボックスのカバーを開け
る

ツメを押しながら、カバーを持ち上げて
はずします

4 ヒューズボックス内の救援用端子
カバーを開ける

5 エンジンカバーを取りはずす
（P.427）

6 赤色のブースターケーブルを自車の救援用端子 につなぎ、もう一方の端

を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒色のブースター

ケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、もう一方の端を金属

部 につなぐ

A

B

C

D
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ブースターケーブルは、指定の端子および接続箇所に届くものを使用してください。

救援用端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

図に示す金属部

7 救援車のエンジンをかけ、回転を
少し高めにして、約5分間自車
のバッテリーを充電する

8 エンジンスイッチがOFFの状態
でいずれかのドアを開閉する

9 救援車のエンジン回転を維持した
まま、エンジンスイッチをいった
んイグニッションONモードにし
てからエンジンを始動する

10エンジンが始動したら、ブース
ターケーブルをつないだときと逆
の順ではずす

11救援用端子カバーを閉じ、ヒュー
ズボックスのカバーをもとどおり
に取り付ける

12サービスカバーをもとどおりに取
り付ける（P.428）

13エンジンカバーをもとどおりに取
り付ける（P.427）

14Stop ＆ Start キャンセルスイッ
チを押して、Stop ＆ Start シス
テムを非作動にする（P.323）

エンジンが始動しても、早めにレク
サス販売店で点検を受けてください。

知識

nバッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

nバッテリーあがりを防ぐために

lエンジンが停止しているときは、ラン
プやオーディオの電源を切ってくださ
い。（Stop & Start システムによるエン
ジン停止中を除く）

l渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

lアクセサリーモードカスタマイズが
OFF のときは、エンジンスイッチが

A

B

C

D
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OFFの状態でもマルチメディアシステ
ムに電源が供給されます。マルチメ
ディアシステムの電源をOFFにしてく
ださい。詳しくは、別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してくださ
い。

nバッテリーがあがってしまったときは

lコンピューターに記憶されている情報
が消去されます。バッテリーがあがっ
たときはレクサス販売店で点検を受け
てください。

l初期設定が必要な機能があります。
（P.531）

nバッテリー端子をはずすときは

バッテリー端子をはずすと、コンピュー
ターに記憶されている情報が消去されま
す。バッテリー端子をはずすときは、レ
クサス販売店にご相談ください。

nバッテリーの充電について

バッテリーの電力は、車両を使用してい
ないあいだも、一部の電装品による消費
や自然放電のために、少しずつ消費され
ています。そのため、車両を長期間放置
すると、バッテリーがあがってエンジン
を始動できなくなるおそれがあります。
（バッテリーは走行中に自動で充電されま
す）

nバッテリーあがり時や取りはずし時な
ど

lバッテリー脱着直後はスマートエント
リー＆スタートシステムによるドアの
解錠ができない場合があります。解錠
できなかった場合はワイヤレスリモコ
ン、またはメカニカルキーで解錠・施
錠を実施してください。

lバッテリー脱着後、最初の始動操作で
はエンジンが始動できないことがあり
ますが異常ではありません。再度始動
操作を行ってください。

l車両は常にエンジンスイッチの状態を

記憶しています。バッテリーあがり時、
バッテリー脱着後は、バッテリーをは
ずす前の状態に復帰します。バッテ
リーを脱着する際は、エンジンスイッ
チをOFF にしてから行ってください。
バッテリーがあがる前の状態が不明の
場合、バッテリー接続時は特に注意し
てください。

lバッテリーがあがったあと、または
バッテリー端子をはずしたあとは、最
大 1時間、Stop & Start システムが作
動しないことがあります。

lバッテリーがあがった場合は、Pから他
のポジションに切りかえることができ
ない可能性があります。その場合は、
後輪が固定されているため、後輪を持
ち上げないと車両の移動ができません。

nバッテリー上がりの処置をしたあとは

バッテリー充電のためにStop ＆ Start シ
ステムを非作動にして下さい。
（P.323）

nバッテリーを交換するときは

l一括排気タイプのバッテリー（欧州規
格）を使用してください。

l装着されているバッテリーは、Stop & 
Start システム専用品です。純正品と同
等またはそれ以上の性能を持つバッテ
リーと交換してください。適切なバッ
テリーをご使用いただかない場合、
バッテリー保護のために Stop & Start
システムの作動が制限されます。さら
にバッテリーの早期劣化や、最悪の場
合にはエンジンが再始動しなくなるお
それがあります。詳しくはレクサス販
売店にご相談ください。

l交換前と同一のケースサイズ（LN5）、
20 時間率容量（20HR）が同等
（85Ah）以上、かつ性能基準値（CCA）
が同等（852A）以上のバッテリーを使
用してください。
･ 大きさが異なると、バッテリーが正し
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く固定されません。
･ 20時間率容量が小さいと、車両を使用
していない時期が短い期間であっても
バッテリーがあがって、エンジンの始
動ができなくなるおそれがあります。

l取っ手の付いているバッテリーを使用
してください。
取っ手が付いていないバッテリーを使
用すると、バッテリーを取り出しにく
くなります。

l交換後は、バッテリーの排気穴に次の
ものを確実に取り付けてください。

･ 排気ホースは、交換前のバッテリーに
取り付けられているものを使用してく
ださい。

･ 排気穴栓は、交換したバッテリーに付
属のもの、または交換前のバッテリー
に取り付けられているものを使用して
ください。（交換するバッテリーによっ
ては、排気穴がふさがれたものもあり
ます。）

排気穴栓

排気穴

排気ホース

詳しくは、レクサス販売店にご相談くだ
さい。

A

B

C

警告

nバッテリー端子をはずすときは

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺
の金属部分にふれた場合、火花が発生
し火災につながるおそれがある他、感
電し重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

nバッテリーの引火または爆発を防ぐ
ために

バッテリーから発生する可燃性ガスに
引火して爆発するおそれがあり危険で
すので、火や火花が発生しないよう、
次のことをお守りください。

lブースターケーブルは正しい端子ま
たは接続箇所以外に接続しない

l＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

lブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない

lバッテリー付近では、喫煙したり
マッチやライターなどで火を起こさ
ない

nバッテリーあがりの処置をしたあと

早めにレクサス販売店でバッテリーの
点検を受けてください。
バッテリーが劣化している場合、その
まま使い続けるとバッテリーから異臭
ガスが発生し、乗員に健康障害をおよ
ぼすおそれがあり危険です。

nバッテリーの取り扱いについて

バッテリー内には有毒で腐食性のある
酸性の電解液が入っており、また関連
部品には鉛または鉛の混合物を含んで
いるので、取り扱いに関し、次のこと
を必ずお守りください。
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警告

lバッテリーを取り扱うときは保護メ
ガネを着用し、バッテリー液（酸）
が皮膚・衣服・車体に付着しないよ
うにする

l必要以上、顔や頭などをバッテリー
に近付けない

l誤ってバッテリー液が体に付着した
り目に入ったりした場合、ただちに
大量の水で洗い、すぐに医師の診察
を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水
を含ませたスポンジや布を患部にあ
てておく

l誤ってバッテリー液を飲み込んだ場
合、多量の水を飲んで、すぐに医師
の診察を受ける

lバッテリーや周辺部品の取り扱い後
は手を洗う

lお子さまをバッテリーに近付けない

nバッテリーを交換するときは

l液栓やインジケーターがステーに近
いと、バッテリー液（硫酸）がもれ
だすおそれがあります。

lバッテリーの交換については、レク
サス販売店にご相談ください。

l交換後は、交換したバッテリーの排
気穴に排気ホースと排気穴栓を確実
に取り付けてください。正しく取り
付けられていないと、ガス（水素）
が車内に侵入したり、引火して爆発
するおそれがあり危険です。

注意

nブースターケーブルの取り扱いにつ
いて

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンやベルト
に巻き込まれないように十分注意して
ください。

nブースターケーブルを接続するとき
は

指定の端子および接続箇所以外にブー
スターケーブルを接続しないでくださ
い。電子機器に悪影響をおよぼしたり、
破損につながったりするおそれがあり
ます。

n救援用端子について

この車の救援用端子は、他の車から応
急的にバッテリーを充電するためのも
のです。この救援用端子を使用して、
他の車のバッテリーあがりを救援する
ことはできません。
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1 安全な場所に停車し、エアコンを
OFFにしてから、エンジンを停
止する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認し
てから、注意してボンネットを開
ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 エンジンが十分に冷えてから、ラ
ジエーターコア部（放熱部）や
ホースなどからの冷却水もれを点
検する

ラジエーター

ファン

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にレクサス販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンクの
“F”（上限）と“L”（下限）
のあいだにあるかを点検する

l エンジン

リザーバータンク

“F”（上限）

“L”（下限）

冷却水注入口のキャップ

l インタークーラー

リザーバータンク

“F”（上限）

“L”（下限）

5 冷却水が不足している場合は、冷
却水を補給する

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバーヒー
トの可能性があります。

l 水温計（P.70）の表示がレッ
ドゾーンに入ったり、エンジン
出力が低下する（スピードが出
ないなど）

l マルチインフォメーションディ
スプレイに“エンジン冷却水
高温 安全な場所に停車して取扱
書を確認してください”が表
示される

l エンジンルームから蒸気が出る

対処方法

A

B

A

B

C

D

A

B

C
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冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

l エンジン

P.502

l インタークーラー

エンジンルームカバーを取りはずし、
冷却水を補給する

6 エンジンを始動し、エアコンを作
動させてラジエーター冷却用の
ファンが作動しているか、および
ラジエーターコアやホースなどか
ら冷却水もれがないことを再度確
認する

エンジンが冷えた状態での始動直後は、
エアコンをONにすることでファンが作
動します。ファンの音や風で確認してく
ださい。わかりにくいときは、エアコン
のON・OFFをくり返してください。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが
作動しないことがあります）

7 ファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止し、レクサ
ス販売店に連絡する
ファンが作動している場合：
最寄りのレクサス販売店で点検を
受ける

知識

nエンジン冷却水を補給するとき

次の手順で冷却水を注入してください。

1 エンジンルームカバーを取りはずす

2 エンジンカバーを取りはずす
（P.427）
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3 キャップ と を開ける

4 キャップ の注入口から“F”（上

限）ライン まで冷却水を注入し、

キャップ を取り付ける

5 キャップ の注入口が満水になるま

で冷却水を注入し、キャップ を取

り付ける

6 エンジンルームカバーとエンジンカ
バーを取り付ける（P.427）

警告

nエンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの
重大な傷害を受けるおそれがあります。

lエンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エン
ジンルーム内が高温になっています。

l手や着衣（特にネクタイ・スカー
フ・マフラーなど）をファンやベル
トから離してください。手や着衣が
巻き込まれ、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

A B

A

C

A

B

B

lエンジンおよびラジエーターが熱い
場合は、エンジンカバー内側の冷却
水注入口のキャップや冷却水リザー
バータンクのキャップまたはイン
タークーラーリザーバータンクの
キャップを開けないでください。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって
噴き出すおそれがあります。

注意

n冷却水を入れるとき

エンジンが十分に冷えてからゆっくり
入れてください。
エンジンが熱いときに急に冷たい冷却
水を入れると、エンジンが損傷するお
それがあります。

n冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

l異物（砂やほこりなど）を冷却水に
混入させない

l冷却水用添加剤を使用しない
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1 パーキングブレーキをかけシフト
ポジションを Pにして、エンジ
ンを停止する

2 後輪周辺の土や雪などを取り除く
3 後輪の下に木や石などをあてがう
4 エンジンを再始動する
5 シフトポジションを確実にDま
たは Rにし、パーキングブレー
キを解除して注意しながらアクセ
ルペダルを踏む

知識

n脱出しにくいとき

スイッチを押して TRCを OFF にし

てください。

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタイ
ヤが空転したり埋まり込んで動け
なくなったときは次の方法を試み
てください。

脱出するには

警告

n脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車・ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方
または後方に飛び出すおそれがありま
すので、特に注意してください。

nシフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

注意

nトランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

l後輪が空転するのを避け、必要以上
にアクセルペダルを踏まないでくだ
さい。

l上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。
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8-1. 仕様一覧

※エタノールの混合率10％以下、または ETBEの混合率 22％以下のガソリン（酸素
含有率3.7％以下）を使用することができます。

※1エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖
機後に停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってください。

※2FR 車（後輪駆動）
※3AWD車（4輪駆動）

n エンジンオイル推奨粘度

下記図に基づき、外気温に適した粘

度のものをご使用ください。

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されます。

お車には、最も適した弊社純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」といいま
す）のご使用をおすすめします。

指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご使用
ください。

燃料

指定燃料 容量［L］（参考値）

･ 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオ
ク）

･ バイオ混合ガソリン（プレミアム）※
82

エンジンオイル

指定銘柄

容量［L］（参考値※1）

オイルのみ交換
オイルとオイルフィ

ルター交換

推奨：
弊社純正モーターオイル SP 0W-20
 API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 
0W-20

適合：
弊社純正モーターオイル SP 5W-30
 API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 
5W-30

5.8※2

6.6※3

6.3※2

7.1※3
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オイル粘度について（例として
0W-20で説明します）：
･ 0W-20の 0Wは、低温時のエン
ジン始動特性を示しています。W
の前の数値が小さいほど冬場や寒
冷時のエンジン始動が容易になり
ます。

･ 0W-20の 20は、高温時の粘度
特性を示しています。

n 指定エンジンオイル

API 規格 SP/RC、SN PLUS/RC、
SN/RC か、ILSAC 規格に合致した

オイルをご使用ください。0W-20
は、新車時に工場充填されている推
奨オイルであり、優れた省燃費性能
を発揮できます。0W-20が入手困
難な場合は、5W-30 もご使用いた
だけます。なお、ILSAC規格合格油
の缶には ILSAC CERTIFICATION
（イルサックサーティフィケーショ
ン）マークがついています。

API マーク

ILSAC CERTIFICATIONマーク

※交換が必要な際はレクサス販売店にご相談ください

A

B

ラジエーター

指定銘柄 容量［L］（参考値）

弊社純正スーパーロングライフクーラン
ト

凍結保証温度

濃度 30％　　－ 12°C

濃度 50％　　－ 35°C

エンジン 10.6

インタークーラー 4.3

トランスミッション

指定銘柄 容量［L］（参考値※）

弊社純正オートフルードWS 8.9
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※1FR 車（後輪駆動）
※2AWD車（4輪駆動）

n ブレーキフルード

n ブレーキペダル※1

注意

nトランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。

トランスファー（AWD車）

指定銘柄（推奨粘度） 容量［L］（参考値）

弊社純正トランスファギヤオイル LL80 0.7

フロントディファレンシャル（AWD車）

指定銘柄（推奨粘度） 容量［L］（参考値）

弊社純正ディファレンシャルギヤオイル
LT
（API GL-5, SAE 75W-85）

0.65

リヤディファレンシャル

指定銘柄（推奨粘度） 容量［L］（参考値）

弊社純正ディファレンシャルギヤオイル
LT
（API GL-5, SAE 75W-85）

0.85※1

1.35※2

ブレーキ

指定銘柄

弊社純正ブレーキフルード 2500H-A

項目 基準値［mm］

遊び 1 ～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※2 121
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※1ブレーキペダルの点検に併せて、エンジン回転時に、ブレーキ警告灯（赤色）が点
灯していないことも必ず確認してください。
（警告灯が点灯した場合の対処については、P.465を参照してください）

※2エンジン回転時に 500N（51kgf）の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値

n ブレーキパッド

n パーキングブレーキ

このとき、ブレーキ警告灯（黄色）が点灯しないことを確認する。
（警告灯が点灯した場合の対処については、P.465を参照してください）

n サイズ・空気圧

 19インチタイヤ装着車

項目 使用限度値［mm］

ブレーキパッドの厚み 1

項目
（エンジン始動時）

パーキングブレーキ表示灯の状態

パーキングブレーキスイッチを 1秒以上
2秒以内で押したとき

点灯

パーキングブレーキスイッチを 1秒以上
2秒以内で引いたとき

消灯

ウォッシャータンク

容量［L］（参考値）

4.8

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの空気圧

kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

245/50R19 101W 19  8J 250（2.5） 250（2.5）
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 20インチタイヤ装着車

n ホイールボルト締め付けトルク

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの空気圧

kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

245/45R20 99Y 20  8 1/2J 250（2.5） 250（2.5）

245/45RF20 99Y 20  8 1/2J 250（2.5） 

275/40RF20 102Y 20  9 1/2J  250（2.5）

トルク［N・m（kgf・cm）］

140（1428）

車両仕様

名称 型式 エンジン 駆動方式

LS500
VXFA50 V35A-FTS（3.5L

ガソリン）

FR（後輪駆動）

VXFA55 AWD（4輪駆動）
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8-2. カスタマイズ機能

n で設定するには

1 センターディスプレイの を選

択する

2 “車両カスタマイズ”または“
運転支援”を選択する

3 一覧表示された中から設定を変更
する項目を選択する

作動・非作動を変更できる機能では、

（作動）・ （非作動）を選

択します。

音量やセンサーの感度などを変更できる
機能では、バー上のアイコンをスライド
してレベルを調整します。

n で設定するには

1 センターディスプレイの を選

択する

2 “運転支援”を選択する

3 一覧表示された中から設定を変更
する項目を選択する

作動・非作動の設定は、選択するたびに
切りかわります。

作動状態を選択すると、項目が強調表示
されます。

知識

nカスタマイズ設定を行うとき

安全な場所に停車し、パーキングブレー
キをかけ、シフトポジションをPにして
ください。また、バッテリーあがりを防
ぐため、エンジンがかかっている状態で
操作を行ってください。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳しく
はレクサス販売店へお問い合わせください。

センターディスプレイの画面操作で設定変更可能

レクサス販売店で設定変更可能

ユーザーカスタマイズ機能
一覧

お車に装備されている各種の機能
は、ご希望に合わせてレクサス販
売店で作動内容を変更することが
できます。また、センターディス
プレイの操作により、設定を変更
することができる機能もあります。

設定を変更するには

警告

nセンターディスプレイでカスタマイ
ズ設定を行うとき

エンジンを始動した状態で操作を行う
ため、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

nカスタマイズを行うときは

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

車両カスタマイズ設定一覧

A

B
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n シートベルト（P.29）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n オートアラーム（P.60）

n メーター、マルチインフォメーションディスプレイ（P.70, 77）

言語や単位などの一部の項目は、センターディスプレイの設定に連動して
メーター、マルチインフォメーションディスプレイの表示も変更されます。
設定の変更については、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してくだ
さい。

※F SPORT

機能の内容 カスタマイズ設定

イージーアクセスバックル★
lON

lOFF
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

侵入・傾斜センサー
lON

lOFF
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

メーター表示タイプ

lタイプ1

lタイプ2

lタイプ3

○ ―

エコドライブインジケーター
lあり（自動点灯）

lなし
○ ―

REV インジケーター※
l2000～ 6400r/min

lなし
○ ―

REV ピーク※
lあり

lなし
○ ―

提案サービス

lあり

lあり（停車中のみ）

lなし

○ ―

A B

A B

A B
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n ヘッドアップディスプレイ（P.79）

n ドアロック（P.97, 103, 492）

機能の内容 カスタマイズ設定

ヘッドアップディスプレイ表示
lあり

lなし
○ ―

ヘッドアップディスプレイ表示タイ
プ

lミニマム

lスタンダード

lフル

○ ―

ヘッドアップディスプレイの明るさ l任意の照度 ○ ―

ヘッドアップディスプレイの表示位
置

l任意の位置 ○ ―

ヘッドアップディスプレイの傾き調
整

l任意の傾き ○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキーによる解錠

l1回で全ドア解錠

l1回で運転席ドア解錠、連続 2回
で全ドア解錠

― ○

車速感応オートドアロック
lあり

lなし
○ ―

シフトポジションを P以外にしたと
きの全ドア施錠（シフト操作連動ド
アロック）

lあり

lなし
○ ○

シフトポジションを Pにしたときの
全ドア解錠（シフト操作連動アン
ロック）

lあり

lなし
○ ○

運転席ドアを開けたときの全ドア解
錠（運転席ドア開連動アンロック）

lあり

lなし
○ ○

全ドア解錠したときトランク解錠、
全ドア施錠したときトランク施錠
（ドアロック連動トランク）

lあり

lなし
― ○

A B

A B
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n トランク（P.103）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（P.97, 111）

n スマートエントリー＆スタートシステム（P.97, 111）

機能の内容 カスタマイズ設定

ハンズフリーパワートランクリッド

（キックセンサー）★
lあり

lなし
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

作動の合図（ブザー音量調整）
lOFF

lレベル1 ～レベル7
○ ○

作動の合図（非常点滅灯）
lあり

lなし
○ ○

解錠後、ドアを開けなかったときの
自動施錠までの時間

l30秒

l60秒

l120秒

― ○

半ドア警告ブザー
lあり

lなし
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

スマートエントリー＆スタートシス
テム

lあり

lなし
○ ―

解錠されるドアの選択
l運転席のみ解錠

l全席解錠
○ ―

連続ロック操作の有効回数
l2回

l無制限
― ○

全席解錠までのドアハンドル保持時
間

l非作動

l1.5 秒

l2.0 秒

l2.5 秒

― ○

A B

A B

A B
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n ワイヤレスドアロック（P.93, 97, 103）

n フロントシート（P.117）

n パワーリヤシート★（P.123）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

降車オートロック機能
lあり

lなし
― ○

接近時オートアンロック機能
lあり

lなし
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

ワイヤレス機能
lあり

lなし
― ○

解錠時の操作

l1回で全ドア解錠

l1回で運転席ドア解錠、連続 2回
で全ドア解錠

○ ○

トランク解錠時の操作

l非作動

l1回押し

l1回押し続ける（短）

l1回押し続ける（長）

l2回押し

― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

運転席前後調整に連動したヘッドレ
ストの上下作動

lあり

lなし
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

シフト連動リクライニング機能
lあり

lなし
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定 A B

A B

A B

A B
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n パワーイージーアクセスシステム（P.129）

n メモリーコール機能（P.132）

n ドアミラー（P.147）

n パワーウインドウ、ムーンルーフ★共通（P.150, 153）

機能の内容 カスタマイズ設定

降車時の運転席シート前後移動量

lOFF

l少なめ

l標準

○ ○

降車時の運転席シート上方移動量

lOFF

l少なめ

l標準

○ ○

降車時のハンドルの作動

lなし

lチルトのみ

lテレスコピックのみ

lチルト＆テレスコピック

○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

連動するドアの選択
l運転席ドア

l全ドア
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

オート電動格納作動

lOFF

lドアの施錠・解錠と連動

lエンジンスイッチと連動

― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキー連動開閉機能
lあり

lなし
― ○

ワイヤレスリモコン連動開閉機能
lあり

lなし
― ○

ワイヤレスリモコン連動開閉作動の
合図（ブザー）

lあり

lなし
― ○

A B

A B

A B

A B
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n ムーンルーフ★（153）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n ランプ自動点灯・消灯システム（P.183）

n ランプ（P.183）

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキー連動開機能の作動
lスライドのみ

lチルトのみ
― ○

ワイヤレスリモコン連動開機能の作
動

lスライドのみ

lチルトのみ
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

アクセサリーモードカスタマイズ

アクセサリーモードのON／ OFF
を切りかえる

lON

lOFF
○ ○

機能の内容 カスタマイズ設定

ライトセンサーの感度調整

lより暗い

l暗い

l標準

l明るい

lより明るい

○ ○

ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能
lあり

lなし
― ○

ランプ消し忘れ防止機能 lエンジンスイッチをOFF にする ― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

LEDデイタイムランニングランプ
lあり

lなし
― ○

おもてなし照明の制御
lあり

lなし
― ○

A B

A B

A B

A B
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n アダプティブハイビームシステム（P.206）

※オートマチックハイビームとして作動します。（P.209）

n プリクラッシュセーフティ（P.211）

機能の内容 カスタマイズ設定

アダプティブハイビームシステム
lON

lOFF※
― ○

車速に応じた、ハイビームの明るさ
と照らす範囲の調整

l15km/h

l30km/h

l40km/h

― ○

カーブを走行しているとき、進行方
向側のハイビームを明るく照らす

lON

lOFF
― ○

先行車との距離に応じた、ロービー
ムの照らす範囲の調整

lON

lOFF
― ○

発進時のコーナーリングランプ点灯
lON

lOFF
― ○

雨天時用のハイビーム配光制御
lON

lOFF
― ○

市街地用の配光制御
lON

lOFF
― ○

マルチウェザーライトの作動
lON

lOFF
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

プリクラッシュセーフティ
lON

lOFF
○ ―

警報タイミング

l遅い

l標準

l早い

○ ―

A B

A B
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

n フロントクロストラフィックアラート（P.239）

n レーンディパーチャーアラート（LDA）（P.229）

n レーンチェンジアシスト（P.225）

n レーダークルーズコントロール（DRCC）（P.246）

機能の内容 カスタマイズ設定

フロントクロストラフィックアラー
ト

lON

lOFF
○ ―

注意喚起タイミング

l遅い

l標準

l早い

○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

レーンディパーチャーアラート
（LDA）

lON

lOFF
○ ―

警報タイミング
l標準

l早い
○ ―

警報手段
lハンドル振動

lブザー
○ ―

低車速支援
lON

lOFF
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

レーンチェンジアシスト
lON

lOFF
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

再発進可能時間延長
lON

lOFF
○ ―

加速度設定

l弱

l中

l強

○ ―

A B

A B

A B

A B
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n プロアクティブドライビングアシスト（P.234）

速度設定（短押し）

l1km/h

l5km/h

l10km/h

○ ―

速度設定（長押し）

l1km/h

l5km/h

l10km/h

○ ―

ガイド文言表示
lON

lOFF
○ ―

カーブ速度抑制

lOFF

l弱

l中

l強

○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

プロアクティブドライビングアシス
ト（PDA）

lON

lOFF
○ ―

支援感度

l低い

l中間

l高い

○ ―

操舵アシスト（SA）
lON

lOFF
○ ―

減速アシスト（DA）
lON

lOFF
○ ―

障害物先読みアシスト（OAA）
lON

lOFF
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定 A B

A B
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

n 発進遅れ告知（P.241）

n ロードサインアシスト（P.243）

n 休憩提案（P.230）

機能の内容 カスタマイズ設定

先行車
lON

lOFF
○ ―

信号
lON

lOFF
○ ―

告知タイミング

l遅い

l標準

l早い

○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

ロードサインアシスト
lON

lOFF
○ ―

速度標識超過告知方法

l無

l表示

l表示とブザー

○ ―

その他告知方法

l無

l表示

l表示とブザー

○ ―

速度超過告知車速

l10km/h

l5km/h

l2km/h

○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

休憩提案
lON

lOFF
○ ―

A B

A B

A B
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n ITS Connect（P.317）

n アドバンスト ドライブ（渋滞支援）（P.263）

n ドライバーモニター（P.205）

n Stop & Start システム（P.323）

機能の内容 カスタマイズ設定

支援タイミング
l遅い

l早い
○ ―

信号情報
lON

lOFF
○ ―

道路環境情報
lON

lOFF
○ ―

緊急車両通知
lON

lOFF
○ ―

クルーズ（ITS）
lON

lOFF
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

アドバンストドライブ
lON

lOFF
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

注意喚起
lON

lOFF
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

エアコンがONのときのアイドリン
グストップ時間

l普通

l長め
○ ―

A B

A B

A B

A B



523

8

8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

n BSM（ブラインドスポットモニター）（P.267）

n クリアランスソナー（P.285）

※1クリアランスソナー、リヤクロストラフィックアラート、リヤカメラディテクショ
ンの音量調整は連動しています。

※2パノラミックビューモニターの設定画面で設定を変更できます。詳しくは、別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

機能の内容 カスタマイズ設定

ブラインドスポットモニター機能
lあり

lなし
○ ―

ドアミラーインジケーターの明るさ
l暗い

l明るい
○ ―

接近車両を知らせるタイミング（感
度）

l遅い

l標準

l早い

○ ―

ブザー警報
lあり

lなし
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

クリアランスソナー機能
lあり

lなし
○ ―

ブザー音量※1

l小

l中

l大

○ ―

フロントセンターセンサーの検知開

始距離※2
l近い

l標準
○ ―

リヤセンターセンサーの検知開始距

離※2
l近い

l標準
○ ―

A B

A B
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n RCTA（リヤクロストラフィックアラート）（P.293）

※クリアランスソナー、リヤクロストラフィックアラート、リヤカメラディテクション
の音量調整は連動しています。

n RCD（リヤカメラディテクション）（P.297）

n PKSB（パーキングサポートブレーキ）（P.301）

n Lexus Teammate Advanced Park※（P.329）

機能の内容 カスタマイズ設定

リヤクロストラフィックアラート機
能

lOn

lOff
○ ―

リヤクロストラフィックアラート作

動時のブザー音量※
lレベル1～レベル 3 ○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

RCD機能
lON

lOFF
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

PKSB（パーキングサポートブレー
キ）機能

lON

lOFF
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

音声案内
lあり

lなし
○ ―

速度モード

l遅め

l標準

l速め

○ ―

障害物回避距離
l標準

l遠い
○ ―

優先駐車方法
l並列

l縦列
○ ―

優先駐車向き
lバック

l前向き
○ ―

A B

A B

A B

A B
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

※ガイド画面を表示することで設定を変更することができます。（P.334）

n 後方車両接近告知（P.272）

優先出庫方向（並列）
l左

l右
○ ―

優先出庫方向（縦列）
l左

l右
○ ―

駐車時の映像
lノーマル

lワイド
○ ―

出庫時の映像
lノーマル

lワイド
○ ―

駐車進路調整 l－ 3（内側）～＋3（外側） ○ ―

道幅調整

lやや狭い

l狭い

l標準

○ ―

駐車位置調整（前向き） l－ 3（後）～＋ 3（前） ○ ―

駐車位置調整（バック） l－ 3（後）～＋ 3（前） ○ ―

後部取付部品設定

l取付なし

l10cm

l20cm

l30cm

l40cm

○ ―

登録した場所の消去 ― ○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

後方車両接近告知機能
lあり

lなし
○ ―

接近車両を知らせるタイミング（感
度）

l遅い

l標準

l早い

― ○

機能の内容 カスタマイズ設定 A B

A B
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n 周辺車両接近時サポート（P.274）

n 安心降車アシスト（P.281）

n ドライブモードセレクトスイッチ（P.352）

機能の内容 カスタマイズ設定

周辺車両接近時サポート機能
lあり

lなし
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

安心降車アシスト機能
lON

lOFF
○ ―

ドアミラーインジケーター表示
lあり

lなし
○ ―

接近車両検知の感度

l低い

l中間

l高い

○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

カスタマイズモード時のパワート
レーン制御

lNORMAL

lECO

lPOWER

○ ―

カスタマイズモード時のステアリン
グ制御

lNORMAL

lSPORT
○ ―

カスタマイズモード時のサスペン
ション制御

lNORMAL

lSPORT

lCOMFORT

○ ―

カスタマイズモード時のエアコン作
動

lNORMAL

lECO
○ ―

A B

A B

A B
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車
両
情
報

n 電子制御エアサスペンション（P.354）

n エンジンスイッチ（P.167）

n ドライブスタートコントロール（P.165）

※「なし」に変更しても、エンジンスイッチをONモードにするたびに「あり」に戻り
ます。

n リヤシートリマインダー（P.99）

n エアコン（P.372）

機能の内容 カスタマイズ設定

車高制御
lあり

lなし
○ ―

乗降時の車高調整機能
lあり

lなし
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

アクセサリーモードカスタマイズ

アクセサリーモードのON／ OFF
を切りかえる

lON

lOFF
○ ○

機能の内容 カスタマイズ設定

後退速度の抑制制御
lあり

lなし※
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

後席置忘れ防止の表示
lあり

lなし
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

AUTOスイッチがONのとき、連動
して外気導入と内気循環を自動的に
切りかえる

lする

lしない
○ ○

A B

A B

A B

A B

A B
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n シートヒーター／シートベンチレーター（P.383）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※パワーリヤシート非装着車

n ステアリングヒーター（P.383）

※センターディスプレイには“作動時間” と表示される場合がありますが、温度調整
の設定項目になります。

AUTOスイッチをONにしたとき、
A/C スイッチが連動してONになる

lする

lしない
○ ○

排ガスセンサー感度調節
lOFF

l-3 ～ 3
○ ○

機能の内容 カスタマイズ設定

運転席シートヒーター／ベンチレー
ター AUTOモード時の温度または風
量調整

l-2（涼しめ）～ +2（暖かめ） ○ ○

助手席シートヒーター／ベンチレー
ター AUTOモード時の温度または風
量調整

l-2（涼しめ）～ +2（暖かめ） ○ ○

左側リヤシートヒーター／ベンチ
レーター AUTOモード時の温度また

は風量調整★
l-2（涼しめ）～ +2（暖かめ） ○ ○

右側リヤシートヒーター／ベンチ
レーター AUTOモード時の温度また

は風量調整★
l-2（涼しめ）～ +2（暖かめ） ○ ○

エンジンスイッチをイグニッション
ONモードにしたときの、左側リヤ

シートヒーターの自動起動※

lあり

lなし
○ ○

エンジンスイッチをイグニッション
ONモードにしたときの、右側リヤ

シートヒーターの自動起動※

lあり

lなし
○ ○

機能の内容 カスタマイズ設定

ステアリングヒーター AUTO作動時

の温度調整※
l-2( 低め）～ +2（高め） ○ ○

機能の内容 カスタマイズ設定 A B

A B

A B
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車
両
情
報

n イルミネーション（P.387）

知識

n車両カスタマイズについて

l“車速感応オートドアロック”と“シ
フトポジションを P以外にしたときの
全ドア施錠（シフト操作連動ドアロッ
ク）”を両方とも“あり”にした場

合、次のように作動します。
･ シフトポジションを P以外にすると全
ドアが施錠されます。
･ 全ドアが施錠された状態で発進した場
合、車速感応式自動ドアロックは作動
しません。
･ 発進前にいずれかのドアロックを解錠
してから発進した場合は、車速感応

機能の内容 カスタマイズ設定

室内灯の消灯までの時間

lOFF

l7.5 秒

l15秒

l30秒

― ○

エンジンスイッチOFF 後の室内灯
の点灯

lあり

lなし
― ○

接近時の室内灯の点灯
lあり

lなし
― ○

解錠時の室内灯の点灯
lあり

lなし
― ○

車室内足元照明の点灯
lあり

lなし
― ○

室外足元照明の消灯までの時間

lOFF

l7.5 秒

l15秒

l30秒

― ○

接近時の室外足元照明の点灯
lあり

lなし
― ○

解錠時の室外足元照明の点灯
lあり

lなし
― ○

ドアを開けたときの室外足元照明の
点灯

lあり

lなし
― ○

室外足元照明の消灯時のフェードア
ウト

l短い

l長い
― ○

A B
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オートドアロックが作動します。

l“スマートエントリー＆スタートシス
テム”の設定が“なし”の場合、“
解錠されるドアの選択”の設定はでき
ません。

l解錠後、ドアを開けなかったときの自
動施錠が作動したときの合図は、“作
動の合図（非常点滅灯）”・“作動の
合図音量（ブザー音量調整）”の設定
に依存します。

lセンターディスプレイ以外でもスイッ
チ操作などでカスタマイズ設定ができ
る項目があります。スイッチ操作で設
定を変更した場合、エンジンスイッチ
をOFFにし、再度エンジンスイッチを
イグニッションONモードにするまで
センターディスプレイには反映されま
せん。
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8-3. 初期設定
車
両
情
報

8-3. 初期設定

初期設定が必要な項目

次の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあとなどに、
システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

初期設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

クリアランスソナー
･ バッテリーを脱着した時やあがった
とき

P.285

パーキングサポートブ
レーキ（周囲静止物）

･ バッテリーを脱着した時やあがった
とき

P.305

タイヤ空気圧警報シス
テム

･ 指定空気圧が複数ある場合に、タイ
ヤの指定空気圧を変更したとき

･ タイヤのサイズを変更するなどして、
タイヤの設定空気圧を変更したとき

P.435



532 8-4. フリー／オープンソースソフトウェア

8-4. フリー／オープンソースソフトウェア

本製品はフリー／オープンソースソフトウェアを含んでいます。このような
フリー／オープンソースソフトウェアのライセンス情報やソースコードの両
方またはどちらか片方は以下のURLで入手することができます。

https://www.denso.com/global/en/opensource/meter/toyota/

本製品はフリー／オープンソースソフトウェアを含んでいます。このような
フリー／オープンソースソフトウェアのライセンス情報やソースコードの両
方またはどちらか片方は以下のURLで入手することができます。

https://www.denso.com/global/en/opensource/dkey/toyota/

本製品はフリー／オープンソースソフトウェアを含んでいます。このような
フリー／オープンソースソフトウェアのライセンス情報やソースコードの両
方またはどちらか片方は以下のURLで入手することができます。

https://www.denso.com/global/en/opensource/v2x/toyota/

フリー／オープンソースソフトウェア情報

計器類

デジタルキー

ITS Connect
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534 こんなときは（症状別さくいん）

1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

l メカニカルキーをなくした場合、
レクサス販売店でレクサス純正の
新しいメカニカルキーを作ること
ができます。（P.491）

l 電子キーをなくすと盗難の危険性
が極めて高くなるため、ただちに
レクサス販売店にご相談くださ
い。（P.491）

l キーの電池が消耗、または電池が
切れていませんか？（P.447）

l エンジンスイッチがイグニッショ
ンONモードになっていません
か？

施錠するときは、エンジンスイッチ
をOFFにしてください。（P.168）

l 電子キーを車内に置き忘れていま
せんか？

施錠するときは、電子キーを携帯し
ていることを確認してください。

l 電波状況により、機能が正常に働
いていない可能性があります。
（P.113）

l チャイルドプロテクターがかかっ
ていませんか？

チャイルドプロテクターがかかって
いると車内からは開きません。いっ
たん車外から開けて、チャイルドプ
ロテクターを解除してください。
（P.102）

l キー閉じ込み防止機能が働き、通
常通りトランクを開けることがで
きます。キーを取り出してくださ
い。（P.108）

l ブレーキペダルをしっかりと踏み
ながらエンジンスイッチを押して
いますか？（P.167）

l キーが車内の検知される場所にあ
りますか？（P.111）

l キーの電池が消耗、または電池が
切れていませんか？

このときは、一時的な方法でエンジ
ンをかけることができます。

お困りの際は、レクサス販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこと
を確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

キーが正常に働かないときは

施錠・解錠できない

リヤドアが開かない

誤ってトランク内にキーを閉じ
込めた

故障かな？と思ったら

エンジンがかからない
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（P.490）

l バッテリーがあがっていません
か？（P.494）

l ウインドウロックスイッチが押さ
れていませんか？

ウインドウロックスイッチが押され
ていると、運転席以外のパワーウイ
ンドウは操作できなくなります。
（P.152）

l 一定時間アクセサリーモードにし
ておくと、自動電源OFF機能が
作動します。（P.169）

l 警告音が鳴りだしたときは、「車
から音が鳴ったときは（音さくい
ん）」（P.536）をご確認くださ
い。

l 警告灯や警告メッセージが表示さ
れたときは、P.465、473をご確
認ください。

l タイヤパンク応急修理キット装着
車

車を安全な場所に停め、タイヤパン
ク応急修理キットでパンクしたタイ
ヤを応急修理してください。
（P.479）

l ランフラットタイヤ装着車

なるべく速度を落として慎重に運転
し、最寄りのレクサス販売店でタイ
ヤを交換してください。（P.488）

l ぬかるみ・砂地・雪道などで動け
なくなったときの脱出方法を試し
てください。（P.504）

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

エンジンスイッチが自動的に
OFF になった

警告音・アラーム・ホーンが鳴
りだした

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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1-2. 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

※スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレスリモコンでドアまたは
トランクを解錠する、またはエンジン
スイッチをアクセサリーモードまたは
イグニッションONモードにするか、

エンジンを始動すると、警報を解除す
ることができます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次の状況のとき、車の状態や誤操
作などをお知らせするために警告
音が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

解錠したとき

盗難防止装置
（オートアラーム）

が作動した※
P.60

ドアを開閉し
たとき

ムーンルーフ★が
開いている（エン
ジン停止中のみ）

P.154

盗難防止装置
（オートアラーム）

が作動した※
P.60

トランクを閉
めたとき

電子キーをトラン
ク内に置き忘れて
いる

P.108

エンジンス
イッチを
OFF にした
とき

リヤシートリマイ
ンダー機能が作動
した

P.99

エンジンを停
止したとき

電子キーの電池残
量が少なくなって
いる

P.91

施錠しようと
したとき（施
錠できないと
き）

いずれかのドアが
確実に閉まってい
ない

P.99

電子キーを車内に
置き忘れている

P.112

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出したと
き

いずれかのドア・
トランク・ボン
ネットが確実に閉
まっていない

P.101

パーキングブレー
キが解除されてい
ない

P.180

シートベルトを着

用していない※
P.467

シフトダウン
したとき

シフトダウン制限
をこえて操作した

P.176

先行車に接近
したとき

レーダークルーズ
コントロールを使
用している

P.252

前方もしくは
側方の障害物
と衝突しそう
になったとき

PCS（プリク
ラッシュセーフ
ティ）が作動した

P.212

車線から逸脱
しそうになっ
たとき

LTA（レーント
レーシングアシス
ト）を使用してい
る

P.221

制限速度より
一定の速度を
超過したとき RSA（ロードサイ

ンアシスト）が作
動した

P.244
進入禁止区域
に進入したと
き
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※助手席に荷物を置いている場合にもブ
ザーが鳴ることがあります。

無操作運転が
継続されたと
き

ドライバー異常時
対応システムが作
動した

P.261

対向車や右折
先の歩行者が
いるときに右
折しようとし
たとき

ITS Connect が
作動した

P.317

左右から交差
点に進入する
車がいるとき
に発進しよう
としたとき

赤信号の交差
点に進入しそ
うになったと
き

緊急車両（救
急車）がサイ
レンを鳴らし
て近辺を走行
しているとき

障害物との距
離が近づいた
とき

クリアランスソ
ナーが作動した

P.289

後退時に左右
からの車を検
知したとき

RCTA（リヤクロ
ストラフィックア
ラート）が作動し
た

P.294

後退時に後方
の歩行者を検
知したとき

RCD（リヤカメ
ラディテクショ
ン）が作動した

P.298

状況 原因 詳細
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）................. 372, 380

ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................... 357

AHS
（アダプティブハイビームシステム）
....................................... 206

AI-AVS
（アーティフィカルインテリジェン
スアダプティブバリアブルサスペン
ションシステム）......... 357, 360

AI-SHIFT
（アーティフィカルインテリジェン
スシフト）.......................... 171

AVS
（アダプティブバリアブルサスペン
ションシステム）................. 357

AWD
（オールホイールドライブ）.... 510

BSM
（ブラインドスポットモニター）267

DRS
（ダイナミックリヤステアリング）
....................................... 357

EDR
（イベントデータレコーダー）...... 8
EPS
（エレクトリックパワーステアリン
グ）................................... 357

FCTA
（フロントクロストラフィックア
ラート）............................. 239

FR
（フロントエンジンリヤドライブ）
....................................... 510

HUD
（ヘッドアップディスプレイ）.... 79

ILSAC CERTIFICATION
（イルサックサーティフィケーショ
ン）...................................507

ISOFIX
（アイソフィックス／イソフィック
ス）.....................................44

ITS Connect
通信利用型レーダークルーズコント
ロール ...............................252

LCA
（レーンチェンジアシスト）.....225
LDA
（レーンディパーチャーアラート）
........................................229

LED
（ライトエミッティングダイオード）
................................183, 452

LEDデイタイムランニングランプ184
Lexus Safety System +..........197
AHS（アダプティブハイビームシス
テム）.................................206

FCTA（フロントクロストラフィッ
クアラート）........................239

LCA（レーンチェンジアシスト）
........................................225

LDA（レーンディパーチャーアラー
ト）...................................229

LTA（レーントレーシングアシス
ト）...................................221

PCS（プリクラッシュセーフティ）
........................................211

PDA（プロアクティブドライビング
アシスト）...........................234
RSA ( ロードサインアシスト ) 243

アドバンストドライブ（渋滞時支
援）...................................263
オートマチックハイビーム.....209

ドライバー異常時対応システム260
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ドライバーモニター（どらいばーも
にたー）............................. 205

発進遅れ告知機能................ 241
レーダークルーズコントロール246

Lexus Teammate
Advanced Park .................. 329

LTA
（レーントレーシングアシスト）221

PCS
（プリクラッシュセーフティ）.. 211
PDA（プロアクティブドライビングア
シスト）............................... 234
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
......................................... 301
RCD
（リヤカメラディテクション）.. 297

RCTA
（リヤクロストラフィックアラート）
....................................... 293

REVインジケーター.................. 74
REV ピーク.............................. 74
RSA
（ロードサインアシスト）....... 243
S-FLOW
フロント席集中送風モード .... 377

SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）............................... 33

TRC
（トラクションコントロール）357, 
504

VDIM
（ビークルダイナミクスインテグレ
イテッドマネージメント）...... 357

VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）................................... 357
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五十音順さくいん

あ

アースポイント（バッテリーあがりの処

置）........................................ 494
アームレスト............................. 408

ITS Connect ............................. 317

アイドリングストップ
Stop & Start システム.................... 323

アウターミラー（ドアミラー）
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 293

安心降車アシスト ......................... 281

格納のしかた ............................... 148

操作........................................... 147

ブラインドスポットモニター（BSM）267

ポジションメモリー....................... 129

ミラーヒーター ............................ 373

リバース連動機能 ......................... 148

アクセサリーコンセント .............. 410
アクセサリーソケット................. 410

アクセサリーモード.................... 169

アシストグリップ....................... 409
足元照明 .................................. 387

アダプティブハイビームシステム... 206
アダプティブバリアブルサスペンション

システム（AVS）...................... 357

アドバンストドライブ（渋滞時支援）
............................................ 263

Advanced Park ......................... 329
アラーム
オートアラーム .............................. 60

音さくいん .................................. 536

警告ブザー .................................. 465

安心降車アシスト....................... 281
アンチロックブレーキシステム（ABS）

............................................ 357

アンテナ（スマートエントリー＆スター
トシステム）............................ 111

い

イージークローザー
ドア ...........................................101

トランク......................................108

イグニッションスイッチ（エンジンス

イッチ）
エンジンのかけ方..........................167

自動電源OFF機能.........................170

車両を緊急停止するには .................456

モードの切りかえ..........................169

位置交換（タイヤローテーション）..430
イベントデータレコーダー（EDR）.....8

イモビライザーシステム.................59
インジケーター（表示灯）...............67

インストルメントパネル照度調整スイッ

チ............................................76
インテリアランプ .......................387

インナーミラー ..........................139
リヤカメラウォッシャー .................188

う

ウインカー（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ....................452

方向指示レバー.............................177

ウインドウ
ウインドシールドデアイサー ...........376

ウォッシャー................................188

パワーウインドウ..........................150

リヤウインドウデフォッガー ...........373

ウインドウロックスイッチ............152
ウインドシールドデアイサー.........376

ウォッシャー .............................188
液の補給......................................429

スイッチ......................................188

タンク容量...................................509

冬の前の準備・点検 .......................364

動けなくなったときは（スタック）..504
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雨滴感知式ワイパー.................... 188

運転
雨の日の運転 ............................... 159

運転を補助する装置....................... 357

寒冷時の運転 ............................... 364

正しい運転姿勢 .............................. 27

手順........................................... 159

運転支援システム情報表示 ............. 86

運転席シートベルト非着用警告灯... 467

え

エアコン
花粉除去機能 ............................... 376

曇り取り（フロントガラス）............ 373

ナノイー X................................... 376

フィルターの清掃 ......................... 445

フロントオートエアコン................. 372

フロント席集中送風モード（S-FLOW）

.............................................. 377

リヤオートエアコン....................... 380

エアコン・デフォッガー .............. 372
エアサスペンション.................... 354

エアバッグ
SRS エアバッグ警告灯................... 466

改造・廃棄 .................................... 38

警告ブザー .................................. 466

作動条件....................................... 34

正しい姿勢 .................................... 27

配置............................................. 33

エコドライブインジケーター .......... 83

エコドライブインジケーターランプ.. 83
エレクトリックパワーステアリング

（EPS）................................... 357

エンジン
イグニッションスイッチ（エンジンスイッ

チ）.......................................... 167

エンジンイモビライザーシステム ....... 59

エンジンがかからない（エンジンが始動で

きない）.....................................489

エンジンカバー.............................427

エンジンスイッチ..........................167

エンジンの始動方法 .......................167

エンジンルームカバー ....................426

オーバーヒート.............................501

緊急時の停止方法..........................456

タコメーター..................................70

フューエルポンプシャットオフシステム

...............................................464

ボンネット...................................424

エンジンイモビライザーシステム.....59

エンジンオイル
警告灯.........................................466

冬の前の準備・点検 .......................364

メンテナンスデータ .......................506

容量 ...........................................506

エンジン回転計（タコメーター）.......70

エンジンスイッチ
エンジンのかけ方..........................167

自動電源OFF機能.........................170

モードの切りかえ..........................169

エンジンスイッチ（パワースイッチ）
車両を緊急停止するには .................456

エンジンフード（ボンネット）
開け方.........................................424

警告メッセージ.............................101

エンジンルーム
エンジンカバー.............................427

エンジンルームカバー ....................426

エンジンルーム ..................424, 426
エンジンルームから蒸気が出ている...501

お

オイル（エンジンオイル）.............506
オーディオシステム連携表示...........86
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オートアラーム............................ 60

オートドアロック・アンロック機能 102
オートマチックトランスミッション
オートマチックトランスミッション .. 171

スノーモード ............................... 174

オートマチックハイビーム ........... 209

オートレベリングシステム（ヘッドラン
プ）
作動........................................... 185

オーバーヒート.......................... 501
オープナー
給油扉........................................ 194

トランク..................................... 106

ボンネット .................................. 424

おくだけ充電（ワイヤレス充電器）. 401
お子さまを乗せるとき
ウインドウロックスイッチ.............. 152

お子さまの安全のために................... 43

キーの電池 .................................. 448

シートベルトの着用................... 29, 30

ステアリングヒーター・シートヒーターに

関する警告................................ 383

チャイルドシート ........................... 44

チャイルドシートの取り付け............. 44

チャイルドプロテクター................. 102

発炎筒の取り扱いに関する警告........ 456

バッテリーに関する警告................. 499

パワーウインドウに関する警告........ 151

“ODO TRIP”スイッチ................ 76

オドメーター／トリップメーターディス
プレイ ..................................... 76
“ODO TRIP”スイッチ .................. 76

表示項目....................................... 76

か

カーテシランプ
装着位置..................................... 387

カーテンシールドエアバッグ...........33

カードキー..................................90
カーペット
洗浄 ...........................................421

フロアマットの取り付け方 ................26

外気温度表示 ...............................70

外装の電球（バルブ）
交換要領......................................452

買い物フック .............................397

過給圧表示..................................84
カスタマイズ機能 .......................511

型式.........................................510
カップホルダー ..........................393

カメラ
前方カメラ（PCS).........................198

ドライバーモニター .......................205

ガラスの曇り取り（リヤウインドウデ
フォッガー）.............................373

ガレージジャッキ .......................425

冠水路走行................................164
寒冷時の運転 .............................364

き

キー
エンジンが始動できない .................489

カードキー.....................................90

キーナンバープレート ......................90

キーの構成.....................................90

キーレスエントリー .................93, 111

キーをなくした.............................491

正常に働かない.............................492

施錠・解錠ができない ....................492

電子キー........................................90

電池が切れた................................447

メカニカルキー...............................93

ワイヤレスリモコン .........................93
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キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム

.............................................. 111

ワイヤレスドアロック...................... 93

救急箱等固定用バンド................. 398
給油
給油口が開けられない.................... 491

給油のしかた ............................... 193

メンテナンスデータ....................... 506

緊急時シートベルト固定機構 .......... 30
緊急時の対処
エンジンが始動できない................. 489

オーバーヒートした....................... 501

キーの電池が切れた............... 447, 492

キーをなくした ............................ 491

警告灯がついた ............................ 465

警告メッセージが表示された........... 473

けん引........................................ 459

故障したときは ............................ 454

車中泊が必要なときは.................... 458

車両を緊急停止する....................... 456

水没・冠水したときは.................... 457

スタックした ............................... 504

電子キーが正常に働かない.............. 492

発炎筒........................................ 455

バッテリーがあがった.................... 494

パンクした .......................... 479, 488

緊急ブレーキシグナル................. 357

く

空気圧（タイヤ）
タイヤ空気圧警報システム.............. 432

メンテナンスデータ....................... 509

クールボックス.......................... 395
区間距離計（トリップメーター）...... 76

曇り取り
フロントガラス ............................ 373

ミラーヒーター ............................ 373

リヤウインドウデフォッガー ...........373

クラクション（ホーン）................138
クリアランスソナー ....................285
操作 ...........................................286

クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ......................................183

電球（バルブ）の交換 ....................452

クリップ
フロアマット..................................26

クルーズコントロール
レーダークルーズコントロール.........246

グローブボックス .......................393
グローブボックスランプ...............393

け

警音器（ホーン）.........................138
計器類（メーター）........................70

警告灯......................................465
運転支援情報表示灯 .......................471

AHS表示灯..................................470

AHB表示灯..................................470

ABS & ブレーキアシスト ................466

SRSエアバッグ ............................466

LTA表示灯 ..................................469

LDA表示灯..................................470

エンジン......................................466

クリアランスソナーOFF表示灯 .......469

クルーズコントロール表示灯 ...........470

高水温.........................................465

シートベルト非着用 ...............467, 468

Stop & Start キャンセル表示灯.........468

スリップ表示灯.............................468

タイヤ空気圧................................468

燃料残量......................................467

パーキングブレーキ表示灯 ..............469

パワーステアリング .......................467

PCS ...........................................469

PDA表示灯..................................470



544 五十音順さくいん

ブレーキ..................................... 465

ブレーキホールド作動表示灯........... 469

ペダル誤操作 ............................... 467

ポップアップフード....................... 466

油圧........................................... 466

レーダークルーズコントロール表示灯470

警告ブザー
AHS（アダプティブハイビームシステム）

.............................................. 470

ABS & ブレーキアシスト................ 466

SRS エアバッグ............................ 466

LDA（レーンディパーチャーアラート）

.............................................. 470

LTA（レーントレーシングアシスト）. 469

エンジン..................................... 466

AHB（オートマチックハイビーム）... 470

クリアランスソナー....................... 469

クルーズコントロール.................... 470

高水温........................................ 465

シートベルト非着用............... 467, 468

シフトダウン制限 ......................... 176

衝突警報..................................... 212

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）.......................................... 252

タイヤ空気圧 ............................... 468

手放し運転警告（LCA）.................. 226

手放し運転警告（LTA）................... 222

トランク開 .................................. 101

パワーステアリング....................... 467

半ドア.......................................... 99

半ドア走行時 ............................... 101

PDA（プロアクティブドライビングアシス

ト）.......................................... 470

プリクラッシュセーフティシステム .. 469

ブレーキ..................................... 465

ブレーキホールド ......................... 469

ペダル誤操作 ............................... 467

ポップアップフード....................... 466

ボンネット開................................101

窓開 ...........................................151

ムーンルーフ開.............................154

油圧 ...........................................466

リバース......................................173

レーダークルーズコントロール.........470

警告メッセージ ..........................473
傾斜センサー（オートアラーム）.......62

化粧ミラー（バニティミラー）.......412

こ

交換
キーの電池...................................447

タイヤ.........................................440

電球（バルブ）..............................452

ヒューズ......................................449

降車オートロック機能....................97

航続可能距離 ...............................85

後退速度の抑制制御（ドライブスタート
コントロール）..........................165

後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換 ....................452

後方車両接近告知 .......................272

後方車両への接近警報..................277
コートフック .............................409

コーナリングランプ ....................186
子供専用シート
取り付け方.....................................45

小物入れ...........................395, 398
コンソールボックス ....................394

コンライト（自動点灯・消灯装置）..183

さ

サイドエアバッグ .........................33

サイド方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ....................452

方向指示レバー.............................177
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サイドミラー（ドアミラー）
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 293

安心降車アシスト ......................... 281

格納のしかた ............................... 148

操作........................................... 147

ブラインドスポットモニター（BSM）267

ポジションメモリー....................... 129

ミラーヒーター ............................ 373

リバース連動機能 ......................... 148

三角表示板等固定用バンド ........... 398

サンシェード
ルーフ........................................ 153

サンバイザー............................. 411

し

シート
正しい運転姿勢 .............................. 27

チャイルドシート ........................... 44

調整................................... 117, 124

手入れ........................................ 421

パワーイージーアクセスシステム ..... 129

フロントシートリフレッシュシステム122

ヘッドレスト ............................... 135

ポジションメモリー............... 129, 133

メモリーコール機能....................... 132

リヤシートリラクゼーションシステム126

シートヒーター.......................... 383

シートベルト............................... 29
イージーアクセスバックル................ 31

お子さまの着用 ........................ 29, 30

緊急時シートベルト固定機構............. 30

正しく着用するには......................... 30

着け方・はずし方 ........................... 30

手入れ........................................ 421

妊娠中の方の着用 ........................... 29

非着用警告灯 ....................... 467, 468

シートベルト非着用警告灯....467, 468

シートベルトプリテンショナー
機能 .............................................31

プリテンショナー警告灯 .................466

シートベンチレーター..................383
シートポジションメモリー....129, 133

Gモニター..................................84
室内灯（インテリアランプ）..........387

始動のしかた .............................167
シフト照明................................387

シフトポジション .......................171

シフトレバー
シフトポジションの切りかえ ...........172

シフトレンジの切りかえ .................175

操作 ...........................................171

リバース警告ブザー .......................173

車高調整
電子制御エアサスペンション ...........354

車中泊が必要なときは..................458

ジャッキ
ガレージジャッキ..........................425

車幅灯
電球（バルブ）の交換 ....................452

ランプスイッチ.............................183

車両型式...................................510
車両仕様（スペック）...................506

車両データの記録 ...........................6
車両を緊急停止するには...............456

充電用USB端子.........................400

周辺車両接近時サポート...............274
瞬間燃費.....................................85

仕様（車両仕様）.........................506
衝撃感知ドアロック解除システム.....98

衝突時の急加速抑制 ....................358

初期化
パワーウインドウ..........................150

ムーンルーフ................................154

初期設定...................................531
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助手席シートベルト非着用警告灯... 467

侵入センサー（オートアラーム）...... 62

す

水温計 ....................................... 70

スイッチ
LTA ........................................... 223

PKSB ......................................... 302

RCTA......................................... 293

TRC OFF .................................... 358

VSC OFF .................................... 358

Advanced Park ............................ 334

イグニッション ............................ 167

インストルメントパネル照度調整 ....... 76

ウインドウロック ......................... 152

ウォッシャー ............................... 188

エンジンスイッチ ......................... 167

“ODO TRIP”............................... 76

クリアランスソナー....................... 286

シート調整 .................................. 117

シートヒーター ............................ 385

シートベンチレーター.................... 386

シートポジションメモリー.............. 129

車間距離切りかえ（レーダークルーズコン

トロール）................................. 248

侵入・傾斜センサーOFF .................. 62

ステアリングヒーター.................... 385

Stop & Start キャンセル................. 323

スノーモード ............................... 174

ドアミラー .................................. 147

ドアロック .................................. 100

ドライブモードセレクト................. 352

トランクオープナー....................... 106

トランクオープナーメイン.............. 110

トランククローザー....................... 107

パーキングブレーキ....................... 178

パドルシフト ............................... 175

パワーウインドウ ......................... 150

ハンドル位置調整..........................138

非常点滅灯（ハザードランプ）..........455

フォグランプ................................187

ブレーキホールド..........................181

ヘッドアップディスプレイ ................81

方向指示レバー.............................177

ホーン（警音器）...........................138

ポジションメモリー .......................129

マルチウェザーライト ....................186

ムーンルーフ................................153

メーター操作..................................82

ランプ.........................................183

リヤウインドウデフォッガー ...........372

リヤカメラディテクション ..............298

リヤフォグランプ..........................187

レーダークルーズコントロール.246, 248

ワイパー......................................188

スタック...................................504

ステアリングヒーター..................383

ステアリングホイール（ハンドル）
位置調整......................................138

ステアリングヒーター ....................383

パワーイージーアクセスシステム......129

ポジションメモリー .......................129

メーター操作スイッチ ......................82

Stop & Start システム .................323
警告灯.........................................468

ストップランプ（制動灯）
緊急ブレーキシグナル ....................357

電球（バルブ）の交換 ....................452

スノータイヤ（冬用タイヤ）..........364

スピードメーター .........................70
スペック（車両仕様）...................506

スマートエントリー＆スタートシステム
アンテナの位置.............................111

エンジンの始動.............................167

カスタマイズ設定..........................511

緊急始動機能................................490
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作動範囲..................................... 111

正常に働かないとき....................... 492

節電機能..................................... 112

電波がおよぼす影響について........... 116

ドアの解錠・施錠 ........................... 97

トランクの解錠 ............................ 106

スモールランプ（車幅灯）
電球（バルブ）の交換.................... 452

ランプスイッチ ............................ 183

スリップ表示灯.......................... 358

せ

清掃
外装........................................... 418

シートベルト ............................... 421

内装........................................... 421

ホイール・ホイールキャップ........... 418

レーダー..................................... 199

制動灯
緊急ブレーキシグナル.................... 357

電球（バルブ）の交換.................... 452

セカンダリーコリジョンブレーキ. 279, 

357

積算距離計（オドメーター）............ 76
セキュリティインジケーター .... 59, 60

接近警報（レーダークルーズコントロー
ル）........................................ 252

センサー
雨滴感知センサー ......................... 190

LCA（レーンチェンジアシスト）....... 225

LDA（レーンディパーチャーアラート）

.............................................. 229

LTA（レーントレーシングアシスト）. 221

侵入・傾斜センサー......................... 62

デジタルインナーミラー................. 142

ライトセンサー ............................ 184

レーダー..................... 198, 268, 282

洗車.........................................418

前照灯（ヘッドランプ）
電球（バルブ）の交換 ....................452

ライトセンサー.............................184

ランプ消し忘れ防止機能 .................185

ランプスイッチ.............................183

そ

走行モード（ドライブモード）174, 352
送信機（タイヤ空気圧警報システム）

.............................................432
速度計（スピードメーター）............70

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ....................452

方向指示レバー.............................177

ダイナミックリヤステアリング（DRS）
.............................................357

タイヤ
空気圧.................................444, 509

空気圧警告灯................................468

交換 ...........................................440

チェーン......................................364

点検 ...........................................429

パンク応急修理キット ....................479

パンクしたときは..................479, 488

冬用タイヤ...................................364

ホイールサイズ.............................509

ランフラットタイヤ ...............431, 488

ローテーション（位置交換）.............430

タイヤが空まわりする（スタックした）

.............................................504
タイヤ空気圧
警告灯.........................................468

タイヤ空気圧警報システム
ID コードの切りかえ ......................438
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ID コードの登録 ........................... 436

機能について ............................... 432

空気圧バルブ／送信機について........ 433

空気圧表示画面 ............................ 432

警告灯........................................ 468

タイヤ位置の登録 ......................... 434

タイヤ空気圧の設定....................... 435

タイヤチェーン.......................... 364

タコメーター............................... 70
REVインジケーター........................ 74

REVピーク.................................... 74

ち

チェーン（タイヤチェーン）.......... 364
チャイルドシート
ISOFIX ロアアンカレッジでの取り付け 56

シートベルトでの固定...................... 54

選択方法....................................... 44

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）
............................................ 178
警告灯........................................ 469

警告メッセージ ............................ 179

操作........................................... 178

冬季の注意 .................................. 364

未解除走行時警告ブザー................. 180

メンテナンスデータ....................... 509

つ

通信利用型レーダークルーズコントロー

ル ......................................... 252

て

提案サービス機能......................... 87

ディスプレイ
センターディスプレイ...................... 82

ヘッドアップディスプレイ.......... 79, 82

マルチインフォメーションディスプレイ

...........................................77, 82

レーダークルーズコントロール.........248

デイタイムランニングランプ.........184

ディファレンシャル
フロントディファレンシャル ...........508

リヤディファレンシャル .................508

手入れ
外装 ...........................................418

シートベルト................................421

デジタルインナーミラー .................143

内装 ...........................................421

ホイール・ホイールキャップ ...........418

レーダー......................................199

テールランプ（尾灯）
電球（バルブ）の交換 ....................452

ランプスイッチ.............................183

デジタルインナーミラー...............139
リヤカメラウォッシャー .................188

デジタルキ..................................94
デフォッガー（リヤウインドウデフォッ

ガー）.....................................373
電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）...................452

点検基準値（メンテナンスデータ）..506
電子キー.....................................90
作動範囲......................................111

正常に働かないとき .......................492

節電機能......................................112

電池が切れた................................492

電池交換......................................447

電池交換（キー）.........................447

と

ドア...........................................97
イージークローザー .......................101

オートドアロック・アンロック機能...102

降車オートロック機能 ......................97
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衝撃感知ドアロック解除システム ....... 98

スマートエントリー＆スタートシステム

.............................................. 111

チャイルドプロテクター................. 102

ドアガラス .................................. 150

ドアロックスイッチ....................... 100

ドアロックボタン ......................... 100

ワイヤレスリモコン......................... 97

ドアカーテシランプ
位置........................................... 387

ドアハンドル照明....................... 387

ドアミラー
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 293

安心降車アシスト ......................... 281

格納のしかた ............................... 148

操作........................................... 147

ブラインドスポットモニター（BSM）267

ポジションメモリー....................... 129

ミラーヒーター ............................ 373

リバース連動機能 ......................... 148

盗難防止装置
エンジンイモビライザーシステム ....... 59

オートアラーム .............................. 60

時計 .................................. 70, 410
トップテザーアンカレッジ ............. 57

ドライバー異常時対応システム ..... 260
ドライビングポジションメモリー... 129
ポジションメモリー....................... 130

メモリーコール機能....................... 132

ドライブスタートコントロール
急発進の抑制制御 ......................... 165

後退速度の抑制制御....................... 165

ドライブモードセレクトスイッチ... 352

トラクションコントロール（TRC）. 357
トランク
イージークローザー....................... 108

オープナー .................................. 106

キー閉じ込み防止機能 ....................108

クローザースイッチ .......................107

警告メッセージ.............................101

電子キーが正常に働かないとき.........492

トランクオープナーを使用できなくするに

は ............................................110

トランク内の装備..........................397

挟み込み防止機能..........................109

パワートランクリッド ....................103

ハンズフリーパワートランクリッド...106

メインスイッチ.............................110

トランクランプ ..........................108
トランスミッション
オートマチックトランスミッション...171

シフトダウン制限警告ブザー ...........176

スノーモード................................174

操作 ...........................................172

パドルシフトスイッチ ....................175

メンテナンスデータ .......................507

トリップメーター .........................76

な

内装
収納装備......................................391

手入れ.........................................421

ナノイー X ................................376
ナビゲーションシステム連携表示.....86

に

ニーエアバッグ ............................33
荷物
積むときの注意.............................166

トランク......................................103

トランク内装備.............................397

荷物固定用ネット..........................397
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ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.... 504

ね

燃費
給油後平均燃費 .............................. 85

瞬間燃費....................................... 85

平均燃費....................................... 85

燃料
給油........................................... 193

種類........................................... 506

燃料計.......................................... 70

燃料残量警告灯 ............................ 467

フューエルポンプシャットオフシステム

.............................................. 464

容量........................................... 506

燃料計 ....................................... 70

は

パーキングサポートブレーキ（後方接近

車両）..................................... 308
パーキングサポートブレーキ（後方歩行

者）........................................ 310

パーキングサポートブレーキ（前後方静
止物 /周囲静止物）.................... 305

パーキングブレーキ.................... 178
警告灯........................................ 469

警告メッセージ ............................ 179

操作........................................... 178

冬季の注意 .................................. 364

未解除走行時警告ブザー................. 180

メンテナンスデータ....................... 509

排気ガス .................................... 41

ハイビーム（ヘッドランプ）
アダプティブハイビームシステム ..... 206

オートマチックハイビーム.............. 209

電球（バルブ）の交換 ....................452

ランプスイッチ.............................183

ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換 ....................452

ハザードランプ（非常点滅灯）
電球（バルブ）の交換 ....................452

挟み込み防止機能
パワーウインドウ..........................150

パワートランクリッド ....................109

ムーンルーフ................................153

発炎筒......................................455

バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換 ....................452

発進遅れ告知機能 .......................241

バッテリー
警告灯.........................................465

搭載位置......................................424

バッテリーがあがった..................494

パドルシフトスイッチ..................175

バニティ（化粧用）ミラー............412
バニティミラーランプ
装備について................................412

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）................452

パワーウインドウ
ウインドウロックスイッチ ..............152

閉めることができないときは ...........150

初期化.........................................150

操作 ...........................................150

ドアロック連動ドアガラス開閉機能...151

挟み込み防止機能..........................150

巻き込み防止................................150

パワーステアリング ....................357
警告灯.........................................467

パワートランクリッド..................103
パンク応急修理キット..................479

パンクした
タイヤ空気圧警告灯 .......................468
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タイヤパンク応急修理キット........... 479

ランフラットタイヤ....................... 488

番号灯（ライセンスプレートランプ）
電球（バルブ）の交換.................... 452

ランプスイッチ ............................ 183

ハンズフリーパワートランクリッド 106

ハンドル（ステアリングホイール）
位置調整..................................... 138

ステアリングヒーター.................... 383

パワーイージーアクセスシステム ..... 129

ポジションメモリー....................... 129

メーター操作スイッチ...................... 82

ひ

ビークルスタビリティコントロール

（VSC）................................... 357
ビークルダイナミクスインテグレイテッ

ドマネージメント（VDIM）......... 357

ヒーター
エアコン・デフォッガー................. 372

シートヒーター ............................ 383

ステアリングヒーター.................... 383

ミラーヒーター ............................ 373

非常点滅灯（ハザードランプ）
電球（バルブ）の交換.................... 452

尾灯（テールランプ）
電球（バルブ）の交換.................... 452

ランプスイッチ ............................ 183

ヒューズ .................................. 449
表示灯 ....................................... 67

日よけ（サンバイザー）................ 411
ヒルスタートアシストコントロール 357

ふ

ブースターケーブルのつなぎ方 ..... 495
ブーストメーター......................... 84

フォグランプ .............................187
スイッチ......................................187

電球（バルブ）の交換 ....................452

ブザー
シフトダウン制限警告 ....................176

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）...........................................252

手放し運転警告（LCA）...................226

手放し運転警告（LTA）...................222

ドライバーモニター .......................205

パーキングブレーキ未解除走行時警告180

半ドア走行時警告..........................101

窓開警告......................................151

ムーンルーフ警告..........................154

リバース警告................................173

フック
買い物フック................................397

けん引フック................................461

コートフック................................409

フロアマット固定フック ...................26

フューエルポンプシャットオフシステム

.............................................464
フューエルメーター ......................70

フューエルリッド（給油口）
給油口が開かない..........................491

給油のしかた................................193

冬の前の準備（寒冷時の運転）.......364
冬用タイヤ................................364

ブラインドスポットモニター（BSM）

.............................................267
プラスサポート ..........................312

プリクラッシュセーフティ（PCS）
PCS警告灯..................................469

プリクラッシュセーフティ（PCS）
機能 ...........................................211

プリクラッシュブレーキ...............212

ブレーキ
緊急ブレーキシグナル ....................357
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警告灯........................................ 465

パーキングブレーキ....................... 178

ブレーキホールド ......................... 181

メンテナンスデータ....................... 508

ブレーキアシスト....................... 357
ブレーキフルード....................... 508

ブレーキホールド....................... 181
フロアマット............................... 26

フロントオートエアコン .............. 372

フロントクロストラフィックアラート
（FCTA）.................................. 239

フロントシート
シートヒーター ............................ 383

シートベンチレーター.................... 383

正しい運転姿勢 .............................. 27

調整........................................... 117

手入れ........................................ 421

パワーイージーアクセスシステム ..... 129

ヘッドレスト ............................... 135

ポジションメモリー....................... 129

メモリーコール機能....................... 132

リフレッシュシステム.................... 122

フロント方向指示灯
電球（バルブ）の交換.................... 452

方向指示レバー ............................ 177

へ

平均車速 .................................... 85

平均燃費 .................................... 85
ヘッドアップディスプレイ ............. 79
スイッチ....................................... 81

設定............................................. 81

ヘッドランプ
クリーナー .................................. 188

電球（バルブ）の交換.................... 452

ライトセンサー ............................ 184

ランプ消し忘れ防止機能................. 185

ランプスイッチ ............................ 183

ヘッドランプオートレベリングシステム

.............................................185
ヘッドレスト .............................135

ベンチレーター（シートベンチレーター）
.............................................383

ほ

ホイール
交換（タイヤ）..............................440

締め付けトルク.............................509

メンテナンスデータ .......................509

方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ....................452

方向指示レバー.............................177

ホーン（警音器）.........................138

ポジションメモリー ............129, 133
保証.............................................9

ポップアップフード ......................39

ボルト
締め付けトルク.............................509

ボンネット
開け方.........................................424

警告メッセージ.............................101

ポップアップフード .........................39

ま

マルチインフォメーションディスプレイ

...............................................77
運転支援システム情報 ......................86

エコドライブインジケーター .............83

オーディオシステム連携 ...................86

Gear Position .................................85

警告メッセージ.............................473

Gモニター.....................................84

タイヤ空気圧................................432

提案サービス機能............................87

ナビゲーションシステム連携 .............86
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表示項目....................................... 77

ブーストメーター ........................... 84

メーター操作スイッチ...................... 82

レーダークルーズコントロール........ 248

割り込み表示 ................................. 77

マルチウェザーライト................. 186
スイッチ..................................... 186

み

ミラー
アウターミラー ............................ 147

デジタルインナーミラー................. 139

ドアミラー .................................. 147

バニティミラー ............................ 412

ミラーヒーター ............................ 373

リヤカメラウォッシャー................. 188

む

ムーンルーフ
初期化........................................ 154

操作........................................... 153

ドアロック連動ムーンルーフ開閉機能153

挟み込み防止機能 ......................... 153

め

メーター
計器類.......................................... 70

警告灯........................................ 465

警告メッセージ ............................ 473

照度調整....................................... 76

時計............................................. 70

表示灯.......................................... 67

マルチインフォメーションディスプレイ77

メーター操作スイッチ...................... 82

メカニカルキー............................ 93

メモリーコール機能.................... 132

メンテナンスデータ ....................506

ゆ

ユーザーカスタマイズ機能............511
雪道ですべって動けない（スタックした）

.............................................504
油脂類......................................506

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
電球（バルブ）の交換 ....................452

ランプスイッチ.............................183

ラゲージマット ..........................397
ラゲージルーム（トランク）..103, 397

ラジエーター
オーバーヒート.............................501

メンテナンスデータ .......................507

ランプ
アダプティブハイビームシステム......206

コーナリングランプ .......................186

室内灯.........................................387

電球（バルブ）の交換 ....................452

非常点滅灯（ハザードランプ）..........455

ヘッドランプ（前照灯）...................183

方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ

ンカー）.....................................177

ライトセンサー.............................184

ランプ消し忘れ防止機能 .................185

リヤフォグランプ..........................187

ランプ消し忘れ防止機能...............185
ランフラットタイヤ ............431, 488

り

リバース連動機能 .......................148
リヤウィンドウデフォッガー.........373

リヤオートエアコン ....................380
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リヤカメラディテクション
操作........................................... 298

RCTA（リヤクロストラフィックアラー

ト）........................................ 293

リヤサンシェード....................... 414
リヤシート................................ 123
調整........................................... 124

ヘッドレスト ............................... 135

ポジションメモリー....................... 133

リラクゼーションシステム.............. 126

リヤシートリマインダー機能 .......... 99

リヤ席シートベルト非着用警告灯... 468
リヤドアサンシェード................. 412

リヤフォグランプ....................... 187
スイッチ..................................... 187

電球（バルブ）の交換.................... 452

リヤ方向指示灯
電球（バルブ）の交換.................... 452

方向指示レバー ............................ 177

リヤマルチオペレーションパネル... 368

る

ルームミラー（インナーミラー）.... 139

れ

冷却水
冬の前の準備 ............................... 364

メンテナンスデータ....................... 507

冷却装置（ラジエーター）
オーバーヒート ............................ 501

メンテナンスデータ....................... 507

レーダークルーズコントロール ..... 246
警告メッセージ ............................ 251

接近警報..................................... 252

レーンチェンジアシスト（LCA）.... 225
レーンディパーチャーアラート（LDA）

............................................ 229

レーントレーシングアシスト（LTA）221

レクサスクライメイトコンシェルジュ
.............................................371

Lexus Teammate Advanced Park..329
レバー
シフト.........................................171

方向指示......................................177

ボンネット解除.............................424

ろ

ロードサインアシスト (RSA) ........243
ロック
ウインドウロック..........................152

スマートエントリー＆スタートシステム

...............................................111

チャイルドプロテクター .................102

ドア .............................................97

ワイヤレスリモコン .........................93

わ

ワイパー＆ウォッシャー...............188
ウォッシャー液の補充 ....................429

ワイパー停止位置の切りかえ.........191
ワイパーブレード（寒冷地用）.......365

ワイヤレス充電器（おくだけ充電）..401
ワイヤレスリモコン
作動の合図.....................................98

操作 .............................................93

電池の交換...................................447

半ドア警告ブザー............................99

ワックス...................................418
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次の装備は、別冊「マルチメディア取
扱説明書」をお読みください。
・オーディオ

・パノラミックビューモニター

・ナビゲーションシステム
・音声対話サービス

・ハンズフリー
・G-Link

・ETC2.0 システム
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ガソリンスタンドでの情報

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ボンネットフック（P.424）

トランクオープナースイッチ（P.106）

給油扉オープナースイッチ（P.194）

給油口（P.194）

ボンネット解除レバー（P.424）

タイヤ空気圧（P.509）

燃料の容量（参考値） 82L

燃料の種類

･ 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）

･ バイオ混合ガソリン（プレミアム）※

※エタノールの混合率 10％以下、またはETBE の混
合率 22％以下のガソリン（酸素含有率 3.7％以下）
を使用することができます。

P.506

タイヤが冷えていると
きの空気圧

P.509

エンジンオイル容量
（参考値）

P.506

エンジンオイルの種類 弊社純正モーターオイル P.506

A

B

C

D

E

F
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